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第 6国 全 国 バ ズ学 習研 究 集 会

劇 造 性 開 発 の バ ズ 学 習

豊 田 市 立 小 清 水 小 学 校

は じめに

本校は,名大教授塩田芳久先生の指導を受け,

過去10余年前から,バズ学習の研究にとり組み、

きわめて独倉J的な学習指導法,「課題方式バズ学

習」なるものを創案した。また。私達の豊田市は

3年前に学校教育長期計画 (倉J造性開発―その理

論的構造 )を発表し,豊田市の学校教育の基本的

圏標を「ひとりひとりの児童の創造性開発」に設

定 L′ たQ私達は過去 2年間の研究において「話し

合いの訓練をいかに進めたらよいか」 (m_046)

「パズ学習ljCおける望ましい学習課題はどのよう

なものか」 (昭・ 47)に ついて実践的に追求し
てきた。本年はこれらの研究の成果をふまえ,バ
ズ学習を倉J造性の開発という視点から見直し,倉」

造性開発とバズ学習の理論的接点を明らかにし,

倉J造性開発をねらうバズ学習はどのようなものか

を研究主題に設定し,理論研究のあと, 3つの研

究部会 (社 0算・体 )に分かれ,と くに学習指導

過程に焦点をあて授業研究を中心に実践してきた。

その一端をご報告し,会員諸氏のご指導をお願い Lィ

したい。

1 創造 Jl■開発 とバズ学習

G)創 造 性

創造とは,「既存のさまざまな素材や要素を再機

組織したり,再構成してより新しくしかも価値あ

るものを生み出す」ことである。これらの行為や

過程を支える能力や態度,換言すれば倉J造する力

を創造性という。

◎倉J造性とは知・情・意で表現された人間の高

等な精神活動の代名詞である。 (時実利彦 )

◎創造性というものは人間誰にでもあまねくあ

るところのものだ。 (湯り|1秀樹 )

◎おのれみずからが推理し,半J断 し,決断をく

だすというプロセスをぬきにしたところに思

考力ははたらくものでもなし育つものでもな

い。 (沖山 光 )
人間はあまねく倉J造的存在である。教育活動そ

のものも, もともと倉1造的なものである。学習活

動 も「学習とは覚えることなり」というような与

えられた知的情報の記憶作業として位置づけられ

るものでなく,人間としてみずからが生きてい4

ことへの自覚やその確認として未知の世界を感動

的に発見していく姿としてとらえるべきであろう。

② 創造lle開発の学習過程
基本的過程 学 習 内 容

問題をつかむ
学習のめめてをとらえたり

課題を問題意識イヒする。

見とおしを立て

る

観点をかえたり立場をかえ

たりしながら方法を発見した

り課題解決の洞察をする

検証する
洞察したことが正 しいか (

客観性 )ど うかを検証する

確認する

洞察してそれにもとづいて

検証 した。これで間違いなし

とうなづ く
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発展させる

発見 し得た知識,思考力を

土台にして,他の問題に取 り

組み,本質的に共通するもの

を究明する

◎ 話し合もヽ学習における創造 Jl■
バズ学習は形の上では二斉学習の中に小集団に

よる話し合い学習をさせることにより9学級∽全

児童を短時間の中で,ひ とりのこらず学習に参加
させ,好ましい人間関係を育て,ひ とりひとり鍛

児童の学習能力を高めることをねらいにしている。

話し合いにおける聞く。話すとぃう行為を進行

させるためには,児童が脳裏にそのことに関する
全体像を再構造イヒしなければできない。これは思

考を働せるという活動であり,こ の思考力を学習
における倉』造的思考力と考えたい。

④ 課題解決学習における創造性
児童がみずか らの力でみずか らの能力を開発 し

て行 く学習方法として,わ たしたちは課題解決学

習を進めている。児童は課題を目の前にして,既

有の経験 。情報を駆使 し,新 しく提示された情報
と関連づけたり抽象イヒしたりして,そ の解決に全

力を上あげ,その児童にとって全 く新 しぃ発見を

する。自分の力で解決・発見したその感動は,次
への学習への意欲に転イヒする。このような学習の

繰返 しの中で児童は創造的能力を高めていくので

ある。

2各 教 科 く社・算・ 体 )に お け る実 議

社会研究部会

① 社会科における創造性
社会という教科は,社会的事実・事象の結びつ

きに目を開かせ,こ どもの社会観を新たにしてぃ

くものである。社会の授業を展開する場合,何を
与え,何を考えさせるか明白に区別 し,め ざす関
係や法則の発見に必要な事実を再認識 させるか ,

提示して,こ れを素材 とし,こ どもの問題意識を

誘発 し,こ れを追求させていく。この事実のうら

にかくれ,ま たひそむわけがら (因果関係 ),他
の事実とのつなが り (関連 )等 を,公民的角度・
地理的角度 。歴史的角度か ら見直させる中に,子
どもの倉J造釣思考が働 くものと考える。その結果

はじめて子 どもはわかるつまつ理解するのである。

この理解が,事実の新 しい意味,関連っ脈絡等を

発見させていくことで,そ こに311造的学習がある

また,:社会という教科の特質上,子 どもに問題
解決能力をつけさせることが必要である。この能

力をつけさせる学習過程をとリバズ学習をするこ

とによ つて,参加度を高め,理解促進,態度育成
をはか り,子 どもに考えさせる授業をして,多面
的な見方 0考え方を育ててい くことが,社会科に

おける倉斃 性を高めてい くことである。

② 社会科における攣習過程
上の考えに立 って,つ ぎの学習過程を根底に実
践している。

学習過程 指導上の留意点 学習形態

つかむ

予想する

調べる

課題の提示にたいして ,

その課題を児童が自分の

ものとして受けとめるこ

課題にたいし予想をしっ

か りしてから,思考の拡
散 と多面性をはか り,課
題解決への方向性を持た

せるこ

個人

全体

個人

小集団

全体

個人

小集団

全体

個人

全体

考えの根拠になることが

らをより多 くの情報の中

か ら整理活用 して課題解

決をはかる。

深める

調べて明らかになった知

識理解の定着 と学習によ

って身についたものの日

常生活への活用をはかる。

者

つ

に

校

え

に

立

学

に

直

本
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う
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③ 実 践 例

単元  海ではたら
① 授業記録

lla

l131

儀0

11D

α61

11つ

l181

わたしは,港の近 くの船は遠 くの船に

あらしのことを知 らせると思います。

おきの船は,す ぐもどって来る。
ひきあげると思います。

港の近くでは,ボートの用意をする。
船を,ひ もで しばりつけると思います。

港では,船を待 っていると思います。
あらしがやまないと,家へもどるe家
の中で,あみをなおすと思 う。でも船

はだいじょうぶかなあと思 う。

つかむ (意識イヒ)の学習

Tlこ の絵を,見てみなさい。

(1)波が自いなあ

(2)空が くらくて,黒いね

(3)ぼ くは,あ らしだと思 う

T2こ の絵について, グループで話し合ってく
ださい。

(4)あ らしで,船が波につつまれそうにな
って「いる。

(5)波が船よりも高いところがあるよ。

(6)風が,つ よそうだねえ。

T31グ ループから,発表 してください。
(7)あ らしだから,波が高いと思います。

(8)|ま くたちも,あ らしだと思います。

(9)あ らしで,船が波にゆられています。
T:い ま3つのグループが発表しましたが,他
にはありませんか。

001 雁コこでている掘合は, きっと英菫くにいる

船だと思います。あらしの時は,近 く
の船だったら, 自分たちのところへ帰

ってやむのを待つと思います。それに

はかの船 もいないから遠 くであらしに

あった船です。

予想する (具体化 )の学習

T5こ の絵か ら,い ろいろ考えたね。それでは

あらしのとき海で働 く人々は どうするだろ

う。グループで話 し合ってみなさい。

敏D 先生は,あ らしが来る時の準備のこと
を言っていると思います。

話 し合いが,すすんでいますね.先生が用
紙を渡 しますから,話 し合って考えたこと
を書いてください。

課題用紙   、
1.あ らしが近づくと,海ではたらく
ヽ 人たちは,ぁ らしのひがいをふせぐ
ためにどんなことをするので しょう。

T7自 分で書いたことを,グループの人に発表
してください。

C9 船:の上に重たい物をのせておく。それ
から鉄の棒に,船をしばっておく。

の 船は,ぶつかって もいいようにタイヤ
をつけておく。

eD 船を陸にあげてお く。
②  おじさんたちは,高いところへにげる
準備にとりかかります。ラジォの知 ら

せで港へ帰って,鎖でしば りつけてお

くと思いますσ

② 船を,だ さない。

鋤 船を,流 さないようにする。
釣 岩でせきとめる。さくをつくる。
1261 ごはんをたいて,戸にじょうをかう。
2つ 外へ出ない。あらしで危い時は,無線
で知 らせれば助かる。台風の時は‐7-く

港へ帰る。それから気をつける。気を

つけて船を守る。船を守る時は気をつ

けて人間を守る。そして,船が流れな
いよう

`こ

する。

lal 船をしばってとれないようにする。

lul 船をあらしに近づけない。

lpl かみなりが落ちるかも知れないから,

ガソリンをいい所に入れておく。

0⇒ 新 しい船を造る時はがんじょうに作る
無線を船につ lvjる 。

総  いかりをおろして中心に合わせる。
いか りは重いから提唐は」二まる。

② 考  察
これまで,つかむ ,予想する学習段階で児童が
どのように反応したか,そ の一部を書いた。分析
の観点として,指導案,授業全体の流れ,児童の

2年生

くひとびと

T6
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学習参加度等の広い面からめん密な分析をする&

とが大切である。もちろん本校で|ま これらの点す

べでに留意してけるが,過 こでは紙面の都合で教

師の発間と児童の発言を中心に考察した。

ア つかむ 〔意識イヒ)
の 教師の発間
こφ段階で教師1よ 4つの発言をしている。で慶

除くとめとは指示的な発言といえよう。Lは児童

の思考の流れを探る補助的な発間である。

本時の学習は,前時の学習からはいっていない

極めて高次な段階から学習活動にはいった。その

ためには詳細な予備調査をしたことはいうまでも

ないがぅ強いていうならば,Tlの発言をなくして

黙って絵を見せて児童の反応を見た方がよかった

のではなけかと思われる。

「
)児童の発言と思考
どの段階にても当てはまる乙とであるが,多 く

の児童は問題に対 して,真貪』に取り組んでいる。

自分なりの考えを出控うとしてけるが,(1),(2),

(3)の発言は児童の国から自然と饉たことばである。

鶴釣発言に対して, 3うのグループが発表したが

他のグループは前に発表したグループと少しでも

同じだと「同じです」と答えている。ここを, どう違

う違う総か,細かい点も落さずに発表させる技能

と態度をこれからつけさせていかなければいけな

しヽ と思 う。

イ 予想する (具体イ絶 )
機 教師の発間

Ъが主発間であるoこの発間は現時点ではやむ

をえないが,次の高次な段階では児童が自分で発

電していくべきものである。関連 しているが,課

題用紙 亀発間と同―-4・鍮問題と考える。

ぼ)児 童の発言と患考
○ 畿99象め,象蟻は予想 としては正 しい。次の段
階では根拠 も付記させるようにしたい。

● 鶴ほぅ陸上でのことな転移させて悪考をrFy

たちルゝしている。

③鋤鍵はこれまで漁船の写真等を詳しく見てい

えと解殺してよ枠のではないか。

o Oつは多面鋳に考えることができてよい。

◇ 機は子 どちなりの仮説のもとの考えで注員
したい Q

-4-

算数研究部会

(1)算数科における創造性

0 算数科教育の現代イヒからみて
新しい知識だけを身につけるだけでなく,そ

の知識を必要な場に適切に用いたり,それをも

とに新しいものを生みだしたりすることができ

るように数学的な考え方や処理のし方を身につ

けさせることであり,そ のために数理を主体的
に学びとっていくことが大切である。このこと

は子どもが新しい問題に直面したときに,そ れ

を受動的に学習していくのでなく,主体的に取
り組み,教師の効果的な指導とあいまって,直
面している問題を分析し,既習の解決方法を手

がかりに適切な予想計画を立て,そ の問題を解

決していくことによって新しい数理を生み出し

ていくことであり,さ らにそφ発見した数理を

確実に身につけ,有効に活用できるようにする

ため練習し,他の問題に適用していくというこ

とである。

ビ)日 々¢算数科の学習の反省から
0 子どもたちの日常の算数学習をみると,間
題を主体的に解決していこうとする態度がと

ばしい。

0 教師の説明が一部の優秀児の発表を受容的
な態度で受けとめて,数理を身につけていく

という傾向がめだつ。

このような学習指導の傾向|ま ,新 しいものを

生みだす数学的な考え方や処理の仕方を身につ

け、るためにll■決して望ましい姿ではない。

e)算数科で創造性を伸ばす指導の実践
0 子どもの問題意識をたいせつにする。
r)教材に一貫して流れている考え方を明確に
する。 (教材の系統 )

t91'指導法をくふうする。

特に次の 2点 を重視したい。

・意欲をもって間繭を追求していく態度の育

成をはかる。

・解決の方法を身につけ処理する能力の養成

① 基本的な指導過程

つかむ 一斉＞

か

握

つ

は

を

題

題

間

間

そ

の

化

習

識

学

む

意
　
・

段階 | ○構造化されない概念



裏とめる

構造イヒされた概念

得)実 践 Ell――一 l年生
―ア 単元 「3つのかず」  /

イ 本時の轟標
認知 ◎ 2つの数をたして蔓0,脅 れに 1倍数

をたして10い くつとなる3国のたし

算によって (1倍数 )+(1倍 数 )
働くり上が りのたし算の基礎を養 う。

態度 ◎ 自分の考えをまとめて発表できるよ
う
`こ

する。

◎友だちの発表をよく聞く。

ウ 授業記録
T さあっ頭の体操をしましょう。
C テス トだ。テス トだ。
T わかったらだまって手をあげ4んですよ。
(カ ードで10の構成をする。 )略

T 今猥はね。ちょっとむつかしい計算の勉強

をします。 (具体物掲示 )

ここに花がたくさんありますね。かたま り

が 3つになっていますね.それぞれいくつ

あるでしょうね。さめ,課題用紙に書きま
しょう。

それぞれかぞえながら用紙に書 き入れる。

では,そ れぞれいくつかたしかめていきま

す。はじめのは…

7本です

まん中は

3本です。

白いのは

5本です。

では,全部でいくつか答を出してください。
それぞれ課題用紙に答を書 く。

発表 してください。

15本です .
では, どうやって15本 という答を出したか

答の出し方を書いてください。 (lo分 )
では,自分で書いたのをとなりの人に読ん

で聞かせてあげなさい。

ペアバズ

こんどは,自 分の書いたのをみんなに聞か

せてあげましょう。

手でかぞえてやりました。

花をかぞえでやりましたA

5を頭にいれて7と 3をたして10, 15に 5

をたして15に しました。

で7f■ ,先生の考えたのを言います.

5と 3で 8,7の中の2を 8に たして10,
10と 7の残りの5をたして15と しました。

さめ, どの考え方が一番よい考え方でしょ:う。

しらべる

みつ tす る

たしかめ

る

０
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０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

焦点イヒ(計画 )

・ 当面 しているFnt題

を分析する

。過去命学習経験を

想起 し,異国を弁

別する

。解決の予想と計画

をたてる

具体的思考 (実践 )

・ 計画にしたがって

思考していく

。多様な解決方法を

考えだす

・解決方法を比較 し

新しい数理を生み

出す

系統化 (反省整理 )

・解決過程をふ り返

る

・練習して数理を確

実に身 l・4つける

生活イヒ(適用 )

・生活問題,構想さ

れた問題を解決す

る

個人

小集団

ザ

個人

小集団

一斉

一斉

Ｃ

Ｔ

Ｃ

Ｔ

Ｃ

Ｔ

Ｃ

Ｔ

Ｃ

Ｔ

Ｃ

Ｔ

Ｑ

％

亀
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Aグループ

① 「5を頭に入れて7と 3をあわせで10に し
てから頭の5をたして15に します。J

②  「 7と 3を たして10910と 5を たして量5で
す.」

Bグ ループ

① 「花を1つずつかぞえていきますe」
② 「7と 3と 5をたして15`こなうます。」

Cグループ

①  「7+3+5で 15です.」
Э 「手でかぞえてやりました。」



C 先生のが一番いいよ。
T では, もう下度言いますよ。 (図で説明 )
C ひゃ― むつかしくてかわらへん。
C どうなっているの?
T lつずつ数えた方が早いと思う人6
2つ 目のやり方がいいと思う人。

先生のやり方がいいと思う人。

T 3つの数をたすときは,前の数からたして
いきます。

はじめに黄色の花 7つ と青の花 3つをたし

て10,あ とから自の5を たして15に します。

しきに書くと,7+3+5と なります。
いっしょにやり方をいいましょう。

C全 7と 3を たして10,10と 5で 15。

T では,練習問題をしましょう。課題用紙の
1問題を今のようにしてやりましょう。

C全 (一斉に課題に取 り組む。 )

一以下略一

工 授業者の反省
① llI思考のおさえ方をもっと強くしたかっ

まこ。

② 書くこと|ま ,低学年には抵抗が大きいの
で具体物を使 って説明させるようにしたい。

③ ペアバズ|ま よくやらていたが多様な考え
方を生み出させるまでにはいかなかった。

④ 具体物の利用を考えていたが,あ そびと
なると思ってやめた。やはり使 った方が効

果的であったと思 う。

オ 考  察
0効果的なバズがなされるためlrc iま ,あ くま

で個人の思考を原点として考えなければな

らない。個人思考が十分なされていたため

全員がペアバズに参加できた.

oぃ くつかの考え方を発表 しあい,比較 して

いくことが創造性につながる。そういう点 ,

子 どもはよく思考していた。

o書 くこともたいせつだが,直観思考をはた

らかせた「ことば」つぶやきを低学年では

重視し,そ れを取り上げることによって内

容のめる授業になるのではなかろうか。

o三段階四分節の基本をふまえて授業を進め

ている力嶼 題によってはこの段階にとらわ

れない方がよい場合もある。

0指導者はやたらと発間するが,学習のねら
いに照らしあわせ, もっと整理し,少なく

して,子 どもの多様な思考のさまたげにな
らないようにしたい。

体育研究部会

6)体育科における創造性
倉J造的学習とは,状態でとらえるならば,学習
意欲の高まりであり,体育の生活イヒであろう.つ
まりそれは,知る喜び 0学ぶ喜びを味あわすこと
により,子 どもたちを「やりたい,ゃ らずにはお

れない。」といった状態にまで育てることであろ

う。そのためには,子 どもたちの基本的欲求を満
たしてやることを忘れてはならない。

知る喜びを知っている学級は,ひ とりひとりの

子 どもの心に疑間があう,そ こに思考活動が生れ

てくるのである。それは自然に「つぶやき」とな

って学級に広がっていく。これらの子 どもは,正

面から課題にとりくみ,そ の解決に夢中になり,

共同思考を盛 り上げ、討議を自熱イヒさせる学級を

形成 していく。

教科書のない体育科で子 どもが創造性を発揮 し

バズ学習を盛んにするためには,そ れなりの学習

課程を考えなければならない。ひとりひとりが単

元を通した流れの中で, 自分の能力に合せて,は

じめの段階から,ま とめの段階まで明確な問題意

識を持続 しなくてはならない。

意欲が高まるためには,よ く考えればよいと言

うものではない.そ れには自分たちで練習計画を

立てることである6この場合大切なことは,ひ と

りひとりの子 どもが自分の能力に応 じた単元の目

標をもつことが必要であり,こ の個人の目標 もパ

ズ集団では共同の目標になる.そ こに,助け合い

やはげましと言 う行為が生まれ,人間倉J造の道 も
-6-

―楽 しい,お もしろい

∠置繁冤冒験

ズヾグループ

やらずにはおれない

自我表現の欲2 集団所属の欲求
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聞かれるものと考えられる。

学習課程

ア 単元の構成
子 どもたちは常に冒険心に満ちていて,未知
の ものを開拓 してい く力をもっている。器械運

動においても,い ろいろな運動のし方を造 り出

していく豊かな倉J造性をもっている。ところが

今までの学習をふり返 ってみるとき,子 どもの

自然の姿が生かされていたといえるだろうか。

ともすれば単一種目のみをとり上げ,運動の本

質的なものより,運動の形だけを追求 していく

といった傾向ではなかったろうか。例えば鉄棒

で言うならば,腕立て前まわりだけをとり上げ

同じ種目を同時間 もくり返す。これでは出来な

い子は劣等感におそわれ,いよいよ鉄棒がきら

いになり,一方出来る子にしてみれば,楽 しみ

も発展)性 もないと言 う事になりかねない。その

ずこめ子 どもは, もっと何でもやれる可能性「伸

びる芽」を持ちながら,それを摘まれているこ

とl・Cな る。そこでもっと楽しく,個 々の能力が

充分発揮できる学習,い ろいろな運動が数多く
マスターできる学習といった観点から,「発表
会形式にょる組み合せ学習」を考えてみたのこ

れは,単元のまとめで行なう発表会を目標に個

個f/D子 どもが自分のできる種目を組み合せて学

習するものであって, この種目の中には,自 分

の出来ない種目や,そ の学年のねらいとする種

目を加えて子どもが自分の課題として設定する。

子どもにとってみれば自分の出来る種目の組み

合せからはじめ, 自分の運動を倉J造 し, 自分な

りにまとめて発表するのですから,抵抗もなく
意欲的にとり組むことが出来る。また,このこ

とから業間体育への発展性も充分考えることが

できる。

これは,子 どもたちの伸びる芽を大切にし,

型にはめないで楽しみながら伸びられるよ夕こ

し,可能性を引き出すところに重点を置き,子
ども自からの小さな発見や,正夫を見逃がさず
大切に伸ばしてゃる。これが子どもたちの意欲

を盛り上げると同時に,お互いのはげましや補
助のし合いなど協力学習も盛んにし,体育の倉J
造活動へとつながるものである。

イ 単元の展開 (器械運動 )

睦整翌≧|(11時間)
① 学習のあらましを知る
② 抵抗ある種量,出来る種目のチェック
|な な |(2,巧 時間 )
③ 出来る種目を組み合せて続ける
④ 課題種目を加える
⑤ つなぎをスムースに

⑥ 全体がスムースに
理≡憂憂 (1時間)
⑦ 発表会をする
③ 反省

③ 指導例
学年 1年
種目 器械運動 (マ ット1 とび箱 )
ねらい

o助走して,ふみこしと前まわりを組み合わ
せてなめらかに連続してできるようにする

o自 分の能力に合わせ,無理や危険のないよ
うに遊ぶ

課題

0運動をうまくつなぐには, どうしたらよい

だろうか

前まわ り

とふみこ

しをする

o全体で前ま

わりの問題点

を出し合う

・ 何が最 も大

事なのか運動

しながら考え

る

。友だち同志

で見合 う

・ つづけ方の

タイミングを

みつける

。いろいろな

前まわりをさ

せる

・ ふみこしや

前まわりの要

点をみつけさ

せる

・ たがいに見

せ合わせる

組み合せ

の要点を

知る

補助し協

力する

0運動のリズ

ムを見つけさ

せ る
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学習内容 1 児童の活動 1教師の指導



自己の能

力に合 っ

た種目を

みつける

0グループで

補助 し合 う

・各自のめあ

てにい どむ

・ できないグ

ループを中心

に指導する

・ 危険のない

よう注意する

授業記録

ol人の男児の 1時間での変容
1.楽 しそうにとんで前まわりをする。
2。 高くっ遠くへとび前まわりをして,腹ばい

になる。

3.と び箱から,ひねりを加えてとぶ (目的を

もってとんでいる )

4。 前転の後,腹ばいになって,「死んだ」と

声を出して死んでいる。 (自分自身に対して

話しかけている -1人 バズ )
5。 片足でとび箱をとび越す (「失敗したとき

の練習をやった」と先生に話しかける )

6。 横とびこしをして,横まわりをする。

O他の児童のようす

。高く遠くへとび、体を180° ひねって後まわ

りをする。

。とび箱にひざをつき,手をマットについて前

まわりをする。

0開脚とびこしから前まわりをする。

0と び箱をまたざこして前まわりをする。

今後の問題点

・体育科としてこの研究にとり組んでまだ日が

浅いので,学習訓練が徹底していなく,学習

に無だな時間が目立つので,こ の点しつけて

いく必要がある。

・楽しんで学習に参力国できるが,全員が課題意

識をもって参加しているとは言えないので,

この点も研究して行きたい。

・助け合いをしたり,協力して学習する態度や

補助の技術などもまだまだ問題点が多い。こ

の面の研究もしていきまこい。

・子どもの発そうを大切にした結果,楽しく,

活ばつに参加できるようになったが,技術面
のおさえをどの程度にすべきか。これが我々

に課せられた大きな課題であろう。

おわ りに

4月 以降っ私達は,今後 2か年にわたる研究計

画の討議・創造性開発・ バズ学習の理論研究・児

童の学習能力の実態調査による分析などに取り組み

み,9月 にはいると,各教科の授業における学習
過程の基本的パターンを設立し,授業研究に入っ

た。本要項の実践例は第 1回 目の授業研究をまと

めたものである。だから本発表も私達の研究の方

向とスタートを示したものである。

塩田先生がしばしば強調されている次のことば

を銘記して研究を進めていきたいと思う。

「私たち教師は児童生徒に金力を上げて学習に

取り組むことを教え9協同していくことを求めて

いる。その教師があるべき姿も求めず,力を合わ

せる努力を怠ったならばおはなしにならないので

はないか。教師自身が協力していくことの美しさ,

考え合うことのすばらしさを先ず体得していく必

要があろう。」

参考文献

oパ ズ学習の実践的研究 塩田芳久編
oバ ズ学習の効果的研究 塩田・四宮著
o対人法学習    井上隆農著     〃
o情操意志倉」造性の教育  時実XIJ彦 第 1法規
o生きがいの創造  湯川秀樹     雄渾社
o倉J造への飛躍   湯川秀樹     講談社
0創造性の科学   市り|1亀久弥 日本放送出版

明

〃

辣
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第 6回 バ ズ 学 習 /~m究 集 会

個々の科学的思考力を最大限に伸ばすバズ学習

(低 学 年 にお け る理 科 学 習 )

麟 市立安室ガヽ学校 小 林 靖 子

1.は じ め に

めまぐるしく変動する現代社会において、教育

は、どう対処すべ きか。いいか えると、子 どもた

ちに、どんな能力をつけさせればよいかとい うこ

とであろう。

それは、未来の社会を支え、生 きぬいていくため

の倉J造性 (ひ とりひとりの倉」造性 )の育成にほか

ならないと考える。そのためには効果的な学習指

導のあ り方を研究し、実践す ることがわれわれ教

師のつ とめだと考える.

すなわち ア.警
〔8「曇喜9鵞量]量l)ヒ ]
イ・重詈曇暑言菫響
究
]

などがそれで[λ融里1%馨よ1マ]雪言と思ゎ
1量≧1五曇じ[漏[董I11賓雲撃警[を11

曇λtti[lF:『
J:梅

暴ET塁唇層璽魯][i

ll楓曇をill量曇∬置讐彗IIT曇曇こ』襟

の段階をへて、その物事の意味や傾向性を発見し

ようとする探究過程の中で全体あるいは小集団で

の話し合いを位置づけ人間関係のうらうちのある

集団での効果的話し合いを通し科学的思考力の育

成をめざしてきた。

2.低学年の科学的思考力を伸ばすために

低学年の児童はその発達段階から考えると自然

の事物、現象を全体的、直覚的にとらえる傾向が

強 く、因果的なとらえ方、分析的なとらえ方のむ

ずかしい段階にある。

したがって低学年では、感覚器宮や行動 (見る、

さわる、いじる、なめる e… など)を通して経験

を重ねしだいに知覚と判断とを結びつけ、正しい

思考活動ができるように指導する必要がある。

とくに、物そのものをとらえるとともに、その

違いに気づき、共通点と差異点を意識させ、関係

づけて考えようとする能力を育て伸ばすことが必

要である。

そのためには、ひとりひとりで垂直的に考える

ことより、小集団がちがった立場から多角的に発

想を生かして学習を進めていくことが低学年の段

階から必要であると思われる。   |
-1ニ



3.学習過程の原型とバズの位置づけ

学習   過程

形態

過程の説明

4.実践例

の単 元  あさがお

④単元の展開にあたって

主 として

ねる悪考
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o以上が位置づけの原型であるが、 もちろん学年

により教材により児童の意識の流れによって も、

変えなければならない。
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oあ さがおの観察を通して伸ばしたい悪考力

子 どもたちは、たねをまけば、芽が出るこ

とは知っているが、その芽の出方を、たねの

変化 と結びつけたり、その成長の変イヒを連続

的にはとらえていない。

このことから、出分の手でたねをまいて水

をかける (1人 l鉢栽培 )な どの世話を通し

て、たねが発芽し、成長してい くょうすを、

色、形、大 きさ、固さなどをよりどころに観

察させ、全体を見わたす中で、たねか らたね

まで翁、あさがおの一生の変化をとらえさせ

ながら、ひとりひとりの児童に、科学的思考

力を身につけさせてい きたい。

①あさがおのたねと他の草花のたねと比較観

察して、特徴をとらえる。

②水をやった鉢とt水をやらない鉢を比較観

察することによって発芽 と水の関係をとら

える。

③ どんな芽が出るか予想をもって観察し、ど

のたね も、同じような
j頃序を通ることや、

ふたばや大きさにっいて、似たようなとこ

ろがあることに気づく。

Cあさがおが、大きく育っていくようすを、

絵や紙テープなどであらわす工夫 をする。

⑤花が咲くようすか ら 散るまでを観察する
ことによって、どれも同じように変化する

ことや、花が根元からllE序よく咲 くことを

とらえる。

⑬あさがおの育ち方と変イヒのようすを 観察
することによって実のできるょうす、色、

形、大きさをとらえる。

Cつ るの長さや本葉の数、大きさの変化から

成長している事実とその順序をとらえる。

③他の草花とあさがおを比較観察させて、あ

|



さがおの特徴をとらえ、他の草花との相違

点、共通点をとらえる素地を培う。

C海 年生におけるバズ学習のめあて

0証楽しく話し合いは参難できる」ことをね

らいにし 話し合いや発表の仕方の基礎的

な方法を学ばせる。

②グループでの作業、世話(かんさつきろく

のせいり、水かけ、草とり。つ。)な どを通

して 協力し 助け合って学習しようとす

る態度を身につけさせる。

○指導計画

|

課題 あさがおのたねをまいて きれぃな

花をさかせよう。

1.[なにのたねだろコ

(あ さがおのたねを観察する )

iあ百が蔦あI蓋ほI肩 :~ズ不勇
「を萌■

~|

|た
ような形をしていてかたい。   |

嬌製 登ク甲壁子■_______-1
どうしたら たねであることがわかる

だろう。

(たねまきをする )

|た ねは やわらかくした土に穴をあけ |

Lて■隻、_上を_0,_う9_______―
|

課題 まいたあさがおのたねは どうなっ

ているだろう

土の中のたねはどうなっているだろう

(土の中のたねのようすを観察する)
「深
―
《uて I―弄Y菖すみが腫桑瓦

~~~|

上杢■た)」芝Aこ =f■芽が豊ぅ9____|

1土
の中のたお

'ま

ごらな葛てきただろう_|

(曇醤iIFの

発芽のようすを

)

ilじ孫 ;」万えll涯百ぞ二百ギ葉Ъ【〔

~ギ

1枚のように見えるもの、黒い皮のつい
|

|ているもの、ふた葉になっているもの

|な どがある。

11粒 から芽が 1つ出る。

3.睦 芽 も ふた葉になるのだろうか。

(il奮季 I]己

録

|｀

 2～

あさがおのたねが ふた葉になるまで

にはllI序がある。

課題 あさがおは、どんなに育ってきただ

ろう。

あさがおのふた葉の間の芽のような も

のは何になるのだろ う。

が   __

3日続けて

)

第
二
次―

第

一
次
　
た
ね
ま
き

（２
時
間
）

第

二
次
　
芽
ば
え

（
３
時
間
）
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一た
　
が
　
え

つ

一

す

　
　

一お
の

せ

ふ

色

わ

言2.
1実
物大に記録した方が大きくなってい

|

|_く■i■地l主 1,llttp_______1

茎の下についてる本葉は大きく、上に |

い くにしたがって小さい。
4     1

本葉の形はどれ もよく似ている。  |
4。 茎ゃ葉はどれ位 大 きくなるのだろう

(茎の伸びているようすを観察する)

1茎 は上へ伸び 新しい本葉が 1枚ずつ
|

|ついてい く。            |

1茎は物にまきついて伸び ひとりでは
|

L■■なLし_____一 一一一十~~1
-3-
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本葉の先にある芽のような ものは、何

だろ う。



第
四
次
　
あ
さ
が
お
の
花

（
４
時
間
）

5.量ず しおれたのだろう

量≧¥I]し

て

)

|の
さ恥ξ落懸ζ

~不
が手葛菖「ギごし職だ〔「

|

|_杢資主う_生髪雰∫壬質受P__1_____|

課題 あさがおの花はどこにさくのだろう

電 本葉のねもとに 出ているもθ)は、何
だろう。

1色は葉と同じだが 先の方がとがって
いて下の方は少しふくらんでいる。

l興 1日 ふくらんで、ねじれたつぱみ |

きょうさいている花は、あすもさくの

だろうか。

課題[亜が咲いたあと、どうなるだろヨ

1.1花がしぼんだあとは、どうなるだぅう|

日がたっと

(じ るしをつけておいて観察する )

1:し手ぎたお畦れ
~悪~Jお
II緑色を」K‐

~小~恐

1

くやわらか建ヽが育つにつれて、色、大 |

きさ、国さなどが変ゎっていく。  |

|。
茶色になった実の中には、黒 くて固い

|

1__■姜をi仝り♪_■ _t啓芹主主2■t11._i

1本のあさがおからどれくらいたねが

とれるだろうか。

(た ねとりをしたあと根をはりおこ

してみる )

1粒のたねか らたくさんのたねがとれ
|

た。とれたたねは、まいたたねとよく
|

似ている。           1

葉や茎だけでなく根 もずっとのびてい |

る
。

　

　

　

　

ること
、

同じで
、

一

る
。

一

・

　

　

　

　

・

　

　

　

　

・

　

　

　

　

　

　

　

一

第
五
次
　
た
ね
と
り

（
４
時
間
）

ないつよの芽
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た
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き
　
す

で

察

に

観

と
　
を

も

化

ね

変

の
　
の

葉
　
の

本

も

ま実の色

　

ｏ

茶
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だ
・

媛
　
』
一

縫
あ

ておてけつを

　

。

し

　

る

る
　
す

じ

察

め

観

明朝ヽ
ノ

めじるしをつけておいた花は、次の日
|

はしぼんでいて別のあさがおの花がさ |

いている。            |

色がらがっても、花の形やつき方は

亀 畠挙 :Fけ

てれ

■

次

1日 )

大きくふくらんでねじれていたつぽみ
|

がさいている。           |

花は茎の下か らllFに さく。     |

」_杢2著輩 i貝 1叩 fi∫■__二 [

どうして紙に色がついたのだろう

(あ さがおの花のしるをとり出す )

l務

~S~ふ

轟あ耗だな〔
~7K~グ

がおらT~ι
T落 ~|

[整堅り出すことができる。     |

4.

4。
1金奎空i菫空育っ方監盟野肇理しよう。|

( *,n *=,=il$*kb &rc*,t F>a )

ir6a1cllrtr; &- gg*,ia 6o i

i . 6xo*EEE?6, I
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!r

l :.8$it"! re {*_,_ zj<*sil.Fr. h 4 " i
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|みな同じだ。

あすさく花は どれだろう



③ 展 開

グループ

第 1次 第 1時

(彙
i∬翼言Fttk種 |ま基ib雪「

ろを
)

0 あさがおのたねらしい。
o 幼稚園の時に 植えたのと 同じかたち。
o お店で 買った あさがおの種と 同じかたち

lo 芽の出る穴が あるから あさがおの種や、
lo 水を吸いこむ穴が ある。

lo この中に あさがおの 赤ちやんが はい

|  いるんです。
|。  すぃかゃ みかんの形に 似ているから
|  がおや。

第 1次 第 2時

どうしたら 種で あることが わかるだろう

lo 土の中に うめたらよぃ。  |
lo たねまきを する。     |
lo 水の中に つける。

10 わたを しいて 水につける。

T どんなまき方をしたらい
いか考えましょう。

oプ リンの カップに

冨冒 T留 oい ちごのケースに

て
　
　
さ

つ
　
　
あ

oあ さがおの種子や、種子以外の ものを

児童に提示し、仲間,こ分けさせてみる。

そうした過程で、児童自ら 問題を
解決させていきたい。

o観察した種のようすを 記録 させる。
o記録しなが ら 話し合うことも より
するで く観察する目を 養 うことに
なると思う。

o予想から 実証への態度をつくる。

ol人 1鉢栽培 :|する。

o割れないことから 種まきをしなければ
ならないことを 痛感させる。

o前時で 種の形や 芽の出る位置を 見
つけながら 種まきになると 意識から
はなれてしまっていた。

しかし、Eの突飛な発言が 種子の形や
芽の出る位置の認識を、より確かなもの

へと 深めることが できた。

2.

個  人
グループ

グループ

（
ふ

か

め

る

バ

ズ

）

T どのまき方がいいか話し
合いましょう。

グループでの話し合いのあ

とで

A 土 をた くさんかけた ら重
|

たい 重たいというから

かわいそうや。

B 土の上におくと風でふき
と|ゴ さオ■る。

上の方に うめたら雨が
|

ふったら 冷たいよ。 |
まん中へんが いい。 |

oプ リンのカップに

わたを しいて

oい ちごのケースに

わたを しぃて

指 導 の 観 点

―.5-

慶豊tさ■_主主つJ



轟。

活 の中

4.

)v-J
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（あ

つ
め
る
パ
ズ
）

体

穴を、上にして うえるとよい

ょr、

さかさまにまいたら 植
木鉢の下の穴から芽が、

出るかもわからへん。

話し合い後の 観察記録

oま ん中へんに、うえました

oあなの出るところを、上に

してまさました。

(IttξL∫ξ借‡曇[Il)
休憩時  1人 量鉢栽培国の前で
o ぼ くのは、ちっとも芽がでえへん。
o くろい ものが出てけるよ。
o 先生、あれほんまに たねやったんですか。
o やっばり 石やったんとちがうか。

第 2次 第 1時

土の中の種は、どうなっているだろう

Aグルニプの話し合い
~丁「「なておほ「

~こ

ろl■
~も

らが
~閣
iて lTぶ 5√ら

~種
や

|

った。

わたしのは、 もうはっぱが 出ている。
ぼくのは、何 も出とうへん。

土が 重 とうて (重 たくて )ょ う出えへんのと
ちが うか。

o 上の中で きっと出とうわ。
Bグルーブの話し合い

o 何も出てないから 石やったと思う。
o まだ、ねているのかも しれへんよ。
o よそのグループのは、出ているのに おかしい
な。

o くさっとんと ちが うか。
o 上が ふくれて ひびが はいっているからき|
っと芽が出るよ。

一 一

― ―

―
―

一

―

I

土の中を、見てみよう。

あ一っ、種が ふくれている。
白いしっぱみたいなのが 出ている。

一
‐

‐

‐

‐

‐

―

―

―

―

‐
―

―

―

ド

Ｉ

Ｌ

たねは、まん

o話し合いの後の観察記録では、ほとん

どの子が 図のように 書いていた。

o低学年の場合、生活の中での話し合い

を 大切にしたい。

oどんなに 育っているかとぃ う興味関
心を 深めると共に 自分のものとし
ての自覚を 持たせる。

フ

⑬

／

′



6.

グループ

グループ

（
あ

つ
め
る
バ
ズ
）

体全

（
ま
と
め
る
パ
ズ
）

人欄

0 われて 白
o やっぱり、
o  ifく C)は、

o もとのまま
o 水を やら

いものが 見える。
土が 重かったんや。
ちぅとも かわってへん。
や。

へんかったんとちが うか。

わかったこと

1き たねは、土の中で 芽を 出していた。
2.深 く らえると 芽を出すのが、おそい。
3.水 を かけると 早 く芽が 出る。
第 2次 第 2時
土の中の種は、どうなってきただろう

lo,っ
とも力わづ■`想Ъ

 Iloぱ
うと ひ
,い
ているOI

0自 い

“

功ゞトンネルの |10ぼ くのも、黒いかわが
|

Oi:[の [::二 :||。ム
て
1籍ぃる。

|

1 何か出ている。  |lo芽 が 1つだけ出てきた。l
|。 はっばが 1枚だけ|:~~~~~~―

――――――」

|                |

1 出てきた。     |
_LQ_12し企_垣 Cむ堅
わかったこと

oト ンネルのように なって 出て くる。
ol枚のように なっていて 黒い皮を かぶっ
てい る。

oふたば l‐C なる。
ol粒の種から 芽が 1つ出る。
第 2次 第 3時
どの芽 も ふたばに なるだろうか。

第 3次 第 1時

ふた葉の間の芽のような ものは、何になる
`γ
ど
'う

。

|:施/∬嶋11。鯨i職露ど

o種に、変イヒのみられない 子どもの気
持ちを 大切にし 芽が出ることへの
期待を 持たせる。

oも うすでに ふたばになってしまって
いる子 も まだめの出ていない子 も、
グループで話し合 うことにより、 トン

ネルのようになって出ること、はじめ

は、一枚のように見えること、黒い皮

をかぶっていることなどに、気がつ、き

観察しようとする態度を養いたい。

o発芽したものが、ふた葉に なってき
ただろうと 論理的な思考ができるよ
うにさせたい。

oこ こで観察を深めること|ま、 これが先

行経験 となって 2年生のひまわり、
3年生の、ちまへと転移し 発展し、

系統的な見方、考え方を す ることが
できる能力になると 考えられる。
そのために、どの部分が どうなるだ
ろ うかと 変イヒを通して みさせた り
部分のはたらきと形 を関係的に とら
えさせたり、対応 させたりする。

-7-



（
あ

つ
め
る
バ
ズ
）

人イ雇雪

体全

（
あ

つ
め
る
バ
ズ
）

9.

10.

グループ

-8-

（
あ

つ
め

る

パ
ズ

）

0ぼ くの も、ちが うは
|

っばに なるのかな
|

あ。        |
oひ らいてみた ら DI
男 くんと 同じ形を

|

しているよ。   |

oふたばは、 2枚だけだ
けど 新しい葉は、 3
枚 も でている。

o白 い毛みたいなもの
|

がついて ざらざら|

_t/■でニュ____1

第 3次 第 2時
どれぐらい 大 きくなっただろう。

紙一ぱいに  植木鉢に
グループでの話し合いのあとで。

o指で はかって 紙にしるしをらげス11
oえんびつに しるしを つけてくる。
oも のさしで はかる。
o紙 を 土の上に 立ててはかる。
oぼ うで はかる。
o紙テープで はかる。
0毛糸、ス トローで はかる。

第 3次 第 3時、 4時

Hグループでの話し合い。

lT本葉だろう」
~~~~~~~二

― ― ― ――一
¬

10つ るが のびたのだ。            |

loひ らいて みよう。
lo前に出た葉の反対に でているから 本葉だ。

lo下の葉は 大きいけど 上の葉は 小さいな。
Lq馨メittFf≧″5を望 生_l12レ ≧きAたし__

o紙テープ、ストロー等を、使って 記
録する方法を 正夫させる。

o葉の大きさの変イヒを 調べるために
1枚の葉をきめ 霧吹 きで 葉型を取
り、その変イヒを観察する。

,''ロ

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ■|

本葉の先に奎ぅ芽のようなものはtなんだろう。



11。

生師

L2.

)"tv*A

全  体

グルァプ

（
ふ

か

め

る

パ

ズ

）

（
あ

つ
め
る
バ
ズ
）

ォ
壼
めノヾダ
■

全

14.

人イ固

体憩時

o先生、

るよ。

あさがおが しんどいしんどい  いうて |

oわたしのは、しおれて しまったんやろか。
oわ たしの も ねてしまってるわ。
oつ っかいぼうを してやったらいいよ。
o竹 t持 ってきて もええか。

o家のあさがおゃったら ひもにまきついている

よ。
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讀
　
　
囃ゎ
れ　〔卜
〔
漱卜
　
赫

―
三 ___1_~~~~~― 一―

第 3次  5時

|なぜ しぉれたのだろら:|

夏休みの課題

① 本葉の数は どれぐらいふえるだろうか。

② 花は どこに咲くだろう。
③ いくつ花が 咲くだろう。

第 4次 第 1時

本葉の.根 もとに 出ているものは
~

第4次 第2時

|き ょう さいでいる花は
「
あすも 咲くだろうか。

|

予想 `0あすもさく。
-23人

oあ さがおが 前 と比べて のびてきた

ことをとらえさせ 今までの学習をも

とに、茎、つるの伸び、そのための支

えの必要などを、一連の成長として

とらえさせ 考えさせる。

o水 を、やった鉢 と、やらない鉢との違

いか ら 育つには、水が必要であるこ

とを理解させる。

oしおれた葉や茎から 根のようすを予

想させ調べることによって 植物を

育てるためには、適当な水分がいるこ

とを つかませる。
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体全

（
ま
と
め
る
バ
ズ
）

Γ
か蓼
）

人個

tほ『tFili三三二I」 :貪

じるしをつけて あすの朝 観察しよう。

わかったこと

oめじるしを つけておいた花は しぼんでいて、
別の花が咲いている。

o花の形や、つき方は、同じだ。

あす咲く花は どれだろう。

Aグループの話し合い

o大 きなつぼみが 咲
く。

0上の方のつぼみが咲

く。

o上のつぼみは 小さ
いか ら 咲かへん。
oねじり方のきついの

が咲く。

ちがうよ。ねじり方

の悪いのが 咲くん

Bグループの話し合い

oき ょう咲いた花のつ |

ぎのが 咲 く。

O色が ついたつぼみ
が咲く。

oふ わふわのつぼみが

咲 く。

o先が とがってぃる
のが 咲 く。
o下の方にあるつぽみ

の方が 大きいな。
よ
一

仮説

o つぼみの大きいものが、咲 く。
0 やわ らかいつぼみが、先に咲く。
o 花びらが 見えてい る。
0 色が ついている。
o 咲いている花のつぎにある。

しるしを つけて あす 観察しよう。
第 5次 第 1時 。第 2時
花がしばんだあとは、どうなるだろう。

。しぼむ

・ かれる

。たねができる

Cグループの話し合い (かんさつをしなが ら)

A 緑色のたねと茶色のたねが、できているわ。
B どっちもたねやろか。
C たねは黒いんやから ちがうとおもうよ。

第 4次  第 3時

oき ょう 咲いた花が、次の日には しば
んでいるようすか ら、その時間的なもの

と変化のようすを他の花と比較しながら

その特徴をつかませ、他の花への一般イヒ

を はかる。

0でぽみの大きさをもとに、咲 く順番を

予想さず、かたさ 花弁翁色づきも 合
わせて 考えさせる。



全  体

雲
るズ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

たねは、かわの中にはいっとんやで。

緑色の も茶色いの も先がとがっているわ。

あっ、ほんまや。

緑色のたねの先にかれた花がついてるわ

花がしぼんだら緑色のたねができるんやわ。

なんで茶色やら緑やあるんやろ。

茶色のたねには、花のかすがついとうへんよ

(茶色の実をつぶして )中に黒いたねが、 5

もはいっとう。

はじめにうえたんとおんなじみたいや。

緑の もつぶしてみよか。

緑のは自いたねや。

形はおんなじやで。

中が三つになっとうよ。

ぉいといたら、自いたねが黒いたねになるん

ちが うやろか。

じるしをつけとこうか。

(:TigittZttFiFロ
テ~プを持っ
I

q

|

|

と
|

i

|

り

／

一

―
―
―
―
，
Ｌ

1本のあさがおからどれくらいたねがとれるだろう

か
^

あさがおの育ち方を整理しよう。

―― わかったこと

o花のおちたあとに、緑色の小さくてやわらかい

、育つにつれて、茶色くなり、かたく

o茶色になった実の中には、黒くて固いたねがあり

まいたたねとよく似ている。

第 5次 第 3時

ol粒のたねからたくさんとれた。

o背がずいぶん高くなった。

o根が長くなっている。

o葉がかれている。

第 5次 第 4時

Cグループ|よ、グループの中で話し合 う

ことにより、個人では気づかなかった新

しい発見をし、それを教え合い、見せ合

うことによって、よりするどい観察の目

を養い自分たちで問題 を解決しようとし

てい る。

特に Cは、 1人では何 もしようとしない

子であるが、グループで話し合いなが ら

観察したり、記録 したりすることから、

自分でやってみようという気持ちを持つ

ようになってきた。

o仲間 をふやヒノていることに目を向けさ

せる。

0茎ゃ葉を観察させ、花の咲いていた頃

のようすと比較させ る。

0地上では茎がのび、地下では根が伸び

ていることに注意をむけさせる。

6は っきり順序性のあることをつかませ、

たねからたねまでの一生に着日し追求

する見方、考え方を身につけさせる。
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第 6回 全国バズ学習研究集会

価値ある集団ヽの取 り組み

豊 ノil市 立 中部小 学 校

みふ田森

ま  え  力1 き
“価値ある集団

｀とうたっては みたものの、
はたして、価値とは、何を指していいものか、ず

い分とまどってしまった。いろいろあげられると

思うが、次のように考えてみた。

ひとりひとりがたいせつにさ

れる (話 し合いが生かされる :

生活に喜びが もてる。

交友関係がうまくいうている。

美しい ものを美しtヽ とみとめ

もとめる。

0個 の々働きがしっかりできる。

O善悪が、はうきりしていて、

正しい愛があたためられる。

い仲間意識が育ら助け合えるの

“人間性を大事にする
めには、まず話し合いが

よくできていか4Fく てはなら4Fい。話し合いはt

基礎が大事だといわれる。その大事な基礎は、低

学年において培われるのである。低学年は、重要

な訓練の場であることも意識しており、手だての

くふうと訓練に必要なこともわかっているが、な

かなか思うにまかせないのが常であるι

特にI_A学年では、教師だけが何かわかったょぅ

な感じになって進み、肝心な子ども達が後からつ

いてこないのにも気づかない場合が多い。

とくとくとしてしゃべ りたて、子ども本来の

姿である話したい、聞きたいという気持ちをすく

いあげなか った り、 教師の意に合わない答えが
返ってくると「こんなことが わからないの」と、
子ども達のつまづきが、課題の悪さであることす

らも棚上げする始末である。

また、話させようということのみに走り、形式

ばって型の上だけを整え、さもうまくやっている

ような姿に教師だけが酔ってしまったり、聞きと

らせることを忘れてしまっては、価値ある集団.ど

ころか、相互間に大穴をあける危険を見通してし

まう結果となる。

とにかく、あれやこれやと失敗の連続:そ して

愚かさを、積み重ねながら五里霧中の毎日をt何
とかしよう、何とかしようと懸命に取り組んでい

る現在である。            |
その霧のような中で本年は、きき方に力を入れ

てみようと思っている。そして、おこがましいが

と、いう

人間性を
大事にする

学級の合ことばをきめた。“ねうち あ`る行動力

を持つ学級にしたいと思、もているがt次にあ
riデ

る

いくつかの実践例も失敗ばがうにならでしまちた。

諸先生方の ご批判とご指導を ひたすらお願

-1-



いする次第である.

1。  で  あ  い
4月 3日  入学式の日である。ことしこそはと
意気に もえて年がいもな く落着かなかった。

型通 りの式を終えて教室へ・・・・・

何ときり出そうかと考えていたのに、緊張した顔

不安そうな顔が、じっとみあげているのに出あっ

たとたん

「 きょうから中部小学校の一年生ですよ。みんな

おりこうで来ましたね。今から先生が名前を呼

びますか ら、大 きな声で返事をしてくださいね。

いいですか。 I君・・・・・。」

「はい。J

「大きい声で返事ができました。えらかったね」

と、かわりばえのしないやりとりで始めてしまっ

た。教室での、はじめての出合いにしては何と味

気ないものになってしまったことか。・・・・・

|しかも、これに気づくこと翌日である。そこで

先生と仲間、という意識を持たせるために

「わたしは、森田先生です。あなたは何という名

前ですか。」

「霧:::]した::19は 1lR尋l」 }を _斉
に答えさせたり、逆にたずねさせたりしてみた。

そして、5日 、こんどは、となりの席の子と、

ふたりの仲間づくりをはじめた。

「ぼくはKです。あなたは何という名前ですか』
と、ふたりでお互ぃに練習させてみた。

6日 には、地区名をふたりで言い合わせてみた。

「わたしlld 四ツ谷です。あなたは、どこですか。」

「わかりました。ぼくは 中部です。」
これを

「あなたは 四ツ谷ですか。ぼくは 中部です。」
と、いう言い方の方が相手を認めたことがよくわ

かり、はっきりしただろうと反省した。

はじめの一週間は、お互いを知り合うということ

で、身近かな家のことや、保育園 (幼稚園 )の こ

とを話し合ってすんでしまった。

小さい声の子はあったけれど、みんな口を開い

て声に出してくれたことは幸いだった。

-2-

2.心 に 残 る こ と ば
月曜日の第一時限目は、特活で学級会を持つよ

うになっている。

一年生のはじめでは、会そのものはできないので

日曜日のできごとを、みんなに話すことにしたの

T「 きのうの日曜日、みんなは何をしましたか。」
大半の子が、さっと手を上げる。

T「おぼえていてえらいね。じゃあ みんなに話
してあげようか。」

とたんに手が下がって、 10人たらずになってし
まう。話す内容も

A「きのうは とよはしへ いきました。」
ただ それだけである。他の子ども達もFふ うん』
と、いったような顔つきでだまっており、それか

ら先に進んでぃかない。

T「聞いていた人は よくわかりましたか。」
「わ力>り ました。」

T「そう、先生は もう少しくわしく言ってはし
かったんですがね。」

と、いうと

「ぼくも―」「わたしも」と、同調してくる.

T「じゃあ 何がたらなかったのでしょうね。」
「だれと行ったかわかりません。」

T「そうだね。こんどは、だれと行ったかを、付

けたして話してごらえ。J

A「 きのうは、おかあさんと 豊橋へ行きました」
T「これで もういいでしょうか。先生はまだ
聞きたいことが あるた.だけれどね」
「何を まだききたいのかやあ」
そこで

きのう・・・・・いつ

おかあさん・・ 。だれと

とよはしへ 00・ どこへ

いきました

EIIIコ・・・・ooO と、黒板に書くと
I「あっ、わかった。何をした力)わからんじゃんJ
T「そうだね、よく気がついたね。」
やっと、いつ 。どこへ 。だれと。なにを 。どうな

った、が、わかってきた。そこで話す条件のたい

せつなこと、・聞く人が一度でわかるようにする

ことの 練習をさせた。また聞く人は、か らだじ
ゅうで問かなければいけない、話す人と同じよう

に聞 く人にも条件が はいっていることをおさえ



させた。そして もしぬけていたら質問するよう
にさせてみた。ttFillす るには、聞いていなければ

できないので、ここで“聞きじょうず
めの約束に

なった。

次の時には、前よりも気をつけて話すようには

なった。しかし

N「 きのうは おひるから、おかあさんと いも
うとと、となりのおばさんと、そこのおねえ

さんと、もうひとりのおねえさんと、わたし

と。・・・何人になるのかやあ・・ええと・

6人で豊川の親類へ行きました』
A「しつもんします。どうやって行きましたか」
N「はい。パスに乗って行きましたJ
A「はい わかりました』
K「なにを しにいったんですか』
N「あかちゃんを、みにいきました」
K「かわいかったですか」
N「はい。とてもかわいかったですJ
K「はい わかりました』
N「 もう しつも/7tは  ありませんかJ
「ありません」

これだけである。こんな繰り返しが しばらく続
いた。話す子も 聞く子も通 リーペス́のことしか
できないのに、子ども達は 別にそれを気にして
もいない。これでは内容も深まっていかないが、

一度に多くを望みすぎると、話す、間くという簡

単なことまで いや気を持つ恐れがある。 誰も
が 気楽に話せるようになればまずまずと 欲を
遠くへ置くことにした。

そして、話す、聞くの力をつけるために 学校
の視聴覚教育とあわせて 一学期の終わりから
ラジォ国語教室を聞かせることになった。

7月 5日  はじめて聞く放送であるが、全くゼ
ロという状態であった。行儀が悪いというのでは

ない、聞き取りができないのである。何の放送で

何の学習になったのか 馬の耳に念仏である。断
片的に場面のつかめている子も少ない。

そこで、放送の一部を再現して

母「おなべの中へ しおを おさじに一ぱい」
と いったのに ひろ子は
ひ『 しおを おなべに いっぱい』
いれて お手伝いの大失敗をした場面を思い出
し、注意して聞かないと 大まちがいの元になる
ことが やっとわかった。

発音練習のことば F石段で ひざこぞう また
すりむいた。』 も完全に言えたのは たったひと
り、大体それらしく言えたのは 五・六人で、聞
き取りのむずかしさを つくづく思い知らされた
そんな中で 不思議なことに 出演指導の先生
の 最初のことば
「何か たのまれたことが ありますかJ
だけは ほとんど全員といっていぃ程知っていた。
この時も はじめの言葉が如何に重要かを痛感せ
ざるを得なかった。朝に夕に 授業に心したぃの
は、呼びかけのことばである。

子どもは 慣れることに早い。工学期になって
毎週 放送を聞くようになったら、聞き方の要領
がわ力>っ てきたらしい。

Fよ うじが わかるように」では
放送が終わってから

S「先生、もうわかっちゃいました。用事を言っ

て、一回でわかる言い方でした』

M「いそいで言うときでも、さいごまで、きちん
と、言わなきゃあだめなことです」

と、どのように言わなければならないか。この放

送を通して、何を学習をしたのかがわかる子がふ

えてきたことである。

今後の放送内容を見ると、ことばの学習。たの

み方。たずね方と答え方・音読・経験発表 更に
三学期になると、返事と答え方・ うけこたえ・話

し合い。よい話し方 などが企画されているので
放送と言語活動をうまく取り合わせ、話し方、聞

き方の訓練を通して、低学年としての基礎づくり

をしたいものと考えている。

ことばのあやlPd、 実にむずかしいものである。

受け取り側の心次第で、印象づけられ方もずい分

違ってくると思う。よかれと思って言ったことば

も、悪い方へ解釈された時のなさけなさ・・・。

わかってくれたらと思って言ったのに、通じない

もどかしさ・・・。それだけに、言い方のむずか

しさ、相手を思いやることを忘れてはならない。

おとななら、まだまだ 怒りも笑いもできるが
子ども達は、言われっぱなしという状態が多いの

であるの子どもの心に、何度もう力>び_Lが ってく

る、魅力あることばを残したいものでぁる6それ

が態度となって、あらわれてくるであろう。
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3。 班 編 成 は  い つ が しヽ い
4・ 5月 は、となりどうしで、確認したり、教

師と子ども達で、たずねたりの 二人集団を主と
して 話し合う訓練の場と考えた。
6月 になって、四人組の班にしてみた。班の質

の問題がむずかしいので 一年生なりの 能力・
イ固性・指導性・協調性・志気などに配慮して組ん

でみた。 一年生では、能力差といっても は
っきりつかめないが、一応、積極的な子、作業能

率のよい子をどの班にも置き、班長とした。これ

がいつもリーダーということではない。 1・ 2・

3・ 4の番号 をつけ、輸番制をとっていくこと

にした。

認知目標の達成を促進したいという考えを持っ

たばかりでなく、学級社会の中で人間的接触を深

め、更に小集団の教育的機能を果たしたいと思っ

たわけである。

T「こりすが 空へ上がったわけは 何でしょう。」
り「こりすは なぜ空へ_Lがったと思う・・ 0。

ふうせんを たくさんもったもんでだぞ・・
いいか。・・。そうするぞ」

みんなを うなずかせておいて
り「はい きまりました』
と、班員に考えを言わせず、自分で決めたことを

発表する。この間、他の二人は学習していないわ

けではないが、一人で引っ張りすぎる。 力>と 思うと
T「こりすが空へ_Lが ってしまった時 おかあさ
んりすは 何を考えたでしょうか』
り「おかあさスンリすは、侮Iを考えたと思う」

F・ ・・・・・・・。」

「 。・・・・・・・ 」

り「だまっとらんで 言ってよ。 あえ,たは。J
「 う
こんと・・・おかあさんりすかん」

などと言いながら、話が進まない。当番生は

り 陣 く言ってよJ

ばかりで、リードもうまくいかない。二人だけと

違って、四人になったので言い迷ったり、はずか

しがったり、相手の顔ばかりみている班もある。

一年生としては、四人のを代表して言ったり、

まとめて言うことは、かなりむずかしいことであ

る。そこで、間違えても、非難したり、責任にし

てせめてはいけない。もし言い伝えが違ったり、

うまく言えないときは、言った本人が、助けたり

二 4-

かわって発表した方力いいことをわからせておくこ

とが必要である。個人の考えが生きるよう、低学

年では、特にこの考えを大事:に したい。

しかし、これが気をつけないと、出しゃばりっ

子は、すぐ発表当番に「代わってあげる」と言い

たがる、また逆に、言えるのに 動>わって言って」

と、依頼してしまう甘えっ子がいることである。

いずれにしても、一年生では、新しいことに取

り組むとまず二週間はかかるということである。

したがって、班編成にも、あまりこだわらず、

4・ 5月 でも、四人にした方がよい話し合いや教

科は、その時だけでも、組みかえていくと、あと

の抵抗が少ないと思う。四人になったら、あくま

でも型はくずせないということではないので、気

軽にその都度、最善と考える型を組めば、よいの

ではなかろうか。

だから、塾にとらわれるよりも、一人で考える

ときと、二人・四人と話し合えば、もつとよい考

′_が生まれてくるかも知れないという、人間的な

つなが りを広げていく班づ くりであることを、子

どもにもわからせることが大事である。

また、伺か一つ特長をもつと、それを過大評価

して、その班なり子 どもをすべてよいものである

という半J断をしてしまわないよう、注意しなけれ

ばならない。

とにか く、個人→班→学級→個人 と、ねうち
あることを目ざして、努力することを、子 どもも

教師 も忘れてはならない。

4.話 し合いへの しヽ ざない
話す、聞くという態度から、話し合う、聞きと

るという方向へ進ませなければならない。

話すということは、日がたつにつれて条件が

はいるようになり、少しずつじょうずになってき

たが、話し合ったり、聞きとるということになる

と、まだまだ、これからである。

0おむすびころりえ ⑤だんらくから(東書版 )
T「そこで こメンどは、とあるが、なぜ そこで
と ここに 書いたのだろうか。」
り「そこで と書いたのは なぜだと思う」
「わからんなあ』

「わたしも わからない』



S「ちょっと間をおいて ということじゃあない
かなあ」

り「そうかねえ。」

Sロゴくは そう思うよ・・・。あんたは。・。」
「わたし まだわからんも/LJ
S「じゃあ、ぼくの言ったこと わかるかJ
「あんた なんて言っただった。」
「何言っとるだ、聞いとらんかったのかあ』

「まあ、S君の 言うようでいいよ。」
り「みんな もう一度考えてみてよ。④だんらく
を読んでみるか」・・・・・

そのうちに 4の班から
4「まとまりました。」 と知らせがある。
T「じゃあ みんなストップして 4班のを聞い
てみましょう、4班答えて下さい。」

4「ぼくたちの班は ちょっとたってからとか、
間をおいてじゃあないかと話し合いましたJ
すると、前記のごたごたしていた5班のS君が、

S「それみろ ぼくのいったのと T君のと同じ
じゃあないか。」

すかさず、他の班から

Rゴ く達も同じです」「わたし達も同じでした」

と、答え力かえってくる。いわゆる学年のリーダー

株の子が答えると、すぐそれに賛成して答えのよ

しあしを確めようとしない。それでいいかどうか

もう一度考えなおしてみようとする意欲的な参加

態度をつけたいと思い、うながしてみると、

9「ちょっと待ってください。4班は、どこから

そう考え_たのか おしえてください。」
6「 4班のもいいかもわかりませλ′が、わたした

ちの班は、もうちょっとちがうことを考えま

したから 聞いてください。」
班、いわゆる集団がどう変容していくか 子供と
ともに評価していくことが大事である。変容過程

を認知させ、めあてをはっきりして 活動させ4F
けオηゴならないと思う。

6「わたしたちは 前におじいさんが おむすび
をみえないれらゃったから、なくなってしま

ったので、いれるものがないから、じゅうば

こにするので そこで こんどはつて言った
じ■あないか、と、言ってたノしだけど・ 0。」

みんな しばらく だまっていたが
4「そうだねえ、ぼくたちは ちょつとまちがっ

ていました。

ここで 5班の班長さんが、にこっとしていた。

「それみろ」と、言っていた S君は 頭をひねっ
て「ああ、そうかあ」と 張りきつて立っていた
のを腰かけてしまった。真剣に取り組んでいる子

は、違ったわけも理解できるのでよいが、他の人

のことを聞きいれなかったり、相手の発表をしっ

かり聞き取らないでいたりすると、

「あえた、何のことだかわかる」

「ちょっと わかったが あとの方がわから川
で、おわってしまう。これは訓練不足でもあるが、

問題になるものを、はっきりさせればよくなって

いくと層、う。話し合いの位置、指導の内容をはっ

きりさせなければ興味を持たなくなってしまう。

また、ことばとか、形式を取り上げすぎると、

ひらめきをくもらせることになる。特にノートし

てない場合、ふと思いついたときに、そういう場

面が見られる。

K「はい、先生 先生 はい いわせて」
T「 うるさいねえ、はいはい言って、静かに手を

上げればわかります。自分の考えだね。それ

じゃあ llF■いK君」
K君は うれしくなって 言おうとする。
T「返事をして立つ。そのことについて ぼくの
考えは、と、つけたしてから答えなさい」

発表しようと 勢いこんでいたK君は 立つたも
のの、答えが出てこなくなってしまった。機先を

制されたK君は、忘れてしまって、結果的には、

何も答えられなかったわけである。

T「なんですか はいはい言っておいて、じゃあ
あとで言いなさい。J

教師は しぶい顔になり「じゃあ ほかにJと
他へ移ってしまった。せつかくよい思いつきをし

たであろうに、教師が、あれこれといらぬことを

いうので、かえって子どもをだめにしてしまった

のである。

ふっと思いついたというのは 何かがひらめい
たということであるから、とてもよいものがある

し、ほλ′のちょっとしたことばでも大事にしてや

れば、それがきっかけとなって考えることも深ま

っていき、K君は1ますます意欲を持って学習す

るであろうし、集団そのものも、学級もよい話し

合いの場になったかも知れない。
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いわゆる教師の おせっかいが 思考のじゃま
をすることなど ずい分あると思う。

ら4ξ い場である。今、何のために巡視し、何を目

あてにし、何をすべ きかをふまえなければならな

話し合いのルールは、一年生のはじめ、簡単な答

えですむ期間に、少しの行動基準か らやっておい

た方がいいように思う。発言のルールもまた同じ

である。ぬけやすいのは、聞き方である。マネキ

ン人形では何にもならない。聞き取る心構えや必

訓1練の場として 朝の会 帰えりの会を利用し、
生活発表をさせることにしているが、この会には

よく活動し、相互関係の認め合いもなされるのに

こと学習に4iる と 話し合いが低下してしまう。
これは、課題、話し合いの引き出し方、深め方

など教師側にしっか りした構えがないためと反省

している。

話し合いが進展しないときには、課題について

子 どもに合 うよう 示しなおしをしていくのがよ
いと思 う。一年生なりに、他の発表をひきつぎ、

助け合い、補い合い、批判し、認め合 うことが、

できるようになったとき、ねうちある学習になっ

てきたと思ってぃぃだろうが、これは、いつのこ

とやら、道遠 く日暮れるの感である。

5。 迷 いぬ く 課 題 の こ とば
課題は ねらい達成のためにあたえるものであ
るが、考えてみると、教師だけが引 き出したいも

-6-

のがわかってぃて、子供達は、どのようなところ

か ら どのように答えをみつけ出したらいい もの

語の内容を深める場で、教師の出す課題の指示こ

とばにあるようだ。

り「青ちゃんを どう思う」
「青ちゃんは いいなあと思うよ」
「青ちゃんは ずるいと思う」
「青ちゃえは うれしがってぃると思う。」
やたらに「どう思うか」「どういうわけか」「な

り「青ちゃんは どんな気持ちでお願いした力」
「すみませえ もう一どだけ変えてください
と、たのんだと思う。」

「ぜったい ぁと言わんから おねがいっ」
「かみさま おこらえでください。ってぃう4ら」
「 もう一ぺんだけ ぃうことを聞いてくださし」
「すこしは きぃろのとこがあってもぃぃで剣
「そえ 4ξにいう4iら しょうがないって、かみさ

まは 言ったと思うよQI
「もう一ぺんだけだぞつて、言ったかも司

「かみさまだもえ′で、やたらにおこらえら』

考えるポイントとか、糸国とか 何となく見通し
が立つよう4F 予想の立てゃすぃものを課題にす
ると、学習が広がると思う。また、ことばによる

ものだけとは限らない。実験・資料 。事実など、

見たり さわったりというものもあるはずである。
やろうという意識や解決したいという気を起こさ

せることがたいせつでぁる。課題そのものの理解

をさせるてだてを考えて 授業に取り組むべきで

机間巡視 も、そういう面では、心しなければな   か、わかっていないことが多い。これは、特に国

Xれ [:「』誓泉二

':I力

|ご胃億1F:if[   課ll~Jあ
~風

墓Ъ【え私L[~U~手
~~」

:L~耗

~|

|あおちゃんを どう おもいますか。  |は、つつしまなければならない。            |

要感に迫まっていないと、まっすぐ前を向いてい   ぜか」 とぃうょうな漠然としたことばを使 うと
ただけになってしまう。              子 どもは あいまいさのために 焦点がはっきり
T「H君はぴんとして先生の話を聞いていたから   しないので どう答えたらいいのか それを元に
きっとよくわかったと思います。Ⅱ君、さっ   深めようとするものが出てこなくなって lノ まう。
き先生が言った大事なところを言って下さい」   教師自らも 何を期待しているのか。何を考え
H君は 立って目をくるくる動かして、口をやた   させようとしているのか、子どもをどのような状
らと もぐもぐさせている。            況におこうとしているのか わかってぃなぃと、
T「わからなかったのJ              ぃぃ加減な指示ことばになってしまう。
H「―――」 うん。と うなずくだけ      課lλ蔦二LI島

~二
λ薦
~YgLて 一
丁ス
ー
1

ききじょうず=話 しじょうず の合ことばをお
|さ まに おねがい しただろう。    |

題 目 に し て 唱 え る だ け で は  何 に も な ら な い
。       L―
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ある。

課題の種類 (本校として )

1.理解的認識課題

指導することを意図する=教 える

2.思考的認識課題
生産的思考を重要する =考 え.さ せる

3.複合的認識課題
1と 2の組みあわせ (教 えては考え_さ せる)

実際的には、わからないことを教 えては考えさせ

ていくのだから (3)が一番多いタイブといえるが

どこどこはどのタイブカれ い`かとい うことを考え

てい くべきである。

6.話 し合いは  どこに
「話し合ってごらえ、 1と 3の子にやってもら

います。ぼんやりしてい4Fいで いいですか
さっさと はじめなさい。」

自分の逃げ場のように「話し合ってごらん。」 と

子供におしつけてしまう。それでいて すぐ
「はい やめて。」
「どえ′な 話し合いができましたか。J
「そんなことでは  話し合ったとは言えま
せん。もう一度やりなおし。はい話し合っ司

がL間巡視を しながら
「この班は よく話し合っていますよ。」
「ここは ちょっとも進んでいきませんね。だ
れが悪いのかね。」

(だれでもない 教師が悪いのである )
と、子ども達を責めていることが多い。

“むやみに話し合えばいいのではない と`わかっていて

もつし、そうなってしまう。本時のねらいを はっ
きりさせないで 取 りかかっているからである。
どこに話し合いを取り入れるかは 課題の性格に
より、計画されるべきである。

0計画的に  =授 業過程のどこで どういう話し
合いをさせるか、事前に考えておく。

o反応に応じて=ふえいきによって、話し合った方

がよいと判断したら、取りいれる。

1各 ステップでの話し合い
|

①予想段階=友だちの考えをきき、自分の考えと
比べ る。

②検証段階=お互ぃの考えを十分出し合い、討議

を深める中で、課題解決にせまって

しヽく。

③確認段階=本時の学習が、はっきりわかったか

確かめる。

結局、その時間のねらいをはっきりもって、話

し合いの位置づけをし、話し合いの結果を十分に

生かしていくべ きである。そのためには、教材研

究を十分にすることはもちろんであるが、教師間

で、お互いに、授業をみせ合い、研究することも

たいせつである。授業をみていただくことは、何

となくいやな気持 ちがするが、やる立場になれば、

真父」味をもつし教材研究や相談など、いつもより

ぐっと深まると思 う。参観者にとっては、良否に

かかわらず反省になり、今後の手がか りになるは

ずである。

7.評 価 を  ど う す る
評価 といっても、いろいろなものがある。

o教師による評価

・到達点を問題にする場合

・目標達成の過程で診断する場合

0子 ども自身による評価

・自己評価 (目標の到達を自分でたしかめる )

・相互評価 (目 標の到達を子供相互に行なう )

0定期評価

・標準テスト  ・ペーパーテスト
◎即時評価

・授業を進めるための資料にする (結果を授業

の中に生かす )

即時評価は、観察によるものが多いが、それは、

ノー トヾ 発言・話し合いのようすなどで決めてい

く。その基準は、本校としてrF成 されているので

よりどころになって、とてもたすかる。

しかし、教材内容に追われたりすると、どんど

ん進めてしまい、あとから反省することもしばし

ばである。その時点 時点で 確かめていくことが
必要であるが、逆にとらわれすぎて、 もたつかな

いよう注意しなければならない。いつまで も評価

嚇 を待つのでなく、授業を進める過程暉 そヽうの

であり、子どもは教育されて、次へ次へと変容し

ていくものであるか ら、学習の中に結果を生かし
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ていくようにすれば、よいわけであるの

8.ノ ー トづ くりの  とま どい
個人評価の中にしめるノー トづ くりの役害」は大

きい。そこで、毎年よいノー トづくりをしたいと

意気ごむのだが、進歩していかない もどかしさに

腹立たしさを感じる。

本校として使用するノートは、決まっているし

各教科 (国 。社・算・理 )一応の使用基準 もある

が|、 更に進展していく考えを、どのようにノート

に生かしてぃくか (特に国語において )、 まだま

だ研究の余地が残されていると思 う。

十年生では、ノー トに 文図化することなどで
きないし、教師の板書 をうつすのが精一ばいであ

る。これは課題にも関係あるので、十分研究して

いかなければならない。

ノートづくりに必要なことは、読みとりである。

文字しか読めない子ども達が、ことばと:し て読め  9,価 値あ る集団づ くりへの不安
るようになり、更に文として読めなければ、ノー     _一 日 好々日―一一

卜づくりは、 うまくできていかない。その_Lに速
さをも要求するわけであるから、読みの訓練をし

っかりさせないと、すべての解決は、むずかしい

といえる。しかし、一年生なりに

読みながら、課題との結びつきを考え、それを

表わす大事な文や関係がわかっていかないと、個

人の考えは、ノートに浮かびあがってこなしヽので

ある。そして、そこには、また、心'情が汲みとら

れていかなくてはならない。

例は、国語 9月 教材、おむすびころりえ、であ

る。文中から|の引き出しが、むずかしいが、課題

に関係するまでの傍線が少し引けるようになって

きた。これが自分で、みんなができるようになる

のは、いつの ことか 夢かも知れない。
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まい日を、よかれと思って暮すのだが、いつの

目もゝだめ子さんになってしまう。  きょう|な 、
怒 らないで じっとがまんの人になろう、と出か
けるのだが、また例のごとく、くどくど小言をな

らべたててしまうのそれ もあとで考えてみれば、

たいしたことでも4ξい。

教師がこんなことでは、人間関係が うまくいく

はずはない。人間相互の信頼がなりたら、たのし

い話し合いが、生まれてきてこそ すべてによぃ
結果をもたらすものをと わかりきっているだけ
に、ほぞをかむ思いである。

む  す  び

勝手なことを 事 々述べてきたが 空論であり
たくない。 F本当に価値ある集団、取 り組んでい

るのか 』と 問われれば、 F取 り組んでいます』
と 大声で叫びたい。後かい先に立たずのたとえ
が身にしむ失点の連続ではあるが、何か一つでも

いい、価値あるものを身につけてほしいと 必至
に願っている。

課題に 話しノ合いに ノートに 生活に・ 0・

心の通い合う学習としノて、子 どもと がっぶり組
み あすに向かって前進したい。

⑤

買―一一―おじいさんは一一一
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: 
ま い発言は「と

iり
あtず るれ 他は,無視す :る

1 ‐か放郷するこ|とがあった。
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6.教師対子ども.の―やりと:りから:ぬけi出 よう

とするが,結果は,1子どもど:う しの意見交

換がなかなか生まれな機ヽ 二たふ
「‐ テ|

・  結局
「

こ
―
め研究の途上での,大きな欠陥 |ま,

1子 どもを主人公として進められなかoた1こ と

'´

ではなかろ う
1か
。教師が授業の主導権をしっ

かり握 り,教材の論理のみによって授業を進

めていたからである。子どもの論理をつかみ,

子どものつぶやきを学習に生かして,|ひ とり

｀
ひとりを生かそ:う としたのだが,1子 ども達が

学習計画に参加していたかどうか, もぅと考

えてみるべきであうたし,'「ひとりひとり」

'が
組織された集団の中の個人であったか,に

ついても,真剣に考え, くふうすべきであっ

た。

当時バズ学習方式をとり入れた教師 も見ら

れたが,便利なものであるが危険でもあると

いう認識にとどまっていた。

1:「 これまであ:本校の教育研究から

,これまで,本楼は3年 l・S,東井先生の考え

を学びながら,なんもあ・の授業をしようとし

そ赫売しをきた6・その方法とし:そ,教材の論

1逸を通象し,｀ 多様
=な

考えをささらも それら
を統一的に把握する。

.ま
ちがった考えも大切

にして,発言をおかし,生活に根ざした考え

を発展させることによ り授業を'達成しようと

してきた。目が開かれるにしたがらて,指導

上の種々の問題が輻較し, どう切 り込めばよ

いかりわからないほどになってしま った。

.:教材の論理の追求はかなり深まらた。

。 この子にこういう考えがほしい, という

ひとりひとりの子どもに対する見方が確か

‐ にならた:  :    ‐

` 自分の考えに農ざした発言が見られ 学

習が広められたり, 深められたりするよう

: になった。

.し かしその反面

・  教材を深く追求させようとして失敗 し,

-1-



2。 子どもの変容ぶりにおどろいて

新しい先生がたの参加によって,新たな方

途がひらかれるようになった。ある先生は積

極的に授業を公開し, ある学級は子ども達と

共に進んで他学級の参観をするようになった。

そうして21 3の学級では,子 どもたちが主

体的に授業にとりくみ,全員参加による密度

の高いパズ学習が展開されるようになった6

前学年でその子ども達を担任した一教師は,

その変容ぶりにおどろいて「あの子があんな

に目を輝かせて学習している姿をはじめて見

た。」と言hま たある教師は「ひとりひと

りが自分の目標をもち,集団のめあてをもつ

て生きて活動をしているのをみて,‐ 身のひき

しまる思いだった。Jと語った。

こうした学級と個人との形成は

` ひとりひとりの子どもの欲求が満たされ,

相互に協力しあう鎖でつながっていること

・  自分の考えが・ たのしく豊かな学級の雰

囲気の中で自由に発言されていること

・  きく態度が徹底されていて,課題に対し

て全員が納得し,個人の考えが主軸になっ

て,小集団で話し合われ,全体で決定づけ

られ,個人へかえって確認されること

などが,常時強力な目標として実践されて

いて,は じめて期待されるものである。教師

自身の変容も要求されることはもちろんであ

る6

3。 学習集団 と しての機 能 を働かせ る

方法

バズ学習方式をとり入れる教師が多くなっ

てくると,形をまねて何とかしようという安

易な試みが,方式ではなく人間尊重の重要な

手だてだという認識にかわってきて,現在で

は,学習の中で9個が生きて働けるような集

団づくりが必要であることが研究の課題とな

ぅてきた。

中学年としては,tだまだ体制づくりの過

程であるれ 基本的な訓Imを くり返しながら:

一歩一歩中核にせまろうとしている。そのた

めに

(1)話 し合いの方法 (学習コミュ4‐‐ション)

` あかるく気軽な雰囲気をつくる。

・  話す態度づくりのための訓練をする。

・ 話し合いの成立に関する評価項目を教

師がもって指導する。   、

(2り 集団化への方法 (学級集団づくり )

・ 学習活動についてのめあて

・  特別活動全領域で重点目標をきめる。

(3)人間形成への試み

の三項について,学級づくりをめざし,学

習態度の育成へはねかえっていくことを考え

た。 (次ページに, 3年の例を掲載する。 )

以上のものを基盤にして,教材を媒介とし

て子どもの思考を高め,よ り学習活動の活発

化をねらって授業したものが, 3年社会科の

実践例である。しかしまだ戸まどいも多く,

基本的な訓練ができていなか ったり,教師の

技術的なまずさもあって,意にそわないけれ

ども,精一ぱいやった喜びはのこる。
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(3年 )学 習の参加度を高める学級づくりの要点
話 し 合 い 方 法 集 団 イヒヘ の 方 法 人間 形 成へ の試 み

◎ 気軽に話せる雰囲気づくり
をする。

・  暮しのスピーチをllE番にさ
せ,じ ょうずに聞いてあげた
り,たずねたりして話の促進
と拡大をはかる。

・ 学習臨 課題からはずれな
いように,先ずとなり同志で
たずねたりたしかめ合ったり

できるように日頃訓練づけて

おく。

◎ 話す態度づくり(話し合い
の訓練づけ )

① 話題を4人共通にする。
② 4人全員発言する:
③ ひとりひとり交代でまと
め役をする。

④ まとめて話す。
⑤  「わたしは……そのわけ
は・・̈・。だからです。 J とい

う.よ うに,は じめから終わ
りまできち,と 話す。

③
‐
不足なことはないか考え

て;補いあうし
◎ 評価の観点をきめて,教師
|が話し合いについて即時評価

する。 (A.B.C三段階程度
の観察評価 )

・ ほとんど全員の話し合いで
すすめられたか。 (全体での

発表は少なくても,小集団内
での話し合いができればよい

・ 話すとき,終わりまできち
っと話ができたか。 (他人の

発言中に話の腰をかるような

発言があった場合は不可,聞
く態度不良も含む )

・  話がまとまってすすめられ
.たか。 (ば らばらにならなか

らたか )

話し合いの訓練づけをす

る初めの段階は教師の指

導を強く, だんだん司会
方法を覚えさせ,子 ども
の手に渡していく (学習
面も )

◎

◎ 学習活動
0 4人の順バズ形式で (司会
話す人もllF番 )自分の考えた

ことを発表し,互いに助け合
ってクラス全体に報告し,質
問されたら4人で話し合って

答える。

・ それぞれの教科で, 自主的
に練習や準備を協力してやる。

◎ 特別活動

・  清掃班は学習班とはBljの編
成にし,清掃分担箇所の作業
内容や作業量を考えて人員を

きめ,分担は固定しない。
(経験を広携 人間‐関係を高
める )
, 前年度までの係りを参考に
して,子 どもの必要とするも
のをつくる。

・  自分たちの力で計画し,塁
、銭のともなう係りをつくる。
, 子どものアイデアを募って,
協力して仕事をすすめさせる。
も
1琴国で反省をさも 適切な

助言によって自主性を育てる。

※ 自主性を育てる助言とは,
1.自治の範囲を知らせる助
言

助言したことが児童にす

ぐ反映して自覚できる助言

やる気をおこさせb次の
ことに意欲をもって行動化

できる助言

3.

◎ 秩序ある楽しい学級づくり
の過程の中で,対人関係を考
える。

① 自分の能力や立場に応じて,
力いっぱい活躍できるように

する。

そのためには, それぞれの

長所を認めあへ 独断先行の

ない話し合いと共に,働ける
場を設定する。 (ク リスマス

子ども会, クイズ大会, クラ
ス対抗競技会など )

② 自分の考えをもち,他人の
考えを認め,学級 という集合
体の中での自分を生かすくふ

‐ うをするも|
3年程度としては|:
。 相手にわかってもらえる
ようにっ くふ うして話す。
・  相手の発言に対して,質
問や意見が言える。

・  学級の動向が察知謄きる。
・  協力して共に働ける。
・  元気のよいあいさつがで
きる。

③ 出会いの場を大切にする。
モーニンダインスペクショ

ンによぅて,に こやかなあい
さつ と,健康状況,表摘, 声
などの観察を通 して,お互い

を知る

ことにつとめる。

子ども同志の理解 (対話の

時間をもつことによって )

話材自由。共通の経験や話

の内容に興味をもったものが

自然に集まってきて,対話の
場を大きな集団の共通性にま

で高める。

④
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3年  社 会 科
(森 )48.6.7実 施

〔1〕 教材と教材内容

1.すわの町

2.すわのlgTを平面国でしらべ,実地見学した経験 と総合して,町の特徴として,市民のための建

物がたくさんあって豊∫|1市の中心であることを知る。                 ‐

〔2〕 指導上9教材や児童について配慮したこと

1。 教材 。「家の集まっているところJの教材は1単位時である。しかし,市のようすを理解さ:

せるためにはっ居住地の国府町のほかに,諏誌 牛久保j ttJ::な どの町を特徴的に把

握させた方がよ棒ので,①すわの町一―豊||1市の中心 ②うしくぼの町一―昔からの |

町 ③とよかわの町――豊J:1種荷の町ととらえさせることにし, 3時間を当てた。 |
2溶 児童 。子どもの興味の盛りあがらな棒のは,わからないという原菫が多いなそこで,第 1に ,

視覚に訴えて具体的なイメーージを形づくること。第2に考えの材料をととのえること。

第3に、わからないことをだいじにしてかみくだいて進めた軽と考えている。本学級

の現状として,子どもの学習への興味は高まる傾向をみせ,一部の男子では生活経験

の統合整理のはっきりわからまう
・な活動もみえることを活動の基盤にして,①スライ

ド ②地図 ③統計資料等を教材に合わせて用意し,新 しい認識への発展を期したいも
〔Si指導過程

-4-

あいているところは 何だろうか
白地図  「豊川市の絵地図」>

豊lll市で家のたくさん集まっているところほ どこだろうか
とよか うしくぼ   すわ   こう

すわまま, どんなまちだろうか

すわにあるものをしらべよう

<TP 「豊川市の土地のようす」>
前時の学習から    曲地,台地,低地の土地利用

<自地図「 うしくぼとすわの町」のちょうかん図>
, さがして言う  .
↓

平面図に記入<TPで 誘導>

↓
・
町鷲鷲縛鱗家,し真

つ
ズ翼2。 ― な)11のX すわの町は市役所や体育館やいろいろなものがある。

× 広 くて家がいっぱいあるし,あ いているところもある。
× こうばもたくさんある。
× 市の人みんなが使 うものが, いっぱいある。%と 橿饉]のちがい

すわの町は市民のためのたてものがたく

さんあり,豊∫|1市の中心 となっている。

◎
〒

Ｙ
購

⑭

は
じ
め
の
認
識

新
し
い
認
識

大き移

にぎやか

多て力《/こ くさん

みせが多い

いろんなものがある

+      言

しやくしょ

② ゆうびんきょく

③ しょうぼうしょ
しなんびょういん

けねさつ

たいいくかん
のうきょう
としょかん
グランド

プール

◎じえいたい

⑦めいてつt粍
〇こう′ゴ



〔4〕 授業についての考察

(1)学習課題・ 学習過程について

・  指導過程の計画はすっきりしている。
はじめの認識から新しい認識への橋渡し

として諏訪の町を調べ,そ の中から特性

をとらえる思考作業をおいた課題設定は,

大へん適切であった。

・  しかし,予想もしなかったつまづきと
して, ちょうかん図と平面図の対照作業

があった。 3年程度の子どもにとっては

空間弁別しがたい難儀な作業で,時間も

学習作業そのものに相当費 :した6.‐

1 条件整理が不十分だらたため:子 ども
だけのパズで十分読みとれるはずの特徴

が把握できなかった。これはパズ形式で

の話し合い訂1練の不足が原因■ 思考を

高める授業そのものは質の高いものであ

り,学習過程はllH調にすすめられた。

, 主発間へのもちこみも,補助課題によ
って計画的にせめてきて,前半において

設定を終わり, あとは指示と助言と確認

で検証していった授業はよかった。

(2)教師の助言や指示について

・  子どもとうまく意志が通じていて,子

どもの考えからそれないょうに,そ れで

いて新しい事実や方法についてタィミン

グよく助言し指示していった。ただ前席

の方の子だけの確認で通ったのはかしい。

・  指示が欠けていた。それは,自地図を
調べたあとで公共施設をもう一度洗い直

して,そ のものの意味をはっきりしてか

かなかったからである。

・ 学習作業中, きいていない子どももい

る状態での指示は適切でなかった。全体

への指示は, F… ……… させよう。」と

いう教師のねらいがあるのだから,作業

を一時中断させて:全員に指示の徹底を

はかるべきであろう。

・  バズの結果について×を付 し,再度 も

再 度々も指示なくゃらせたのは,授業者

としてはそれだけの意図があった。親切

にしないで, どこまで考え直すことがで1

きる力、 ある意味では実験であった。効

率から言えば低能率だ力ヽ Pま ずきや遠

巡を経て,獲得するところに,本 ものに

1向かう姿勢があると思う。

(3)子 どもの活動について

・  自由発言は自然発生的な感情や思考の
ほとばしり■ 大切な児童活動の要件で

ある。ただ問題を追求する場合はそれを

ためて自分の中で練らればならないし
`

大ずいの声を調べもそれを統‐させ学習

を成立させるためにも,ルールに乗せな

ければならない。思わず自由にぶつぶつ

´言い出すような状況でなけれ:ニ バズは

できないょしかしそこへ到達するための

話し合杯の訓練づけが綿密な計画のもと

に,つみあげられてきていないといけな

い。

・  思考に媒介されない発言があった:バ
ズを3回 くりかえしたが,いずれもステ

レオタィプの考えで,はじめの認識とか

わらない認識でしかなかったのは,諏訪

の町にあるいろいろな建物が「みんなの

つかうたてものばかりだ」という統一的

な把握になっていなかったことと,落ち

着いて考えさせ話し合わせる時間と材料

を与えなかったことだろう。最後に「だ
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れがつかうたてものかJの問いによって

子どもたちに認識の転機となるFA5き があ

‐ らわれた。

・  バズにおける話し合いでの思考の拡大

は,1小集団で話し合 う過程と内容を,教
.師 が鋭敏な感覚でキャッチして,常に生
■のままぶうつけ合 うていくところにある。

4。 1学習への参 加を増も ぅ1自主的学習

態度 をうけ るために。●
「 ■ 1

本校ではこの工学期から,_「そこに子どもの

いる授業」を:しようと計画 ふヽ実践している。
(研

究の要点として次の 3点にしぼらた。

・ 課題構‐成｀がはっきり.していること '
0 教師の発間や指示を最小限にかさえること
鶴 ｀子どもの参加度を増す方法を考え実現する

こと : ‐  .   : `  :

高学年では■単元の1構成をはっきり知らせる

ことによって,個人ある|いはグループで自:主的

な学習計画をたでることができるg中学年でも

一時間の課題構成がしっかりできていればっ学

習が子どもの考えの発展と一致して展開してい

くことができる。

0 疑間,驚 き,,矛盾が問題意識を生む

・  ねらい.を通して小課題が展開する

・  社会・ 理科では科学的手法を一貫する

・ 1算数では1研究― テストす フイー ドバ

ックァー ドリル :

等 ,々あ る程度9‐学習方法を身につけさせて

いくことも大切ではないか。    l

.教師の発間や指示を最小限にかさえることは

:こ
れまでの研究でもしばしば取り上げられてき

た。

子どもが活動tな いの'で (子 どもを活動させ

ないので )と いうことにうきるが,そ の原因は

・  課題構成がなく,子 どもは盲目的に二間一

答の反応をする。   
‐

・  考える資料がない。資料を読みとれない。

条件整理ができない。

・  課題が天くだり, むずかしい。

・ 書法たり,‐ 考えた
｀
ら
'す
乞蒔間を与えない。

・「多面的な患違 ちらがえしの患考,:蒼1造的

注患名 尭農的な患暑9‐総合島碁患老ふtはた

らかない: 
‐  -1 ‐.: 1・ ■‐

・ ,を っかちで, 親切すぎる。 i・  1 
｀

グループの中で, こだわりがなく,個性が尊

重されていれば,中学年でも倉J造的に悪考がは

たらいで, グルニチ患考‐ タルータ対個人の討
議:ヽ 集由患考によ二そ学書惑t進あられる:学習

において,子どもだけで
'ま

「 大切なことを落と

したり:1気づけないこともある。どうしても必

要な示唆や追求の方向うけを的確に与えねばな

らない。 ~
子どもの参加度を増すために,中学年では,

元気づけるなかまを育てたいと思う,わかる喜

びや追求する楽しさの味わえるような授業を積

み重ねていかなければならない。内気であまり

発言しない子どもでも,確実にききとっていた

ことをなかまにほめられたり,文に書いたこと

を読んで拍手を受けたりした時の明るく輝やく

目の奥には話したいことがいっぱいつまってい

るようである。

以上,浅い研究なので,先進校,先輩諸氏に

いろいろ教えていただきたい。

-6-



第 6回  バズ学習研究集会

物語文を主体的に読みとらせるために

一一― バ ズ を 導 入 し た 読 解 遇 程 の くふ う

姫路市立津田小学校

福  田  君  子

は し め に

昨年 4月学校開設以来、「ひとりひとりを生か

す教育」をめざしてバズを授業にとり入れ、児童

の学習 。生活のすべての面に、おちこぼれのない

指導を念願して少しずつ歩んできた。

ここでは特に国語科の指導に焦点をあて、バズ

をとり入れた指導過程と、授業研究のあとをまと

めてみた。

1◆ 教 師 中心 の国語 科 指導 を反省する

○発間、児童の応答のくりかえしによる学習

○受け身の学習―一読みへの興味 必要性がな
しヽ 。

― 読みとり方が身に
ついてい

ない。

○読解の主導権を教師が握った学習

・優秀児中′む ――一発表のかたより t

。「わかりましたか」のくりかえし

2.主 体 的な読 み と りへの手 だて

○主体的ということは、まず

・児童の読みとりへの意欲を育てる。

(め あて 課題 問題意識 生活化 )
。読みとりの方法を理解させる。

。自分の感じや考えを根底においた読みとり

をさせる。

○読解過程のくふ う

。読みとりの個別化のために

・小集団バズによるシステム化

{倉貪言曇身をサ:堡iil]バズ学習

3.学 習 集団の編成

グループ活動をとり入れて 1年半になるが初

めのころの小集団のバズにおいては、 リーダー

の独走で、その発表もリーダーにまかせきりで

あったが、ほぼ毎月編成替および、 リーダーの

指導、話し合いのルール、話し合いのしかたの

指導をくりかえすうちに、少しずつ集団の高ま

りもみられるようになった。

現在のグループは能力 (学力 )を基準として
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分団内は異質、グループ間は等質となるように     考えを順序よくきいてたしかめあい、まと
し、男女混合グループ(4名ずつ )と している。     め方がよい。

○ 各グループの特ちよう             ⑤ 個性のつよい子がいるため、他の 3名の意

① 特別めだってまとめ役をする者のいない、     見がとりあげられないことがよくぁる。

きわめて平凡なグループのようにみえるが   ⑥ グループ内での話し合いは、積極的にでき
4名 の考えがすぐまとまり、発想などすじ     るがグループとしての意見がまとめにくく
のとおったものがある。             個人の考えを全体に出したがる傾向がつよ

② リーダーにたよりすぎて、個 の々感じかた     い。

があいまいになりいつもまとめるのに手間   ⑦ ③ この2つのグループは、まったく同じで
どる。                     個人の考えが害1合よくにていて、話し合い

③ 作業をする時は能りつ的にできるが、話し     も積極的で、要領よくみんなの考えをまと   、
合いになると個 ば々らばらの意見をだし、      める。

まとまりのないグループである。                     <9月 編成替>

④ ①グループによくにているが、まとめ役を

する児童の性格がきわめて温和で、4名 の

4.実    践    東書 4年下  「空高 さんと雲 のひげさん」 の学習か ら

(1)指 導 計 画

指

導

計

画

問題の確立

罵量:鴛〔化・追求      1問

題の

xl

学

習

集

団

N

＼
個人― グル

ープ
だ′// 全

　

体
|

Ａ

Ｉ

Ｉ

卜

）

個 人

配
当
時
間 第 1次 (2時間 ) 第 次  (4時 間 ) 第 3次 (3時間 )

本
○題名について話 し合

い、場面、登場人物

○兄妹の行動 と、おくりものを与える

松たちとのつなが りを手がかりに し

○自分の考えや感 じを

確かめ、最初の感想
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単

7E

の

指

導

過

程

の気持ちなどを想像

しながら全文を読み

とおし、感想を発表

する。

・場面のうつりかわり

を想像する。

・兄妹の気持ち、松の

本のふしぎな力の部

分など、心に強く残

ったところをみつけ

感想をかく。

・作者の感想から読み

のねらいをきめる。

第 1節の読みとり

P12

「ある

て、兄妹の心情を読みとる。

(ひ とりひとりの読みとりをノー ト

にまとめる )

夕ふ じぎなことばが聞けるようにな

ったわけ。

0空高たちを助けておくりものをも

らったc

。おくりものをもらった結果、どん

なになったか。

O兄妹がどんなくらし方をするか。

・兄妹と松たちの別れ。

D 登場人物の行動をおさえながら、心に

残るところ、調べていきたいと思うとこ

ろに、じるしをつけながら、読みのめあ

てを各自ノー トに書く。

。兄妹がいつ、 どこで、どんなことを

0う さぎ・鳥たちのようすは

0助けたのでどんなことが

。「空高さんと雲のひげさん」の話し合

とくらべながら話し

合う。

02人の兄妹・作者へ

手紙をかき、学習を

まとめる。

O他の物語を進んで読

む。

○登場人物の行動を と

おして、その気持ち

やようすなどをたし

かめながら、読みと

りのめあてにせまら

せる。

O感 じや考えの立場を

ひとりひとりが、はっ

きりもつようにする。

○単元の指導を、「めあてをもつ」
―→ 「 しらべる」 ―→ 「まとめる」の三段階に分け、「めあてをも

つ」段階は、全体での話 しあいを中心に、「 しらべる」段階では、個々の読みとりを中心に、「まとめ

る」段階では、「全体」を中′心に学習をすすめる。

○一時間の過程についても「めあて」 →  「 しらべる」 一→「まとめる」の三段階に学習をすすめ、あ

ま りに小ステップな発間、応答の くりかえしをさけ、ひとりしらべ、グループ
バズの時間を十分にと

るようにする。

(2)第 2次 第 1時の指導の展開

日
　
　
　
４

の
　
　
　
１

冬
ヽ

Ｉ

Ｐ
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グ

め

話

あ

各
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グ

い

る

　

各

の

で

め

とみ
　
　
　
　
　
る
　
　
”体

の

諦
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Ｉ

Ｖ

め
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ψ

人

　

　

ズ

　

と

個
　
　
　

バ　
　
ま
　
　
全

を
　
　
　
　
〈
口

め

み
　
　
　
　
し
　
き

み
　
な
　
の

読

ん

通

いの中でふしぎだと思うところは。

・ 2本のまつの歌で、心 をうたれるとこ

ろはないか。

② 読みとりの共通課題をきめる。

・ふた りの兄妹の行動から

。その ときの兄妹の気持は どうだったか。

。「空高さんと雲のひげさん」のふ しぎ

なことばか ら

。2本の松の本のうたから

・がっしり立っている

。大きくおな り、わしらのように

③ もっと深く読みをすすめる

。ふしぎなことばが聞けるようになった

わけは

・ 2本のまつの本の歌から、

言いたいことは。

・二人の兄妹の心情は

など、切りこみが深まってい

題を類型化 し、感 じかたをふく

まつの本の

くように問

らませる。

④ きめ細か く、もう一度読みかえし感想

をまとめる。

。自分の感想をもとに して、まとめの話

し合い

○松の歌が兄妹にうけ

つがれていくことを

読みとらせる。

○ひとりひとりの感 じ

や考えをペア・グル

ープバズ・全体とひ

ろげていくうちに、

い くつかの手だてが

加えられより深く確

かなものとなってい

くように したい。

○ふた りはどんな気持

ちで、まつの本のこ

とばを聞いたか、ま

た、まつの本の歌を

きいている時の様子

を深く考え、感動 し

た部分を想像 をはた

らかせて追求させる。

○ともだちの考えをき

きながら、自分の考

えを深めさせたい。

〇読みとりを確かめな

がら、自分の感 じや

考えが充実 して個を

生かすようまとめさ

せる。
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本時の読みのめ

あてを決める

問題の焦点化

〃 追 求

問

題

の

交

換

問題の解決・

拡充



(3)バ ズの実際

0読みのめあてをつかむ場面

本時の読みのめあてを決める場

共通課題をきめる場

(各自の書きこみをもとにして )

「こどもたちは、かわいそうに思ってわなを

はずしてやりましたJこ のことばから、ふた

りの子どもの気持ちを中心に調べていきたい。

(10人 )

「空高さんと雲のひげさんにきいてくれ」

―
うさぎや鳥は何がしたいのか (4人 )

空高さんと雲のひげさんのことばを中心に松

の心をしらがたい        (6人 )

の本の歌の中で「がっしり立って

きくおな り、わ しらのように」の

せつにして、まつが人間にいいた

か。         (13人 )

(バ ズの経過後述 )

「大きくおなり、わしらのように」どうして

まつの本がこんなことを言ったのが6

① ② ⑦ ③

全体での話し合いにおいて、③と②は一つの課題

にまとめ、 3つの問題を各自llMに調べることにし

た。

○バ ズの 経 過

※ まとまりがよいグループ

◎  「大きくおなり、わしらのように」のこと

ばから、なぜ松の本がこんなことをいった

のか。

① 。個人の読みとりがよくにている。

O。 3人の考えが同じで他の1人 もほぼ同様

③ 。バ、だんからよく協力し、グループとして

の高まりがみられ、話し合いをする時も

個人の考えをだしあっている。

③ ふじぎなことばが聞けるようになったわけ

④・個人の読みとりが書:合にていて、まとめ

役のリーダーがみんなの考えをたしかめ

よく協力して、主理にせまろうとしてい

る。

※ まとまり沖ミよくな等ヽグループ

◎  どんな道とから、何がおとったかをしり兄

妹の`か情をしらべる。

0。 おこったことがらを一つずつ調べて、そ

の時の二人の気持ちを考えるとひう意見

を強く出すものがいて、それではぁまり

時間をかけすぎると反対するものがあり

うまくまとまらなかった。
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グループでまとまった

③ わなをはずしたこ

ふたりの兄妹はど

③ ふじぎなことばが

どうして、まつの

本が何を言お うと

を調べる

(バ ズのとりいれ

<ま とめるバズ>)

課題

とから、何がおこった力ヽ

んな気持ちか―・霧―・・0

きけるようになったわけ

・・………0

本が歌ったのか。まつの

しているのか。まつの心

・…………00



よ
く
な

い
グ

ル
ー
プ

◎ まつの本の歌から、 2本のまつの本が人間

に何をいおうとしているのか。

③・読みとりがばらばらで、話し合いをする

のも困難で、なかなかまとまらなかった

がリーダーの (D)意見をとおす。

A・「がっしり」のこと|ゴ を調べる。

B。 うさぎと鳥の気持ち

c・ふしぎなことばを調べる

D・ 松の木の言いたいことは何か。

⑤・個性の強い子が発言権をにぎったため、

グループのまとめをせず、自分の考えを

おしつけた。

どうして 2本のまつの本が「大きくおなり

わしらのように」と言ったのか。

②・個 の々読みとりは、みんなの前へ出すが

まとめる時になるといつもリーダーがま

とめ役をかってでる。 リーダーがひっぱ

っていくので、他のものの考え方がぼや

けてくる。

○読みとりがばらばらである。

O個性の強い子がいて、自分の考え

を強 く出す (D

○いつもリーダーがひっばっていこ

うとする。

Oま とめ役がいない。

(4)本 時 の 反 省

01時間計画であったが 2時間以上かかった。

O特に意見が出せない児童がなかったのは、個

人の読みとりに十分時間をかけた結果であろ

う。

Oバ ズの際の発言の しかたが リーダーか ら指名

する 0発言の llFがいつもきまっている等まだ

型にはまっていてのびのびと話 し合いができ

ていない。

○ノー トを読みあげるかたちの発言が多く、思

考を十分にまとめて話しあうことができにく

いので、今後更に思考を深めていくようなバ

ズができるように努力したい。

○次時からは個別の読みとりを中′いに し、それ

をグループで話 し合い、また個人で考えなお

すという方法ですすみ、最終段階でそれらの

読みとりを全体でまとめるように した。

(5)主題 への接近

教師よりの主題のお しつけをやめ、それぞれ

の読みとりや感想をだいじに し、各個人ではじ

めの感想と読解後の感想を比べさせて、まとめ

にした。

()初発の感想をかかせるにあたって、まず題名

について話し合い、場面のうつ りかわ りや、

◎

ま

と

ま

り

の
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ま
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ま
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ル
ー

プ

○個人の読みとりが、害1合に似てい

る。

○つねに、グルー プとしての高まり

がみ られる。

○特に異質のものがいない。

○リーダー‐のまとめ方がよい。



登場人物の気持ちなどを想像しながら、全文通

読させた後、「いちばん心に強く残ったところ

の感想」を書かせたが、部分的な読みとりや、

深まりのない感想が多かった。

そのひとりひとりがもった感じや考えを、バ

ズをとり入れた学習によっておたがいの考えを

拡げ、焦点づけながらより深く、確かなものと

して、考えを返、くらませていくよう指導 した。

読解指導ののち感想をかかせ、各自については

じめとくらべてみると、少しずつではあるが読

みとりが深まり、感じや考えが多面的になった

と思われる。                 C男

その一例として

A男 ○さいごにうたった歌は、まつの本があり

ったけの力を遮、りしぼってうたったのだ

ろう。だから森の中のみんなが、まつの

本をしずかにねむらせたのだと思う。

空高さんや雲のひげさんはじあわせだな

i[む い北国の人が、いつも願つている

ことがかなえられ、ぼくはやれやれと思

った。また松の木も、大じなしごとが二

人にひきつがれてほっとしたと思う。

◎ まつの心をうけついだ二人は愛国心があ

ったのだ。この寒い土地を少しでもゆた

かに明るくしたいと思い、あれ野の中で

も、りっぱに楽しませてくれた。それ

'ま

松の本のように`心のあらしや、強い風に

まけないことなのだ。そしてまた、いつ

かの二人のこどものように、自分たちが

もらった二つのおくりものをだれかにあ

げるだろう。そしてそれは、いつまでも

いつまでも、つづいていくはずだ。

○ぼ くは作者にひとことあ りがとうと、お

れいが言いたい。 この物語を読んでいる

と、作者がすきになった。

それでぼくは感 じゃしている。

◎ お とうさんが木を切ろうとした時に、助

けてくれたおれいに、日光や春をおくっ

た。そしてこの松の本は年とってしまっ

て、いまにもたおれそ うになったが、子

どもたちに「この国はきみたちにたのん

だよ」といいたかったのだろう。 日光の

おかげで元気になった子どものようすを

みて、安心したからたおれていったのだ

ろう。

―
―
―
―
―
―
―
―
市
Ｖ

B子 ○今か ら何年も前に、まつの木がたおれそ

うになった時、このシルベスターがうま

れたのだろう。だからこの子に話をきい

てもらうまで、 じっと守っていたのかも

しれない。きっと子どもを見守るために

あらわれた S、 しぎな木だとおもいたい。

このように、児童の感じや考えが、バズ学習に

よって高められ深まっていき、読解力の秀れてい

るものだけでなく、みんなが豊かに深く読みとり

ができるようになったといえる。
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「TT…
ΨΨ……TC~ ~………鶴
:   第1_目ぃパ■習研究集会.  :一          §1:

: ・パ女力を基板とした 共|す 翌 ■
・
::

§ ・                     §
§              香川県善通寺市立筆岡小学校  §§ ,●                          ・`                        §

1 研究経過は一―
最近のよ_ううに予想もつかない程激動する社会

情勢の中では,ゃゃもすれば人間としての尊厳
さを忘れさせ,｀ エゴをつくり,暖かい人間的な
ふれあいや行動力がうすれ,お互の間に断絶を
ひ`きおこしているといえるのではないだろうから

この事態を直鶴しつっ,急変する米来社会に
対応し心豊かに生きぬく人間に育てるために,

どのように教育の目標をたて,どのように指導
していくか力ち私たちに課せられた課題ではな
かろうかと考えています。      1
・このよ,な観点にたって私たちの学校では:
人間性を再認識して豊かな心情.強健な実践力
自主的行動力.創造的探求心.社会的lie調性な
どを理想像として,ひ とりひとりの個性の伸長
をはかるための教育開発はどうあるべきかとぃ

うことをめざして研究をすすめています。
いろし1ろ模索を試みた結果,1思いやりの心を

基盤にいつでも,どこでも,だれとでも,パズ

iI見 :遣 I「 :lヵ言二::憲:撃言i[看[ヽ
 ヽ お 一  ヽ   ^    ―                ｀

あげるための教育経営のコアを「対話のある学

校Jと し,「生活パ・ズでパズカを育てる」こと
を第■次のテ‐マとし教育経営のあらゅる面に
バズ場面の拡大をはかり実践してまいりました.

本年度
`Rllち
昭和 48年度から第二次プランと

して,生活バズで得たパズカを基盤に, 自らが い
めあてをもって行動でき,主体性を高めるとと
もに学習の場面にバズを導入し,人間関係を高

…  1-

めつつ学力を伸ばしたぃと考えて「対話を行動
'へJを コアとし「バズカで考えを深め行動する
子どもを育てるJをテーマに,生活ノやズから学
習バズト転移を年かり,ひとりひとらを生かせ
・る授業改造を試みつつあります:  

・

2職 の全体鞭 は 一
変動と進歩の社会にたくましく豊かに生きる力Ｆ
Ｉ
」

. ‐41

プ
籍|

ひとりひとりの個性の伸長をはかりつつ:同
時に学級や学校全体を― の民主的な集団に育
てようという発想のもと、1こバズ学習にとり,く み

ました。しかし■人間関係.考えのつくり
・
方.

発表の仕方.考えのまとめ方  など,多くの
問題点にあい金人教育のための対話がその本質

Fi事琴つ崚曇轟滋酷I鷲1を

窺

子



ゼ発揮することができませんでした.そ こで
六ズができる力を育てるためiCipバ ズを多く

゛

とう入れ,何でもいえる.誰とでも話し合え

る,暖かい人間関係がたかめられる,の三点

に焦点をしばってバズをさせることにしまし

た.それらが子どもたちひとりひとりを人間

として生
.き
がいと希望をもって学校生活を軍

み, よりよき人間関係を保ちつづ成長させて

いくものと確信しています。暖かい人間関係

のあるパ女:ぉ 単なる伸よし的な関係r・なく,

互にきびしさを持って先ず「自分で考えるJ

その考えをもとに話し合いに入り商ムはこう

思うがどうですか 1「ああ,そんな考えもあ

るな」と,他人の
・
よい考えをよりたかめたり,

広めたり,よ り高度なパズに高めていく生活

こそ.パズ学習の基盤rをなすものと考えてい

ます.また。話し合いを高めることにとどま

らず行動へと移行し,生活稔までも
｀
ねもづて
｀

いくことこそ大勢であると思いまiそ めた
め0■ 本校では生活パズ場面を,朝のパズ.
清掃バズ.パズノートに焦点化してパズカを

つけることにつとめてまいり。ましだ.

4バズカを育成する場面はニー
(1)朝のパズ  1     ≒

どの子も楽しく話しあいに参加できるた

めに
基礎パターン 20分

成果・意識的に発言するようになった.

・・ril・ ポイイトを許調したりくりかえしたりでき
る

oみんなの前で司会ができる

1,共感した時あL｀づちができる

・ 人の話をうけて発言できる

・ 自然な言葉での話し合いにむきつつある

(2)清掃バズ 
ー  :

…めあてをもって行動できるために

基本パターン

成果・ 目標がもて達成しようと努力する■

1無撃な時間●動量がつ
～
とぺつ|

・
l牟:`れ
ていo人・困つ

・てヒ千
^:手

争う
,清掃の要領が分つて彙.た

・ 無言て力い■はい働ける

・ めあて達成でまているかたえず反省

-2-
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(3):バ ズノート ・  ・:       ・.
諾題を見つけ読めるように書 くために

・ 資料や課題
・
をもとに

し公開性

成果・要素にもとづいて書ける
。書く速度が早くなった

・字がきれいになった
。書くことへの抵抗がへった

・注意して物ことを見たり聞いたり。ため

したりする

・ 感想や意見̀がかける

5バ ズカを生かせる予どもとは・一 "
(1)・いつも自分の考えかもてる
(2)人の意見やことばを素直に商ける
(3)離れにでもよくわかるように話せる
(4)話すための話趣が集められる

(5)人の意見をとり入れ,自分の考えを深め,
拡められる

(6)自分の考えが書ける.ま た書くことによっ
て自分の考えをより確かなものにできる

(→ 自己のことばに責任が持てる
(8)友達の意見を生かし,拡げるような発言が
できる。

(9)言ったり,話したことを行動に移せる
(10)実践することを前提に話せる

そのために

(1)児童の対人関係からくる緊張をやわらげる
(2)どの子も参加でき,発表できる機会を多く
作る

(3)ペ アバズ.グループバズを積極的に生かケ
(4)積極的に集団活動に参加させる方法を開番
する

(5)行動化できる場面設定を開発する.
(6)学習場面でも教師と児童.児童相互の完全
二方通信を取り入れる.        ・

(7)書 くための方法を開発する
(8)学校の経営を保護者が理解し,協力できる
手だてを確ユするl        l
(9)教師集団の教育経営への組織を開発する.

6バ ズカ奮基板 とした学習バズは ,^
先にも述べたように,私たちは生活パズを基
盤にして人間関係を高めつつ1ひ とりひとりの
可能性を十分に伸ばしていくために,パ ズカを

:[i:i[Ittlllitili][F:[
でもありませんふ′ドズ学習では,組織の中で生
きる態度の育成.積極的な学習への参加.思考
の深化拡充を考えておかなければなりません。
それらはある程度生活バズで培われてきました。
しかし,自分の考えをのヽ それをお互に多面
的に意見そのぺあって考えを深め広め,かつ考
えをまとめていくということは,生活パズだけ
では十分できないと思っています.
そこで,学習パズをtり 入れ,効果のあがる
学習バズにとりくんでいます。
先づ,授業研究の段階でこの一時間に何を定
着させるか,ねらいにあったノートのとらせ方
は,どこでどうパズをさせ。思考を広めさせて
まとめるう、よく分ろ授業をといつも心に念じ
具体的力策〔こ

・
と
・
りくA′できました。´
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・ どの子も自分の考えが発表できる
・ぃろいろな考えができる  =

〔i]ili] [I t]i]〕

-4-

f2)学習バズを主体とした学習指導の基本パ

ターン

思考の整理

覆薬
ひろげる段階

る

一

↓
ほ“嚇緑

的

を

ね

の

紳
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費
篠
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次
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場

確

め

・
　

に

の

明

高

方

　

間

こ

を

に

め

＞

時

は

一崎
きＦ内容島
餞
発
くこの費

的

べ
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性

　

度

．鶴構転移．で／転移‐
耀

階

ｏ

ｏ

。
段
，　
一」

るす
。
た
　
　
　
　
　
ヽ

基本パターン

思考のたくわえ

思考の交換

考えを生かす

く発展的思考 )

思考の定着1、

追求する子どもの姿

パズグルニプの

考 えをづ くる i

集中的尋考L

わかった

,

（
チ

エ
ヽ

グ

）

ヽ
発

展

バ

ギ

・

・ まとまった

の問題に使えるか
°
しかめてみる



8)導 入バr

学習へ意欲的に参加するために  '.I li、        .

:II

獅 錦 費畔 象 の咳 度嬬 めぶ」
ξ
 纂 二 Iも認二られた喜赫 よ■ 饗賢

:'‐婦こプバズをまとめ暉裁な:
曇:二二百二i磯撃IIIIII__

(41 深めパズ
｀

自分の考えに友だちの考えたのせて再構成するために

-5-

考えを発表する
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]憂 10曇 急瞥
で自
牢?力下1言 1‐守

分で学
|:.チ
Iツク事る

(5)定着バズ

学習内容を自分のことばやノートで表現できるために

:  メ
|(  鐘燿鮮I:l[J[[:慧薫菅 き,

多 寛 1  

可 ‐ ‐ 。 LV/り

       I P l _島 壼 _⌒ 二 ■

〔
ル
|  ハ4ム 轟̀r… ……ぬこ二__二 、_、 1 暮 :・予胃下

の新しぃ考えのポイントがうまく餞
ふ  | ・ 学習内容と家庭学習の関連がらヵlビ え る

盲 |  める   :「・′
~~ ~~  ||

|  ~`早
~~~… rV""    i重  : モする

磋■II―-1■
―一二

1定 :~I‐■―
課
 | 。次時とのつながりを知る    1写  |・ 琴琴き習や次時の学習への課題をつかみメ

寧|・翔のつまずきがわかる  | |・■11」翼IFが
はつきりするために

比|・思考鋪醸がわかる
ち 1

急 | ・ 友だちふ良iLt考 1:を よ  

・
  |  |・ 友だちの率Liと こ

「 :声
に出して言ってみ

|

た :  Lh._望     分の考えに |  |.う       .           :
:||ぃ
れる
   |:.学 習あ轟理轟」メモする
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三
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レ年オ
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 | |・
言
かつ―ことを申分のことばで言ってみ

|・

あやふやな
iこ

ろを質問できる

|・
墓裏事】ギ
モ言見ながら学習したことを

|

11.、1___二___
璃じ鷹真現
==1 =l“言 TII淋＼、学習でわからないことがあっても.

学習したこと力、次時や家庭学習に生きる′―卜ができない    |
―
‐
一

―

‐ ヽ
…
Ⅲ

―
・,‐ ‐ ″

‐
ミ
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俗) 学習ノート

読みかたしてわかるノートにするために

イ理覇高葛扉覇轟面百嘉
~=

〔!曇鴛:量言:3言瑾警百嚢菫二曇曇奮涯農皇っ

学習 liC生かせ

る

学習課程が

わかる

基本的書彙

方がでまる

。自分の考えを́かく

・ 友達わ発表をメモ :
する

●ノー トコィクール

ノー ト・ 鋒筆を

める

書 彙方を教える

書 く内容がわかる

・ 学習要点をまとめる

・ 予習したことをメー

トする

・読みかたしてよくわかる

・ 次時への学習資料になる

。わからないところも抜十いする

・ 書たくわたられるよりに書く

|

丁吻 丁
・読みかえせるように要点をかく

・ 書彙くわえ∫訂正がて魚る

・メニの仕方髪教えス.i罐習させる

・ メモをもとに発表させる

1友達の良.い ところを見つける
X創造的記帳を工夫する

・ 字の大
'た

さ   ・ 鉛筆のこさ
。●量れいな字の書キ方 ←赤鉛筆の使い方

・ 書黄麟じ ・ 行かえ ・ 問題9書 糞方
・答の書去方 t。 ()や日の使い方 ・ 訂正のし方

・ 要点のみつけ方・書無方

・笛条書き

'し

方

一
　

・

一

・

1

-―

‐‐n・い1‐ |

の書き方がまずく.短時間だ書けない

ぃが訂工され,いなぃ  |

-7-
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f7)家庭バズ
家庭でもパズの年活化がはかれる子どもに育てるために

|る

ア 今後の課題

生活バズでバズカをつけ,やっと学習パズの
教育設計書的なものが出来たところで, これを
毎日の学習指導にどう具体化するか模索と探索
のくりかえしの現状で,やっと動きはじめたば
かりです。今b私たちがいえることはI どの子
どもたちも喜んで学習に参加し しっかり自分
の考えをもって課だいにとりくれ 一時間に一

手伝いパズ

進んで手伝 ,

めあてをもつて行動
する

責任を持たせる

お金を与えない

度も話さない子はないということだけです。こ
れは,生活バズでバズカが養われていたおかげ
であると確信しています。
今後は,設計書をもとに, ひとりひとりの子
どもの個性を伸長させるために,学年段階に応
じ, どう手だてをこうじるかを具体的で,き め
細かな研究へとたかめてぃきたいと,職員一同
はりきっています.

1重原l奪ふ原√
=ギ

対
話
が
少
な
い

力
亀
）な
い

何
を
話
題
に
す
る
と
よ
い
か
わ

の
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自分にあつた手伝い

をみつける

手伝う内容を彙める
あいずちをつつて関 家族がいつし上西τ
いてやる て指導する

ズノー トに書く チエツク表

家族からの話しかけ 1■める

教 える

励ます

話題を31去 だす

話題の選定
バズ日の設定
情報交換

ていねいにする

毎 日する 自分 |

ノー トを見て話

しあつ

課題のみつけ方
の指導

チゴツタ表

ノー トを見る

力する

手伝いパズ

習

に

し

たFJ

風みんなでィくズを

る

力を見守る

める励ます

自分 |

情報交換と費賛

何でも話せる

誰れとで も話せる

毎 日させる
′tX/―卜でチエツク

自分

手伝い方の指導

父兄へのPR
アンケー ト

の指導
ノ‐ 卜のとり方 学 校

にへす

庭

気
楽
に
い
る
い
う
な
話
題
で
話
せ
る

毎
日
話
し
合
，

抄
降
ド
陣
鍛
厚
博
陸
や
く
行
動
す
る

自
分
か
ら
進
ん
で
手
伝
，

・
学
習
を
続
け
る
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1     第 6回 バ ズ
学 習 研 究 集 会

     i★

i 
′
。人 間 変 革 と 思 考 の ゆ さ ぶ り   1

1             (バ ズ学習と授業改造 )             1

1           徳島県阿南市大井小学校 古川 巌 1
喜★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★☆☆★★★★★☆

1。 子 どもを変革す る授業

戦後のあまい児童中心主義における「自発性」

の原理では,子どもの能力が天賦的,固定的にと

らえられ,子どもひとりひとりの能力に即すると

いう名のもとで,子どもの発達を最大限に促進す

る授業構成や,子どもの可能性を十分に開発する

ための教授要求などを検討する努力がなされなか

った。授業を「わかりやすく」するためには子ど

もの年令の発達段階にあわせて教材の質を低下さ

せることが「わかる」授業にすることだとされて

いた。

子どもを変えることのできる教師というのは単

に,注入,伝達の教師でもなく,援助,助言する

教師でもなくて,授業において,子どもの主体性

を導き,組織する教師でなくてはならない。

2.授 業 における主体活動
子どもの主体的な活動は,決 して単なる自発性

によるものではない。主体的活動というのは,常

に教材との自己対決から発生するのであって,自

己の偏見や独断の皮をひとつひとつはぎとること

によって,みずからの認識の立場を次第に明確に

していく過程でなくてはならない。そのために子

どものかっている知識や水準の一歩上位の限界に

むかって教師によるたえざる問いかけが何より必

要になる6ま たこの問いかけのためには,教材の

質もさることながら教材研究や教材解釈の深さの

まえに批判可能なものとしてさらけだし,あえて

批判させるという過程こそが子どもを変革してい

く大切な場となるのである。緊張にみちた問と答

の過程,同調と抵抗との対立という問答の中から,

やがてみずからに問を発していく人間をつくりあ

げるものだと思われる。

5。 子 ども自らの 自己変革

ただ知的な次元での変革だけではなくて,行為

行動態度など全人格における変革をめざすために

は,学んだことを実践的に体験し,知識を行為に

むすびつけて考えざるを得ない場面が恒常的に用

意されていなくてはならない。

自己変革ということは,子どもたちが「教育の

対象」としてだけではなくて,主体として参加す

る集団的,実践的関係のなかに,かれらを現実に

たたせることをしないでは, とうてい不可能なこ

とである。この意味からバズ学習集団の体制は,

子ども自らの自己変革に連なるものであると考え

るわけである。

4。 思考のゆさぶ り

わたしたちが,ものごとを考えたり,話をする

場合,どのように系統だてるか,論理的な考え方 ,

話し方にずいぶん苦労するものである。ところが

そのような論理的,系統的な考え方や話し方から

得た結論に対し無条件に承服 していくという安易

さをもち易いのが普通である。特に子どもの場合 ,

複雑な場面に直面したり,自分たちに切実な関係

をもつような問題がすくないので,「こうこうで

す」「ああそうですか」という安易な考え方や受

けとり方になり易い。教師もまたその方が学習を

すすめていくという段階では,ス ラーッといくだ

けに歓迎するものである。しかしこのような思考,

話し方の中には知識の伝達 (認知)のみが大きな

ウエイトを占めて,ほんとに子どもに納得させ,

血となり肉となっているものは少ない。

ゆきづまり,つまづき,もみにもんだ考え方や

話しあいの中には,子どもの心の中に忘れること

のできない印象を与えるものである。

-1-

斃ヽ



思考のゆさぶりというのは,自然に流れている

川を,時にはせきとめたり,流れの方向をかえて

みたり,逆流させてみたりしながら川の流れ方を
理解しようとするものである。安易に受けとろう

とする子どもの考え方をもう一ど原点にひきもど

し,見方や考え方を変えさせてみることなのであ
る。

5。 具体的な思考のゆ さぶ リ

思考をゆさぶるためには具体的にどのようなこ

とをすればよいのであろうか。このためには形式

的な面と内容的な面から考えてみることが必要で

あろう。形式的な面からは,今まで極めて単純素朴

な考え方 (結論を簡単に承認していく)や一面的
な見方考え方を改め多面的,批判的思考ができ易
いような発言の基本や思考の流れを指導すること

が大切である。

先づ思考のパターンとしては

比較して考える  関係づけて考える
分析して考える  総合して考える
帰納的に考える  演訳的に考える
類推して考える

そして最後に批判的な考え方をする

このようにいろいろな見方考え方のパターンを

指導しなければならない。さらに思考の流れは,

従来の

だと思う。

そのわけは  うんそうか
……です。 (単純理解)

という単純な理解のしかたから

ではないか

まてよ かもしれない。
こうもいえないか       やっぱり,

という一歩深めた思考の仕方に変えていく:これ

は単に子ども自身の思考ばかりでなしに,教師自

身が子どもの前にたちむかう身構え心構えでなく

てはならない。もちろんこれはどんな場合いつで

もということではなくて,深い教材研究をとおし
て,こ こは話しあいを深め,子どもの思考力をの

ばし,創造性を養う場面であるという,教材を見
ぬく力を先づつけておかなければならないことは

いうまでもない。            |

6.思 考のパ ターン
子どもは内にすばらしい考え方をもっていても

それを発表する方法がわからないため,結果的に

未熟な発表になリー,相手を納得させないばかりか

自分自身も何か不満足感をもつようなことが多い。

また考え方が単純で一面的な見方や考え方しかで

きない場合も多ぃ。ちょっとした日頃の指導が子

どもの考え方を変えていくということに気づかな

ければならない。そこでわたしは,原則的に八つ

の思考のパターンを考え,一応四教科の中でどの

ような思考の形式をとれば子どもの考え方が変っ

ていくかということで試案を考えてみた。

もちろん,こ の思考のパターンが教科の中で全

部生かされるなど毛頭考えていないが,従来の単
純な一面的思考から少しでも深まりのある思考に

移行することをねがっているのである。またこう

した思考のパターンを折にふれて指導 していこう

とする教師自身の自己変革も大切なことである。

Z 教科別の思考パターン
(1)国 語 科

0こ のことばは,○○の考え方とどんな

関係があるのだろう。

0こ のことは (行動)は,OOの 考え方
とどんな関係があるのだろう。

0前の考え方と今の考え方とくらべてみ

よう。

O主人公の考え方と自分の考えや気持ち

とくらべてみよう。

Oこ の場面とこの場面をくらべて何がど

うだといえるだろうか。

Oこ の物語は,い くつにわけて考えたら

よいだろう。

o主人公の考え方の移り方をどんなにわ

けたらよいだろう。

oこれらのことをまとめていうと,主人

公の気持ちはどうなったといえるでし

ょう。

oこれらのことから,○○はどのように

まとめたらよいか考えてみよう。

関

係

の

認

識

比

較

の

認

識

分

析

的

思

考

総

合

的

思

考
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これらの (行動や会話)こ とから○○

の (性格や気持ち)はこうだといえる

のではないだろうか。

これらのことから,作者のいいたいこ

とは,こ うだといえるのではないか。

OOは○○といえる,それはこのよう
なことがらがあるからです。

それは一―ことです。理由はこうだか

らです。

このこととこのことは大変よくにてい

るので,こ うだといえると思う。

前段のことから考えて,こんなところ

が同じだからこう言えるのではないか。

OOの気持 (考え方)は ,こ うとも考
えられるのではないだろう力、

そうとは言いきれない。このこととこ

のことからこうともいえるのではない

か。       |
数 科

くらべてみて,ちがうところやおなじ

ところをみつけよう。 ″

今までに習ったことを思い出したり,

あてはめたりしてくらべてみよう。

二つの考え方をくらべてみようも

何と何を比べてそう考えたのか話しあ

おう。

この集りとこの集りとの間に何かつな

がりはないか考えよう。

二つのことがらの関係を確かめるには

どんな方法があるだろう。

このこととこのことのあいだには,ど

ういう関係があるだろう。

こまかくわけて考えてみよう。  、
わけられたひとつひとつのことが,ど

んなつながりをもっているか考えてみ

てはどうか。

そのことについてどんな分け方がある

だろう。

このことにもこのことにも共通してい

えることは,どんなことですか。
このようなことから大事なことをまと

めてみよう。これらをまとめてみよう。

。このようないろいろなことから考えて

どういうことがいえるだろう。

。このようなことから, どんな法則やき

まりが作れるだろう。

Oこ んなことやこんなことから考えると

こう考えられるのでないだろうか。

。これはこういうことがいえる。それは

こういう理由からです。

。それは一―ことです。その理由はこれ

これの条件がそろっているからです。

。その方法でほかの場合でもあてはめて

考えてみよう。

。このことをもとにして,も っと便利な

別のときの考え方を考えてみよう。

。この考え方は,ほかの場合でもあては

まるかどうかしらべてみよう。

。そういう考え方が一番正しいかどうか

確かめてみよう。

。今の考え方は,こ ういうところがおか

しい。むしろこう考えた方がよいと思

う。
。それも正しひと思うが,ほかにもっと

方法がなしヽか考えてみよう。

会 科
。今とくらべて昔はどうでしたか。

。他の町や村 (地方)と くらべると,ど

んなところがちがうだろう。

。私たちの生活とくらべてどんなところ

がちがうか。

。二つの考え方をくらべてみよう。

0二つの資料を比べて,どんなことがい

えると思うか。

Oこ のほか立場や条件,事情や場をくら
べてみる。

O私たち (或は日本の国)と どんな関係

があるだろう。

。くらしや経済とどんな関係がある力、

。そのことは,どの資料 (条件)と どん

な関係があるだろう。

。何と何の関係からそういう結論が出た

の力、

。このことばとどういう関係にあるか。

比

較

関

(3)

係 |。

比
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分

析

総

合

関
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や考え
1,事

′
写や場の関

Oそ のことをわけてみるとどんなにわけ

られるか。

Oわけてみて重要だと思うのはどれか。
Oわけてみてよく似ていると思うのはど

れか。

。このほか主題を理解するための分析の

仕方を考える。

。そのことをまとめたら何といえるだろ

う。

Oこ のような条件からどのようにまとめ

たらよいだろう。

。いろけろのまとめ方があると思うが,

どんなまとめ方があるだろう。

。これこれの事実からこういうことが言

えるのではないか。

。このような条件から,こ のような結論

になると思わないか。

。結論を導き出すために,どんな事実,

(条件)があるか調べたり発表したり
してはどうか。

このほかひとつひとつの具体的事実や条件

をあげて結論を考えさす。

0それはこうといえる,そ の理由はこれ

これと思うがどうか。

0こ の事とこの事が大事だと思う。それ

はこれこれの事実や条件,資料がある

からです。

0こ のことばが一番大事だと思う。それ

はこのこともこのことがあるからです。

このほか先に主題の要点をとらえ具体的事

実や条件を挙げて考えさす。

0今までに習ったことから,条件が全く

同じだからこうだといえる。

。これとこれは同じ条件だからこういえ

ると
'思

う。

0こ の考え方とこの考え方は同じではな

い か 。

このほか既習事実や体験から新しい事実を

考えさせる。

そうとはいいきれない。こうも考えら

れるがどうだろう。

見方を変えたら,こんな考え方もなり

たつと思うがどうか。

立場を変えたら,こ うもいえるのでは

ないか。

こういうことも正しいと思う, くらべ

てみよう。

こういう条件から,そ うとはいいきれ

ないがどうか。

科

これとこれを比べてどんなところがよ

くにているか,ちがっているかみつけ

てみよう。

どんなことで比べたらよいだろう。

これとこれ比べて,どんなことがいえ

るだろう。

これとこれとが同じ関係にあるといえ

るのはどうしてか。

色,形 ,大きさ,重さ,な どからこの
ことにどんな関係があるか考えてみよ

う。またどんな共通点が考えられるか。

どれどれが同じなかまか,ちがうのは

どれか,き めてになるのはどれか。

変化したものは何か,こ の変化はなに

をもとにしたらわかるか,変化の原民
これをきまり (法則)と してまとめら

れるだろうか。ほかのものにひろげて

いくことができるだろうか。

このことを一般化することはできるか。

どのような方法でしたらよい力、

このような条件経験からこういえると

思う。 (予想)

実験観察からこういえると思う。

この事実からこんな原因が考えられる。

この関係を他の場面にあてはめること

はできないだろうか。

条件実験の結果を他にあてはめてみる。

予想したことを他にあてはめてみる。

この考え方はここがたりないのでないか。

ひとつのことで結論を出すのは無理。

もっと条件を出したら。
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研究 レポー ト

長 野市 立 湯 谷 小学 校

―、研究の経過 と反省     l
昭和 45年度以来本年まで、自己評価にしばって継続研究 してきたc46年 暁のワf究 では、 1時

間の学習過程の中で、はじめの段1階 (問題・課題把握 )の 自己評価の研究と、その実証に重点がか

か り、この点では実証できたのだが、自己評価全般につぃての実証はなされ́えかった二特に終末段

階の自己評価はあいまいであった り、軽 く扱 った面があ り、段階での実証追求はほとんどなされな

かったc

また、自己評価の機能と人間形成との関連につねての検討があま く根拠が明らかでitか ったc

そこで、 47年度は 46年度の反省と成果に立って、 1時間の学習i邑程の終末戯麟の自己評価に

焦点を当てて、テーマの追求をしメてきた。本年度は、 1電堂の自己評価のあらわれを再びどうとらえ_

るか、また、はじめ・中間・終 りの各段階の自己評価が、有機的に関連し合ってこそ有効な自己評

価ができると考え、 1時間の学習過程へ構造的に位置づける研究を続けていネが、まだ研究途上で

ある。

このょうな研究過程のなかで、各教科は、教科の大質にF「 tノてヽ共 :司 研究のテーマを追求し、最

低 1目の全体研究会 (実証 )を して、その成果をたしかめてきた。すた、 46年 嚢には、全教科全

時間につぃて、日案の作成を完成し資料の美積もちくじ進めて きたcま た、教科会の実議I授業につ

仏ては、教科会の要請によって学年会が協力してきた。教科主任会は、実質的には共 1司研究の推進

委員としての役書1り を1く ない、研究計画か:ら
｀
まとめまでのザ1究の中核となったc以下 47年度 (昨

年度 )のザ1究を中心にのべることにする。

共同研究テーマの仮説を実証するため各教科が提供 した実議[全体研究の成果からみて、仮説はほ

ぼ実証できたと半む断 し′たcしかし、教科の特性に rに って、自己評価の難易があったり、1可 じ教科で

も教材のちがいにょって難易があり、また、 li可単元・題材の中でも自己評価の難易が認められるc

また、高低1学年の違めによつて も難易があるcしたがって、自己評幕Iが有効におこなわれ易い学習

の内容と、そ うでない学習の内容との区別を明らかに―夕る必要があるc

l時間という、徴視|1勺 な自己評価と同時に単元全体あるt⌒は半年, 1年 というダロニバル (巨視

:向 )な 立場での自己評価のあり方につぃても、今後追求 t/な くてはならないc

この自己評価が身につき、常に生活全体の場におねて自然の姿でできるょう1(な らな くては、こ

のテーマの完全な達成はあり得ないと考えて松るのである。 こ√)こ とは、教育の永遠な課題として

追求されていくことであろう。

日々の実践にささえられた累積研究にょって、学習深 (ヒの足どりを歩二歩と踏みヒノめてヽこども

の個性能力の伸長を願いつつ、焦点的な研究を進イ)て いきたい。

-1-



|二、 47年度 の研 究
:. 研究経過

:  :  ‐ギ
・ 共同研究テーマ

児童が樟極的に自己
=:断
し、自己を確立 1ノ てい くための学習は、スがにぁ.る

べきか:1        ‐            1         1 ‐

二 1時間の学醜 黎 の終末段階の自己評価を通して一

1本年度の研究は、終末段階の自己評価に焦点をぃTり 、なお自己評価√)機能と人間形成の関連

を基礎的・論理的に深め、ょり効果的に研究を推進したいと考えた。したがって内容的には、昨

年度からの継続けf策 て多り、基礎的な研究の裏づけの上に立って、終末段階の自己評価の意義と

そのあり方を究明してぃくことにしたのであるc

そこで、 1時間の終末段階の自己評価を窓口にして、テーァを追求していくためには、具体的
にどんな人間像を指向ヒノていくのか、また自己評価の機能との胸連はどう・か、さら′に自己評価の

観点・内容・方法はどのようにしたらよいか明らかにならなければならなhc

基礎研究のてはliめ として「 評価とは何か」「 学習過程の評価の仕方」という最も基礎的な課

題をもって教科主任が考えを持ち寄ったが、これだけでは十分今後のワ:究の方向を照らすものに

なり得なかった。

そこで「 教育評価 J続右恒著の抜きがけをもとにして数回にわたって研究を続けた。さらに、

1, 教育評価の意義と機能 (自 己評価を含む )

2,教育評定の意義等につぃて
3,教育評価と教育評定の関連と差異につぃて
4.教育評価の要件
(1)評価基準をどうとらえたらよねか

(a 評価基準彗め出しの手順とその方法
(3)評価者につぃて

(4)調整機能につぃて

5。 教師の教育活動と評価

6.自 己評fIIに おける評価

7.教育評定の道具と方法 (特に質問紙法につぃて )
上記の各項について分担研究したものを再び伺目か検討して基礎ワ1究のすとめをした。

この間講師招請につぃて検討し、続有恒先生お率び塩田芳久先生にお願いする方向で進めるこ

とにした.

また、仮説の考え方についてもi呵回か討議し、仮説が立たれば八分通り研究が完成に近づぃた

という考え方を基本的にもって進めてきた。

1時間の自己評価の観点 `内容をどのょうに考え、どのょうな方法でさせるかにつぃて、日常

-2-
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授業の中で くふぅし実践を積み上げて仮説を得るように努めてきた。そ tノ て各教科から自己評価

を中心とした学習指導事例と、教科の特質から自己評価をどのように考えるか出し合もてまとめ

たものへ、本年度 3目にわたる実証全体研究の成果をも織 り込んで一応の彼説を得ることができ

た。

しかし自己評価とフィードバック機能との関連については、C)自 己評価とアィードバック機能

をイコールとする考え方 C)フ ィードバック機能のサイクルの一単位とヒノて自己評価をとらえる

考え方 Cフ ィードバック機能は、自己評価を僅なきという硯点から見たものだという考え方 な
どがある。①は③を含んでいて言って t/・ るとすれば、これが正 しい考え方ではなかろうか。また

自己評価の仕方につねてのパターンの指導につぃては、形式化するのではないかとねう疑間が出

てねるし、自己評価の内容や方法につれての学年段階 も今後明らかにしていかなければならないc

今後は、日常授業 を実証授業において、児童がアィー ドバックしたとは、どこでどうとらえた

らよいかに視点をしぼちて究明して膝きながら、具体的な仮説を修正したりt職、くらめていくこ

とが、テ~マ解決に一歩一歩近づいて棒 くことであるcも ちろん、上言己未解決の諸[識:題について

も共に明らかにしていくのである。

フィー ドバ ック機能とは、

牛は、えさをある程度そしゃくヒ/て 胃におさめる。そ l´て、再び胃から口に戻してそしゃ

くしなおし′て胃におさめるのと似て、児童がいつたんこれでよぃとして手Uガ子したものを、再

び吟味したり、考え:々 おして定着して捺く勧 き■フィー トバ ック機能とぃうc

iボー トをこいてぃるときのことを夕」にすれば、ゴ‐―ルに向って進んでい くが、うしろを向

ねてこいでいるのでまがってしまう。そのまがったことに気 ,き 、再びまっす ぐにして進むc

ゴすルに向って最短距離に行 く主うに調整すること、それをフィー ドバック機歌 評価 )と

い う。

当面は、抽出児を選んで特にその動 きや発言等から、その子がどこで、 どのょうにフィードバ

ックヒィたかを見ていく中で、フィー トバ゙ックを効果的にさせる観点・内容 。方法を煮つめていく

ことが研究の中心となる。

ある低学年の自己評価の実践の中で成果と反省を次のように言っているc

l.「 わかったこと」という終末段階の発間について

本時解決されたことが明確となり、くり返すことによってく日的意識をもって学習に取 り組

むようになったc

2.「 自分の考えがどうなったか」という発間について

友だちの意見をよくll―illく ょうになり、自分の考えを明確にしていくょうになったc

3.「 感じたことは何か」の発間では、

気持ちを素直に表現し、こまかいことに気づくょうになった。

能力の低いこどもでも何か気づく(感ずる )よ うになった。

… 3-



反 省           ;

ただ形式的にこれを くり返すのでな くこその教科・教材の特質に合ったょうに くふ つされな

ければ、マンネリ化 してヒ′ま うおそれがある.

このように継鎌 むにつみ上げてこそ、はじめて自己評価を有効 ICし、まり襲ぃノィー ドバック

をヒノたがら自主的 f白 律的 )な 人黒11と して成長 l′てい くであろうことが認められるのであるc

この間、名古屋大学に購11義 き下記の先生のご指導をしへたださました。

名古屋大学教授  故 続 有 恒 先生
名古屋大学教授

2. テーマ設定の趣 旨

塩 和 芳 久 先生

(1)'こ れからの教育は、人i増の専厳・精神的自由と人罐を基軸 として、人1銅性の正しい発展を図1

″るとともに、明暗両面をもつ新しぬ未来からの挑裁を批判的にしかも積極的に受けとめて枠 く

構ス_で構想されなければならない。そ tノ て、自分の知識と経験を駆使 t⌒ 責任をもうて自分の

社会的 :対人的・個人的なあり方を決定することのできる人購j、 しかも、その決定にあゃまり

があればそれを反省 tノヽより正 tノ t^あ り方を求めて、自己を確立 lノていく人詭、このような人

間形成を日標 (ヒ ヒ/て いかなよすればならない。 このことは、学校教育目標に掲げてある“自主独

立の精神 "の 形成に直結ヒ/た重要な誅題でもぁるc

翠、たちは過去三年間、自i姜的な人lli形成をするためにく児童の自己評価はどうあるべきかを

研究 lノてきたとしかヒノヽ はじめの段階 (臓:題把握まで )の 自己評価のさせ方は実韮できたのだ

が、まだ終木段階の自己評価はあいすぃであわ、軽く扱 う傾向にゅるcま た自己評価の援能と

人,i尋形成との関連につぃてはほとんど夢I究がなされてぃなかったc

そこで末年度は、自己評価の機能は人間ノ形成にどのょうな役割を果たすのか、論票要つ基盤を

嘴らかにして、ょり有効に夢:究を推進し/た いと考えた。そして、終末段階の鼻己評価に焦点を

し「fっ て追求することにした。全戦員が日常授業の実践で具体的な終末段階の目己評衝を通じ

てみて、児童の意識がどうなったかを克明に追求 t′ 、自己評価の内容や類型化,万去fヒ をはか
りつつ、具体的な仮説をたてて実証研究をしてねきた1ハ cは じめがあって終 りがぁるのたから

終末段階の自己評価をi豊求 t′て1ハ けば、はじめ (間導聟握 )ヽ 中間 (調査・実践等 )に ぉける

自己評1画の内容雀え点や教科・教材の内容や特質にも雌、れて問題になることは当然であるが、研

究の対象とヒ′ては 1時間の終末段階にしITっ て棒くのでぁるci

(2)評価は、追求者自身が、そのi豊求過程のある現在的状況においてアィードバック機能を発揮

し、_目 標達成にかかわる自己判断を・することでぁるとすれば、その自己判断 (自 己決定 )は、

目標 (課題・問題 )・ 計画 `方法・態度等の串己調整に楽展しなければ意味がないものである。

この段階は目標追求の活動がその結果とどう結びついていたか、つまりはじめの段階の自己評

価で把握された目標・課題・問題がどのょうに追求されたか、また解決されたか、至瑾達点等に

,ついて児童自身が検言寸することであり、査た、さらに望ましい進歩のための吟味ゃ、読整がな
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される重要な場面である。 L/た がって、この終末の段階において、 1時間の自己評価がなされ

ることによつて、目標達成や、問題 `課題を解決ヒノた喜びにひたり、ぁるねは自己の欠点を見

出し、次時の学習の糸由として自己を調整し確立していけるのである。

'こ のような自己評価の積み重ね1/Cよ って、自己の活動を絶えず反趨しつつ調整 lンながい、次

の活動へと発展させて ハヽく態度が身につき、個が確立ヒノ自主的な人酪]の形成が期待できるので

ある。上記の具体的な自己評価の研究で馨」題|(な ってくることは、次のようなことであるc

O 自己評価の内容・観点・方法のあり方
② 自己を調整していく能力の程度や調整の仕方の実態をどつとらえていくか。
上記の内容を究明することが研究のねらtハ となる。           i

亀 仮 説

(1)仮 説

1児童が積4重白もに自己判詢,し 自己を確立 Iノ ていくためには、授業の終末段階において目標達成

度と目標追求の取 りくみの状態をふ りかえらせて自己評価させていけばよいc

(2)具体|も仮説

⊂)前 丈

1時間の学習の場面構成の中に、自己評価を計画的・意図的に仕組むことは、主体的 意ヽ

欲的な人警j形成に欠かせない指導であるc自 己評価のできる機会はどの学習場面において も、

あるいは生活行動の中においてもあるcそれはこども自らが t′ているで4ろ うし、こども自

身が自分の意志ですることであるが、自己評価の仕方や、調整して探めてい く仕方は未熟で

ある.こ の自己評価の仕方 (フ ィー ドバ ック機能 → 目標―追求―評価―調整 )を 身につけ

る機会は、学習過程のどこにでもあると考え_ら れるが、しか l′、この自己評価の仕方をただ

自然のなりゆ きにまかせていたとすれば、よりょぃ自己評佃iを して、療己が自己を教育する

と棒う働 き、自己が自己自身を変革 しつつ自己を確立して膝 くということは、低い次元に上

ると考えられるc自 己、自らを律 し自らを励まし々がら、自己を変革じ形成してい く働 きを

東J戦じ作動させるために、 1時間の授業の中において、自己評価を言:画的 。意解1的 にさせる

機会を与えることは、自己評価の仕方を身につけさせ有効に態度化させることができると考

: える。

1  1時間のはじめの段階で、目標・課題・観点 (全体 `個 々 )が明確であればある|■ ど、終

末段階における自己評価は有効適切に果せるのである。終末段階の自己評価は、学習のあら

ゆる場面において行 :な われる棒た児童各自の無意識で部分的な自己評無1の仕方やその内容を

意識 fヒ (自 党化 )さ せるのに為
‐
効であるc

終末段1管での自己評価iでは、目標・課題・予想に対して自分の達成度はどつであったかと

か、わかったことを要点的にか くとか、目あてと成果 (結果 )を 比較して考察 ヒ́た り、追求

の仕方を観点ごとにふり返ったり、態度面におけるよさを先生や友人に学んだり反省する中
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で、ためにならた,楽しかった: よかっな このつぎはがんばるも・ この|つ ぎはこうやろう
というように次時への意欲を高めるょうにするのであるc具体的で焦点化された終末段階の

自己評価を通して、児童:の意識がどうなったかを克明に追求していくことが大切である.こ
の終末段階め

:自

己評価をより意識的・意図的にさせるなかで、学習をいつでも主体的にふ り
:か
えるょうな態度をつくりた体のであるc

止記のように、態度面の自発的な反省や成功感や情緒的な意欲は、次時あるいは家庭学習

や生活面、調整されつつ進展していか々ければならないcこのようなことが、継続的に進め

られて、意図的に自己評価の契磯 を与えな くても、自然に自由に自己評価をして調整して t^

くことができるようになればよいと考える^

② 自己評価の観点・内容・方法・留意点

容内
・と点観

目標・課題

予想との関

係

(量属曇}

◎ 目標・課題への達成度または学書内容の考察はどうであったかc
・学習内容から勉強tノ てわかつたことを要点的に書くc

・ 自分の決めた日ぁて,全体の目あてと成果とを比較して、どの程

度達成できたか、考える。

・結果や成果を、自分なりに整理し考察する。

1追求の仕方

度態

一　

　

　

´

◎ 追求過程での態度はどうであったが。
・先生・友人とのかかわりでよかったこと、困ったこと、問題点。

・目あて(課題 )の ょうにぃかなかったわけを考える。

・ はじめの考えが、どこでどのように変 ったかc

感想、次時

への意欲

(情緒 )

◎ 感想 と次時への意欲

・ 感動・意欲

例 。おもしろかったc

`次時はこんなようlk_や りたいc

・つぎは、ここまで達成 したぃ。

・こんどはがんぼるぞ.

。この次はできそうだぞ。

`ふ じぎだなあ。

・ずごいなあ。
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方 法

証腐イ ルーズ リーフ、チェッタリス トなど )、

グループの話し合い、詩、作文、 日記、鑑賞、

留意点

鑽 自己評価の内容や意味男it l児童に男確に認識されるょうな発問や手だてが用意されな
讐

=講響夕丁ド:〕 替軍|デ響〕試警t舞音、響定、:

比較  など

ければならなぃ。

詮l畠
己評 fmiを有効にさをるためには、目標

砂1究 がされねばなら
iな い: :| ■ |

もに消化されるように、教材の`観 f点 をこど

鍮 挙
学年では、具体的な操作を通し

,、
焦点的 =印象的に自己評価させることバ適当そ

あるc

言ぅ記録は、短時間でできるように

る。

ホ 終末段階とは、市のカリキュラムの第二評価を含めて、それ以下の学習活動を考えるc

膊 能力よりはるかに上まわった情幸贅や目標を指示(提示 )す ることをさけるc i

●
低学年では、その都軸 己評価の観点を示すのはよいが、高学年では、記 評価の内

: 
容を理解

:き
をたぁとは、約束ごととして取 り扱 i/n、 その都度、観点を示さな くてもょ棒。

二 7-

くふ うすると共に、そうぃう力を委 うことが大切であ

ヽ
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三、教科 の研 究

1.:体育科における自己評価の考え方

(1)体育科では何をねらい何を評価するかc

体育の学習で何をねらうかといえば、体力や技能を中心に考えやすいが、終局的には全体的

人間像をあげることができるcま た現代的な体育の課題ではこども達が学校を1まなれ社会人に

なってからも、自ら学習しながら健康づくり,身体づ くりを主体的・副造喜勺に解決してい Fす る

ように準備することが必要であると言われているcヒノかしこれら企領域の評価は困難なので、

下位目標の技能と社会的態度を評価研究の対象とした。誌`「価方法とヒノて

7雪基勇ITIi:優曇域T互警
正・チェックリスト・自己評価

1態 度の評4面 トー 客観的に評価困難 評定尺度による自己評価
評価はどこでするか

終
末

の
評
価

目
標
の

修
正

終
末
の
評
価

目
標

へ
接
近
す
る
程
質
↑
―
―
―

終   の
評末   評
価の  価

追求経過の時間
1は試技における自己の技能実態
技に基づいて設定した自己目襟

具体的に図式化すると

体育の学習が本質的に他に依存す

ることなく、自己の自由意志によっ

て決簿:ヒノヽ 行動 (学習 )tノ自己評価

するという自主的学ぜ形態を考える

ならば、目標は自らが設定 し、学習

はその目標達成のための追跡過程で

あり、評価はその追跡過程にぁり、

また 1時間 1単元ごとの終末にある

と考える。

2は試
3は修正 した目標

撻三ュ螢管整針T回一巨萱卜{互璽―憂奎}{≡国一―睦≡]→
となり、 1練習ごとに評価がなされ、自己調整がなされていくc

(麟 評価の観点

評価は目標に対してどれだけ接近しているかを明 らかにすることであ

るから、評価の観点は目標と直接結びつき、学習 |へ容の観点とそのまま

一致する。たとえば「 そりとびのょうな動作で 3雇 50激 とぶ」が、走

り巾とびの目標になり、④③③ は助走・空中姿勢・着地で学習内容で
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・ひ
ざ
を
伸
ば
し
そ

他
の
問
題
点

あり評価の観点になってくるもそしてヽ :④OCXフ キーム)がょくなればt
よって目標は必然的に達成されると考えるc_

o本時におけるなわとび運動の評価 (前二重回し連続 )

あとは練習量に

― 本 1寺の日標

・二・… … ………… 前時の「町題点

学習内容

評価の観点

―一 本時の目標

、前時の1銅題点

フォームの全体目標

学習内容

評価の観点  :

(4)評価基準と評価尺度

技能の目標はひとりひとり違裕、その評価 もひとりひとり異なってくる。そう考えると評価

の本質は絶対評価を中′心に考えたいcし か 1/、 発表会, ゲーム化などをとり入れて意欲化をは

かるには、時にはある程愛相対評価 も必要になって くる。そこで相対評価をするたど)その学校

独自の評価基準が必要 :{な って くるc基準設定で考慮すべき点は、 0点をつくら女ねことであ

る。 (評価基準学習カー ド参照 )

(5)評価場面と方法

評価は、す定期間の指導の成果を、その学習後評価するだけでな く、学習の

i量程においても絶えず評価し、指導の反省、 目標達成のために役立てることが

必要であるc学習のi曇程にお1/bて評価を行な つためには、学習適程の中た場を

-0-
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。本時における鉄棒運動の評価
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自己の 障 害 点 の確 認
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設け、あらかじめ計画を立てて評価するごどあミ奎ましt/bと考えた。

0練習効果の演」定 (望 ましい自己評価のさせ方 )

練習の効果を確かめるため、すなわち学習が行なわれたかどうかをみるため、一定の場面

で得られたデータが分析されなければならない。効果は練習期間と試行日数によって違って

くるし、また学習する材料や技能の性質が変わることによって違って くるc

練習方法・試行日数などぃろいろな測定方法があるが、本校で実験した方法を記述すると

抽出学級 3年 A学級 39 B学 級 39

実験種目 前 1回まわし (短 なゎとび )15秒間の連続回数       :
実験方法 A学級

1練習ごとに椙互批正にょり評価しチェックしてぃく方法Q練習時間 10分
1人 の練習回数 3～ 5回

B学級

相互批正によりlo分問練習c l人の回数 A学級より多い。
｀
測  定 上記の方法で練習の後、 15秒 間どのくらいとべるかはかる。
測定のまとめ

試技の得点 (回数 )と 練習後の得点の比較、得点間の差の比較

A学級   B学 級
23名   19名試技得点ょうょくなつた者

得点差なヒノ

試技得点ょり悪くなつた者

一人の得点闘差の増加回数平均

6名

10名

6.7回

4名

16名

6.9回

〔考察〕 試技待点よりも最終得点がよくだった人数は1練習ごとにチニックして行うたA学

級がよ松。反面平均費点間差はな学級の方がよぃc言えそうなことは、一練習ごとにチェ
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個人目標・グループロ
標・全体目標・学習内

練習―反省―修正一練
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練習のふ りかぇり
と次行為の計:画

目標の達成度三i技能態
度の評価

学習 カー トの゙記入・
話し合い `発表



■|■ |:圭三二|
「●■■■

ックしていく方法は、練習そのものが真剣に左り(確実な自己評価 )全体的にレベルは向

上する。普通の練習イB学級 )では、‐上達す。る者はどんどん上達するが、とり残されてね

く者も場合によっては多くなりそうだc■
:| ‐ l j

ご結論〕 1回の練習でもおろそかにせず真食1に とりくすせるには、目標をもたせ、 1練習ご

とにチェックしていく方法は学習効果があが りそうだ。     ■|   ■::

以上の仮説にもとづいて、なわとび運動の評価場面で、チェックリスト(行動観察 )方法を

用い、それを整響の段階で資料として自己評価させる方法を試みたc         l
鉄棒運動においては 1練習ごとのチェックリストは、相互 :士ヒ正の段階で同じンベルの者同志
:で
ないのでこの方法は避けた。

(0 体育学習カー ド参照.(略 ) :
(7)前一目まわしにおける自己評価の1例

… 11-

技
能 上 達 曲 線 ク

ト〕
ス
テ

リ
自 己 評 価 の 例 考 察 と 対 策

Ａ
　

で
き
な

い

①

小
林
康
人 。修正目標

目
標
４
ｏ

○ -33

X-4

。あわててと中でお く

れた
。つす先でとボ   |
手首を早 くまわす

。評価能力はあると思われるが、行

動がともなわない。技能はおとる

△生活化、はげまし

Ｏ

中
本
都
貴
子 ←―。予定線

○ -25

X-8

O高 くとびあが ったか

ら

。これか ら高 くとびあ

がらないようにする

0評価能力はあるが、調整力に欠け
意欲があって も技能がともなって

いかない          |
△生活化・ ドリル、はげまし   :

Ｂ

　

や

や

で
き

る

⑦

宮
川

功

′′′
°
○ -30

X-9

高 くとんで手首を早

くまわさなかった

こんどXの ところを
練習する

0評価能力はあると思われるc技能
は普通

△能力にあった目標設定の助言

○

中
島

弘

意

″●

　

０^

○ -31

X-5

がんぼったけど手 く
び早 くまわっていな
かったようだ
こんどは手首をよく
まわす

9努力しまじめであるが、技能の方
:法がなかなか体得できない
△ ドリル、生活化

Ｃ
　

う

ま

い

①

金
沢
辰
彦
レイ1

○ -43

X-3

。上の注意をよく守 ら

なかった
。つま先でとんで手首

をもっと早 くまわす

。技含ヒは高いが集中力な く、評価観

点 もしばれなぃ

△ うつしの段1増におけるたしかめ

②

宮
川
朋
子

′′○ -22
X-5

。手首をはや く警わさ

なかった
。こんど手首をはや く

まわす

0自 己の能力を知 り1確実に技童とを身
につけていく
△ょり高い技能、その方法の理解



(3)障害点と対策

(9)実証の観点  _ 1 :
。技能の自己評価につぃて

。なわとびi重動において、′本時の具体目標を各自がもち、フォームを学習する場面で様三批

正にょり1練習ごとにチェックし、まとめつ毀階で、達成度とチェックを資料に自己評価

したが、三年生の児童の実態からこの方法が通切であったか。|  :寸    ‐
o鉄棒運動にお偽て、さか上がリー腕立て後ろIJり ■前回りおりつ一連の運動で、“できた"

“:で きなぃ Tの成就値でまず評価し、さらにその原因を相互批正の内容を資料に自己評価

させたが、三年生の児童の実態からこの方法が通切であったか。

∵ 12●

つ ま ず :き 原 | : 因 対  |        1策

技

　

能

|

態

　

度

評

　

価

二重回しの連続ができ

ない

腕立て後ろ回りができ

ない   1

o腕立て懸垂からの後ろ

目 りができない

。一連の運動がスムース

にできない

o集中的に練習がで きな
もヘ

9オロ[二批正力よょくできな

い

0ルールを守れない
。協調性に久ける

。学習内容が書けない児

童       A′

短時間に焦点的にまと
められない

I  B′

oジ ャソフ
゜
の方向、

1ひ
ざ

_カミ曲力ヽる.  =

0回転力の不足 ~
0身 体が鉄棒 1か ら離れる

回転力 (キ ッカケ

生み出し得ない

0部分技育旨の未熟
。音3分と部分のつなき

｀
方

の技能不足

。自己目標が不正確

。相手の酔J題点の未確認
。能力不足

ゲームに夢中にな

っか りする

自分勝手 ・

。学習内容が把握できな

い

相互批正がうまくでき

な―い :

。まとめる能力の不足

つま先で後方へ強くジャンプ、ひざを

イ申ぼす       :  : :

o振 りの ドリル
o振 りからの力を禾」用し鉄棒に身体をま
きつける
。チュウプの禾」用、補助

oさ か上がりから腕立て懸垂になるとき
足をできるだけ上方にとどめ、下へお

ろす力を不J用する      ・

0知的彗解― ドリルー生活化
0次の部分へ入 るタイミンクつ森習

。うつしの段階で目標をしっか り確認さ

せる           :‐
。学習カー ドヘの教師の指導   ‐
。相互批正の方法の理解
。問題点の確認         :

ルール違反は減点法でする | ■
グループ内での注意、やり■

'お

じ:

協力の必要な場面に追い込むヽり:レー

イヒ

。学習事項を確認してやる

。具体由勺に観点を与えてやる



・ 態度1つ 評価

0練習段階の最後にヽその時間に学習した内容でリン轟化をはかり、みんなで決めたルール

やおうえんの態度をグループ ロ個人で評価させたが、態度の評価方法として適切であった

か 。                  l

挙11、 指導研究1基礎研究■素材研究 略
2.体育学書力ニド1学習プ|グ ラ́ム(・指導段階 )・ 児童の実態等 略

・一・一一一一一一一・．
　

一，
一　

・
一

2,指 導
‐
案  ‐

(1}単元 ……・鉄棒となわとび運動

(2)目 標・・…・略

(3)展開 。―。さ略

(4)自 己評価における意識の流れ :

A<なわとゆ

1,日 標を確かめ
る6

クの場面

だいぶ よヒ/ もう少し まだまだ

相 互 批 正
チ ェ ッ ク
反省(調整

顧1数がへらた

次 の 目標

2.学習内容を話
し合う。

3。練習する。

5.学習カー ト
゛
に

記録する。
(自 己評価 )

6。次時の目標を
きめる

きょうこそた くさん
とぶぞ、そのために
は、どうしたらいい
だろう。

こんどはも
ばるぞ

`

つ と

','l,
t" .l.i

.l

l
'. 

; j]

,"]
l

rl
' 

:'l..'..
a-i

l:')
:l

こ 13■

かかとブ旨うヽ
ずにとぶ

手首を速 く
まわす

数え合って勉強する
んだな。

まずい点はなおし、
よい点はのばそ う。

こんどは気をつけて
こんどはがんばるぞ。

こんどこそた くさん
とぶぞ [

鳳 _■ …… ……… …… ……

。どうしてふ ||。 どうしてへ

えなかった || ってしま/っ
のだろつか || たのだろう
。もっと記録 || か→ 、
をのながた 110も二と記録を
は    11 のばすには

回数が黙、えた
なわと
て反省
す る。

。どうしたか
らふ文́たの
だろうか
9:も っと言己録
をのぼすに

は

からだをく
の字にする



B<鉄  棒>

1.目 標を確かめ
:る。

2.練習するc

3。発表する。

'(グ
ルこプ )

4.学習カー ドに

:記録するム
(自 己評価 )

:5。次時の目標を
| きめる。

iC<リ ン_>

1,作戦会議をす
る。 (ルール
の確認 )

2.リ ンーをする

3。 リンーの反名
をする。
(評 価 )

43次時の目標を
きめる
D<全体反省>
o本時の反省を
しよう。
(自 己評価 )

が
に
り
様

Ｃ
回
る
ろ
ゝ
ｃ

後
で

伸
ば
し
て
で
き
る

一
連
の
動
き
が
膝
を

管
を海ばし

|

鉄棒について反省
(ま とめ )し ょ2c

こんどは もっと
ばるぞc

勝つためにはどうし

|た らよlrtだ ろうか。

リレーについて反省
しよう。

次 の 目標

一連の動 きが正 しく ,速 く

前の段階ょり前へ進
む。

(自 分の目標に合わ
せて )じ っか り練習
するぞ。

だいボょい もう少し |ま たまだ

まずね点はなお 1_ハ
ょい点はのばそ う。

擬

ツ タ
機

互

ェ
省

相
チ
反

こんどは気をつけてc
こん どはがんばるぞ c

よ二しがんばるぞ|
~発
表 会

「

:二 歩
ジ

だいボよい

。どのように
したらょく
なったのだ
ろうか
。こんど気:を
つける事は

。どのように
した らよく
なつたのだ
ろうか
。こんど気を
つける事は

。ょかった点
はどんなこ
とだっただ
ろう
0こ んど気を
つける事は

=■ 1リ レー(相互批正 )

。よかつた′点
0まず力つた′点

態度面はどうであったか。
i

ょかった点、楼ずかった点

。よかった点
。まず乃った

0よ かった点

こんどは|も うとがん
ばるぞ 次 の 目標

技術面、態度面のょかった点でまずかった点
その他感じたこと、次時のめあて

感 じたことなどを発
表しあおう

よ―し、が
・
んばるぞc

じらか り応援c
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第 6国 パ ズ学 習 研 究 集 会

倉J造性開発 をめざす学習指導

…… … バ ズ に 支 え ら れ た 発 見 学 習……・……

姫 路 市 立 網 干 小 学 校

(山  田  正  智 )

わり校の基本勒立場

本校まま従来鉢育とか靖操教育とかについてまま、

地校に勝るとも劣 らぬ内容と設備を持っている

が、準習指導の面はやや生彩を欠き、児童の学

習態度 も必ずしな良好ではありませんでした。

そ通で、発見学習をタテ糸 l・Cバズ学習をヨコ

糸にということを合いことばとし、密度の高い

指導と、ひとりの落ちこばれもない学習脅狙っ

て研究を続けて早や Sケ年、発見学習の基本鞠

な考え方、各教科においてバズ学習やとり上げ

る場面 も下応定着してきたかと思われます。

昨年は、小集団におけるパズにウエイトをお

き、発見学管の指導過程のステップのどこで、

どのような形式のパズをどの程度の時間とり入

れるかに観点をおき、学習指導の最適化をめざ

してきた。

今年革ま、昨年の上に発見学習の指導過程のモ

デルくずしを行ない、「できる」「わかる」

「あつもするJ「のばし広める」ためのパズの有

り方、させ方をくふ うすることに焦点を絞 り研

究を続けている。

量。冬見学習にバズを取り入れた趾曲

バズ学習の成果ままいろいろあるが、本綾では

次の観点からバズ学習を取 誇入れてける。

(1)全 員学習活動 へ の積極的参加

バズグループにょる話し合いの機会を与える

ことにより、人間麓係の緊張を解き児童の劣等

感、差別感を除き、気軽にあんなが学習に参旗

でき、ひとりの落ちこぽれの児童もなく、話し

合いがスムーズで活発になる。

また、バズグループの話し合いは、学級集麺

参加へのウォーミングァップともなった。

銭)理 解 の鍵進 と拡大が期待 され る

話し合い活動が活発になると考え方が前向き

となり、多面的な見方、考え方ができ学習に申

ができることにより、ひとりひとりの児童の理

解が容易にかつ速やかに達成される。また、学

習に主体性ができ、問題発見、解決に取り組も

うとする態度t理解が、学級全員へと拡大され
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る。例えば、ある学習課題が与えられた場合、

これをバズグループによって協同して解決にあ

たると、お互いに考えや意見を出し合いながら

課題にとりくむので比較的容易に解決される。

ここに集団意識、連帯感などが育ち学級全員

の学習目的の達成が期待される。

卜。バズ学菅の位置づけ

倉』造性の開発をめざす学習指導を葬 la_た とえ

れまざ、発見学習をタテ糸、パズ学習を重響糸と

して学習指導の最適化を‡まかるとと‡こ轟響おお

いた。堵こで、バズ学習を話し合い活動まこよる

悪者の鍵進 とひうところに位置づζすた。

(1)本 校 に わ け るパ ズ学 習 の 実 践

イ、 バズをおこなう上で

話し合いに入る前に、種人でそつ問題をよく

把握させる必要がある。バズ学音が安易な助け

あい学習になり、依頼心ばかりを育てるようで

をましヽι夕もiい。

できれば臨分の考えをノー群にまとめるなど

して、自分の意見をしっかりもたせる。

○パズの個人思考・パズ 。発表と0す じめを明

確にさせた。

○バズでの、開く。発表の仕方など技術的な

指導は、毎 銀の授業の中でその時点におい

て、語句を取 り上げ正確に筋道のたつよう

に指導した。

口̀ バズグループ翁編成

原員Jと して低学年は 2名、中学年以上は 4人
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とし、男女混合の異質集団とした。

そして、集団間はなるべく等質になるようく

ふうし、友人関係を《ソシオグラム )に より、

特に弧立児、周辺児を考慮して編成した。

集団間を等質にした理由は、話し合いを同時

間になるべく終了させたいという考えによるも

のである。このようにして編成された集団のニ

ックネームを属する児童たちで決めているクラ

スもある。

これなどは、自分の属する集団に対する意識

の向上、あるりまま、集団を愛し育てたいという

心構を養う点など良い試みであった。

なお、この集団まま学期に 2～ 4回編成がえを

し、特定の者どうしだけでなくクラスのだれと

でも望ましい集団がもてるよう留意した。

だが、生活集団と学級集団とで区別はしてい

ない。その理由としては小学校ではその必要が

うすいと考えたからであり、また、現在までに

その必要性を感じたことはない。

それで次のような編成方法を実施している。

◎人 数 (昨年の児童の調査結果より )
O IA―学年…… 2人グループ

○中学年……4人グループ

①高学年・・・…4人 ～ 6人グループ

◎ メ ンバ ー

○男女混合グループ

○能力 (知能・学力 )を基準として

グループ内は異質

○グループ間は等質

◎組み替え期間

○学級の実態により適宣行なう。



◎留意点                 また、深められ拡大されることができるよう

○目。耳の悪ひ者は座席を前列とする。  た訓練してきた。
(｀ どんな兄菫でも、リーダーシップ ,フ   さらに、パズ長などの技術の向上をめざし、
ェアシップがとれるようリーダー!ま推  よりよい集国の実践を積み重ねている。

選で選ぶ。

0成績だけで考えるのは問題で性格も充   ユ、教材におけるバズ

分考慮に入れる。

のリーダーまま固定せず余り重視しない。   教科の場合は、主としてllIバ ズを用い、リー
○メンパー¢中で役割を分担しておく。  ダーの司会で話し合いを進めているが、道徳 。

(司会 ,学習 。発表係など)役割は 同和のような複雑な思考を要する場合など:よ、

交替する。            意見のある児童が自由に発言し、多面的な見方、

〇机の並べ方…… 2人の指導から隣同志  考え方ができるように留意し指導している。
の話し合いを基礎にしている。      しかし、これらはあくまでも基本的な態度で

ある。また発言形式として次のような基本話型

へ 学年におけるパズの確認事項     を用いて実践してきたが、高学年ともなれば高

次な話し合いの形態も望まれ、それを実践して

◎低学年                 いるクラスもある。

のヽ大きな声でみんなに聞こえるように話

すふ                   ・ 基本話型の一例を示すと

の相手の顔をみながら聞く。

〇かわるがわる話す。            ◎説明・発表

○ぼくは○○だと思います。

◎中学年                     そのわけは○○だからです。

○自分の考えを順序よく話す。         ◇わたしは、00について発表します。

O相手の話を最後まで聞く。

0わからないことがあれば質問する。     ◎意見
○わたしは、○○さんに賛成です。

◎高学年                      その理由は、OOだからです。
○自分の意見・考えをはっきりと話す。     0わ たしは、OOさ んの○○のところは、
〇相手の話を考えながら聞く。          少しちがいます。

○質問もする。                  その理由は、OOだからです。
○理由を述べ結論を明示する。         OOOさ んにつけ加えます。

○話題からそれないようにする。          そのわけはOOです。
○考えを要約して話す。

だヽ集団における話し合いがスムーズに運び、
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◎質問                    <班 の意見をうまくまとめて発表できない
OOOさ んのOOのところは、少しおか     場合>
しいと思います。どうしてそうなるの    o「 Aさ んの意見はξ・・…・・・。3さんの意見
か、わけを聞かせて下さい。         は……」とぃった言い方でもよい。

途中でうまく言えないで止まってしま

ホ、パズを会得する方法             った時などは、班のメンバーにカバーさ

せて発表を助けさせた。

◎テープレコーダーによる練習

○特定の班を決めてテープで録音し、再生    <良 い意見が出ない場合>
を全員で聞き検討をする。          ○問題をもう一度検討してみる。なぜこの

O班の中で意見を交換しているのを、自分     問題がでたのか理由を考える。
達で再度聞き直し班内で批正する。        問題と関係のある事柄を多く出して見

る。その中に問題にあてはまることはな

◎特定の班のパズを全員で見る方法         ぃか考え意見をまとめさせた。
○話す態度が要領を得ているか、相手のこ

とを考えて話しているか、班全体の人の  (2)教 師 の 手 だ て
事を考えているか、友達の意見を聞きな

がら自分の意見を出しているかなど観点   バズに積極的に参加しない児童の多くは、学
をしばり検討させる6          習内容がわからない遅進児・社交性に乏しい児

童・粗暴で反抗的な児童などいろいろなケース

◎バズ長会議をもち小集団内の問題点の解決  がある。
をはかる。                 しかし、教育の場で彼らを放置することはで

<具体例>                きない.

<バズに積極的に参加しない児童に対して> そこで、児童を学業成績だけでなく、評価する
Oリ ーダーをはじめ班のメンパーで彼をよく  基準を多面的にして彼の何らかの長所を見出し
理解し、班内でその児童を育てるよう努力  伸ばしていく。
したo                   それを級友にも認識させ彼に自信をもたせる。
O難解な問題は、意見のllI番をトップにしな  また、席の位置をもよく考えてやり、なるべく
いで、3番目位にして人に対する賛成意見  話しやすい友だちの横にすわらせるなど努力を
として話させた。             重ねた。

○平易な問題の場合わかり易いが、補説して   教師はややもすると、優秀な児童、日立ちや
やり2～ 3番目位に意見を出させた。    すい児童、素直な児童、好感のもてる児童に知

らず知らずのうちに多く接触しているので児童

<お互いに意見が違う時のまとめ方>    を公平により扱うことにも留意したい。
0まず、意見の柱を立てる。そしてどこに根

本的な相違点があるかを明確にさせた。
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<手だてその1>
○児童にうまく話すという気持ちをもたせな

いで気楽にやらせる。方言が入ったり、日

頃使いなれた言葉でよい。

しかし、「Ooさ んに同じです」「わかり

ませんJと いった発言は許さない。これは

児童を積極的に授業に参加させるためにも、

パズを熱心にやらせるためにも不可決であ

る。            ′

班庵か らの注意、教師からの問い返しな

どによって真剣さをもたせた。

<手だてその2>
〇集団を意識するように発言させる尋1練をす

る。即ち前の発表者と自分の認識や意見と

の同一類似、差異などたえず比較しながら

関係ある発表をさせた。

<手だてその3>
0途中でつまったり誤ったりしたときに屈辱

感が最小になるよう、教室内の雰囲気をつ

くる。あざ笑った時などはきつく注意した。

<手だてその4>
○誤った発表は大事にする。発表した児童は

失望するが、それを救うのはその発表を上

手に使って、次の授業を展開することであ

る。そうすることによ って児童も満足し、

また発表するようになうた。

<手だてその5>
○全体へ発表する時は、みんなの方を向いて

大きな声でさせた。児童は平素の習慣で、

教師の方 (普通は前 )を向いて発表するか

ら、児童同志の対話ができにくいので必ず

中央を向いてさせた。慣れるまで教師は意

識して後ろの方か、横にいるようにした。

3.学習活動におけるバズの働き

(1)バズによる個人・集団の思考の変容

児童の考えは、次のような話し合いの場によ

って変容していくのである。

個人の考えは課題が与えられ、それに対する

考えが生まれ、それを集団の中へ出すことによ

り、自己の考えが変容していく。自己の考えが

変容し、新しい考え、意見が生まれる。

これが自信となり、学級集団へと自己を拡充

することができる。このようにJヽ集団は児童に

とって気軽に学習し、話し合える場である。

そこで、本校はこの特長に視点をおき、発見

学習を支えるバズ学習として位置づけをとり入

れた最大の原因である。

個人の考え

=小
集団の話し合いの場

↓
(個人の考えの変容 )

1児

―B児の賛成意見

―C児の付け加え意見

Lも児の反対意見

新しい考え

一
小集団のまとめの意見

(理論づけ )

学級集団
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(2)発見学習の指導過程 におけるバズの取 り入れ方
本校でまま発見学習を支えるという観点から、小集饉ξこおもするパズξこウエィトヶゎbヽたゅまた、

ど難で、どんなパズを入れはか!よ各教群》場教材 摯轟蓬ひ《ま教材のねらい つ内容 “指導の方法など

によって異なるので、梶確にどこで入れろかに決定づけること,ま むずかしいが、――‐毅鈎にまま次命

ように取り入れてける。 (学習形態には社会科 <米の生産とそのくふう>の実践記録 )

認 識 過 種 と 留 意 点 学 習 形 態

◎事実認識をもたせる

o事実 ,生活経肝 既有知識か

ら個人の考えを出させ、疑闘

矛盾をもつ。

o問題 l・Cし ぼる

◎個人の直観思考

o比較

o分類

o統合

◎論理的思考を働かせながら、仮

説を検討・吟味していかせる。

o解決の方法      |

(賛成・修正・転換・補正 )

幸学級集圏バズ

(情報を基つある )

甲

Ci

C2

0ご

しν_

むょ

◎小集団バズ

(多様性をはかる )

いご ¬

T

Cァ

T

C′

◎小集団バズ

(深める )

◎優人

◎グループ 作業イヒ

方法でするか。

◎小集団バズ

(た しかめ深める

C夕   C〆′

?   響ィ
o学級集団バズ

(ま とめる )

oどんなllI序

◎教師が補足しまとめる。

oど う応用するか。練習

学 習 過 程

既有概念―¬

「

ナ事実
|

|

|

↓

^|

|

先行経験 一一―→ 問題

|

ザ

1予  想
~1

手段 方法 観点

↓
1検  証 |

|

|
高次な概念

シヽ
発   展

〔転   移〕

片＼

過

程

を

つ

か

む

予

想

を

す

る

仮

説

Fこ

局

め

る
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一

≪実践記録≫

1.小単元  米の生産と そのくふう

(5年前期の教材 )

2.目 標 oわが国の農業が、いな作中心で

あることに気づかせ、その理由

や、米の生産の多い地方につい

て調べさせる。

3。 学習計画…・……略

4。 本時の目標

oわが国の米の生産の多い地方と、

それがさかんな理由を考察させ、

いな作がどのように自然条件や

社会条件と関連しているか考え

させる。

≪授業記録≫

T 米の生産と分布を示した日本地図を提示
して、発問・自分の考えと比べて「おかし

い」と思 う所はありませんか。

C′ 北の地方は冷害があるのに米がたくさん

とれている。

Cz北海道は夏でも涼しいのに、米がたくさ

んとれている。

Cゞ 四国や九州だったら、三期作でもできる

のに、米のとれ高が少ないのはおかしい。

C.冬寒く雪の多い北陸、東北、北海道に米

が多いのは、何かわけがありそうです。

Cょ いねは、熱帯性の植物なのに、寒い地方

に多 く育てられているのはおかしい。

Cι 寒い地方に、米がたくさんとれるのはな

ぜ か 。

T この問題に対して予想し、予想したこと

はノー トに書 き、グループでまとめてカー

ドに書いて前にはりなさい。

リーダーが、バズをさせて、みんなの予想

おまとめ
~4~、
カー ドに書 く )

:零曇彙芸「》:露 lttr量醤継畠機][1
からはぶしヽて下さし`。

o何かくふうがあるのだx~・ たとえばどん

なことですか一ゥわか りません。

o雪国の人はよく働 くのだろう―
―よく働

いても寒い所ではいねは育ちません。

oそ れでも暖かい所の人より何か努力して

、 いるところがある。

フ地形や気候 ももっとくわしく調べてみる

と関係しているか も知れません。

問題に対してよい答はどういったらいい

でしょう。予想をまとめてみましょう。

≪寒さに対すろ人々のくふうや努力にしたの

で、問題は焦点イヒされ検証に入る≫

Cプ 保温なわしらなして轟を早く育てている。

C″ 轟種の改良により寒さや害虫に強いいね

が作り出されている。 (省略 )

T なぜこの地方の人々は、米づくりに力を
入れているのでしょう。

C″ ほかに仕事がない。

C(省 略 )

学習形態にまま、一般灼なものを記したが、本

校ではあくまぐも各教科の特質を優先に考え、

その教科にあった小集団バズをとり入れるよ

うに配慮し、全員学習参加、発見学習の指導過

程がようダイナミックになるよう,心掛けている。
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4.バズ学習についでの調査と今後の課題

(1)調 査 例
47, 6
48。  ②

3 年 4 年 5 年 6   生F

47生巨:48年調 査 項 鋼 47奪三:48年 47亀F:48年 47奪F:48年

小集団バズの勉強の仕方について

たのしひ

ふつう

たのしくない

%:%
53 : 55

40 :45
7: ⑬

%: %

55 : 65

36 : 33

9: 2

%: %
65 :68

30 : 30

5: 2

％

０

４

６

％

尋

５

９

小集団バズの勉強をこれからも

つづけたい

どちらでもよい

やめたい

47

4轟

10

鯰等

34

0

T2

2参

8

38

30

2

8◎

16

4

81

19

0

78

17

5

86

15

4

81 : 85

19 : 15

88 : 90

72 75

よく発表できるようになりましたか

なった

わからない

80

2◎

71

2鬱

8参

17

40

30

82 163

18 137
友だちとなかょくできるようになった 7纂  :9◎ 一輔一。卜

．
一轟 轟5 86

みんなのよい考えがきける 65 1 参◎ 7轟 6S 73 尋2

自分のまらがいにきづきゃすぃ m2 76 轟轟 65 32 84 88 : 90

わからないことを気らくに人に

きけるようになった
58 1 64 71 7皐 31 85

:   |
91 : 90 1
1   1

(2)実践 の結果 と今後 の課 題

学習遇舞の中ヘバズをとり入れて実践してき  じてぃく学習態度をバズ学習を通して個々の児
たが、この調査から昨年と今年を比較してみる  童の成長を期したい。
と、バズ学習が楽しぃと答えた児童のパーセン そのために』まξもっと密度の高い学習という

卜は高くなっている。             観点から「できる」「ゎかる」「みつける」

これは学習内容の理解度・人間関係が促進さ  「のばし広める」ためのバズの有り方・させ方
れ楽しく学習できたことを証明していると思わ  の研究を進め、実のあるパズ学習にしたい。
れる。 そして、あらゅる教育活動の中ヘバズが浸透

しかし、現代の社会が要求する児童を育てる  できるょうにしたいも¢である。
ためには、自主的に多くの情報を整理し、解決
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第6回全国バズ学習研究集会

自己指導 ので きる子 どもを 目ざ して

― 望 ま しい 学 習 集 団 づ く リ ー

豊川市立平尾小学校

(瀬 戸  正 夫 )

自己指導の意義

教育ば 児童自らが学んでいく 自己統
合 自己実現を援助する過程である。

私達は,児童ハ 教えられたことを覚えようと

する学習態度ではなく,児童自らが学びとろうと

する態度を育てようと思 っている。従って,学習

活動を,児童の認知的・態度的・価値的な全体的

分野における自己活動の過程としてとらえている。

今日のように変イヒの激 しい社会に生きる児童に

とって,単にぼう大な知識を身につけるだけでな

く,如何に情報をとり入れ,それを処理 し, 自己

の目標や課題に応じて活かしていくかが大切であ

り,そ こには,児童の主体的・創造的な態度の育

成が重視される要因がある。そ うした生きて働 〈

力としての学力を身につけさせたいと願っている。

自己指導は,児童が, 自己実現をめざして,=

体的・創造的に学習活動を展開していく過程であ

るということ力ヽできよう。

(1)自己実現の過程

自己指導ができるための第 1の基盤 として。児

童が、 自分自身をどのように理解 しているか (自

己理解)が前提になる。

私たちは,児童に、 自分自身をよりよく知るた
めの情報を与えてやることが必要であり,児童が

自己の主鶴で把えたものにたよらず,友人や集鐵
の中で自分がどう把えられているかという情報やっ

客観的な資料として調査や評価されたものの情報

をも児童に提供する。児童は望ましい自己の目標

にむかって自分を訓1練 し。自己統合を通して、自

己を確立していこうと努力するc

〔 自 己 実 現 の 過 程 〕

② 自己理解につもヽて

0 児童力ヽ 自己の性格や能力 ,特性在どにつ
いてどの ようにとらえているか。

→どうありたいと望んでいるか。

0 児童が,集団の中で, どのようにとらえ ら

れているか。

→社会や集団の成員 としてどうありたい力ゝ

⇒⇒
情
報

現
状
の
児
童
の
姿

理
想
の
児
童

像
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○ 児童が,問題場面や9学習課題に直面した場
合にQど のような知識や技能 。経験があるか。
→課題を解決 したいという欲求 0意欲

児童は,自 分自身がどんな人間であるかを正確

にとらえることはなかなかむずかしい。自分の欠

点は比較的よく知っているが,長所となると,ご

〈限られた児童以外は,中学生 くらいではまだ自
覚できない状態でいる。

そこ0私 たちは, 日あてをもら,活動をし。

反省をすることによって,児童自身が、いつも自

馨評価をする習
1資を身につけるよう心がけている。

それとともに,仲間や級友による相互評価を素直

`こ

受け入れることによつても楼た,児童め自己理
解を助けることができるように心がけている。

修)自 己点検

嬢轟指導のできる子は,自己実現の過程におい

て〕たえず自分の行動 を自己点検していく必要が

ある。それを,生活日程の申亀 節 をもうけて行
なおうとするのが,朝バズ・タバボであり。また

学習活動の中で行なおうとするのが,学‐奮点検で

ある。

0

“

)

'生活領域につ

いて自己評価し、通

‐         知表を作 り,教師の

通知表と対比する。

※ 0の学習活動の過程における点検につ

|   いては,後述する|「学習のハンドル」を
用いている。

0 行動場面において,問題をおこした時 .
規員」を破うた とかっ友だちにめいわ〈をかけた

とかの行為は、集団の中で自他ともに指摘 しやす

いが,では本人がほんとうにそれを自覚している

かとい うと, 必ずしもそうではない。ぁゃまちを

他人に指摘 され、集団から批判され,場合によっ

ては制裁を加えられることも,本人の自覚をつな
がす上で当然のことではぁるが 指摘されな〈て

もっ 自己点検・自己批判によって自らのあやまち
を素直に反省 し,矯正 してい (こ とは一層のぞま

しいと考える。方法としては。

・作文や日記に書さ読んでもらう。

0集団の前で, 自己反省する。

・教師の前で、自己反省する。

(4)相童評価

朝パズ・タバズの場における自己点検はまた,

小集団による相互点検の場でもある。自分たちの

集団のめあてに照らして, グループ員相互に批判

t´合う態度 も, 自己点検をひとりよがりにしない

上からも大切である。

学習活動などでは,学習活動の過程でたえずグ
ループ員同士の相互点検がなされていくことが,

協力的態度を育てる土台である。また学習成果に

対する相互評価は,児童の自己理解の大切な情報
となる。

社会科指導 における実践

(1)単元学習の前と後に書く作文

小戦  (小 小単元)の学習に入る前に,その題

材につねて作文を書蜂てみる。児童は, これまで

の学習経験 。生活体験 鬱新しく得た情報などをも

とに,現在のIIS点 でどんな認識をもつているかが

2-
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M男 の 例 (要約文)「林業についてJ
4年生で林業を調べたとさ,ぼ くは,本材を運

び出すのに, トロッコ・ケーブル・ トラックなど

を使うことを知った。寿代さんはその時。さいさ

んは,山がけずられているか ら,本がなくなう,

林業はおとろえて裕る, と予想 したが,それで・

本材を輸入しているのだということがゎかった。

↓ (学習後のまとめ)
日本の森林は,人工林がす くなくて,切り出せ

る本がたいへん少ないことがわかった。だから輸

入が多いのだとわかった。

でも,山の奥の方へ林道 をつけたり,作業の機

械化によって,木材を切り出 しやす〈しよつとし

ていることもわかった。それでもま電 どんどん
輸入がふえるのは, なぜだろうか。

切った面積よう,植 えた面積が多くなっても,

棒ますぐには間にあわないし,い くら林業が発達

しても木材が足うないから,外国から安い本材を

輸入 して,それがふえてるんだ とわかった。

学習ハンドルでは,M男は,家庭学習と①の間
題つかみはよくなかつた。oの自分の考えを発

表することもできなかっ亀 しかし 課題をつ

かむ②③と,①の満足が 100パ ーセントでき
たとしている。反省としては,早 〈学習にとり

かかること, と書幹ている。

(能力 C)

繊)轟轟へのよりくみ

① 児童自身の問題として
学習課題は,単に教師から与えられるものでは
なく,児童自らつかみとったものとして取り組ま

せるために,次の試みを実践してみた。
3学習計画をっ児童とともに立てること。

・毎時,児童自身が問題や疑間を用意すること。
・グループで問題を出し合って,焦点化 し 課

題とすること。

(例)日 本 の森 林 に つ いて
(単元 F日 本の林業」)

T:さ よう解決 したい問題 をグループで議し合

ってください。

(各 自の問題を出 し合つ。)

T:では, 4班の人から発表 してくだ運い。
P:私たちのグループでは,「林業による収入

は多いのか」と,「林業人口はどれくらい0理

と,「一戸あたりの森林の面積はどれくらい

-3-



あるのか知 りたい。」という問題が出ました。

(「同じです」,「ほかに」の声)
P:「国有林」とか,「民有林」といつのは,
どついつわけか, ということが知 りたいです。

T:では, これらの問題をふ 〈めて,課題をし
ぼってみよう。

だれが, どれ 〈らいの面積で林業を

いとなみ)収入は どうなのか。

なお,児童から出きれた問題については, まと
めの段階において、それ らの一つ一つが, どのよ

うに解決されたかを確認してやることが大切であ

ると思われる。

② ひとりひとりのとりくみに手引さを活用
バズ学習では,や やもすると,集団でがやがや
と話 し合っていれば,学習ができているように受
けとられ易いが,ま ずひとりひとりが,資料なり9

文章なりをしっか り読みとることが土台であろう。

社会科では特に資料の基本的な読みとりができな

いと,児童の学習に深まりが見 られ ない。そこで,
学習の手31さ を利用するようにしている。

(lal)「 所得者別森林面積」 P104 円グラフ
問 1。 国有林は (  )%で ,それは全体の山
林のおよそ (  )分の 1にあたる。

間 2.民有林は (  )%あ り。その うちわけ
は,(  )( )%
( )( )%
( )( )%

間3.森 田君の家では, 山林を 3 ha持 ってい

るが  このグラフのどこにふ〈まれるか。

(例)「所得面積別戸測 P104 棒グラフ

問 1.このグラフでぁらわされる全戸数は,

(  )万戸で,前のグラフのどの区分に
あたるか。

問 2.一番多い戸数は (  ,戸 で,所有する
面積1/1(  ～  )haで ぁり, これは
全体の (  )分の 1にぁたる。

間3.こ の二つのグラフから, 山林 を持ってい

る家々の面積は多いだろうか。

※ この手引きは,家庭学習t授 業中のひと
り学習で用いられるようにしている。

③ 課題へのとり〈みの過程
ア。まずひとり調べ ～ 個人で調べ,個人
で考え。それを手引きなり, ノートなりに

書き,た くわえる。
イ_小集団で考える ～ llF番 に発表 し合い
ながら,同 意・質問・反対 'つけ加えなど

出し合へ 討論によってふとりあ 9。

ウ.全体で討議する ～ グループの意見を
発表 しあい,討議によって一層考えをふか

めあう。

工.各自のまとめ ～ 文によるまとめをし
てひとりひとりが自分の考えをよりたしか

なものとする。

※ 小集団での話し合いにバズマシンを使用
してみた。

初期の頃は,小集団での話し合いの し方
を指導する上で効果的であったっひとりひ

とりの発言が。グループ員によ〈聞こえ集

中できたからだ。

今では, 問題についての話し合いの過程

で, どのように考えが深まっていったかを

検討 した り,それを全体討論の素材にする
ために活用 している。

15)学習のハン ドル

児童ハ 自分の学習へのとりくみが適切有効で
あるかどうかを自己点検するために,昨年にひき
つづいて学習のハン ドルを用いてきた。これまで

の経験からいうと、

・  学習グループを改編 した時・ 速〈グループ
の学習体市Jをつくりあげるのに有効であった。

・  新しい単元学習に入った時,意欲的に学習
させる上に有効であった。

また, これまでと改めた点は。

・  毎時一枚ずつのカードを用意 し記入 してい
-4-



たのを, 1小単元の学習時数に大体あわせて,

5時間分を記入し,累積記録 していけるよう

にした。これによぅて,児童は,前時の学習

態度をふりかえ りなが ら自己点検できるよう

になった。

0 ハンドルの点検項目を3段階で 10の ポイ
ントにわけた。これによって,特に社会科学

習の特性をとらえた点検項目を入れることが

できた。

社会科 学習のハンドブじ

① ～ ⑩の項目は,○ =△・Xの記入で点検

じ・単元の終わりに合計をまとめる。

・  反省は9 自分の学習態度について, よかった
こと,わるかったことを, ことばで記入する。
e 自己評価の ( )内 は9総合的に学習態度を
5段階で評定する。

0 記入の時機は," IIS間 中はいつも机 Lにお
いておき,展開の過程でそのつど記入していく

のが本来である。が、わずらわしい時もあるの

で,大体 3つの段階の分節でつけさせている。

また,授業が終了して後に,全項目について自

己点検させる場合もある。

たとえば,前述の作文の例に引用 したふた りの

児童について,その次の単元「 日本の水産業」に

ついて見ると,

N男 (能力 B)

(反省 )

M男 (能力 C)

点検 18/30(○が 18)

自己評価 5
ペーパーテス ト(1:→
じス/けんにやる気が出てきた。

点検 20/30

自己評価 3
ペーバーテス ト(電器→

話しあいに参加できなかった。(反省)

○×のつけ方は,個人によって, あま運からさ

の相違があるので,他人と比較するのは無意味で

あるが,個人の中Q どの項目がよくて。どの項
目がわるいと思っているかが通 [ノて見ればよくわ

かる。N男は⑤と③に△が多い。M男は⑤③⑦が

いつ も△または×である。

学級全体として見ると (林業から水産業へ学習

が進んだ両方のカードを比較すると),課題への

とりくみが, どの子もよくなった。また, グルー

プの人との協力や,学習結果についての満足度 も,

大いに向上している。

反省のことばでは,協力 してやれたとかQと り

かか りが早 くなった。話しあいがうまくできるよ

うになった。など,向上が認められる。

反面, ノートのまとめ方がよくない、 もっと質

問 しようなどの反省が多く出ている。
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月/目

題課

課
題
を
っ
力)

む

① 問題をつかんできたか,
習準備はできているか。

学

② 本時の学習課題がはっ
つかめたかc

さ

③ 資料を見つけ、解決のみと
お tノ″rよ ついたか。

課

題

と

と

り

く

む

④ 資料の読み とりはしっかり
できたか。

⑤ 自分の力で問題をとさ進め
ることができたか。

⑥ 自分の考えを進んで発表す
ることができたか。

⑦ わからないところは,質問
したか。

③ グループの人と進んで協力
することができたか。

ま

と

め

る

⑨ きょうの学習でよくわかり
満足できたかの

⑩ 次の学習への見 とおしはつ
いている力ゝ

反

省

どんなことに気 をつけた らよ

し
^力
)。

自己評価 (   )



(例) U 男  点  検  27/30
自己評価 5
テスト

(Hト
(反省) 自分の考えばか り言お りとせ

式 発言を友だちにゆずった

ので,みん なで話し合いがで

きるようになった。

(事前作文) 水産業について
日本の沿岸は、公害のたれ流 しで魚が死んでい

(と テレビで言っていた。だから魚がなくなって、

遠洋漁業がさかんなのだろう。沿岸漁業はへって,

遠洋漁業はふえているのだ。工業ばか り発達 した

ら会轟林水産業はねった軽どうなるのだろう。一

番必要な産業にだけ力を入れるなんて, あま り差

をつけないでは しい。

(事後作文) 日本の水産業
沿岸漁薫では喩養 しょ〈が研究されているんだ

なあ。漁業センター毅どで研究 してるってはじめ

てわかったぃ しЮゝ 醜 タレカーの油で,願戸内海
の養 しま〈ノヽマチが死んだなんて、熱水は大そん

だり もっと公害のな砕海に,かべをつくってで 3
段棒ものか。

遠洋漁業 も達かんだな。大型鰺色ふえている。

大きな船は,漁 Юゝ (高 も多い。でも,す ごいお金
がかかるから9漁家 :ま だれも持てるわけにはいか
な棒。

工糞があまし発達したから,農林水産業がひ害
密受けているのだ。工業のほかにも力を入れてほ

しい。今のま唆だと。遠洋漁業だけは く
‐
ん ぐんの

びるだろう。

(alj) M 女  点  検 25/80
自己評価 4
テ ス ト

讐
(反省) 全体での発表にはやはり進ん

で参カロできなかったが, グル

ープ内での話し合いはとても

よくできた。

(事前作文) 水産業につ峰て
日本のまわりの大陸だなには魚がたくさんいる。

が,公害で海がよごれてねるので,魚員類がた〈
さん死んだと,ニ ュースなどでよく聞く。それで,

沿岸漁業はできないから,遠洋へ出かけるのだ。
大きい母船に,/jLさ いボー トをつみこんで,遠い

海で魚をとる。それにはいろいろな苦労があるだ

ろう。

わたしは,海をたいせつにしたいと思 つ。
(事後作文D 日本の水産業
漁業に よる収入が少ないので,漁民のAlt,農
業の場合と同じように,工場へつとめに行った り
して譲業しているんだな。 3t未満の船で沿岸漁
業をする人がそんなに多かったのか。その人たち

寿ち 魚がとれなくなったり,海が よごれて沿岸漁
業がだめになったら,遠洋漁業に行けるとは限ら
な軽。

豊機の方でもっ たねのりのついたぁみを海にう
かべて, もっと海岸 より沖で養 しょ〈しようとし

ていると聞ねた。ハマチやかきなどの養 しょくも

あるという。それなのに,瀬戸内海でハマチが死
んだと聞いたが, これからどうなるのだろう。

M女は,内気でも消極的な学習態度の児童
であった。能力はあり,テ ス トなどの成績は

わりあいよかったが, 自分から質問したり,

問題 をもち出すことはできなかった。

この学習では,彼女は,養 しょくについて,
浜名湖やり禅野新田でのうなぎの養 しょくやっ

三河湾ののりの養 しょくについて問題を出 し

て,郷土の事象へ関心をひさつけた。.身近な

問題として考えようといつ態度が育 らつつあ

るように思われる。

一　一　　つて冷凍｝一

る

い

結

産

う

な

ん

と

す

渦

狩
立って「
た。水↑
靭
は
い
奪
雛

〆
陣

レ

眸

い

Ｐ

」

米

で

一
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―

ロ

とい うと,その面ではまだ欠ける。

「 日直が号令 をかけた り,注意 して も聞いて

くれないか ら, どつした .らいいか話し合って17R

望楼:しい学習集団づくiり をめざしていくには,    しい。」         :.  1 ‐

その基盤 としてやはりよい学級集団をつくらなけ  とい うような提案が,今 しんけんに討論されてい
ればならない。発達段階を追っていくにつれて,   るところである。   1    ‐ 11
いつ も上金上ヽとつiま く積み重なっていけ:る よう   「交友関係の調査」では,昨年は男子の凝集度
に思えても, なかなかそ うでない6やはり児童の  は大体よかったが、女子の中に反目対立が多かっ
人間としての発育の過程でいろいろな問題がなげ  た。ことしはi男女とも同じぐらいで,やや1よ く
こまれる。 しかし,学級が、いつでもみんなでい  なつている。       ‐   |      |
っしょに考えていこう。みんなで解決 tノていこう   小集団の中で,学習./卜のとりくみの中から,」 仲
とい う態度をもっていれば;みんながひとりのた  間意識が育ちつつあると思われるのは,級友を見
めに,ひ とりは,みんなのために力をあわせる学  る見方の変化である。
級集団として向上 していくと思う。         (2班 のグループ日記から) I 女  ‐

わたしは今ま■ Fちゃんは好きだと思ってい
(1)学級の実態 (9月初め )

た。でもっ 同じグループになってみたら Fち ゃ

「 あなたは, 自分の学級を, どんな学級だと思  んは,勉強中, いつでもわたしのノー トを写して
いますか。」という調査には,次のようなこたえが  いるから,わたしは,わからないときは, しつ間
かえってきた。                  しりんよ, といっても, Fち ゃんは,何にもしつ

・おたがいに助けあいをよくする学級だ。    間 してくれない
^

5 学級づ くりの申から

44%
。男女差別 なく仲のよい学級だ。   25%
。明る〈てたの しい学級であるc 16%
これは, この 1年間,学級のめあてとしてみん

なが努力 してきた結果として,大体満足すべさも

のであろうが,ま だ何か,び しっと決まっていな

い感じだ。

「あなたの学級で,みんながいちばん努力して

いることは。どういうことですか。」という調査に

ついてq

。みんなで力をあわせこまつている人を助ける。

9人 28%
・学習のとさ,わからないという子をみんなで

助けあう。       7人    22%
・男女が力をあわせて仲 よ〈する。

1             4人 13%

児童会の役員や,学級委員の選挙では,学級か

ら推せんされて立候補す るのでなく。自分か ら立

候補する子がほ とんどになってきたのはよろこば

しいが,さ て積極的に計画をたて,運営をするか

Mちゃんは,わた しはみんなにさらわれている

と思っていたけど,ほんとはやさしくて,親切で,
いい人だとわかった。Mちゃんとふた りで, Fち

ゃんのことをグループで話 し合お うと相談 した。

12)日記指導の中 から

M子は, 4年生のころはQ一時は 18人からさ

らわれる子であった。保育園のころ,母親と生別

した.小学校へ入っても,母親の〃Lを恋しがる子

であ り,担任の女の先生に甘えていた。 3年から

男の担任になった。彼女は怒 りっぼ く,す ぐカッ

となつて暴力をふるった。気を損じると,学級の

みんなが,か わるがわる気げんをとっても,かた

くなに拒んで教室へはいらなかった。

M子は,「 すてられた子ねこJと いう日記告書

いた。彼女は異常なまでに猫をかわいがつていた

が,その母猫が子をうんだ。おばあさんが,大 き

くならないうちにと思って,子猫 郷 IIへすててし

まったのだ6そのざんこくさをなげいて,M子は

長い長い日記を書いて,子猫への哀′潜の情をのベ
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るとともに,おばあさんの非情をせめたのだった。
その作文は,地域の文集にのせられた。

4年生になって,M子は こんな日記を書いた。
〔10月 5日 〕
このごろおとうさんは会社から全然か′なって来

ないから心配です。 3日 は3試験をうけに行った

ままかえってこないのでさびしいです。先生 も早

〈子どものところにかえ らなさゃ,さ びしがると

思 うよ。わたしは,お とうさんが大すきです。な

ぜか。おとうさんもさびしいと思 tハます。わたし

とおとうさんは,すてられた人間と思います。お

かあさんににげられるし,おばあさんに, いやが

られるからです。「すてられたねこ」とい う題と

おなじようなもんです。

M子のこうしたきびしさ,すねた心が, 18人

ものさらいな子をつくつてしまったが,その間も

彼女は毎日の ように日記で自分の満たされない気

持ちを訴えた。 5年生のはじめにっM子はその事

実をはっきり知ら遅れた。彼女はたち直んだろ う

か。彼女は もうすっかり冷静だった。すねた り泣

いた りは,その後一度 もしなかった。それどヒろ

か争明る《はさはさものもいうし,事管態度は極

めて積極的亀 グループでは協力的になった。M
子が好きだという女子が, ふた り, 3人 とふえて

きた。彼女は,友だちとの交換 日記にこう書いて
いる。

「 T栄 らゃん。わた I′たちのはんは,け んかば

か りして,ほかのはんにめいわ〈をかけて撚るの

で, これからは,けんかをなるたけしないように
して, よいはんを作ろうね。 (ろ うはするけれど

わた しもど力するからね。」

「 わかったょ。ゎたしは, バズ長として, よい

はんをつくるために,せいいっぱねどりょ〈する
よ。Mち ゃんをたよりにしているか L協 力 して
よ。」

毎 日の目記をとおして,ひ とりひとりの児童と

対話をして棒ると、いつの政にか,細 かい心づか

いまで伝わってくるような気がする。それをっ児

童と教師の間だけのものにせず,児童が仲間同士
で も書きあいぅ答えあって交換するのが,交換目
記である。その中には,おたがいの長所をみとめ

あったり,気持ちを伝えあつたりして,平素の遊
びや学習中のふとした問題がとりあげられ,心を
通 じ合っているものがいく組 もある。時には (と

いうより休日は)親と子の交換 日記としているが ,
この方は,全 部の親が,対話をかわしてくれてい

るとはいえない。

●)自己を知ることのむずかしさ

児童の中で,自 分の長所をはっきりつかめない

子が 男 5人 (33%),女 8人 (47%)も い
るのである (9月 始め)。 また,みんなからさら

われていると思 う子が、男 5人 女 6人 もいる。

事実は必ず しも児童の思わ〈通りではない。日記

の交換によるコミュニケーショじだけでなく,教

師の適切な情報と指導によって,正 しい自己理解
を育てていくことがいっそう大切だと思う。

4 今後 の課 題

(1)学級の規範がひとりひとりの児童の中にしっ

かり移きづいているような学習集団にするため

には, まだ夜だ自覚がたりないと思 う。

グループから,学級ヽ 学級から,全校へと,

規範をひろげていけるようになりたい。

(2)小集団での学習が,内容的にもつとも質の高
い もの (5, 6人での討論がなりたつような)
にしたい。授業の中で、短時間に有効なバズが

できるように訂1練 したい。

(3)最 もしゃべらない子が  どのグループにもひ
とりく
゛
らいはいる力ヽ その子が,遊んでいる時

と同じぐらいにいさいきと話し合いに加わるよ

うなふんい気にしたい。

ともあれ,児童とともに,常に教師自身もまた

自己変革をつづけなが ら,今後の実践にとりくん

でいきたいもの と念願 している。
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第褥国 バズ学習研究集会

主体 性 産高 め 燿鰯誦 科 学 習 指 導 の研 究

滋賀県神崎君5能登りII北 /jL学校

藤 圏 治 夫

1.ね らい と基本的 な考 え方

子供ひとりひと夕が、自分の考えを持ち、学習

のめあてを持って、進んで学習にとりくみ、互ね

にみがきあうとき、主体的な学習が生唆れる。

(1)学習結果よりも学習過程を重視して指導に

あたる。

学習の過程で思考が働き、主体性が伸び、

学び方が身につ〈ものであると考える。

(2)学習の主体者は子供であることを再確認し

て指導にあたる。

教えてやろうという姿勢からは主体性は高

まってこ歳ね。子供自らが活動し、自分自身

の力で高唆っていくものである。そのために

勁言するのが教師のしごとである。

(3)子供自らが学びとったもの、これが生きて

働 く確かな学力である。

多くの矢口識を身につけていることだけが学

力ではない。学習の過程で学びとったものが

真の学力であり、他の学習へも転移してい〈

ものである。

に)子供どうしの相互作用によって、人間関係

を深め、自主性、協調性、創造性を持つ子供

の育成をめざす。

○国語科の「読むこと」の領域での考え方

読みは、子供の活動から始唆り、目的に応じて

読みのめあてをきめ、予想や見通しをたて、学習

課題を設定し、それの解決のため、〈わしく調べ、

検証していく過程をとる。そして、読み終わった

とき、(学習の終末)「 自分はこう読んだ」と膝う

喜びと自信を持つことができることが、主体的漱

読みにつながるものであると考える。

-1-

話 し方の量唆》

主 体 性 を 高 め る



|   ○話し方のき峻》表を使って実践研究を深め2.研究のあゆみ
          |   る。

(1)躍 43年度               |   。予習課題として、望壌じ移課題をさぐる。

研究主題                 |   。バゴ学習による学習の探め方をさぐら。

自主鏑敢学習態度を育てるための、話し合 l   o考ぇを深め、主体灼に使用できるノート指     各
恥をとり入れた学習指導法の研究    1    導のぁ騰方。
― ■_と して、団 勢 をとかしで一―   |   ″
○学習過程の中でのバズの質と量め問題   1  軽)昭 46年度                   C
O予習課題の内容と方法          1   研究主題

○話し方のき峻りの活用          1    主体性を高める国語科学習指導の研究
○戦 坊 のあり方            |    _学 習の鮭 りだちを目指して一

1   今年度は昨年度の積みあげから、特につぎの
(2)昭 44年度               i   面につぃて研究を深める。

研究主題                 |  。中心教材・発展教材の関連と読書指導のかか

主体性を高める国語科学習指導の研究   |   ゎり
― 鶴 敏 。説駒

“

読解指導を計 資 ―  l  o読書熱 詢 考え方とあり方
○読解の基本的な指導過程の創造      l  o望 峻しぃ読書教材の選定

(思考過程にそったもの)    |  ○ノート指導の深イヒとその活用
○中心教材と重点指導の系統表       |  。/1t文指導の考え方
○あすの学習意欲を高めるための予習課題  |
○学習を子どものものとし、子どもの力で、 | (5)昭 47年度
学習が深められるためのバズ学習    1  研究主題

○自分の考えがすすんでのべられるための話 1   主体性を高める国語科学習指導の研究
じ方のきまり。             |    __作 文指導をとおして一
〇子どもの思考の足あととしてのノート指導 l  oも のの見方・考え方を育てる作文指導のあり      ,

1   方を追求する。
(3)聯 5年度               |  。文集の作成 ― 東の子ども一
研究主題                                             γ

主体性を高める国語科学習指導の研究   | (6)昭 48年度
― 物語文・説明文の指導をとおして一―  1  研究主題
0基本的指導事項を精選じ、指導の系統を明 |    ひとりひとりの考えを育てる学習指導
確にする。              |              (国  語)
0本校作成の基本的指導過程による実践と改 l  oひ とりひとりの子どもの考えをだいじにし、
善○                  1   育てるための授業のあり方を追求する。
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5.バ ズ学 習 か とお して の 授 業 の 改善

(1)教育での重要な一面は、子供が持って枠る

能力をひき銀し、さらには、自立できる子供にし

て峰 く途とである。

子供は、本来主体鈎であり、自分の考えを人に

伝えたね、そして、認めてもらいたい、とわつ願

わを持 って移る。通のような願軽をくみあげてぃ

るだろうか。私達は授業の中で、子供ひとりひと

シが、能力を最大限に発揮 じ政がら、友達どがし

で、みがきあわせ、望唆じ棒人間関係をつくりあ

げると同時に、学力の向上をはかりたねと考えて

いる。

(2)授業にかぃては、は じめ、ひとりひとりが

問題を持ち、考えを持つところから始警り、ひと

りひとりの考えをグルーフ
Cの
中で発表 し、話し合

い、自分の考えを確めつつ、自分の考えを補い高

めていく。グループでの話 し合いを全体の中でみ

がき合 う。最後には、また個人の考えへ もどる。

この過程を一時間の授業の展開の基礎 とする。

個 人 思 考

↓
グループ思考

↓
全 体 思 考

↓
個 人 思 考

しかし、課題や、学級の実態によっては、次の

ような方法も効果的である。

個 人 思 考

↓

全体の中で発表

↓
問題点をグループで思考

‡
全 体 思 考

1

↓

個 人 思 考

(3)バ ズ学習においては、学習課題がだぃじな

ポイン トであり、学習課題が適切であるかどうか

が授業を左右すると峰っても過言でないと思う。

学習の課題は、子供が問題意識を持ち、積極的

に追求 しょうとしていることがらで、その時間の

ねらいへ迫れるものが基本でなければならな峰。

話 し合いを活発にさせる課題 とは、ぃろいろな

考え方ができ、意見が対立するような課題である。

このような課題を設定するためには、子供ひとり

ひとりの問題意識をノー トや発言の中からつかみ

とってお〈ことがだいじである。また、子供にと

って、考えやすいよう課題を具体化 してお くこと

がだいしである。

(4)話 し合いが活発で、本当の考えが自山に話

し合えるためには、なんでも話 し合える学級内の

人FEE関係ができていなければならない。学級内の

人間関係としてだぃじなことは、ひとりひとりの

発言を認めあえる学級でなければならない。

4.高学年 にお けるね らい

高学年としては、特に、自分の意見を持ちなが

ら人の意見を聞き、自分としての考えを確立しょ

うとする態度を養うことが必要である。そして、

その根底には、お互いに入格を尊重し、信頼し、

助け合える人間関係がなければならない。

○ 明るい学級雰囲気をつくり、児童相互の人
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間関係を深める。             i    e検 証していく姿勢で読む。

0 みんなで思考じ、自ら課題を解決してねく |

態度を育てる。              1  名)た しかめて読む。
○ 協力しながら学び、学び方がわかる。   |   (全 文をとらえ、関係をつかむ)

O 教師中心の学習でなく、子ども主体の学習 i   O初めに予想したものと、現在の考えとを比
を展開する。               |    べる。

1   0主題や要旨をたしかめさせる。
5。 物語文 の読みにお ける指導過程   l   ①終わりの感想を書く。 (初めの感想と比    `

|     べる)
(1)教材を調べFn5題 を持つ          |    ・主題・要旨を追求する。

(全文対象)             |     (筆 者はなにがいいたかったのか)

0児童が自分からすすんで教材にとり〈む姿 |

勢をつくる。             |(5)ひ ろげる

鬱題やさじ絵から話の内容やすじを予想す |   (発 展学習 ◆学習の整理)
るo                 l   O学 習目標や指導事項からみて大切なものを

・何が書枠てあるか考えて読む。     l    扱う。
0話 alX序を考えて読む。        l   o学 習のしかたの反省。

①わから敢い文字や語句を調べる。    l   o転 移させるものを重視する。

(2)全文を見通し、学習計画をたてる。    l  総)唆 とめる。
(全文対象)             i   o基 本的な事項についてのまとめと評価。

0学習することを見通させ、読み方を決定す |    ・ 目標 ゆ指導事項からの評価。
る。                  l    o学 習の1順序や方法についての評価。

・読みとったことをもとにして、文章全体 |

を見通す。              l  子供の思考の過程をだいじにしながら学習をす

0主題や要旨を予想する。        | すめていけるように考えてたてた指導過程である。
・読みのめあてを決め、学習計画をたてる。|  この中で、なにを学習課題に設定するかが重要

| な課題である。                     ゛

(3)読みのめあてにしたがってくわしく読む。 |  このような指導では、最初の読みと、最初に持
(全体と部分の関係をくわしく読む)  | った子供の問題がだいじであり、教材に対しての
O児童の感想や疑間を生かす。       1 最初の出合いを重視していかなければならない。
○部分をくわしく読むが、常に全体をふまえ i

て読唆せる。              |
⑮読みのねらいをはっきりさせて読む。  |
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る。実践例

6年 説明文の指導

0題材 (1)科学的態度 (中心教材)

(2)けむりのゆくえ (発展教材)

0指導の重点

「科学的態度」では、中心教材として扱い、日

常生活 l・

・Cかける科学的態度の必要性を、文章の組

立にしたがって、要点をおさえたり、要約しなが

らつかみ、「けむりのゆ〈え」では、「科学的態

度」の学習によって会得した技能を生かし、内容

の把握とともに、要点をおさえる技能や要約する

技能を確実に身につけさせたい。

O指導計}画

(1)「科学的態度Jの学習 一――一一-6時間

(2)「けtFり のゆ〈え」の学習 ―一―-9時 間

①教材を調べ問題を持つ… …… ………①

ア、題名について話し合い、筆者の意図を想

定する。

イ、読んでわかったこと、考えたこと、疑問

に思ったことを書 〈。

ウ、わからな幹語旬について調べる。

②全文を見通し、学習計画をたてる6……①

ア、疑FH5に思らたことや、調べたいことを手

がかりとして学習課題をみつける。

イ、学習計画をたてる。

③けむりは、どのように変化 してい〈のかを

知るために、要点をとらえ、文章構造をつ

かみながら〈わし〈読む6……………④

ア、第 1章 一一けむりとは何かを読みとる。

イ、第 2章 ―一けむりはどこへ行 くかを読み

とる。

ウ、第 3章一一けむりはどのように姿をかえ

てあらわれるかを読みとる。

工、第 4章 一一科学者の努力を読みとる。

オ、 4つの文の論理的構造をしらべまとめる。

④確かめて読む…………………・……… ①

ア、全文を要約し筆者の意図をつかむ。

⑤文字や語句の練習をする。…………・①

⑥学習の反省と評価をする。………… ①

01時間の学習指導 (〈 わしく読む 2時間め)

本時の目標

各段落のつながりを考えながら、けむりはどこ

へ行 くのかを読みとる。

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

○問題に対 して、どう

いう解答がされている

かをまとめることによ

り、けむりのゆ〈えを

読みとる。

これから学習をはじめます。きょうのめあて

はどういうことですか。

第 2章のけむりのゆくえを読みとることです。

予習してきたことを発表して話し合って調べ

ていったらよいと思います。

∩
）

Ｃ

　

Ｃ

2.け trり はどうな

るか考えながら読

tF。

①けむりが空に上って

い 〈うちに消えてしま

うのはなぜか。

②空気中にばらまかれ

空の旅へ上うていらた

-5-

1.学習のめあてを

つかむ Q

O学習係を中心に、

本時のめあてについ

て話 し合 う。



第 2章ではどうね う問題が出されましたか。

けむりが、空に上っていくうちに消えてしま

うのはなぜでしょうか。

その先はどう宏るでしょう。

空に上って棒って消えてし崚った先です。

(略 )

5。 問題に対 して、 10予習してきたことを

だん毅解答がされ 1 発表する。

ているか読みとる |○ 段落のつながりを考

要点―)意味段落 | えさせる。

にまとめる。

■ はじめに第 1の問題から考えていきましょう。

07(1)の問題の答えは 8段落にあって、つぶがな

くなるからではない。

C8けむりのつぶが、広い空中に出たためにばら

ばらに散ってしまって、見えな〈なるからで

す。

C79 9段落の水の小さなつぶは、きわめて蒸発し

やすく、じきに水蒸気という気体になって、

見えなくなってしまうのです。とぃうところ

です。

C10つけたします。 44ペ ージの 10段落で、ひと

たび空気中にばらまかれますと、とぃうのも

答えだと思い楼す。

Cll質問、空気中にばらまかれるのと、空に上っ

ていくうちに消えてし峻うのと、どうぃう関

係があるのですか。

C12そ こも入ると思う。空気中にばらまかれて、

けむりは見え敢く最るので、けむ夕は空に止

って経くうちに消えてし唆つのに入る。

C13量〇段藤が答ぇには軽らな榛とはいえ教幹が、

8と 9段落をよく読むと、 8段落では、つぶ

がなく敢るのではありませんヽと書いてある

し、 9段落では、つぶはなくなると書いてあ

るのでわかり甕せん。

C148段落で、ぱらばらになってみえなくなると

書いてあるじ、10段落では、ばらまかれ岐す

と書幹てあって同じことだかり答えになる。

C1510段落のあとに、では、その先鐘どうなるの

でしょうと、もう1つ問題が書いてあって、

そのはじめに、「では」と書いてあるので、

ぼくは、10段落のはじめは、その先はどうな

るでしょうかという問題に対して、それをわ

かりやすくするためにあるのだと思います。

C16精茂君と同じで、10段落は答えにならないと

思 ,。

T3い ろ後ろな考えが出ましたが、自分自分の考

えをグループでよ〈話し合ってみてください

(グループでの話し合い) 7分 間
T4ではヽ発表してもらいましょう。
C1710段落鎌 じめに「さて」と書いてあるので、

前のこととちょっとの関係はあるが、前の答

えが書ぃて老いので、利行君の意見には賛成

できない。

(略 )

(第 2章 8段落～

13段落)

けむりは、その先どう

なるか。

2つのFpS題提示に対

する解答の要点を考え

る。

Ｃ

　

Ｃ
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ア 学 習 課 題

子供が問題を持ち、その問題解決に全力を領け

るとき、学冒の効果は最大限に発揮される。この

課題 とはどのようなものが望ましいものだろうか

○現在考えている課題の条件はつぎのようなもの

である。

(1)す べての子供によくわかる具体的なものであ

り、その解決の方法がわかるものである。

(2)い ろいろと考えられ、その課題を追求 してい

けば、学習のねらいに至じ達できるものである。

(3)子 ども自身がみつけ出した課題が望叢じ粋。

名)課題を追求していけば、つぎの課題が生警れ

て〈るような課題。

課題の設定、課題の出しかたによって、その時

間の学習が左右されるといっても過言ではないと

考える。

5年 物語文 木龍うるし

子 どもが考えた課題のfll

篠 六について)

(1)藤六はばかか。

(2)藤六は正直すぎるのだろうか。

(3)藤六は権八からえらそうにいわれてどんな

気持ちになっただろうか。

(権八について)

(1)権八は、は じめから終わりまで、よくばり

だったのだろうか。

(2)権八がえらそ うなことばづかいをするのは

どうねうわけだろう。

(3)権八の気持ち (考え)は幹つかわったのだ

ろう。

(ふたりにつ搾で)

(1)藤六 と権八は本当藁故かよしに最れたのだ

ろうか。

(2)極 のあとふたりはどう亀るのだろう。

3。 ま とめ

○学習は 1時間 1時間が進唆ぎれのもので政く、

連続 し、その中に、思考の流れが派かっているも

のでなければならな榛。

そのためには、子 どもの実態をしっかりつかん

で、子 どもの問題意識をすれあげながら、学Wを

展開しなければならない。そこに、学習の課題が

重要毅役書Jを呆たす。学習課題が次の学習課題な

生み、次第に学習を深めるものであることがだ榛

じである。

○話 し合粋で問題になることは、思いつきの発言

や、少数の優秀児の意見におし流されることであ

る。これを防 ぐためには、話し合 う前に、個人思

考の時間を与え、ノー トに自分の考えをまとめ奎

せるのがよい。 1時間の授業は、個人思考・ グル

ープ思考・全体思考の場の組合せによって構成す

ることが望楼しいと思 う。

0子 どもが全力投球で課題にたち向い、子どもど

かしのみがき合いによって課題を解決し、より高

次なものへ向ってね 〈ような姿を求めて椰る。そ

して、子 どもどおしのコミニケーシヨンを通 じて

人間関係 。人格形成が望ましい形でおこなわれ、

子どもひとりひとりの考える力がf申び、主体性 も

伸びてい くにちがいな秒と考えている。

-7-



第 6回 全 国 学・習 研 究 集 会

読 み の 豊 か さ を 育 て る ズ 学 習

― 一 国 語 科 に お け る
ズ 学 習 一 一

市 立 磨

(田  中
長

1 はじ めに
わたしたちは、今日の激動する社会において次

代を担うにふさわしい“自らの力によ
つて自らの

将来を切 り開いていく人間
やつまり、日主性、協

調性、創造性の豊かな児童の育成をめざし、
パズ

学習を甲核とした学習集団の形成に取 り組 /″
。てき

ブこ。

その歩みをふり返つてみると,

o曜相 44年度 全校自三研究「バズ学習指執
の研究 (国・算 )

<模索した年>
o昭 fI1 4 5年 度 同 上

く学習集団に着目した年>

・昭和 46年度  「バズ学習を中核とする学習
集団の形成」に関する研究

く指導理念と方法論の基礎固

めの年>
。昭和 47年度  同 上 く実践研究の年>

※ 第 5回全国バズ学習研

研集会開催
のようである。

年次的には、秩究 5年め|を澤えているか、理論

的rCも 、実践上においても、その道は険しく、ま

だまだ未解明の問題を多くかかえヽ今後の研究笑

践にかつところが多い笑情 である。

バズ学習について l・■ヽ研究書 、研究発表、移r究

報告等で、これまでいろいろな倶1面 、角度か らの

i提唱かあ り、わた したちは、研究途上において、

:そ
れら先進校、先八から多くの示唆を受け、その

指針 としてさたが、何とい つても、“
バズ学習の基

屋 小 学 校

浩
'一

)

本的原理・ については、昨年度、本校になけ́る第

5回全国パズ学習研究集会における塩田芳久教授

の「バズ学習の基本的仮定」として提唱されたそ

の 10か条
"ミ

、わたしたちに大きく、しつかりし

たバックボーンとなつたのである。

その後、つたしたちはヽその 10か条の精神が

毎日毎時間の授業の うえに、血とな り肉とな
つて

はたらさ、めさす児童の上に、資た、学級集団に

おいて望すじ姿として具現される方向で、バズ学
:

習の最適化 (システム化 )をめざし、その歩みを

進めている。

以下、その一端を国語晋1の歩みをとりあげ 述ヽ

べることにする。

2 国語科におけるパズ学習

国諸科指導に′ヽイ学習を牛り入れ、読む
ことの

学習指導において、,児童
"ゞ

感動し、共感じ合い、

高めあつて真の読みの力を形成するには、どのよ

うに導けはよいかという問題に取 り組み、「読み

の豊かさを育てる国語科指導Jのテーマのもとに

研究を進めてきた。

(1)研究の経過

国語部の研究の歩みをみてみると、

o 児童の国語力の実態把握
(標轄 力検査、調査 )

② 王題FCみめ
'教
材の選定

(教科書、補允教材一文学的文章 )

③ 読むことの目標、内容の研究
(学習指導要領、指導書風語編、市カリキ

ュラム、国語文献 )

… 1-



④ 国語科にかけるパズ学習の研究
(学習過程 1課題、相互交流、評価 )

⑤ バズ学習の実践研究、分析研究
のようでぁる。

(2)読みの豊かさを:育てる学習過程
国語部では、“読みの豊かさを育てる

°ことを

テーマとして取り上げ、:それ、のアプロ=チ を図
つてきたが、その“読みの豊かさ

｀ということに

ついては、 1

“ひと,pひと:りの児童が、主体的に作品(文劫

☆ 読 みの 豊か さを育 る学 習過程

この過程の設定に当って留意した点は、次の
通りである。
°品墓薦爾審蜜彗亀色基底2『7鍮装tIF心

」
② 課題解決過程・として、 職 題把握J、 「検証
J、 発展・適用Jの段階を仕組みパズ学習過

r2-

を読み、主体的な感動を得、それ力華.な る感解
とど■ることなく

=｀

問題意識をもち読みと取 り組

み、読みとつたことをバズ場面におヽいて働かせ、

相互交流を通してそれを深め、作者の物の見方、

考え方に追り、自分の読みをいつそう高める二“
というようにとらえ、パズを通 し、豊かな読みが

児童ひとりひとりの上に形成されるようにと、次
のような学習の過程を設定し、それに基づいて指
導を進めてきた.

程に関連づけるとと,もに、「主体的に読み進め
る読み,再段階J‐ t年鷺づけた。_
)達
童書装.基緩漠蓬雇f言彗L、

F寺

羹雲坂画象
さを育てる学書過程」を設定した。

階段 学  習  過・程 導指

準

備

課題把握 読みの意
欲を起こ

す段階

|

,問題をと

らえ、計

画を立て

る段階

b(作品 )文章を読んで、印
象をとらえる。

・各目の印象を発表し、話し
合う。

・ 目的に照らし、感想を焦点
化し、読みの問題をもつ。

・話のすじや場面をおさえ、
読み進める計画を立てる。

文題、さし絵、資料などを手がかり
に内容の予見をさせ、文章を読ませ
ることにより、その作品からひびい
てくる印象を主体的にとらえさせる。
発表や話し合いから、目他の感想の

ちかいをとらえさせ、問題への意識
を高めさせる。

1多様な感想を事題に志同して焦点化
し、読み進める問題をとらえさせる。
Fnt題 を解決するために文章の特性や
調べる事柄の順序を文章に即して考
えさせ、計画を立てさせる。

中

′ら

検  証 lf→読み調べ
る段階
0読みの結
果を検討

し、解決

する段階

0問題を解決するために読L

D読みの結果を発表 し、話し
合い解決する。

計画に従い、問題を解決 しようとし
て調べ読耗 進める。

読み調べたことを発表させ、話し合
わせることにょり、読みの結床のち
がいを追求させ、正 しい読みとリヘ

と悪岡させる。

確
　
　
　
認

|

・解決した問題について唆と
めた り、解決方法について

ふ り返 つた りする。

問題解決の過程をふ りかえ り、目分
の読みの浅さ、誤 り等を修正 し、三

題を正しくとらえさせるとともに王

体的 rC読み進める意欲を高め、進ん
だ読みの構えを確立させる。



この学習j椰程をモデルとして学習指導を進める

ことにより、“バズ学習方式を導入した国語科の

課題解決学習 |の確立を図 り、パズ学習が目指す

目王、協調、創造をめかけた望ましい学習集団の

形成を図るべく実践を重ねてきた。

(3)課題、発問

昨年 11月 9日 の第 5回全国バズ学習研究集会

における講演で、塩田芳久教授は、バズ学習にお

ける課題についてその重要性を力説され、「課題

のないところには、学習は成立しない。……」と

述べられた。

確かに、バズ学習本来の目的である“学力と人

間関係の同時成立"をめ::ざ
｀
すことからも、この過

程を票く「課題Jというものの比重には本きなも

のがあることは言 9■ でもない。この「誅題Jと

いうことぼのもつ意味 lCは色々なものがあるが、

本校では、パズ学習における課題については、過

年度の研究で、

“児童が喜んでその解決に取り組み、求知心や

達成動機を満足することかできるような不確さ、

ぁるいは、あいまいさをもつた問題状況である
｀

と定義づけられた。そして、その線に浴って課題

の設定が図られている。
その他、課題については、その負や設定の方法

についても研究され提示されたが、それを簡単に

表示してみると、次の通 りである。

<準備過程>
。本時の目標、進むもとになる内容

で、経験・知識の想起・情報交換

などの動機づけ的な役めをもつ課

題.

<中心過程> : : ::
・ 解決に取り組むことによつて深い

理解や思考が進み、目標とされる

1 知識や技能が獲得される織
0共同で課題解決をするような課臨

く確認誅題>
・学習内容の概括・確認 。応用・発

展をねらい とする課題 .

バズ学習成立のために重要な役害Jを もつた F課

題につ仏て、バズ学習では、「整備 1、 「中心J

「確認」の段階で設定されるのを原則として進め

られるが、その課題の深化の様子を微織rCみる時

に、言語的方法 としての「発間Jが大重なはたら

さをしてねることは否定でさない。そこで、いつ

そう指導の効率化を図るために、課題深化の様相

を「発問」を視点としてみてみると、

課

題

の
性

格

過
程
に
応
じ
た
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フ 教師の 口頭や板書、掲示物で提示
し、構成し、課題化してい く。

イ 事実や具体物から構成し、課題化
_し ていく。
ウ 話 し合いをしながら構成し、課題
化 してい く2_
工 必要感に追 らごるこ とによつて構
: 成 し、課題化してい くら
キ 発 見的にもつてい つて構成し、課
題化してい く。 ´

力 矛盾の事態に当面させることによ
つて構成し、課題化してい く。

ア 轟標が明確にな つていても、それ
に魏達する手段がかくされているよ

うなもの。

イ 適度の不明確さ、複雑さなどの適
度の抵抗をもつたようなもの。

ウ 次の課題をつみ、新し棒学習へと
発展するようなもの。
工 転移のさく機能的な知識、概念、
原理、法貝むなどが特られるようなも

の 。

A 学習の意欲を高め、ふんぃさを整
える発問

B 子どもの実態を知ろうとする発間

C 子どもの理解を進めようとする発
FHb′
      :

甲 I D 思考を促 し、思考を誘導する発間
。 理由や根拠を考 えさせる発問
・  条件 を抽出させる発間
・  関係を考えさせる発 Fnt

心 | 。 分析、総合への示唆をする発問
E 意見や感想を自由に発表ざせよう
とする発問     ,

過程 発 間 の 機 能

準

　

備



確

認
」

F 学習内答を整理し、定着させよう
とする発間  : 間二i:言ミ広乳菖】畠L⊃霞涯:意』≧通″雲

いて「発FR3Jの深化発展,じ 〈:みを図i示 してみる
と、次のょうになる。         i授業の進行にそうて、

「考えうれてくる。1

このよつな発間の機能が

（課
題
）
ｓ⑥

（課
題
）
０
■ 長_t鉾 OIS

課
題
○ヽ 、(お

(S)

多′
′
碑 ぶ弯

Ⅸ  寧・:・中心発問 (S)。
¨主要発問

このことからも、発間のはたらさは、課題の解
決、授業の成f_0面からも重要な位置を占めてお

り、おろそかにされてはぃけない。ことぼを変え
ていえば、その成否は二に、それをどういかすか

にかかつているとぃつてもよいであるう:それで、
発F・5についての留意点を述べそみるとt
O発間する時、応答の対象を明確にして発間する
こと。

・発間の主旨は、適確にゎからせること1
,馨間は応答の可能性を予測して、行なゎれなけ

ればならないこと。
°発匿り量について配慮がぁり、やたらと乱発し
ないこと。

・馨間の質が高く、核のある発間をすること。
・中心発間、

=要
発Fn5、 補助発間が程よくバラン

スがとれ、思考の深化力I図 :られるように仕組唆

れることb

・ 発間には、̀教師の創意がひめられてぃて新鮮で

-4-

0,“ 補助発問 〕

あること。

などが考えられる。

このような■とからも、発間の重要さをあらた

めて認識 し、教材研究によつて適確な位置づけを

与えてはたらかせ、効率高い学習の成立を図るこ

とが大切である。

(41相互交流

学習が進められていく過程で、基本的には、バ

ズ場面が、準備、中心、確認の三過程において設

定される。だが、中核的な場は、何といっても、

中′蠅 程にかけるバズ場面 (相互交流の場 )だと
いぇょ

`う

。っ安り、その時間における「 中心地
が設定ざれ、各個人 lrcょ って調べ読みが開始され

個人学習かかし進め られる。

さらに、グループ内学習 (グループパズ )、 続い
そ全体学習(全体バ女)、と、その道ゆさをたど
らせるゎけでぁるが、グループ内での学習の折に

積極的にバズが行なつれる。そこでは リニダーの

０^
Ю
・ハ O・

ilXI尺

ソ
/申バ` イ温憲

点



司会で、各自が個人学習で得たものを仲間の前で

自由に饉し合い、二いに確かめ合い教え合い 補ヽ

い合うて協力的に高め合いを図つていくのiである。

従来の授業そli■ 、
二斉指導の場で限 られた児童

によつて発言が占有され、遅れた児童は、それを

受身的に聞さいることですまされてきたのiである

秘`、このパズ学習におぃてはヽ
バズt通して相互

の交流をすることにより、自分の考えに自信をも

ち、また変蓉した考えをもとにし
て全体の場で発

表し、広い立場から他グループの級友とも補
い合

い、高め合いがでぎていくのである。ここに、わ:

たしたちは、テーマとする“読みの豊かさを育
て

る相二交流の価値ある場 "があると考え、その指

導に取り組んできたのである。この場では、肯定

補足、意見交換、質問が仲間と仲よくでき 課ヽ題

解決と人間関係の高揚とか目然に図られていさ、

バズ学習でねらう理念 (目王性、協調性、創造怜

へといつそう高めていくことができると考えるの

である。なお、準備、確認の過程においても、そ

:1れぞれそのための機能をもつていることは言う■

でもない。そ■も含りて甲F香
「
とヽ次のように

な る。   ・   1  ヽ́
:

段階・場

・作品を読む場面

観
・印象を発表し、

話し合う場面

・感想を焦点化しく

読み進める計画

を立てる場面

|(套電装頚議縁よやつ

繊
ｏ

0問題を解決する

ために読む場面

・ 読み調べたもの

について話し合

う場面

↓的性層）る
り

よ

ま

に
一島

感
の
共
動

■,作品を読み味わ

う場藤

0読みをふ り返 り、

考 える場面

転移力ろある読みの確

,-5-

個 人 グ ル ー プ 全 体

準

● ●
く個fふ印豪鍵ニ

備

中

′む

丁＼ 1
0‐

一

‐

(i.:

(個 々の感動の確認 )

=

確

認



.(51態度的目標        =
. バイ学習では、同時学習,原難 立ちt=識知
‐と同時に態度 と`いぅ二っの目標の同時達成を図
ることをそら建前としてぃるごそこそt農業にぉ

`_いて
、アカデミッタなものをねらう 獄 知的目穐=と

'多
チヵデ゙ ッタなものなぉら,「態度的目穐

の二つを適確にぉさぇて進ゅることが強調される

わけである。

本稜轡ま、そのT琴度的目標1を指導案わ上
:を

「ヽ認智的F標Jと並,て :設定し臨心とこFCし

::ユ
=、
顔野露奮書fT『遭二塵鱗基霧雷]二

得られ
争次表の中から、めぁてに応じ設定するこ

とにより、:その形成を図 った仏る:

導指
標

要旨ゃ姜点の明瞭なFnS題解決へ追る効果的 4発 言をする。
自他の役害むや立場を理解した話し方をし、級友の地位を高めよ
うとする。

それぞれの考え方を理解 し、対立、矛盾、
た り、秩序立てた りする。
自発的に個々の考えを拡げた り、深めた り
のヽにしょぅとする。

不明確さをほり下げ

し、そわ′をみんなの

16)評   価
パズ学習をとり入れ、読みの豊かさの育成をめ
ざす国語科指導rCおぃて、fHIを 、いつ、どのよう
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な方法で評価してぃけばょぃかにっぃては、ま
だ十分な確立をみていない段階で、今後におう
ところが大さいが、その骨組みをあげてみると,

相手の話をよく聞

いてなかょく話し

合い深めて学習す

る。

肇1賓雲墓毒肇l軍碁貞颯ふ電曇:Ft曹
苓晉なことを落とざず、順序よく話す。       T
進んで自分の考えを自然 な態度をな LLり 話す。

竃拿糧喜IE言重季警曇乗ど畠警Fξ象:
相手の考えや意見
をよく聞ぃて自分
の立場をよく理解
し、協同して学習
を進める。

相手9考ぇの要点 を正確 にとらえて聞 く。    ■ 1::今 ‐  |
自分の考ぇと比較整理しながら聞き、ゎからないところは質問 |

する。

菱警
にそつた.内容を順序よく査とめて話す。

上慇にて つた輝谷 を順序 よく査とめて話す。      |
相手の立場も考 え、自分の考ぇもは つきりさせて、ゎかるよう
に話す。

相手の考えの よさをとり入れ、自分の考えと照 らし合ゎせて考
えをさらに傑ゅる。
協力しなから、グループ全員の考ぇが深められるようにする。

それぞれの要点や問題点・共通点などを的確にとらえ、見通し |
をもつて間〈二        ~~十 一 _ノ～■ノし̂

自
i?の
役割を理解し、協力的に相手を受けいれながら蘭く。

全員参加にょる課

題解決をめざし協・
同じて学習を進め
る。



0何 を評価するか
くA> 認知面 (国語科の能力、態度 )
くB> 態師  (学書中の集団態度 )
② いつ評価するか
くA> 三過程で(準備、中心、確認の各過
程 )事後・

くB>場 面で(クループ、全体の各バズ場
顧百)

③ どんな方法で評価するか
くA> 観察法、評定尺慶法、記述法 (ノ ー

ト(作文、記録 )      .
<B> チニッタリスト法、観察法、自己評

価法

が考え られてきた。これらは、
パズ学習のねら

いからくA>、 くB>を お4えるという原則にの
つとつて指導のねらいにそいヽいつそう評価の確

かさを図 つていかなければならないと考えている。

これは、いうまでもなく教師の授業の進め方の反

省でもあり、明日に生きる子どもの指導の手がか

りとしていかされていくべさものであるからであ

3rTず″    よ乞深
化拡大のようすを、6年生の指導実践で述がるこ

鶴;群?弩ti瀦襲tttZ盪
6みとり、話し合う.)

(目標)o覇驚雲爾皐暴二」えlF亀轟1倉冨
にしたスコツトの崇高な心情を読み味

わわせる。

o態度的目標
・全員参カロによる課題解決をめざし、

協同して学習を進めることができる

ょうにする.
。自分の立場を理解し、協力的に相

手を受け入れながら聞くことがで

きるようにする。
:  。自発的に個々の考えを拡げたり、
深めたりし、それをみんなのもの

り雪あらしの中

だか魂 苦しい

雉 ブこと足無ヽ

まづ■

る。

(課題 )「 o遭難を目の前にしたスコツトの気持ちはどうだっ
たボ亀

することができるようにする。

<グループにおける相互交流>                            ′

目の前にしたみコッ tt\ r, WvVcct,,a- tれ 、わたし 御 灘

卜の気持ちについて考えて :日記を書ハヒとい 憫ヽ 死わ締 とヽ ちでなくて1日

静 颯 t
と、ヽうことでは

なヽ f×珂め 。ヽ

われる中にあって

スコットtヽ 日

赫 熱 ヽ
・

J

る0ヽ た いヽん

えらぃと思いまし

<質 問

「通 うヽ られ求増
どぃうど聯活 昴 っ`て 1亀 く感交ゆ 1

でもやっば

児

ろ感二ごと題れまヽづL そオづを
れ自

"と
ったことを

もとに発溝してみてくださ

ヽヽ ⇔
・

鼻講爾ず璽二| ギ
ー
ー
ー
ー
・…

腑 号盤 鍛

まどう

一|
ψ

Nさん、1ミ  ヽどうぞ

いるように聞こえるけニ
スコットtヽ そんなに狂

い出しそうなという気持

ちはしませメぃ

<意見
⑫ 同臨
<同訂警一~~~ヽ
て
~

啜
たまらないいと

書ヽヽてあるので

苦澳療機あだ
と足無まヽづゝ

感想

く 意見

曾ご雅財墨
民かのメッセージのとこ

|

繰kそのあとのとこ
ろが大切だと思いました
それた
“
ただ、われら

日の       うヽ と
、ヽうところのケ醍裁メ■先

生きるか死ぬかとヽ うヽ[畿

こんなことを書いているの

働 らヽ、ル
`〉
うの妙 心と

ちがったえゝ い` ように

題にヽま現

「
報
「
剛
『‥醐

岬中織”滓ゆ

t]ヽ ttまく
曖民、ヽヽと選に まヽ

丸 まiけaぼ

か叡 5月 19
日のところで大
ハ執慶簑鋤 ら,

…

力りつ

かりました

<贅定.



jt〕π)“q均日
えますヵヽ それに

嫁     標
本を運んできたこ

とも気持ちがゎか

るところに入れた

がよいと思ぃます

<意か

Nさん、何lですか?

するとそこ祇 スコ

ット鵜 がわかると
ころと考え■ 、鶴

ヽヽ 電

<同調>

iれ 、 メッセージのこ

と1癬りヽらもあ)りま力 ヽ ,電
を前にして、英国民かのメ
ッセTジまで書くのですか
ら、どんなに3無澤書をもヽ
ち人々 のためにつくしたか
力リタリヽりまづL

賛成です。

<同 調

<グ :ル ープにおける相互交流の表は、 6年生が中
i濾 にかける中心課謹をめく゛って、グループで
バズを進め、拡大深化を図っていった様子を記録
により春したものである。これは、学級のグルー

プ中の_グルーフリものでぁる静ミ 拡大深化の様子
をみてみると、リーダーであるS児の<資示>か
ら、

<惑蘊>→<質問>‐<意見>―<資進>→
<肯定 促進>→<意 見>→<意 か <懲想>
Nl・・―― 110…→ Al・… → s2・・1・→ wl...
‐―  コミ2・・ヽ …Ⅲ 12-●・・→N2
という相互交流がなされてぃる。 こftは、表の初
めの部分だけをぬき出 L′たのであるが、グループ
メンパー (Siム N,II)全 員が、最初から積
極的に話題をめく

゛
らて相互交流しそいな轟子がよ

くうかがわれる。それを横の作用とみた時摯縦の

作用ともいぇふ課題解決を志向した深化の様子は、

前の表の児童の発言内容の発展の様相からまだ十
分ではないが、その方向に向かってぃることが言え
そうである。

これが、他の 3つのグループでもなされている
わけであるが、拡大深化の様相は、グループによ

ってそのニュァンスのちがいはあるにせょ、課題
解決に向かっての方向は、認知・態度の同時につい

て進行しているのがわかるのである。この時間に
かけるバズをと多入れた指響を、いわl■tる一斉指
導のそれと比べてみた曜司じ一時間の中にバズの

|:::::::::::::::::::|°

<以下′略>
有効性が存在することが l―■っきりといぇるのである。
これが、さらに、全体バズの場に出されていてこと
により、いっそう確かなものへと高められていくこ

とは、確かである。

もう一例、 5年生の実践をあげたかったが、紙面
の都合で割愛することにする。

4お ゎ りに
以上、国語部の歩みをとり上げ、バズ学習実践上
の諸問題について限られた紙面の中で重点的に述べ

てきた。

ご覧い力だいてぉゎか夕のように、わたしたちの

歩みは、まだ不十分の段階で、解明されるべき問題
が多く残されていることを知っている。

°
だが、一時

間一時間の授業を進めながら、従前よりも見通しを
もった指導ができるようになってきたし、児童 も学 i

習に際し、なごゃかな中に協力し合って課題の解決
に取り組んでいく姿が自然になってきたょうに思え
る。また、児童の発言や行動面だけでなく、記述じ
たものの中にもテーマにそったγ読みの豊かさぃを
観取させるような様相がみられてきたし、児童が学
習の楽しさを目から洩らし、学習する顔に生気を見
せてきているのを見ても、その成長が多かがぇるよ
うである。

わたしたちは、今後に残された点の解明に努め、
自つの事 きのあり方、児童の生きた姿にも厳しく眼
を向け、授業の改善に努め、バズ学習の最適化をめ
ざして歩みを続けていきたいと念ずるのである。
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ほかに :ぼく
をよ 写真フイルム

のことを思いまし
た。あらしの中で
よく写したなあと
選ミ まヽしたち

<感 想



彩

燃昨筆ジ`アノ1ヽ多凝察密湧イ浚久

/ :護じめ1(i

ベズ輩者の質た森ぼル4っ てりゝら,免 |■ヤ家イ,疹議で畿■だ維スの
一だな

｀
学てぢ久|■わ■たらず′あるいなプτアクノミづτノイラ

」
′
て発
｀
す形′覆杯簿

協争
=∫

多彩 /移をしそ卜しヽ`多名よご春2夕牟 戦ザ確多ガベが秋ズされて
/ヽヽ ますが′

り亀貯ヽたのよう:■叢た数つくい至象した
。それら二いず

｀
れもその彰久議の

みたレ等`わ諷形雀屯
`)あ
ダた名案さ (ゝ三七ブヽ考えスフ(し まつたズ

″

=
i■なったの受隻11=し、考`こT]t｀ まぢア、

べ式多%:■つしYくつ簑場
~lτ象 ,4_みこの移久毯のみこりわダこ嗅ち巧み

′:舞,多賃後く冤られ′るこ・こ考ゝら:ち ンt'ξ
｀
わし′やべり拳てて:ミなしヽいしク`あんな

百わつしめ%しい外て千ぢもの選彰方が庁み条笞へよいなフヽ、坊
子ヒチ1壺ヤなノる

たと:´%。ある■秒41グ ″二豪/減 4めふ安iZ′ iわ りす
″
派いス病獲え、ケらな

4れたヽ多笞隊燿つ察 __の霧たちケ:夕 を4り こ`レ/姿移嬌アな彰久,のみヒ=み '■

ι々 (秦なる
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第 6回 全国バズ学習研究集会

特殊学級における相互作用

豊 ノII市 立 中部小 学校

克正山丸

ま え 力ま き
昨年、長崎の大会で“話すことと集団への適応

)

という主題で、主として自閉症といわれた子ども

を対象に研究し、その結果を発表してきた。

話すことは、単に、言語で表現するというばか

りではなく、自己を主張したり、他人と生活をし

たり、あるけは、思考したり、知識を得たりとい

う大切な意味があるのこのことは、精神薄弱児を

はじめとして、心的障害児にとって必要な、社会

的生活能力につながる重要な行動であるc

自分以外の他人に目を向けることは、とりもな

おさず、その子どもが大 きく変容することにはか

ならない。 (こ のことについては、昨年の発表要

項を参照していただきたい。)

またこ個人の変容が見られることによって、彼

等の所属する集団も変容するということは、確か

な事実であろう。

子どもの可能 i陛を信じ、人間形成をめざすこと

それは、特殊教育の本来の姿であるということも

周知のことであろう。障害児 といえども、変容す

る事実を、こめ目で確めたとき、全 く五里霧中の

教育の中から、少しで も根拠のある、あるいは理

論のある実践をしていくべ きではないかと考えて

現在に至っている。今まで考えてきたことと、い

くらかの実践をここにまとめてみた。

1。 バ ズ学 習 と特 殊 学 級

バズ学習、つまり、より充実した相互作用を重

視する学習形態、あるいは、学習指導の理念は、

特殊学級を対象に研究をされてきたわけではない。

私自身、十年近 く学えできたが、障害児を対象

に、考えたことは一度 もなかった。

そこで、バズ学習と特殊学級 との関連 といおう

か、パズ学習の原理 と特殊教育というものについ

て整理してみたい。

パズ学習は、先に述べたように、充実した相互

作用を重視する教育方法論であ り、教育理論であ

る。充実した相互作用を重視し、個人と集団を変

容させようというものである。そこには、次の三

つの原理がある。

(1)学習への積極的な参加

(2)理解の促進 と探イヒ・拡大

(3)態度の変容

これらのことは、特に充実した相互作用を必要

としないか も知れ41い。しかし、大切なことは、

個人が、望ましい方向に変容すると同時に、彼等

が構成する集団過程 も、望ましい方向にむかうこ

とをねらうのであるcその基本にlrl、 教師を含め
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た学級集団の人間関係の高まりがある。

この原理は、望ましい変容を期待する限 り、普

通児であろうと、障害児であろうと何 もかわりは

ない。そればかりか、充実した相互作用を通して

個人と集団が変容していくということは、特殊教

育の本来の姿でもある。

従 って、パズ学習の原理は、特殊教育の本質と

大きなかかわり合いをもっているものと考える。

この三つの原理を実情に合せて具体的に考えて

みると、つぎのように言 うことができるのではな

い力>。

(1)参加度について

とかく閉されがちであった指導 と訓練の場

に積極的に臨むことが期待できる。また、他人

との接触の機会が得 られる。特に、同じ目的で

行動するような場 (例えばグループ・ワーク )

では、参加度はより高められる。

(2)深化・拡大について

閉された環境・心理的な圧迫などか ら解放

されることによって、新しい ものへの挑戦が見

られ、新しい自己の可能性を自覚し、自覚する

ことの必要、または、欲求を促進する。

(3)態度の変容について

最 も必要であり、かつ、期待が もてる原理

である。

心理的圧迫からの解放、あるいは、解放 され

た環境で、課題解決にとり組む意欲、あるいは

人と接触しようという欲求など情緒的な安定を

もたらす。

これ らの原理が、望ましい形で現われてくるの

は、学級という集団の中で、何 らかの形で行われ

るであろう相互作用の結果ではないだろうかと考

えている。

それならば、相互作用を、より充実したものに

しよう、あるいは、より積極的に相互作用の場を

与えぃていこうとするのが、パズ学習である。

そこで、相互作用の方法というものが、一つの

技術 として重要になって くるЬ
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特殊学級では、教科指導を中心とする1/1進学級

的4F経営をする場合 と、生活指導を中心とする精

薄学級的な経営に、大別されるであろう。 (普通

学校における特殊学級 )担 任が願っていること
は、教科指導の成果や、生活指導の成果である。

これは、社会生活に必要 41コ ミュニケィションの

基礎に4fる ものであるという発想が、そこに存在

するであろう。

ところが、算数ができなくて も、洗顔ができな

くても人々と生活していくために育てあげていき

たいという部分が、障害児にはみられる。コミュ

ニケイションの最 も一般的であり必要な言語活動

である。

言語活動を活発にしたいという担任の願いは、

とりもなおさず、充実した相互作用を大切にして

いるといえるのではないだろうか。

従って、特殊学級 とバズ学習の原理というのは

かなり、共通した部分をもっているものと考えて

いる。

2,ク ラ ス の 実 態

一年生 2名、二年 5名 、三年生 3名 合計10名
このうち、薬物療法を行っている者 4名 、三種類

以上の障害が重なっていると思われる者 3名 、極

度の情緒障害 1名 である。いわば、重度学級 とい

うことになろう。

3.相 互作 用 発 達 の 仮 定
‐

今回の研究の仮説でもある。たとえ、障害児で

あろうと、言語活動の発達に伴って、集団を同一

視の対象として行動するであろう。また、相互作

用の活発化は、課題解決への意欲を、何 らかの形

で促すのではないだろうか。

しかし、そうなるためには、ある過程を通るの

ではないか。感性的な相互作用、つまり、みん41

と、何 となく一緒にいるという段階から、ある意

図をもった、いいかえると課題解決を志向する相

互作用に高められるのではないかとい うことであ

るの

漠然 とした仮定をもつて、いくつかの実践を試

みてみたが、それを以下まとめてみよう。



4.実 践 と 考 察

対象として、比較的障害の大きい二年生と一年

生の女子を選んだ、これといった特別の理由はな

いが、相互作用が発生する原点的なものが見つか

ればよいと思ったか らである。

相互γF用 ができるようになるということは、日

常の生活で、いかに大切であるか、今さら、ここ

で述べることは、いささか蛇足の感がないで もな

いが、大切であるということを、自分なりに明ら

かにしたいと考え_て いる。

(1)A児 の場 合

この子 t項 、入級以来、約半年間、一言の言語 も

発することななかつた言語障害児である。強制さ

:■ れば、非常に不明確で1=あ るが、発声はできる。

この子をとりまく、他の子 どもな、暫 らくは、

それを気にもかけず、一方的に働きかけていた。

耳は間こえ、ことばの持つ意味は、ある程度理解

できるので、たとえ、他律的であっても、働 きか

けに反応はして さたが、自発的な言語活動が 4ξい

ので、他の子どもは、不満をもらしはじめた。何

を不満 とするかを尋ねてみると、およそ、次のよ

うなことをあげている。

① 働きかけても反応は遅いし、ちぐはぐな反
応が多いの

② 人のまねをしているだけで、自分から積極

的に行動しようとしなも`の

③ 自発的に行動しても、他の子の意に反した

こと、つまり、自分勝手な行動をとることが

多い。

しかし、A児の場合、親の観察や、学校での行

重力から推測をすると、他の子どもが、不満をもら

しているにもかかわらず、他の子どもからの働き

かけ、あるいは、集団で行動することを大へん好

えでいるという、いくつかの事実がある。しかし

これは、多分に感性的であり、コミュニケイショ

ンの方法もち拙である。

例えば、他の子どもからの働きかけに対して、

意志表示は、笑 う。顔をしかめる
。泣 く。あるい

は、関心を示 さないとい うことに とどまってしま

つ。

また、相手に対する働 きかけも、僅かに、肩を

たたく、み/Lな と同じ行動をとる。相手の顔を見

て承認を求める程度にとどまつてしまう。

こうした、相互作用のしかたというものは、普

通児の場合でも、 1才前後から見られる行動であ

るか ら、決して、それが正常ではないということ

はできない。ただ、現在は、僅かであるが、言語

で反応しようという傾向が見られるので、あるい

は、進歩が見られるかもしれないが、大半は感性

的であり、現状にとどまってしまうのではないか

という不安はぬぐい去ることはできな、。`不安は

ぬぐい去ることはでさないが、働 きかけは、かな

り大 きな役害Jを示しているだろうと考えられる。

(2)B児 の場 合

極めて強い情緒障害をもつている子であり、自

傷行動 (叩頭 )を伴っている。原因は、母親か ら

の分離不安ではないかと思われる。他の子どもと

は、全 く接触がない。教師とは、比較的、よく接

触をする。言語障害ではないが、絨黙症状がかな

り強い。

自傷行動が激しいので、他の子 どもは、それを

止めようとして接触することはかなり多い。つま

り、B児の叩頭を抑制しようとするのは、他の子

どもにとっては、かなり大 きな課題になっている

ようである。

従って、課題解決のために、 B児に接触をする

ということは、ある意味で、B児に対する働きか

けであるが、反応がないために、相互作用には成

立しない段階である。

しかし、ある課題を解決しようとするとき、相

互作用は発生するのではないかという仮定は、な

り立つのではないかと思われる。

B児の反応のしかたは、その時の心理状態によ

って一定せず、非常に不安定であるから、傾向を

明らかにすることは困難を感ずる。とはいえ、今

までの記録から、およそ、次のように推浪」ができ

そうである。

分離不安はかなり強い ものであっても、他の子
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どもと一緒にいる間に、表情はよくなることが多

い。つまり、集団の中で生活する、集団の中にい

ることに満足をおぼえてぃるのではないかと思わ

れる。従って、感 性的な相互作用というものが

成り立ってぃるのではないかと思われる。しかし

それは非常に初期的な段階であり、乳児期にみら

れる。フォローィジグとかクリンギングに近いも

ののようである。

⊂D clinging母 親にまとわりついている状態
‐1 l fo110wing母 親のうしろからついてぃく状態

●つまり、集団にただくっっいてぃる。あるいは

集団の中に居ることができるという状態ではない

かと思われる。

ところが、このような状態が約 1年間続いたあ

とに、僅かではあるが集団が、同一視の対象にな

りつつあるのではないかとぃう傾向が見えl―lじ め

‐てきた。

'と いうのは「みんながいってしまう」 とぃうこ

とばに力)な り強 く反じ芯をづドるということがある。

また、他の子 どもが、本を見ているとき、自分

に:も 本が与えられないと、自傷行動が多 くなった

り、絵をかくときは、自分 も紙をもちに行ったり

することがあるЭつまり、フォローィングと同質

の行動ではないかと思われる。

フォローイングとかクリンギングとかぃ う概念

は、本来、母親との間にあるものであるといわれ

ているが、対人関係の発達を規定する行動をとら

れた概念であるから、相互作用の原点的な概念と

.し て母親以外の人間に対する関係の概念にも適用

できるのではないだろうか。

.こ のとき、他の子どもが、B児にごく普通に接
するとき、フォローィングとかクリンギングと思

われるような行動 1/―l、 順調にでるようである。だ

からそこには、ある意味での相互作用があるので

はないかと思われる。

この二つの事例は、ほとんど言語をもたない場

合である。しかし、言語はもたなくて も、いわゅ

るボディーラングェジ的なものによるコミュニケ

イション (今まで感性的な相互作用 といってきた )
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は存在するのではないか と思われることが らにつ

いてまとめてきたのこれは、次にみられるであろ

う言語によるコミュニヶイション (感 1駐的相互作

用に対して、理性的コミュニヶィション )の基本

となるべ きものであると考えている。そして、そ

れはかなり正常な形では41いかと思われる。問題

にすることは、それらの反応が現われる時期の問

題と、次への発展にかなりの不安がのこるという

ことである。

戯 )感 性的コミュニケイションとか、理性的コ
ミュニケィションということばにっぃては、

必ずしも妥当4i表現だと:i思 ってぃないc

(3)そ のほかの子どもの場合

今までの事例の子どもたちは、言語をほとんど

持たないか、あるいは、持っていても、それが機

能としての役害」を果さない場合てらる3

それに対して、これから述べようとする事例の

子どもたちは、ある程度、言語を≒t:的に使用す

ることができるグループで二毛]し t,し 、精薄に

重複する障害なさまざまで二:を 3て たかん症侯・

神経症侯・発声異常 。賓性まひ・演体不自由4Fど

である。従って、情華it iIも 、不安定であること

は言 うまで もなぃこ

これ らの子どもォ1行 う相互作用は、言語を媒体

とするものである。だか ら、話し合いということ

になるが、その話し合いを三つのタイプに分ける

ことができる。

① 対教師との話し合い
C 教師がリーダーシップを取る話し合い
③ 子ども同志による話し合い
パズ学習でぃぅ話し合いというのは、本来、教

師が中りと`になって、指導助言をし、子どもたち同

志で、相互に情報を交換し、生産的な思考をする

ことである。

それが、できるように 4ξ るためには、いくっか

の問題を解決し41く ては 4ξ らないの障害児の持つ

いくつかの問題点というのは、次のよう41も ので

あろうc



① 依存的である

② 自我意識が33い
③ 向上意欲に欠ける
④ 相互作用の方法を知らない
⑤ 集団で課題を解決した経験に乏しい
⑥ 成功感とか、課題解決の喜びを知らない
これらの問題が発生する原因は、課題意識の欠

除にあるのではないかと思われる。

そこで、課題意識をどう持たせるかという難問

を解決する必要に迫られてくる。また、課題の解

決のために、相互作用の必要性を認識させる必要

がある。

さらに、相互1/F用 の方法 (話し合い方 )の訓練

をする必要がある。

これら、教師自身に課せ られた課題を解決する

ためには、計画的な実践・系統的な指導が必要で

あるということはよく理解している積 りであるが、

実際には、B児の自傷行動・ C児のシュトラウス

症侯群 といわれる行動・ D児の神経症に伴 う行動

が、彼等の日常生活そのものに支障をきたすので

思 うようには実践できないというのが実情である。

① 相互作用の訓練
昨年、自閉症の治療を中心に、学級を経営して

きた。その際、いくつかの比較的効果の上がる方

法を発表ヒノたので、ここでは、ごく簡単に項目を

あげるのみにとどめたい。

① 名まえを呼んでやる
② 話題を提供してやる
③ 文型に従って話をさせる

④ ―行日記をつけさせる

⑤ 役割をもたせる

⑥ 他人に話しかけさせる
これらの実践のねらいは、主として、言語を正

しく使う訓練と、自分は集団の中に居るのだとい

う自覚、自分の働きかけが、他人に影響を与えて

いるのだということの認識をさせるということで

ある。

これらの訓練を継続した結果、先に述べた話し

合いのタイプの中の①と②、即ち、対教師・教師

がリーダーシップを取る話し合いというのは、か

なりの発展を見ることができた。

② 課題意識を持たせる

本来、バズ学習がね らう充実した相互作用 。子

ども同志の話し合いについて、どの様な方法がよ

いか、あるいは、どのような状況下におくのがよ

いかということについて、いくつかの試みをして

きたので、それをまとめてみたい。

その一つに、障害の利用ということがある。

このことについては、特殊学級を担任した当時

から考えていたことである。つまり、誤った学習

の結果、問題行動は生まれてくるのだという学習

心理の理論 173よ って、行動療法をかねた学習が進

められないものかということである。理論的には

非常に不明確 4ξ部分が多いので、具体的な例によ

って説明にかえたい。

C児は、てえかえン・精薄・脳性マヒ後遺症によ

る肢体不自由、その上、てえかん特有 と思ゎれる

情緒の不安定、また、シュトラウス症侯群 といわ

れる中に含まれる過運動・過食の傾向が強く、さ

らに、自己統制ができないという厄介な障害があ

る。

その中で“自己統制ができない
)と いう部分を

利用したのである。

何をやっても“ぼくがやる
冷といってゆず らな

い、それを制止すると攻撃的になったりすること

が多いの表面的には、自分のやっていることは悪

いことだということは、わかっているようであるの

C児のこうした行動を、他の子 どもに黙って見

せることは、非常に具体的な課題を子 どもに提供

するようであり、何とかし41け ればとい うことで

教師に助けを求めた り、日々にC児の行動を非難

したり、自分の考えに共感を求めるような言語活

動が生まれてくるようである。それによって、C

児 も、自分の行動を制御しなければならない
.よ

う

な状態になるようである。

この際、教師は、求められれば助言―たとえば

こう考えた らどうかとか、こう言ってやったらど
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うかといった程度のこと――は与えるが、ほとん

ど黙って見ている場合が多い。

ここで考えられることは、非常に具体的な形で

課題が提示 されるとい うことであり、すぐに援助

や、解決が望めないということが、彼等に課題意

識を持たせる結果になるのではないかと思われる。

また、C児をそのままにしておけば、自分達に

直接攻撃の的が向けられる。机はひっくりかえす

教室を走 り回る、自転車にのって机の間を通る、

何かとから/Lで くるというようなことになると、

どうしても解決しなければならない必要とい うの

は、より増大するようである。

しかし、この様なことの連続は、C児個人の行

動を非難し、彼を心理的に圧迫するストレッサー

になりかねない。従って、 C児 をとりまく成員に

は、子ども同志の相互作用のきっかけを作 り得る

ものであっても、C児はそれと逆の方向に志向す

ることになり、バズの原理をふみにじることにな

る。

そこで、何んでも“ぼくが
漱という、いわば、非

常に自己中心的な行動を、課題にとり組む積極的

な意欲と解釈 (?)し て、例えば“C君が教えて

くれる力〉ら、よくきいていらっしゃしヽ
あといって

形式的に指導的役割につかせるということを試み

てきた。

“ぼくが
いといって、やろうとはするが、ほと

んどできない。すると、他の子 どもたちは、盛ん

に教えてくれとせ きたてたり、 C児がやったこと

について質問をしたりするということが /BLら れる。

(多少教師の助言 も入る )こ の場合、前の夕1と
は異って、 C児 を含めた子 ども同志の相互作用と

いうことになる。

この場合の課題意識は、前の例 と異って、何か

生産的なものを期待するが、思 うようにならない

から、どうにかしようという認識であり、かなり

望ましい方向の課題意識ということができるので

はないだろうか。

つまり、前例では、不快な現状をなんとか阻止

しようという認識であり、後者の例では、現状か

ら一歩高まりたいという意欲につながる認識のし

… 6-

かたではないかと思われる。

課題意識をもたせるためには、前者か ら、後者

の例のような取 り扱いの方がよいように思われる。

従って、課題意識は、快・不快をともなう極め

て具体的な状況下におくのがよいと思われる。

また、後者の例のような場合には、学級集団が

まとまって、課題解決の方向に行動する (相互作

用をする )と いうような傾向ではないだろうかと

考えている。

(4)充実した相互作用をめざして

今まであげてきた例の中か ら推沢」できることは

相互作用をさせるためにli、 やはり、課題が必要

ではないかということであるcそ こで、課題とな

り得 るための条件は、何であるかをまとめてみた。

① 直接・快・不快につながるような内容であ
ること。

② リト常に具体的な形であることc
③ 解決の結果が、明瞭であること。
この三点に集約できそうである.こ れ らの条件

は、普通学級の学習の中で与える,課題の条件にも

あてはめることができよう。

①については、課題解決の必要性f3問題である。

②については、課題の明確化・隼点fヒの問題で

ある。

③については、解決の見通つらることで、課題

の困難性の問題であるЭ

さらに、相互作用を促進させるた分にな、でき

るだけ、子どもたちの自発注、あるいは、自律的

な行動をとらせることである。そのためには、い

たず らに、教師が助言や援助を与えるのではなく

つきはなしが必要のようである。但し、相互作用

の lノ かた、つまり、技術的なことがらについては

ケースパイケースで指導をすることは常に留意し

ていなければ41ら ないと思われるc

充実した相互作用をめざして、二・三の試みを

してきたので、それについてまとめてみたい。

① 個人が試行することを中心とする場合
事例0 はり絵 あらかじノめ、ある子どもを指導



して参考作品を作らせておくのそれを提示して、

だれか /Fつ たかを告げたあと「みんなもこんなに

じょうずに作れるかなJと いう働きかけをしたと

き、できそうもない子どもまで「やろう」という

ことをいい出した。つまり、あのようなものを作

りたいという意欲が、そのまま、はり絵を/Fる と

いう課題として認識されたものと思われる。あこ

がれや願望は、課題解決の意欲を十分支え得るも

のであろうと考えられる。

しかし、作業にとりかかると、身体的な障害の

ある子どもにとっては、いくつかの困難につきあ

たる。そこで、相互 1/F用 が、作業が順調に進んで

いる子どもを中心にはじまってくる。この場合は、

作業の内容上“尋ねる
｀ことを中心とする相互作

用である。

事例ヨ やじろべえを作る

組み立てるに必要なセットを個人に与えておい

て、絵をみせて「こんなふうに立ててみようJと

いう指示を与えた。

セットを与えた時、既に、何をやるのか、どう

するのかという興味・関心は高まっている。課題

解決のための初発反応としては、大へんのぞまし

いものと考えている。以下、相互作用の状態のあ

らましである。

M・ T・ K児のグループ

M児 言語障害で話はできない
T児 て/Lかん 肢体不自由
K児 絨黙傾向 発音異常
M 試行しきり、か4iり 論理的に考えているらし
く、やっていることが普通児とほとんど変わ

らない。試行 5回で立ててニコニコして教師

の顔を見ている

T 何かひとりごと、だ うするのかやあ」何をや
ろうとしているのか、やっていることに目的

がないようである。しきりに「わからんなあ」

M児が立てているのをしきりにのぞいている

「どうやって立てる?」

K ひとりで黙ってやっている。うまくいかない
M こわしてしまい また組み立て 手をたたい

てよろこんでいる。探索行動しきり

K どうやら立てるには立てたが うまくいかな
い

T みえ′41の を見てい る

M こわしてしまい K児 のまね をはじめる

T K児 に対して「 どうやって立てるかおしえて

よ」

K 何かしきりに話しているが ききとれない
T 「できんなあ」………「黒板にかいてあるの
かあ できないなあ」
K T児に「できたよ これ」「こっちが これ」
二人でグラグラ笑っている。

K 「できたよ ころぶよ」
T 「どうやって作った」
K 「うん こうだよ」うまく説明できない。
T 自分のは ほっておいて、他のグループの I
児に「Iち ゃん 作ってやるよ」
M 再び、正しいやじろべえにする
T II児のを見て作ってしまい「つくれた」とい

ってよろこぶ。

やじろべえを″Fる という課題の解決のために、

彼等なりの相互作用が、精一杯行われていたよう

である:こ とばは少いが、まねをしたり、手助け

としたり、できたものを見せてやったりしている。

最後に、何とか、やじろべえらしいものができた

というのは、彼等にとっては、充実した相互作用

の結果であろう。

興味と関心・解決の結果が明瞭、相互″「用の媒

体として、具体物がある。これらのことが、相互

作用を活発にする条件ではなかろうか。

この間、別に N・ I児のグループを作ってお

いたが (N児てんかん I児神経症 )N児が 課

題解決とは全 く関係のないことを目にするが、 T

児の場合と異って、それ′に反応する者がいない。

そのことは、障害児といえども、目的追求活動が

か4Fり 意欲的に行われるだろうということが推沢J

される一つの事例だと考えているι

② 集団で試行をする場合
これは、431人個人がそれぞれ課題を解決するの
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ではなく、集団で一つの課題を解決していくとい

う場合をさしている。従 って、ある意味では、指

導法の問題で もある。これについては、研究中で

あるから、相互作用が行われるような場面のみに

ついて考えてみたい。

相互作用を充実するためには、能力差の大 きい

しか も、多様な障害を持つ子どもを、いかに活動

させるか、活動できる場をどう与えるかというこ

とにかかってくると思われる。

一つの試みとして、特殊学級でも、それは一つ

の学習集団であるという仮定のもとに、一斉授業

の形態をとりなが ら、課題を解決させようという

ものである。以下、その具体例である。

5円 +32円 +18円 はいくらか、という課題
を解決させようというとき、能力の低い子どもに

は、どう読んだらよいか、という課題を与える。

まちがいもあれば、正答 もあるが、そのとき、子

どもに正答であるかどうか、全部の子どもになげ

かけてやる。それが発言の誘因になることは、普

通児の場合 とほぼ同じである。その時、「ちがう

よ こうではないかJと か「そう読むのじゃない
よJと いうつぶやきを大切にすること、あるいは

読めないときに「教 えてあげようか」という発言

を大切にし、 もれなく取 り上げてゃることが、充

実した相互作用を促す大切な要因ではないかと層、

われる。その際、教師 l―lt問題を整理したり、あ

る|｀は、発言の仕方を指導したりするリーダーで

ある。したがって相互作用の形式としては、教師

が リーダーシップを取 る話し合いとなる。

たし算の答を出す段階になったとき、二人の子

どもに、それぞれ 5円、 32円 、 18円 をとらせ

る。その時、能力の低い子どもは、それを見てい

るが、やはり傍観する子 どももいるだろうが、何

人かは、同じようにお金をとってみたい。つまり

何の抵抗 もなく、示された金額がとれる子どもは

そうでない子 どもの同一視の対象になっているわ

けである。手出しをすることが、相互作用の きっ

かけを作っている。まちがっているといって教え

てやり、 どうとったらよいかといって聞くこと、

-8-

それは、かなり生産性の高いものであり、充実し

た相互作用であると考えている。ここには、まだ

いくつかの問題があり、研究の余地はかなりある。

ま   と   め
これまで、主に、どんなとき話し合いは発生す

るか、また、話し合いはどう発展していくであろ

うかということについて、いくつかの事例につい

て考えてきた。

話し合いは、次のような場合に発生するであろ

う。

①課題が具体的である

②基本的には快・不快が伴っている課題であるこ

と

研究の対象が障害児であるということ、少い事

例であるということ、理論的にも不明な部分が多

いということ、あるいは、研究の方法が十分では

ないだろうということか ら、まだ、試行錯誤の域

は脱していない。

この実践を進めている底には、彼等が、これか

らぶつからなくてはならないだろうい くつかの試

練にどう対処ヒノていくか、また、対処 しようとす

る意欲をもつ子どもに育てたい。そのためには、

彼等にとって充実した相互作用、より豊かな人間

y‐l係 を高めていくような態度を作りたい。そのた

めには、バズ学習の理論の導入が必要ではないか

としヽう考え方がある。

子どもの可能性を信じて、指導を続けていきた

い 。
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正 常 児 と精薄 児 の こ とば の 調 査

― 頭文字による「言葉集めJから一―

滋賀県長浜市特殊教育研究会

広  部  常  雄

1.lま じ め に

正常児に比べ、精薄児の言葉がおくれているのは、言われるまでもなく日常しばしば感じる事であ

るが、どの程度おくれているかとなると低 IQか、或は年少であるかして、持ち言葉がごく少い場合

を除けば、精薄児といえども、年令が長じるに従って、それなりに多くの言葉を覚え、話すようにな

るため、観察も複雑となり、結果はあいまいになってきて、おくれはわかっても、程度については、

はなtまだ漠然としている。従って、指導なり訓練の根拠がはっきりせず、誠にたよりない思いをしな

がら何とか日々を過ごしてきたが、文部省学習指導要領精薄の部に「 養護・訓練 Jや「 国語 Jが示さ

れたのを機会に、思い立って、言葉の実態調査を行なう事にした。そして言葉の中で、先ず、一番手

近かな単語から取り経、んでみる事にし、精薄児の単語の量と質を、正常児のそれと比較する事にした。

2.実  施

(1)方  法
はじめに「 あJのつく言葉を、ひらがな かたかな 漢字 いずれでも可とし、できるだけ早く
多く書くことを指示して、「 10分間」の練習をさせ、本調査「 いJと「 ま」の二字を頭文字とす

る単語をそれぞれ 40分与えて対象児に書き出させた。

(2)資料処理について                   ,

とにかく子供達にをま、自由、思い思いに書かせ、その上で次のような基準をもって処理 し、資料

をまとめた。勿論同じ言葉①重複は除いた。

・地名  小学校地図帳にあらわれる程度とする。  国名につながる言葉は除くものとする。

例  イアドノ、  インド象 等は「 インドJのみ認める。
・接頭語プラス名詞をま、日常生活用語の範囲で認める。

・   例  ま上、ま下、等はそれぞれ認める。
。人 名  各教科書、有名図書に出てくる範囲で認める。但し、マンガ:ま除く。
・商品名  一般家庭に販売されているものを認める。
・数 詞  同一単位は一つとして数える。

flj  一円と一万円は一つ〔どちらも貨幣単位 )  ― トンと一センチは二つ。
一グラムと一キログラムは一つ (どちらも重さの単位 )

・色    日常使用され、かつ名詞化されているものを認める。

例  まっ赤 と まっ赤だ |ま一つとして数える。
名

詞ゝ叉は名詞化されているものとする。
・不定詞  「 いくつ J「 いつ J「 いつまで」「 いつごろ」等はそれぞれ認める。
・活用語  終止形をとり、他の活用を捨てる。
Jlul  行く

｀
、行かない、行こう(行 くのみをとる )    いる、います (文法上は一つと

-1-



して数えるべきだが、ここでは二つとする。「 である調」「 ます調」の語として扱う。

(3)調  査  対  象          普………普通学級   特………特殊学級

o小学校普通学級各学年それぞれ5学級のうちから任意に 1学級抽出

o申学校普通学級各学年それぞれ 6学級のうちから任意に 1学級抽出

①普通学級中学 3年は、この調査に、格別必要ではなかったので、はぶいた。

①特殊学級は、小学校 11学級、中学校 8学級である。

●特殊学級低学年には在籍者が少く、 1年には 1人 もなかった。

(4)特 殊 学 級 IQ一 覧

念のため、特殊学級調査対象児の IQを書き添えると次の通りである。

(学年 )(人数 )           (IQ)

/Jヽ 2      5    77  62  50  77  62

3      6    69  81   80  94  73  82

4      8    75  63  68  84  80  77  8o

5     20    71   52  68  80  59  71   

“87  65  66  68  75  74  68

6     15    85  78  87  89  65  ■   70

78   73   74

中 1     11    75   85   84  58  57  70  75

2     13    86  90  68  62  85  54   49

3     11    70  91   80  70  63   75  舗

I 単語の量の結果と考察
第 1表 平均と中央値 (参考まで:こ 中央値をかかげる )

O小学校普通学級 計239名

o小学校特殊学級 計 54名

o中学校普通学級 計 76名
o中学校特殊学級 計 35名

78

74  

“

  79  88

80

78   79  72  78

77 64

44   92   70
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磯
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４７
　
磐

６７
　
“
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(レヽ)

(い )

（普
通
学
級
）

（特
殊
学
級
）

… 2-

小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 計 中 1 中 2 中 3 計

並
目

男 2 2 19 2 0 1 8 1 9 1 6 114 2 1 17 / 3 8
女 2 2 2 2 2 0 2 o 2 0 2 1 125 1 8 2 0 / 38

特

男 / 2 5 6 1 3 1 0 36 8 8 7 2 3

女 / 3 2 7 5 18 3 5 4 1 2

学  年 /Jヽ 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3

平  均 33 39 44 73 72 98 109 110 /
中央値 34 39 45 67 70 98 1解 /

ヽ

学 年 2 3 4 5 6 中 1 2 3

平 均 / 23 31 30 49 43 48 52

中央値 / 21 32 26 39 43 43 38 53



一

(ま )

学 年 小 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3

平  均 28 39 53 48 65 79 80 122 ν
中央値 29 39 53 45 回 81 80 120 1/

学  年 ′』ヽ1 2 3 4 5 6 中 1 2 3

平  均 / 23 27 34 38 43 49 51 44
中央値 / 21 28 38 33 42 51 45 44

① 質の面では、どのような結果がみられるか、わからないが、量釣面では、知能との相関が高くで
た。

② 特殊学級 :ま、おくれているばかりでなく、伸びもおそい事がみられる。それをグラフであらわす

と次のようになる。

第 2表 「 い Jの 学年別量的変 fヒ
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/Jヽ 1 2 3   4  5 6 中 1 2 3
③ 「 いJ「 ま」どちらも、特殊学級は、中学3年でも、小学校の普通学級(3.4年 )rt―度にヒ′か
連しておらず、普通学級の子供達が、小1～ 3年までに達する成長を、特殊学級の子供達は小3
～中3までかかっている。しかも特殊学級では6年あたりから中学へ殆ど横ばいに近い状齢 亀
④ 以上「 い J「 まJを別 に々比較してみたが両方を一つの表にまとめてみると次の通りになる。

第 4表  「 い J「 ま 」の取得表
(ま

/
(曜 通 学扱ソ

／
／

／

／

／

ム

′／
／ ／
．

ゝ / (ま

/ / (特 性許潮
/´

/J｀ 1 2 中 1
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⑤ 普通学級と特殊学級とそれぞれにおける各学年の単語の取得は、「 いJ「 まJ共に大体同じ形での
びているから、「 い」「 まJ以外

の頭文字をもってしても、同じような結果が得られるのではないか

と予想される.

⑥ 普通学級平均と、特殊学級最高、特殊学級平均と普通学級最低が「 い J「 ま」共に大体平行線をた

どり、部分的には特殊学級最高が普通学級平均を上廻り、普通学級最低が特殊学級最低よりまだ低
い

ところがあり、これだけをみると、特殊学級入級児の選定に、どうも問題がありそうに思われる。
し

かし、現実に子供達の実態からは、そのようにも考えられない。

⑦ そこで、 IQと 単語数との相関を検討してみた結果、次の通りその相関はあまりなかった。特殊学

級でも個人的には、かなりの得点をとる子がいたり、普通学級で低い得点をとる場合もあるという裏

付けが出た。

第 5表  IQと 単語量の相関度
特 殊 並

日 通

だヽ 2.3 /jh 4.5.6 中 1.2.3 /・jヽ   3 小  6 1 甲 _■ _

0.11 0.35 0.27 0.29 0.46  1  0.37

1

o この表は、調査対象者の中で、特殊学級においでは全員について、これを三段階の学年にま |

とめ、普通学級では、小 3、 /1h6、 中 2を抽出して三段階にまとめ、それぞれの集国における |
IQと 単語量命相関度を調べたものである。
① 相関度の算饉は、 ピアソンの相関係数算出の公式によったの               |
o 相関係数の数値 と相関の強さについては、一般に次のように言われるので、それを参照され ‐
貴1い。

1     0.00-0.20  ほとんど相関なし
1    0.20～ 0。 40  低い相関がある (あ まり相関がない )
1     0.46～ 0.70  相関がかなりある

1     0.70～ 1.00  高い相関がある

ないても、大体相関があまりないとい う結果が出

いらみて、他の学年においても、おそらく同様の

作業率の比較 一二-40分間を100と した10分おきのパーセント
第 1表  |「 い J鈴 学年比較

普 通 学 級          特 殊 学 級

10 20 30 40

/Jヽ 50 19 16 15

2 45 20 18 17

3 40 22 19 19
■`～ 3
平均

45 20 18 17

L5-

10 20 30 40

●
‐
電

2 馬 0 23 15 12

3 52 19 10 19
奄` 2～ 3
平 均

51 21 13 15

10 20 30 40

/Jヽ 4 44 19 19 18

5 44 20 17 19

6 49 21 17 13
/Jヽ 4～ む
平均

46 20 18 16

10 20 30 40

/Jヽ 52 18 19

5 46 21 18 15

6 46 18 20 16
ノ|ヽ 4～

48 19 19 14



10 20 30 40

中 38 22 19 21

41 22 18 19

中 1～ 2
平均

4o 22 18 20

第 2表   「 まJの 学年比較
普 通 学 級

16 20 30 4o

申 39 22 17 22

42 25 21 12

中 1-2
平均

40 24 19 17

特 殊 学 級

10 20 30 40

中 47 33 13 7

45 24 15 16

3 50 21 16 13
宇 l～ 3
平均

47 26 15 12

① 質的な事 ,ままだ解っていないので、ここでも量的な考察しかできないが、大体において、特殊    ″
学級は記憶による急減型、普通学級はそれに比べ、思考による漸減毅 なっている。次のグラフ

によってそれがみられる。

② 特殊学級の方が急減である以上、時間の延長と共に、その量的差はますます大きくなっていく
勘定であるが、形からみて、どちらも底に近づいてきているし、あとになる程、同じ言葉の重複

が多くなってきていて、疲労の点から考えても、 40分を更に50分、 60分 と延長しても、大
勢がくるう程の変化はおこらないだろうと予想される。また、低下の形からみて、特殊学級にお

ける書く事に対する抵抗も、あまり問題にする必要がないと思う。

先に特殊学級でおこなった、時間無制限の時も、単語数の多い場合で大体 40～ 50分が限界
-6-

10 20 30 40

申 52 23 14 11

2 48 23 19 10

51 20 16 13
中 1～ 3
平均

50 22 16 12

10 20 30 40

尋 41 23 21 15

2 46 25 19 10

37 28 20 15

をヽ 1～ 3
平均

42 25 20

10 20 30 40

イヽ

2 46 27 18 9

44 30
/Jヽ 2～ 3
平均

45 29 16 10

10 20 30 40

ノ
‐

． 44 25 19 12

5 46 23 16 15

6 48 22 16
彎ヽ 4～
平均

46 23 η
′ 14

10 20 30 40

/Jヽ 4 40 30 16 14

5 42 25 20 13

6 48 25 14 13
苺ヽ 4～
平均

む
43 27 17 13



であった事も合せ考えられる。

(ま  と め )

以上、単語量について、ここまでに明らかになった事を要約 してみると、次の通りである。

① 平均値でみると、特殊学級は普通学級よりもおくれ′ており、かつそのσ〕びがおそぃ。

② IQと単語量の相関はあまり無い。

③ 作業能力も特鮮 級の方が早く下降する。

Ⅲ 質的比較の 研 究

先ず他の品詞に比べ、質的考察が容易と思われる名詞をとりあげ、検討の上、必要があれば他の品

詞も検討することにした。

(1)名詞量による質的比較

「 い J「 まJにおける名詞を拾い出し、そめ量を比較する。

(21 上記の名詞を更に分類し、質的検討比較

⑫ 「 いJにおける「 ―Jに附随する単位名、つまり数詞の量を比較する。
(3)結果と考察

① 名詞の量比較
第 1表 全体の中で名詞がしめているパーセント(平均 )
挙
す 年 だヽ 1 2 3 4 5 6 中 1 2 3

普通学級 84 85 78 75 81 75 5r7 50

特殊学級 / 85 76 82 72 73 59 59 58
(い )

(ま )

学 年 FJヽ 1 2 3 4
量 _1

中 1 2 3

普通学級 78 82 85 79 49 39

特殊学級 ）／ 79 85 81 121:: 56 64 51

① 普通、特殊共に学年が進むにつれて名詞の量が減少 し、他の品調が多 くなってきているところ

lま 共通 しているが、減少のしかたが、特殊学級の方がゆるやかである。

② 普通学級は最後まで、まずまず正常な形で減少 していっているが、特殊学級は中学になって、

大体横ばい的になってきている。

以上の事をグラフでみてみると、次のょうになる。 (次 Pへ )

-7-
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第 2表  学年による下降 (減少 )状況比較

f

(しヽ)

100

90

80

7o

6o

5 cl

40

3 Cl

20一一― 普 通

~~~~ 
特 殊

壕ヽ 1

(ま 》

100

90

皐0

7o

毒o

51

40

30

20
一
普 通

~~~特
殊

中 1

O 名詞が多く他の品調が少いの:ま、言葉の質の発達がそれだけおくれている事であり、特殊学級
は、言葉の質の成長がおそいばかりでなく、成長が早く頭うちになっているのがみられる。

〇 或まま小学校から中学校への移行が一つの末J激となっているものかどうか、その原因については
はっきりわからないが、普通、特殊どちらも小6か ら中1への下降がいちじるしく成長が目立っ

て いる。

① 名詞量を比較するだけでも質的差がながめられるが、更に名詞そのものの質的検討をしてみる
事によって、もっと何か発見があるのではないかと考え、次にその検討をこころみてみることに

した。

-8-

０

％

中

０

％

小 1

＼

/ ＼

＼

＼
＼

″
イ
ミくヽ
こ、

＼

＼
｀

＼

＼



出 現 語 量 数

学 年 /Jヽ 1 2 3 4 5 6 中 ■ 2 3

普通学級 23 29 37 64 62 90 8暮 68「 /
特殊学級 / 8 7 9 22 16 18 35 15

ア 特殊学級における数能力の低さと、数調取得の低さの関連が顕著にみられる。特殊学級の 4年

以下は比較:こ ならず、 5年以上中学に至るまでも、せいぜい普通学級の 1～ 2年程度、或はそれ

以下である。その関連をグラフでながめてみると次の如くである。

数 詞 量 の 学 年 別 変 化

90

8o

70

60

50

40

30

20

10

語量

／

／ ＼
／

／ ＼

／

／

／

／

「

/
/

小 1 2  3  4 5  6 中 1 2  3

普 通

― ―――
~特
殊

イ 普通学級と特殊学級と調査対象人員が同じではないが、特殊学級①数調をざっとではあるが、
眺めてみると、その殆どが日常生活の中で身につける事の多いものの範囲から出ていないので、

かりに人員を調整 したとしても、同じ言葉の頻度が多くなるだきすで、言葉の種類そのもの鍵蒲が

広がるという事には、あまり関係 してこないのではないかと思われる。

ウ 参考までに頻度の多い語を捨いあげてみると、次のとおりである金
〇 普 通 学 級

1時間 1日  1月  1年  ■番 l筆  1 1万
o 特 殊 学 級
1時間 1年  1番  1本

工 数詞そ分ものも質的に段階があるσヽで、更にそれを追求すれば、ょり具体的に特殊学級の実態
なり、指導の手がかりの何かが、見出せるのではないかと思われる。それも今後の課題 として考

えている。

以上、質的検討がまだ半ばに過ぎないので、それに対する結論的な事 :まのべ られないが、 47年度分
の報告として、一応の区男りをつけてみたものである。         以下続報

-9-



中 学 校 鼈 扮



第
　
　
の徳

・

一
―
・　
道

一

0口 :イド・ズ学習研究集会,
||   :、 |`    :`     ‐  1 11   . :、      1■

授 業 と「 バ ズ

豊ノII市立中部中学校  山本 武 ― 郎

1。 本校 の道 徳教 育 の考え 方

道徳とは,あたりまえの人間が “袖触れ合うの

も他生の縁 "と いった社会生活において,お互い

相手の立場にもなって,い くらかでも過しよい共

同生活を実現していこうという気を起したとき,

期せずして自覚されてくる人間の“つきあいのし

方 "な のである。 (中学校道徳授業の改造 I原理

計画編。 )

また,中学校指導書には F道徳というものは本

来人間が人間らしく生きようと努力する過程にお
いて自覚され,承認されてきたものであって, こ

の点を顧みると,人間を導いて人間らしいよさを
発揮させるものである」 と説明し, F道徳教育と

は, 人間に固有の人間らしいよさ (道徳性 )の育

成をめざす教育活動でめるJと 説いている。

人:間は, だれ しも人間らしいよさと同時に, 醜

悪な面をも合せ持っている。人は, これを人間の

“さが"と 呼び:生 きてある限りそれを背負い,
そして同じ“さ

―
が "を 持つ他の人間とともに社会

生活をする。しかも,その社会生活は,な んらか

の社会的集団に所属してそれぞれの集団内の役割

を果たすことによって具体的なものとなってくるc

つまり,伺 らかの人間関係の中にあって,ゎれわ
れは生 きているのである。ここに,人間らしい“
よさ"が,それぞれの人びとに要求される理由が
あると「番
・
えよう。

本校の道徳教育の基本的な考え方は人間として

この“さが "が生身の人間の姿であることを自覚

することを基盤 として, 道徳性を育成しようとい

うことである。

これまでの道徳の授業を反省してみると,あ る
生徒みずからの具体的な生活体験を導入として,

他者の道徳体験の理解をし,再び自己の道徳的体
験へ還 るというような指導過程で,その過程の中
で価値観の形成と速効的な効果をね らった。この

指導過程では,生徒が自分のものを吐き出し,そ
れについての厳しい批判修正が行なわれ るという

ことがなかった。したがって,‐ 上すべ りのよそゅ

き的な問答で終 りがちで, 自分の抱 いているもの,

時 rrcはそれが道徳的でないかも知れないが,それ

を厳しく追求し望ましいものに育てていこうとい

う営みが見られなかつたのである。

現在,私たちが道徳の授業に望むものは,「生
徒のものの考え万,感 じ万,ふるまいのし方の根
底となっているもの」を,現にあるものから,い
くらかでもいいものに高めていくことである。い

いかえると, 人間としての生き方について真剣に

考える時間として,人間のつきあいのし方に係る
考え方や感じ万,ふ るまいのし方を,少 しでも高
めてt/bこ うと:する時間でなければならないと考え

ている。 .| ‐         |

2.話 し合いの組織化 の重要性
本校の道徳の授業の考え方から言えば,授業は,
.人前にきらし|た 力ゞらない生徒の「生活の理屈」を,
なおかつ誘いだしてそれに働きかけることが中核
となる。それが,周囲を意識したうぇでの当りさ
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わりのない感想や意見の表llBでお茶をにごされて

は,過去の道徳授業と変 りないものになってしま

う。                 .  .
また,生徒ひとりひとりの「生活の理屈Jを 誘

.

い出し,そ れに働きかけようとするのにも係 らず,

笛吹けども踊らずで,教師が指名をしてもはきは

きと受け答ぇをしたい生1徒亀 進んで発言しよう

とする者はわずか数名しかいないといった学級集

団が相手では,い くら躍起になってみても生徒相

互の話し合いを軸に展開される授業の成功はおぼ

つかない。

以_Lの ことから,道徳の授業を成功させる必要
'条件として考えられることは,ひ とりひとりの生

徒なり,全体 としての学級集団なりの発言力や話

し合れへの参加態度のひがんということである。

このことは,ひ とり道徳の授業のみならず,およ

そ授業の集団的条1/1を積極的に値ぶみしようとす

るすべての教育活動において要請されるところで

ある。

ここに考えが及ぶとき,「バズ学習」の取り入
れが必要に老ってくる。

次に,本校で考えているものの考え方や感じ万
の基準は,集団を単位の話し合いを通じて主体化

されるということであう,集団を単位の話し合い

を通じてこそ弯たえられるということである。こ

こでそれを考えてみた h。

地域 も生活経験 も共通するところが多い生徒た

ちが,腹蔵毅くお互いの平素の生き
―
ざまを理屈づ

けているものをひろうし合って, もしそこに大綱

的であれ意見の一致が成立するとすれば, これは

必ずやそこに居合わせたひとりひとりの生徒の,

それ以降のものの考え万や感じ万を拘束する効果

を発揮するであろうと思われる。このようなとき,

主体化されたと臨えよう1:     :
|ま た,生徒を含めて,わたしたちの日常のもの

の考え万や感じ方は,具体的な生活場面に応じて,

そのつ
―
どいかなるものの考え万や感じ万をもって

して,iいかな「る行為を選択するかの場合が多い。

とくに生徒の場合は,みずからのそれとRIJ座 に甲

乙をつけが:た い仲間のものの考え万や感じ方から

示唆 さみ,啓発される余地を豊かにもち合わせて

いるので,その仲間相互のコミュニケーションに

よって,生徒のものの考え方や感じ方をきたえる

ことが可能である。

このようなことからも,生徒の考え方や感じ万

を高める手だてとして「パズ学習」の取り入れが

必要となってくる。

3。
1「 バズ学習 Jに よ うて「 道徳 の時 間」
が期 待す るもの          |

(1)小集団であるので発言の抵抗がときはぐさ

れ,発言しやすくなる。
したがって,生徒ひとりひとりの「生活の

理屈」を誘い出しやすくなる。

(2)相互的働きがあるから生徒を能動的にする

ことができる。

小集団であるので憶せず自分の考え方,感
じ方をひろうすることができる。したがって

自分の生活の理屈をきたえ合うことがより可

能である。

(3)小 集団で話し合うことによって, 自分の考

え方,感 じ方の不じゅうぶんな点に気づく。

自分の読みの浅 さ,考え方の浅さなどが ,

小集団の話し合いによって明らかになり,ま

た,反対に自分の考え万,感 じ方の正しかっ

たことが確かめられ,自 己価値感が満足 され

自信をもつことができる。

(4)小 集団であるので発言の機会が多 くな り,

自己表現も活発になる。したがって,他から

の反応によって自己の考え万,感 じ方が確め

られ,き たえられて,よ り高次の考え方,感

じ万に高められていく6と 同時に, 人への接

し方などの社会的態度が身についていく。:

(5)グ ル =プ ダイナミ,ク スによって個性が豊

かになる。   .‐         ‐

個性を豊かにすることは,ひ とり道徳の時

間のみでは望むべ くもないことであるが,‐ 小

集団での話し合いの過程で, さまざまなもの

の見方,感 じ方,1考 え方,接 し方などを学び

とることができるι日常会話には得られない
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知的なものが媒介となるので,個性へ及ぼす

影響 も強いものがあると思われる。

(6)学級集団は,ひ とりひとりの生徒に対して,
かれの発展しつつある社会的認知や行為が妥

当なものであるかどうかを評価するための機

会を提供する。こうした機能が働くようにな

れば,その集団のメンバーは主体化への過程
にあるものと考えたい。道徳の時間は,その

ことから考えると,「生活の理屈」を高めて

いく時間でもあるので,ひ とりひとりの考え

方,感 じ方が高まると同時に,集団の質も高
めていくことのできる機会といえる。バズ学

習は,そ れを一層有効にさせる。

(7)バ ズ学習亀 課題に対して自分の考えをも

ち,それを相互に検討し,解決し,その結果
について評価するという過程をだいじにする

このことは道徳の時間についてもいぇる。ま

ず問題意識をもち,自 分の考え方9感じ方を
相互にねり合い,それをより高ねものにして

4.具 体的実践例

第 2学年  主題名 正義

ね ら い

いこうとする。結果についても,自分の考え

方が発展したか,ま だ納得できないところは

どこかなどを確認させておくことは大切なこ

とである。ことに行動の指導の基本は評価で

あることを考えれば,生徒自身による自己評
価,教師の手による評価などが当然行なわれ
なければならないことだと思う。

本校で考えている道徳の授業は,話し合いを重
要視して膝ることは, これまで述べてきた通りで

あるが,その話し合いを充実したものにするため
には,学級集団の質が問題になってくる。その質
を高めるための集`団への働きかけは,道徳の時間
だけではとてもできるものではない。他の学習の

プロセスの中でも,特別活動のプロセスの中でも
自己指導: 自己訓練, 自己評価というような態度

形成が計画されていなければならない。

開展

資料名 辞書馨|き 大会でのできごと

正義を貫くことのたいせつさとむずかしさを理解 させ,悪を悪として退ける勇気を

持とうとする自覚を深める。

-3-
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1.資料の内容 を想起 さ
せ る。

2.こ の資料の主人公の

ものの考え方や行動 に

ついて, どんなことを

感 じたか。

◎悪いことは悪いと決断して

先注に打 ち明けたことはな

かなかできることではなしヽ

自分の不利なことや親友を

思う気持ちに負けなかった

ことはたいへん りっばであ

○補説をする。 ス

自分の意見

や考え々た

しかめ合う



教 師 の 発 間 期 待 す る生 徒 の反応 指導上の留意慮 基本的な類型

る。

◎主人公は主催者′の一人 とし

てこの大会を成功させたい

と願い迷っrこ のでそれはよ

くわかるc

OS君は主人公の親友であ り
S君をかばおうとする気持

ちになるのは当然ではない

0)。

◎大会を成功させたいという

気持 ちは,実 fよ 自分をかば

お うとする気持 らなんだが

それがある。

◎親友であるS君をかばおう

とする気持 ちがあるか ら。

。大会を成功 させたいと考え

ており,そ れが成功したか

に思えたのに, S君が, し

かも親友であるS君が不Ii

をしたこと力ゞわかり憎 く思

ぇたから。

。黙 っていても, いつかはわ

か り自分がしか られるか ら

◎主人公は自分をとらえてい

た奉ぼ己心を捨てることつゞで

きたから。

◎ A組の高い点数が目にはい

ったとき,主人公は正義に

燃える強い意志が持てた。

◎自分に直接関係しているか

ら。

◎勇気がなければできない。

◎大会を成功させるどころか

あと味の悪いものにしてし

まったからЭ

◎級友である S君 を結果的

は傷つけてしまったか ら

。自分だけがいい顔をした

みんなから非難されるこ

を恐れたか ら。

○問諏意識を持たせ

る。

①主人公は悪いこと

だ とは っきりわか って

いなが らどうして迷 う

のか。

②悩み迷った主人公

がどうして先生に打ち

明けることができたの

だろうか。

③そんなに打ち明け

ることfま むずかしいこ

とつゝ。

④「 これでよかった |

と思ってし`る:じへ公力ゞ

どうして複雑な気持ち

:こ なるのだろうか。

○主人公が打 ち明け

るのを決意 してい

く遇程 の心の動 き

をとらえさせる。

○これでよいはずな

のこどうして複雑

な気持 ちになるの

か追求させる。

ル
）

―^
Ｃ

共通の問題意識

を持たせる。

集団の話し

合い。

バ ズ

1 追いつめ

集団の話し

合いc
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5。 バズを行なわせる場面

このことは実践の積み重ねによって明らかに政

っていくことであるが,効果の期待 され る場面と
いえば,今 のところ次のようなところではないか

と考え られる。

(1)展 開はじめのバズ

課題につ膝ての自分の意見を,ほ かの者 とつ

き合わせると膝う形でバズをさせる。

Sこ の場面で‡ム ひとりひとりに問題意識を も

たせ るにとがで きる。

・ これからの議し合轟へ仰参加意欲 を増すこと

ができる。

(2)展開なかばのバズ

追いつめ られ判断に迷 うとき,思考 を促進さ

せるためバズをさせる。

。このバズによつて, ヒントが得 られ る。

・ 自分の考え万,感 じ万のつまずきとか,誤 り

に気づ く。

。また,他の者 との相違点が明らかになる。

・考え方の交換をすることによって, 自分の考

えを練 り高め ることができる。

(3, まとめのバズ

教師によってまとめられた時点で,各 自で,

本時のねらいにつ棒て確めてみる。

・相手に話してみることによって,納得 したと

ころ,納得で きないところを明らがにしてお

く。これは, これからの課題意識としてもつ

ことを期待するためで,今後の事を処する場

面では,さ らに高度な半」断をくだすことがで

きるであろう。

(4)授業のプロセスのバズについて一般に言ぇる

とと4ま, この過程において,他入を理解し, 自

己を知り,人間錮係を高めることができるとい

うことでめる。授業をしながら人間をつくる,

遼れこそ道徳舎授業としてまま最も望ましいもの

ではな機だろうか。

3.学 織鶴翻の指院と鐘機の時霧

ま二 学級集団のもつ教育的機能を考えてみた

し
^。

(1)学級集団鐘摯ひとりひとりの生徒の学習に

対する意歌を発展し強化する。

(2)学 級集団ιま,か とりひとりの生徒に自己実

現の場を提供する。         :
(3)学級集団は,ひとりひとりの生徒に対して
かれの発展ヒノつつある社会的認知や行為が妥

当なものであるかどうかを評価するための機

会を提供する。

(4)学 級集団は, ひとりひとりの生徒の社会的

文化的1質応に対して有力な影響を与える。

学級集団のもつ,こ うした機能がじゅうぶんに

動く集団に育てることは,道徳の時間の話し合い

に生産性を高めることにはかならない。短時間の

学級の時間や,学級担任や教科担任の指導する教
科の授業に助けを求めて,学級集団の発達を常に

考ぇていかなければ,週 1回 の道徳の時間では,
とても要求に応ずることはできないも

そこで,学級集団の発達が, いつも,いういろ

な場面で考えられ́ていなければならない。次に,

そのための配慮の二。3を述べておきたい。
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③打ち明けなかった

らこんな複雑な気持に

はならないか。

4, この時間の話し合い

から学ぶことがあると

すればどんなことかな

◎打ち明けなければもっと苦

しむと思う。打 ち明けたか

らよか :っ たのだ志

打ち明けたことの

正しからたことを

解 させる。 ll

個人にかえし

まとめなおす



(1)学級づくり

・ 小集団づくり

小集団 といっても管理的傾向が強すぎる場合

は, 人間関係が育 らにくいし, 自発的な活動の

芽生えを抑圧してしまう。.ま た,集団の統制が

1強すぎると,集団の意志が常に先行してしまい,
|ひ とりひとりを内目的に動機づけることが困難

|に なろう。望ましい小集団といぅことになると,

:相互に自由に語 り合し、 援助し合うことができ

なければならない。

当初は,寄 り合い世帯的なものであって も,

小集団活動を積極的 |こ 多くの機会に行なって

いくことによつて,次第に質は高められていく

ものである。

・学級目標の決定 と取 り組み

望ましい学級は,共通の価値体系をもつもの

である。

態度の形成過程においては,必ず,目 標が必

要である。その目標を目ざす /ロ セスが態度形

成であるといえる。態度形成には過程がある。

したがらて, 学級で決め られた目標を目ざし

て努力する,つまり取り組みの過程がなけrtlぎ

態度は形成されていかない。多 くの場合,学級

目標は話し合いで決められるけれども, その取

り組み方が問題にならないために,一向に効果
があがつていない。ここには, じゅうぶん気を

使わなければならない8

・ 学級の成員に何らわつ役割 を与える。

これは,人だれもがもつところの所属 と愛情
の欲求,承認の欲求を満足させるために必要な
ことである。 そして,役割の結果について承認

してやることを忘れてはならない。

(2)班ノ下ト

お互いにみんなの前で,弱点を指摘されるの

はいやだし, したがって また,人の弱点をとや

か く言うのを遠慮する気持ちが働く。これ0ま

生徒たちに「知 り合う」という喜び「ほんとう

に話し合えたのだ」という実感を味わわせてや

る.こ とはできない。班ノートには。 そのような

生徒間の,いわばよそよそしい人間関係に突破

口を開こうという意図がこめられているのであ

る。

また,自分の生活を正しく見つめ,自分の考

え万,感 じ方を育てていく眼を養うことに もな

り,集団の中の個人としての自己理解,自 己訓
練,自 己評価の機会にもなる。そのためには,

。なるべ く事実をくわしく書く とともに,そ れ

に対する自分の考えを加えさせる。

・班ノートで意見の交換ができるよう,毎 日 ,

順番制で書くようにする。

などに留意してい く。

(3)道徳ノート

これは教師の指導効果を評価するための もの

として大 きな意義をもつ。

授業が終わって,生徒のひとりひとりは,そ の

学習内容に対す る反応をノートする。 ここでは
納得したこと,印象,疑間 として残っているこ
となどが卒直に書かれているの時間中 , 1度 も

発言 しなかった生徒の心の動きもこれによって

つかむこともできる。

しかし,班ノートのように学級集団への効果
′ま,目 的が異なるので期待していない。

(4)学級会活動

これは ,学級づくりの中核をなすべきもので

ここで,小集団活動が フルに行なわれ ていかな

けれ ばならない。

7.む すび
以上 ,バ ズ学習理論のうちの話し合い と,学級

集団づくりの二つについて,本校の道徳の授業の

中に どのようにして関連づけ実践できるかを試
みたものである。大変荒けず りではあるが,実践
の日も浅いので,おゆるしを願いたい。    |
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一 日の生 活 の流 れ の確 立

一一 解放された班,学級の形成一一

高知県安芸郡奈半rll中学校

一 日の生活

朝 のホー ム

教科指導

復 習バ ズの

生活バ ズ (

班 日誌

の流 れ を確立 す る。

展開

復 習バ ズ を含 めて )

1.

2.

3.

4。

5。

6.

る
の活
め，
妊
ム作
・ム
鶴
猪
齢

帰 りの |・ 復習バズ (重点の復習 )
バ ズ |・ 生活バズ (生活の総括 )

〔lD朝バズ(15分 )

日直のホームロ標提起 1基体確認ト

日直が前日の生活の総括に立って,個人,班′ホームの一

日の生活の成果と問題点を明らかにして,本 日の

ホームロ標を,学習,生活の両面で提案し,こ れ

に対し,ホームでヽ それでよいかどうか, もみ合

いをして目標を決定 し,確認する。次にこの目標

を達成するため,各班でどう取組むか,全員発言

による班バズで,班全体の取組み方と方針を決定

し,更にそれを達成するための個人め一日の努力

点,課題を確認する。次に本日の学習に必要な課

題をやってきたかどうかを点検し,確認する。不

十分な者や,やって来てない者に対 しては,その

理由を明らかにし,批判すべき点は批判して,そ

の教科の時間までに,休み時間等を利用して可能

な事はやるように,班で援助する計画を立てる。
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全員発言学習鰈ト

家庭学摺
・課題
・重点の復習
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各班の取組み,課題の点検が終ると,各班は,そ
の内容 (班の取組み方針等,班バズの内容 )を全
体に発表 し,ホ ーム全体で確認する。この様に,

ホームロ標,班の方針,個人の努力点が一日の生

活の課題として,朝バズで決定され,個人,班は,
それを達成するため努力する出発点となっている。

E23授業 (全員全力学習 )

前時の重点の確認

② 生活バズ(1日 の生活の総括 )
0個人の努力点の反省

JEバズ|・班の取組みはどうなったか
。復習課題j準備課題の確立と意志表示

□ J凱 封
ホームロ標はど
うなったか。
成果 と問題点

復習バズ終了後,朝バズで確認されたホームロ
標,班,個人の取組み,努力点が一日の生活を通
してどうなったかを総括する。まず,班バズで個
人の努力点が, どう達成されたのか,班で一人一

人の結果を確認し,班全体の取組みについての成
果と問題点を明らかにし, その理由及び今後の対

策等について話合う。勿論,班内の批判活動が大
切にされ,全員が発言する。叉翌日の学習の準備
課題と,本 日の復習課題を確認 し,そ れについて
一人一人が,ど うゃるのか意志表示を行い,班で

確認する。次に各班の総括事項を全体に発表し,

他の班より批判,要求,評価等が行われ, 日直が
一日のホームロ標がどうなったのか,その成果と

問題点をまとめ,全体で確認 し,翌 日のホームロ

標の手がかりとし,一日の生活の締めくくりとす
る。なお問題その他があれば,復習バズをやめて,
その問題解決のために生活バズだけを行 う時もあ

る。

|〕 家庭学習

復習課題に従い,そ の重点を理解,暗記, ドリ
ル等,内容により復習を行い定着させると共に,
あたえられた準備課題を行う。

〔二 〕 朝のホーム

8時 10分  日直が前に出て,司会をする。
日直 「 これから朝めホームを始めます」
「代表委員は出席をとってくださぃ」

代表委員 「各班は欠席・遅亥I者 を報告してくだ

徒生

→
 |→

 →

)

→

(教師 )

握雇肇重の指示

本時の課題 (重点 )を明らかにし,それを解決
するために,手がかりになる必要な事については,

前時に準備課題として与えておき,家庭学習によ

って生徒はやってくる様にしている。 (朝バズで

点検 ),本時の課題を中心にして班バズ (個人の

考え→集団思考 )を行い,班の発表と,それに対
して各班からの反応と,教師のリード(発表の整
理,方向づけ等 )に よって結論へ導く,教師は最
後に本時の重点にうき締めくくりを行い,次時の

課題 (重点 )に必要な準備課題を与える。勿論教

材内容により,教師の説明中心になる学習の場合
もある。全員が発言する事を目標にしている。準

備課題をやってこないと,本時の課題についても,

自分の考えが不十分なため,不消化の状態で班バ

ズに参加することになり,全力学習は出来ない。

学習に全員が全力で参加し全員が発言するために

は,力に応 じたある程度の準備課題の消化が必要
である。

0〕 帰りのバズ(30分 )
① 復習バズ(30分 )
教科委員が中心になり,その指示で2～ 3教科      さぃ」
の学習内容の重点を「 理解すべきもの」「 暗記す  班長 A「欠席者ありません」B「 M君が欠席で
べきもの」「 ドリルすべきものJの三段階にわけ, す理由はわかりませんJ報告点検(1分 )
班長を中心に班単位で重点を復習し,更に家庭で  日直 「 続いて日直は,きのうの反省と,今日の
の一人一人の復習課題を確認する。          目標について提案してくださぃ」
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前日の日直 「 学習の面では準備課題が不十分で   気をつけてくださいJ
各教科とも十分バズをやることが出来ず発言  K 「気をつけるが,いつの間にか話しをはじめ
も少なかった。バズに集中できないことから,   る」
私語手遊びが,多 くなり,人の意見も十分聞  M 「 それでは班の皆で注意をしようかJ
けなかったし,他の人の発言に対する反応も  K 「 たのむJ
十分でなかった。…………特に一班のK君は    他の班員から「他の班にも協力してもらおう」
授業中,大声で,他の班に話しかけて,授業    と発言。
の妨害になったので,一班では,十分話し合  日直 「話し合いはすみましたかJ
いをしてください。生活の面では………J      「 は いJ
「今日の目標は学習の面では,人の意見を十  日直 「 それでは一班から発表してください。皆
分聞き すばやく反応しよう。また生活の面    なバズをやめてくださいJ
では掃除について男女が協力して,すみずみ  一班の班日直が前に出て話し合いの内容について
までやろう。です」             報告をする。

日直 「 この提案について異議ありませんか。」  日直 「質問意見はありませんか」
各班から「 異議なし/」 と提案を確認。    七班 「 K君の件についてどんな対策を立てまし
日直 「 次にこの目標に対する班でのとり組み    たかJ
と課題の点検について5分間でやってくださ  一班 「 K君 も気をつけるといっていますが,班
ぃJ                      全員で注意をしようと言うことにしています

各班で班長が司会をし班日直に昨日の反省と日直    が,も し話しかけられたら,その班でも注意
の感想を班日誌から発表するよう指示し,輪番で    をしてください」
各自のとり組みについて発言を求める。      日直 「 いいですか」
日直 「 T君目標に対して,君のとり組みを言っ     「は い」
てくださいJ                  「 そのほかに質問はありませんか」

T 「僕は きのう家庭学習が不十分で班バズで     「 ありません」
も発言できなかった。わからない点は積極的     「第二班:・・……」……………・
に質問し,発言も二回以上するように努力す     「 以上で各班からの発表を終りますが全体
るJ                      で何か質問意見はありませんか。」

「生活面では…………J           各班 「 ありません」
その他各自,個 人の学習と生活の課題について発  日直 「 伝達は何かありませんか。」
表した後,班長が全体をまとめる。        三班(会計 )「夏休み帳代を今週中に持ってき
班長 「 それでは班のとりくみは,全員発言に積    てください」
極的にとり組む,ま た積極的に援助しあう,  日直 「 ほかにありませんかJ…………・
と言うことでいいですかJ          日直 「以上で朝のホームを終りますが各班の取
「 は いJ                   り組みを徹底させ全体として成果が上るよう

「 次に課題について点検しますJ         がんばってください」
K 「数字は練習問題を半分くらいやった。社会
国語は読みだけ,理科はやっていない」

「 理由は勉強を始めるのがおそくなり,途中

までしかできなかった」

M 「 K君は昨日他の班の人と話しをしていたが

… 3喜



〔三 〕 教科指導

3年数学「二次方程式の解の公式」

(教科書・大阪書籍P57,58

1
〔1〕 指導の経過

第 3章 二次方程式

χ
2+6χ
=16

ノ +6α +32=16+32

(■ +3)2=25

κ+3 =± 5     ・

■+3=5 または  ■+3=-5

π=2 または  χ=-8

答 ″=2, χ=-8
を学習し,二次方程式が数係数の場合に,

ア κの一次の項の係数の半分の 2乗 を両辺に
カロえる。

イ その場合,左辺は必ず一次式の 2乗の形に
因数分解できる。 (因数分解できるように

するために両辺に定数項を加えた )

ことを学習している。

こで本時へ発展する準備課題として,前時の

にP56,問 2を 与え
方程式の両辺に定数項を加えること

その定数項は「 πの一次の項の半分の 2乗」

として見つけることの練習を,当 日の復習バ

ズのねらいとし,尚次時への準備課題とした。

0 本時の学習課題
1.κ の一次の項,二次の項の係数が数でなく

文字の場合も,前時と全 く同様に扱うこと

ができる。

2。 そこから解の公式が導かれることを理解す

る。

この二点が本時の課題である。

〔り 学習の展開
ア ー斉学習
係数が文字であることは 生徒が理解する上
で大きな抵抗とな .)て いる。そこでまず 一斉学

習で数係数の方程式 と対比 して指導する()次 の

」llの場合。 2を Pに ,-3を 夕におきかえても
全 く同 じであることを理解させることを念頭に

おいた。

を例にとって

説明する。

13時間

§1 因数分解による解き方  3時 間
§2 -般 的な解き方 5時間

(本時はその第 2時限 )

§3 二次方程式の応用    3時 間
― ― 問題 2時間

〔の「解の公式」を指導する際の教材のねらいと
・指導の観点

§1で,二次方程式を因数分解によって解くこ

とを学習している。そこでは

ア ニ次方程式 を学習する必要性
イ ニ次方程式の意味の理解
ウ ニ次方程式の解の意味
工 二次方程式の解は一般には 2個あること
が理解されている。けれどもこれらの場合の解

は殆どすべてが整数であり まれに分数である。
しかしすでに第 2章「 平方根 」の学習によって,

生徒の数概念は有理数から,無理数を含めて実数

全体に拡大されたので,そ の意味において,答が

無理数となる一般的な解も学習すべきである。叉

公式の学習においては,と もすれば公式の利用の

みを重視して 機械的な計算をすることになりが
ちであるが,そ うではなくて,

ア その公式はどうして生まれたのか
くなぜ正しいのか )を 理解する。

イ その上にたって,公式を正 しくおぼえる。
ウ その公式が正しく使えるようになる。
(公式の必要性と便利さの理解 )が 大切で

あると思う

|み 準備課題をどう与えたか (前時からの関連 )
前時に「二次方程式の一般的な解き方」の簡単

な場合として,α χ
2=る
の形の解き方と共に,

P56の例題で

そ

リ

ア

イ

終
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α2+2π -3皇 0 …………■2+Pκ 十ル=0
χ2+2χ =3………… … 。χ2+Pκ =一 歩

♂+2κ <ケ=3+ゞ ……
… ノ+P″ 十(:ア =一 ヵ十(;ア

(“ +→L… …鮨 十:μ
① P2_4雰>o の時

1=I11
2

χ=1, ―-3

② P2-4ル=0 のとき

(χ 十
号
)2=0

χ十 : =0

①②をまとめて公式が導びかれる。

イ たしかめのバズ

ー斉学習での教師の説明に対して,班 ごとに

バズをさせる。その観点は,

① どの程度理解されたか。
② 疑問点はないか。
③ あるとすればそれはどんな点か。
である。このバズで生徒からはいろいろな疑

問や質問が出てくるが,それらを整理すると,

① なぜ両辺に(号 )2を加えるの力も

② なぜ左辺の因数分解ができるのか。

③ なぜ右辺はFZT 4ル となるのか。

④ なぜ P2_4ル>0と P生 4ル =0の
二つの場合に区別しなければならない

のかO

等である。

ウ 集団思考 と発表
これらの質問に対 して,教師はすでに説明

ずみでもあるし,生徒の思考と討議を起こす

ために,教師からの回答をせず,こ れらの質

ｐ
生

２
一〓π

間をもう一度生徒に返 し,全生徒に考えさせ,

回答できる生徒や班から発表させ,大 きくク

ラス全体の討議を起こさせて,本時の学習課

題の理解と定着をねらう。

工 公式の暗記
これはショートバズで行う。 2人 1組で公

式が正しく言えるようになるまで練習する。

オ 問題練習
ロングバズで各自の学習と,そ れを点検す

る班活動に重点をおいている。この段階でも

生徒には多くの誤りが見られる。

その例としては,

① Pやルの符号の誤り。

② 根号の中の計算が正しくできない。

③ 解が二つある場合なのに,一つしか解
が出てこない。

これらの誤 りを克服し,正解が得られるよう

にするためには,ど うしても各自の問題の練

習と班内の教えあい,点検が必要であり,そ

のためにロングバズが不可欠となる。

〔0 次時への発展
ア 解の公式を正しく理解すること。
イ 公式を利用して正しく問題を解くこと。
上の二つが家庭学習の課題であり,次時への準

備課題となる。 ドリルは数多くは与えずP59の

間 2だけとする。なお時間をかけて,定着をねら

いとする問題練習が次時の学習課題となる。

P〕 生徒の反応

問題の討議の結果の発表は班毎にするように習

慣づけているか,こ れも決して機械的なわりあて

ではなく,各班からの自主的な発言,積極的な発

表をとりあげて授業をすすめている。班長は他の

班に先がけて発言権をとり,権利をとった後は班

員を指名 して発表させるようにしている。発言権

をとった班は,こ のようにして必ず責任を持って

板書あるいは回頭発表で説明しなければならない。

叉一つの問題の発表・説明に対して,他の班から

反応,質問,意 見,批判が必ず出るし,更にそれ

に対して発表者の意見,説明を付け加え,集団で

の思考,討議を深めながら,良 い意味での班競争
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が見られるようになって来た。

E83 成果と問題点

殆ど全員に近い生徒が理解 し,その上で興味を

持って学習にとりくむ姿勢ができてきた点などは

は大きな成果であり,価値のある学習指導ができ
ていると思うが,一方で課題をやって来ず,班員
にたよってしまい,発表する時は友人のノートを

見せてもらう,叉発表の際,自信がない,恥かし
いなどの理由で発言しないなどの生徒が一部に居

る点はまだまだ大きな問題点であると思う。全員

が自分の意見,解答を持って班バズに参加するよ
うにしたいものだと思う。叉そうするためには教

師側が常に授業研究を怠らず,課題の出し方など
も考えなければならない問題であると思う。

〔四 〕 復習パ ズ の展開     1年
1.バ ズの流れ

放課後の校内放送が終了し,報導班が放送内容

を確認した後,復習バズに入る。

学習班「今日の復習バズは数学です。準備をし

て下さい。」数学の教科委員が前に出る。「今か

ら数学の復習バズを始めます。姿勢,礼」あらか

じめ小黒板に要点を板書したものを示しながら

F今 日の数学の時間は一次方程式の解き方につい

てやりました。ここでの要点はPl14の 一次方
程式を解く手順です。重点について質問や意見は

ありませんか。質問「………………」教科委員か

ら回答があり,「わかりましたか。」

質問者「わかりました」

教科委員「他に質問や意見はありませんか。」

質問「・:・………………」

教科委員から解答した後「それでは今日の重点に

ついて理解をして下さい。それと問題を出すので

全部を20分間でやって下さい。
小黒板を裏返し,あ らかじめ板書した問題を示す。

同時にベルタイマーをセットする。

問題 ① 3(″+8)=45② 80(″+15)=

二:lIき
機 )°

・5″+3=-2.5-0.6″ (D:(3″ -2)

班バズは班長が中心になり司会をして,隣接法 ,

対人法でバズを行う。

班長「教科委員のいった重点について理解し,

発表が出来る様に対人法でバズをして下さい。い

えるようになったら問題をやって下さい。」班活

動に入る。予定した時間が来て,タ イマーがなる。

教科委員「重点の理解ができましたか。それでは

いってもらいます。いえる班は。」

各班殆どが挙手をする。

教科委員「 3班いって下さい。」 3班起立して発

表。

教科委員「今の発表でぬけたり,ま ちがったりし

た点はありませんか。」「ありません。」

教科委員「それでは前の問題をやってもらいます。

できる班は。」各班殆んどが挙手

教科委員「 2班,3班,5班 , 7班発表して下さ
い。」いわれた各班の代表が前に出て解答し,続
いて説明する。

教科委員「今の発表について,質問や意見はあり

ませんか。なければ今日の重点の理解と先生から

出されている課題を家庭学習でゃって来て下さい。

これで数学の復習バズを終ります。姿勢,礼。」
2.復習バズの成果と問題点
○助けあって各教科の学習が理解できだした。

○全員が全力でとりくむという目標が,完全に

はできていない。

○本当に重点を理解しようという意慾の不充分

な者がいる。これらの者もクラス全体の中で

やることはやっているが。

○教科委員の力量がバズの運営に影響があり,

委員に力量をつけ,自覚を促す指導が必要で

ある。

〔五〕 生活バズ (3:05～3:20校内放送

復習バズ )

3時 20分  
聟

日直「これから生活バズを行います。 7分間で,

今日の目標と班でのとり組についての反省,

準備課のとり組みについてやってください」

(例 )一 班
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班長「今日の目標について,班・ 個人のとり組み

の中で,ど うだったかについて言ってくださ

セヽ」

S 「私は数学や国語の時間は,互いの教えあい
は,良 く出来たと思いますが,班長の手を上

げるのがおそく,他の班に発言権をとられ十

分,発言することができなかった」
M 「僕は一班で 7回発言できたので,一応一人
一回と言うところで全員発言に近いものと思

う」

I 「 しかしK君は皆が発言するようにといった
が,発言しなかったので全員発言と言う点で

は不十分です。明日は全員発言をめざそう。」

T 「私語については,学習に集中できた教科で
は少なかったが,理科の説明をしている時に

目立った」「やはり今日もK君は他の班の人

と私語をしていた。注意をすると,す ぐやめ

たが,あ まり長続きしない。」

K 「ゃっぱり家庭学習が出来ていなかったので,
パズにも集中できなかった。それから,わか

らんところがあり, 0君に聞こうと思った。

もちろん私語もした」

班長「こんどから班の中で解決するようにしてく

ださい。………・次に生活面では………」

班長「班日直は今日の各自の反省をまとめてくだ

さい」

班日直「学習の面では全員発言に近づいた面もあ

るが,家庭学習が不十分だった点。また皆が

団結すると言う点で弱かった。

班長「明日の課題について確認します。」

授業時に各教科で出された課題の全体的な確認と

個人のとりくみ。

班長「社会,プ リントについての調べ」

「国語,漢字,わけ調べ」………。その他

「そのほかに数学は練習問題の残りをやって

おくこと」……。「特にK君は単語と本読みは

かならずやっておいてください」

日直「話し合はすみましたか」「一班から,発表

してください。」

各班の目標に対する とり組みとその成果,問題

点を発表し,その後,各班ごとに,質問と特に班

の問題点や各班の仕事が出来たかについて他の班

から,意見がだされ十分でない場は,ホ ーム後班

会を要求し,対策を立てさす。日直は一日の各班

のとり組の報告をもとに全体を総括しじめくくる。

以上〔二〕と〔三〕に書いたのは,三年B組の日

常的な朝のホームと帰りの生活バズの,パ ターン

である。生徒は一応学校生活を自分達でやってい

こうと言うことで進んでいるが,生徒一人一人の

問題点の「ほり起こし」(生徒をとりまく家庭 ,

社会環境など個人で解決の困難な問題 )の不十分

さや,班の中での人間関係の「からみあい」を追

求する点で多くの問題をのこしている。

<班 日誌 よ り>
5月 12日 (土 )一 班      K 生

O今の班も今日で終わった

この一月間,一班の班長としてやってきたわけ

だがうまく班員をリードできず, もたついてばか

りいた。たよりない班長でいろいろ不満もあった

ことと思う。でも,班員みんなが協力してくれて

とてもうれしかった。

この班ができたばかりの時はお互いに気を使っ

たりしてみんな言いたいことも言わなかった。だ

から私語なども少なかった。でもそのうちにだん

だん慣れてくると私語,手遊びが盛んになり,勉

強どころではなかった。注意すべき立場のわたし

もいっしょになって遊んでいた。だけど,先生が

新聞に書いた「 3Aに望むこと」を読んで目がさ

めたような気がした。なんとなくやる気がでてき

た。それからは,わ りと注意も多くしだした。そ

して,急に班がまとまってきて私語,手遊びが少
なくなり,人の意見も「 顔を見るJと まではいか

なかったがよく聞けだした。自分で自分の班をほ

めるのはぉかしぃけど,進歩が目に見えるようだ

った。一班が進歩したのはゃはりみんながやる気

を出して頑張ったからだと思う。こういうことは,

いくら一人で頑張ってみても誰も協力してくれな

ければどうにもならなかったと思う。

この班になって一番嬉しく一番心に残っている
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ことは,班内でいいたいことが言えたということ。

とくに西本さんなんか,わからない所があると,

すぐ「 ここがゎからん,教えて」 といってよく聞

いた。教えてあげるとあとは自分で考え考え努力

して一生けんめい頑張っていた。人の努力に答え

てくれる人だと思った。この前の数学の時間もわ

からないからと言って私に聞いた。その時は教え

てあげたけど,何回も何国も聞くので自分のやる

間がなくてはらてたった時があった。でも,そ れ

をがまんして教えてあげた。あとで西本さんが一

生けんめいやっているのを見て,「 あの時,お こ

るのをがまんしていてよかった」と, とても強く

感じた。「 あの時, もしおこって教えてあげなか

ったら,西本さんは,わからないで終わっていた

にちがいない。そしてもうわからなくても聞かな

くなっていたにちがいない」と思ったから……。

わからない所は,わからそうとして努力をする人

だ。とってもすばらしい人だと思う。西本さんの

ことだけ書いたけど森道さんだって努力していた。

こんなことがなぜかとってもう
°
れしく心に残って

いる。

一月という短い間だったけどみんなからいろん

なことを学びとった し,い ろんな意味で勉強にな

った。一班の班長ができてとってもうれ しかった。

来週か ら新 しい班になるわけだが, さらに努力し

て「 班長になってよかったJと思えるような班に

したい。

一年 三班班長 0 生

私たちの三班は大きく前進 したと云えるでしょ

う。私達の班を此のように大きく前進させたのは

毎日の班日誌だ。この班日誌が私達班内の理解や,

自分考えと,人の考えとをくらべてみるという事

をさせたからだ。班日誌というものがなかったら,

三班は此の様に大きく前進しなかったと思う。そ

れにもう一つの理由というのは,その班日誌を材

料に,自分をきびしく反省し, 人を批判するとい

う事をし,班内の人がみんな協力し,団結してや

ったからだと思う。一番うれしい事は,此の班の

大きな欠点であった差別が消えた事だ。机をばら

ばらにはなしたり,いろいろしたがっ班日誌を利

用し,み んなが協力して此の班から差別をなくし

た。今さらのように,此の班日誌に感謝 したいよ

うな気持だ。二か月たらずだけどよく班日誌を書

きつづけたものだと思うし,書いたかいがあると

思う。これからもずっと誌日班を大切にしたいと

思う。それから私には, 自覚がたりないと班の人

から批判された。ひはんされてからは, いろいろ

やったと思うけど,ぬかっている所がまだまだあ

ったが, これからはもっと自分にほんとうにきび

しくし,ま た暖かさにかけない人間になりたい。
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第 6回 バズ学習全国研究集会

菫ましもヽ人間関係を育て褥バズ学習の実践

ひとりひとりの学力を伸ばす

兵庫県飾磨郡夢前町立鹿谷中学校

小 林  昌 義

1.全領域を通じてバズ学習をとり入れる。

我々の基本的人権として保障されている中に、

すべての国民は能力に応じて、ひとしく教育を

受けることができる現在社会の機構ではあるが、

個々の生徒の生活や環境を考えるとき、果して

完全な保障がされているかどうか、教師の良心

的反省が、学校や学級内で、再検討されねばな

らない。そうして、ひとりひとりを充分に把握

し、最高に生かされる教育でなくてはならない。

本校では民主的集団の中で競争、分裂を打破

し、個人を伸ばしていくためには、第一に人間

尊重教育の根幹に位置する同和教育こそ、すべ

ての教育の根底であるとして、これの焦点化を

はかって取りくんできた。その中で特設の道徳

同和授業と各教科の授業、学校行事、クラブ活

動等全領域を通じて望ましい人間関係とゆう一

つの太い線を基盤として、真の人間教育の達成

に努力している。

その発想は、結果は個人の完成であっても、

その過程の中には、教師を含めた学級集団の成

員との相互作用や交流から、集団そのものの発

達過程なくしては、真の成果は上らないと考え

られる。この集団指導に自主的な話しあいを基

盤として、一つの目標に向って手をとらて前進

するバズ学習こそ、望ましい人間関係を深め、

同和教育推進のためには効果的な授業形態であ

ると考えて、この研究に取りくんだ。

2.現在までの歩み

昭和 45年度

特設道徳同和授業を中心とした同和学習と顕

現指導の焦点化

昭和 46年度

上記反省に立っての集団思考によるFp5題解決

法及びバズ学習の研究

昭和 47年度
生活指導を中心としたバパ学習の研究、学級

づくりの基礎ヨ1練の充実をはかった実践

昭和 48年度
望ましい人間関係を基盤とした学級づくりを

中心に、学力の向上をめざし、落ちこヽばれる

子を作らない、個人の能力を最高にひき出す

指導の研究と実晩

3.本年度の努力点
(1)学級づ くりを中心に短学活の効果的指導法

の研究

(2)集団の中でひとりひとりの能力、学力を短

学活を中心にしてどう高めるか

(3)落 ちこばれる子のない学級経営と底辺の子

を、いかにして伸ばすかの具体的実践法を

確立する

(4)評価法の改正と追跡調査

以上の項目をバズ学習中心に実践し、調和の

とれた真の人間性の完成をめざしていくことに

した。

このためには、具体的研究目標の理論と実践

を一体化していく一方、教師のパーソナリティ、

教師と生徒の関係、学校全体の管理のあり方と

教育方針からくる成長した学級の社会的雰囲気

づくりや教師集団の成長と指導の一貫性が大切

である。
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一人間関係の向上へ

(バ ズ学習方法 )

↓

最大の問題として部落差別

を焦点化していく中で

↓

全人教育を完成さす

4.実践経過
(1)朝 の短学活

その日の学習意欲や自主的態度の向上をめざ

して、自主的活動を中心に している。そして、

態度的なものをお互いに、注意しあうと同時に、

家庭学習を出しあって、本日の 目標や問題点を

つかませ、自信をもたせて、学習に対する意欲

づ くりや、やる気をもたせることを目標にバズ

学習をとり入れている。

O バズ学習は生徒相互の作用を生かした活動
形態であるから自主性が身につく。

0 生徒が質的に望ましい方向へ変ってくる。
0 人間関係を高めながら学力が互いに向上す
る。         

｀

以上のことを期待して実践に入った。

計 画
8:10………職朝……… 8:20    8:30

①委員長あいさつ②各班長司会  教師入室
0欠席しらべ  o服 装、忘れもの oあいさっ
○学級伝達   o宿 題の点検  o指 導

③答え合せ   o伝 達
教えあい

留意点

0 家庭学習のないものや、規貝」違反者が責任
を感 じるムー ド作 りと、それを受け入れる

周囲のあたたかい援助

0 リーダーの養成
。 基礎訓練の必要からバズ学習 10ル ールを
約束させる。

指導上の反省

0 教師が生徒に守らせる、や らせる指導は大
変能率の悪い方法である。まず生徒にや ら

せ、困らせ、討議させ、生徒自身の問題 と

してとらえさせることが近道である。

生徒の声

0 時間がない。もっと時間がほしい。
何もできない。

0 家庭で学習の方法がわからない。まとめら
れない。家で誰も教えてくれない。

(強い意見となった。 )
(2)後学活 30分の実施
朝の短学活の反省と家庭学習の効果をよリー

層高め、班で落ちこばれる子を作らない同和学

習の徹底をはかるため、バズ学習をもとにして、

放課後 30分の学活を実施した。
ねらい

0 最初は話しあいによる生活バズからはじめ
て、それにより自主的な態度を作り、計画

的学習に結びつけて、家庭学習の道つなぎ

にする。

O 班や学級で生活問題があるときや生徒会議
題があるときは、この時間を討議の場にあ

てる。

0 家に帰って、どこをどう学習するか、その
日に習った重点内容はどこか明確におさえ

て家にもち帰り、その日の家庭学習の点検

を朝の学活へつなぎ生徒の声を解決したい。

以上のことから要約、練習、評価など学習の

方法が理解されて、自主的な学習が育てられて、

組織的に協力することによって、人間関係が高

まり、社会性が養われて、生活指導面でもその

効果が大きいと考えられる。

(3)後学活 30分の組織と役害1
o 班編成 6名 異種等質形に
0 司会者 学級委員長

班長

各係    内容により
最終的には誰でも誰とでもよく協力できる

ことをめざしていくふ

0 学習委員 男女各 1名教科によって分ける。
その日の授業の中で定めた教科の要約と練

習の司会をする。

中心内容は

理解…解説、まとめ、質問をうける。

記憶…問題練習、明記め世話。

? 評価委員 男女各 1名教科で分ける。
学習した内容から1間テス トを提供する。

解答し、各自の自己評価に資する。

〔考え方〕

の

徒

ハ
ロ
生

統

た

己

れ

自

と

一



0 学級掲示委員 (4名 ) 喩委員長璃会   。各班で学習内容確認
轟的は家庭学習へ藝発展をうねがすため、  Q学 留態度    G鹸 習総議
教科一週間分の中から問題を作り叉、教   o生 活態度の反省 。教えあい

0 ひとりの問題を、一つの問題を、みんなの     班ごとの話しあいで一言づつ反省し、明日
問題として解決していくためには、単に答    の努力目標をきめる。
を教える、教えてもらうだけのことではな  ② 復習バズ
い。何でもいえる学級ムー ドの中で自分の     「 今から復習バズを始めます。」
意見を聞いてもらい、人の意見を聞き、補     「 お願いします。 J
い、討議する中で、集団成員個人の思考を    0 最初は個人でしばらく自習。
高め、創造性を向上させ学力を高めながら    o 班で確かめあう。質問、解説、教えあい。
学習の方法を身につけていく実践の指導で    0 -間 テスト、解説
なければならない。 「 これで今日の復習バズを終ります。」
0 復習バズでは、できる子ができない子のた     「 ありがとうございました。」
めに一方的に犠性や奉仕が要求されるなら    教師の指導は態度的なもの組織的なものの指
ば、その学習は低いものと考えられる。能   導と連絡事項が主である。
力に応じた最高の学習をみんながすべきで   反省と今後の問題点
あって、「 みんなのためにJと 言うまえに、  ① 自主性を養うためには最初は活動のしやす
まず自己形成のきびしさがなければならな     いドリル的問題がよい。
い。学習のために自分をきびしくしていく   ② むだ話、楽をするもの、つまらぬ内容の話
中で、集団利益と一致し、自然に、できな     しあいにならぬよう気をつけること。
い子をほっておけない相通じるしくみを考   ③ 進行がおそくなりやすい。

師よりあたえられた問題を掲示して方法

や質問に答える。この中からも小テス ト

を行なう。毎日の各教科の予習復習の連

絡もする。

(4)留意点

える必要がある。

0 そのためには

の復習バズである。

計 画

①生活バパ ②復習バズ

0     10     20     39     なければならない。

0整理テス ト

o明 日への予習 0教師指導
0宿題の確認  0連 絡

1買 序
① 今日の反省

④ 全員がなれあいになり、きびしさを欠くこ
とがある。

と考えず、これは教科学習の発展的なもので

あり、ひいては家庭学習へとつながるもので

尋れが難習鋳学習み、うながる一っの大きな

できない子・・・内容の理解、まとめ方に力を   ⑤ 自分勝手な行動、自分だけ先へ進む者への
そそぎ相談しながら学習方法     指導をよくする必要がある。
を身につけていく。 ⑥ 教師自身の問題

できる子…・・。同じ授業をうけながらも重要     毎日の授業反省こそ一番大切である。
項量の要約、構造化 し、解説     o 目標は明確に示しているか。
ができる力をつくり30分学 1    0 重点をよく把握させているか。
活を期待 しての高度な仕事が     o ひとりひとりをよく生かしているか。
要求されているわけである。      0 話しあいが高められるような工夫をし

この二者がノミズ学習により話 しあいされ、 ているか。

その学習する気持が相通じ、その能力なり     o 復習バズが自主的に行えるだけの手だ
に評価し、評価され反省する必要がある。 てはしているか。

この評価のための表現の場が後学活 30分     この復習バズは当然これだけを単独なもの



〔考え方〕 (反省と課題の確認 )

(″点 検)

生徒への具体的指導について

(1)50分授業を 45分にして 30分 を確保す
るから放課後ではない。
l発
生が教える補充学習ではない。

(2)必要性について
◎ 家庭学習を助ける o 宿題のや り方

0 まとめ方
。 暗記の しかた
。 自分で評価する

学習の しかたがはっきりわかる。

勉強の仕方、能率の上る学習方法がわからな

いから、家庭で何をどう調べたらよいか、方

法がわからない。

役割をはたし、個人の学力を向上させ、同時

に相手をみとめ、尊重し、友達の問題も自分
のもの、みんなのものとしてとらえ、望まし

い人間関係が向上すると考えられる。

解消しFみんな学力が向上するのだ。
0 覚えたことをはや く復習するので効果は、
大きい

0 授業中のわからない所を、はっきりさせ
て家へもち帰れる。

O 班の中で遊ぶ子を作 らないように、みん
で話しを出しぁぅ。むだ話 しや、勝手な

ことをする原因になるから。
o 班員の質問には、よく答え、親切に教え
よう。自分もよく整理でき役立つ。

(3)一 日の流れ

どれかができないと

歯車は回らない。

すると勉強がいゃに

なり学校が面白くな

い。

生徒の反省と声

よいと思うこと

自分が どの程度おぼえているか話しあいを

すればよくわかる。

きらくに話せるし、教えてもらぇる。

教えあいによって誰とでも伸よくなれる。

授業中わかりにくい所でも復習バズならょ

くわかる。

きらいな教科も教えてもらって、かかり臨

したので好きになった。

(の 国漱もったことがきちん と襲理でき儀。
わからない所や勉強の仕方が、その鍾の か

ちによくわかってよい。

家で勉強がしやす くなった。

復習バズがなかったら、私はたぶん家では

あまり勉強 しないと思う。復習バズがある

から家でそのつづきができるし、一問テス

トがあるから、復習もよくするようになっ

た。

0 困っていること
① どうしてもむだ話しが多くなる。
② クラブ活動の時間が少くなるから困る
(冬時間のとき )

③ 自分勝手なことをする人がいる。
④ 学習委員や評価委員はもっと活動してほし
い。時間ばかりかかって進まないから。

⑤ その日の反省に時間がかかり学習時間が不
足する。

どうしてもできない子、わからない人がい

るとき困る。

私の話 しをきいてくれない人がいる時。

問題点

生活の反省がどうしても形式的に流れやす

い。 といって根本的に討議するには学習も

あるし、時間が不足である。

(4)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

⑨

⑥

⑦

(5)

①
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② 学習担任教師が指導するため、態度的なも
のは指導できても、各教科の個別的指導や

進度、発達に応じた指導、助言ができない。

③ 班でどうしても基礎学力不足のために、つ
いていけない子の指導が必要である。

④ 家庭的、社会的、又は身体障害のために、
伸びる可能性をもちながら学力の劣ってい

る子をどう指導していくか。この具体策が

必要である。

5.短学活の改正とその実践
上記反省に立って、特に③と④に焦点をしぼ

り、学級組織に支えられて授業への不参加者や

落ちこぼれる子を作らないことや、色々の障害

によって充分に学力を伸ばしきっていない生徒

たちへの具体策を立てることこそ、同和教育本

来の姿であるとして、バズ学習方式をとり入れ

て、その実践にとりくんだ。

(1)生徒の実態把握

生徒ひとりひとりを教師全員がしっかりと把

握し、何が原因で、どこでつまづいているか等

をつかむ必要があるため、全員に基礎学力調査

実施した。内容は段階的に 5教科を小学、中 1、

中 2、 中 3と 分けて問題を作り、偏差値で期末

テス トと比較して指導の資料とする。

例 0 学力が劣っていると思われるもの。'

(偏差値で表わす )

o 定期テス トの得点カー ドの一部
20  30  40   50  60  70   80

国語

社会

数学

自分の得点を見て偏差値のグラフを作って

みよう。

0 テス ト毎に記入 してグラフを作る。
O 感想文 。 すぐれている教科はどれか

0 不得意教科はどれか

0 その原因は何だろう。
0 学習方法はわかったか。
0 向上しつつある教科はどれか。
。 今後どんな所を努力すべきか。

粗点だけの表示は、生徒を点のためにかりた

てる傾向を助長する欠点を持っている。

各教科毎の比較や成長度を見ることはできない。

また家庭でこれを認知する両親の能力にも著

るしい個人差があり、活用のしかたにも問題点

がある。このため客観性をもって、しかも成長

度がわかり、他教科との比較もできる評価をし

なければならない。

(2)個人調査の作成

特に基礎学力の劣っていると思われる生徒に

は、個人調査表を作成し、個Ell指導に重点をお

き、その発達段階の追跡調査をする必要がある。

O 記入事項の一部 (記入内容 )
① 家庭環境…家族t生活環境、友人関係
② 発育、健康…病気、運動能力、障害

視力、聴力、怪我

健康状態、クラブ活動

③ 性格、行動… (家庭、学校、対尽 環境 )
.等
の不適応の有無、性格

責任感、協調性等の事例

④ 学業欄の一部
得意、不得意、参加度、発達の有無

(3)改正による実践

各調査をもとにして、その教科の復習バズは、

ひとりひとりの発達段階や進度をよく知ってい

る教科担任が、その指導に当るのが一番効果を

上げる。特に学力の劣っている生徒に対 しては

隕
国

語

江性一　△〓

数

学

理

科

音

楽

美

術

体

育

技

術

英

語

合

計

平

均

基

礎

知

能

A 34 28 38 32 34 36 38 29 35 ∞ 4 34 33 56

B 33 40 42 37 43 45 42 44 43 368 41 37 53

C 23 36 42 34 27 31 34 30 290 32 30 34

例

教科名

(偏差値)

６。

　

”

　

Ю

/ ＼
イ

ス一ア

　

内

卜の

容

正負の

数

分

数

不
等
式

月 日 6。 10 7.1 7.16 9.10 0,10

備  考 参加度、態度、協力性

つまづきの原因等具体的に記入

する。
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密度の高い指導ができる1と 考えた。

① 短学活は 30分を全部使用して、組織や方
法は今までと同じ。

② 各教科 (5教科 )担任が時間害1に し,た がっ
て、その学級全行き、班活動についてオ奪

｀
き

にくい生徒、学力の劣らていると思われる

生徒 を重点的に個 Ell指導する。

③ 教師は原則として二人告」とし全員が通れに
あたる。

④ 生轟指導は朝学活に重点的にしぼる。後学
活な学習一本にする。

⑤ 生懸指導の必要ととき、学級会の必要なと
きな学資をやめて30分全部あてる。

例

躍 騒
月 火 水 木 金

教  科 数 国 社 英 理

教 師 名 2人 2人 2人 2人 1人

0 教師一人は必ず教科担任であること。

(4)留意点

教科指導の延長ではない。生徒相互の自主的

な学習の場で劣っていると思われる生徒、特に

同和地区生徒を中心に個別指導を行い、参加度

を高めバズ学習によって期待される効果をより

向上させるためである。それは望ましい人間関

係を基盤とした学習を中心に集団向上の中で個

を完成させ、個人の思考を促進させ、相互作用

にようて自■i性を身につけ、1人間尊重め態度を

ね らうている基       ■  1
そうして             ―‐

底辺の生徒の|ねがいをきき、  :
落ちこばれる子をなくし、

ひとりひとりを大事にし、

できない友をほっておけない集団づ くりか

ら手をつな ぐことを知り、生れてきてよか

ったことを感 じる人間関係の中で学力を向

上させていきたい。

6。  おわ りに

バズ学習を進めてから丁度 2年を経過した。

まだまだ初歩的な歩みではあるが「 今の時間に

わからなかったここは、後学活のときにやるん

だ」と生徒の声を聞き、やる気もち、学習への

参加は少しづつであるが高まっている。

叉できない子に対する援助や教師の個別指導

は当然である。みんな揃って前進してこそ意議

があるのだという雰囲気が見えてきた。

今後は生活指導とあいまって学力向上をめざ

し、ひとりひとりがどれだけ伸びたかの評価の

追跡を中′もに、効果的な方法を研究していきた

い。そうして自主性、協調性、創造性を柱とし

て個々のねがいをかなえた人作りに適進してい

きたい。

… 6-
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第 6回全国バズ学習研究集会

柔軟な思考を深めるための

生き生きとした「 話し合い J学音をめざして

滋 賀県神崎郡五 個荘 中学校   数 学研究 部

I.は じめに
コンピューターの開発などによって「 数学 Jは社会のあらゆる分野につかわれている。このよ

うな社会からは、いろいろな変化に対応しうる柔軟な思考力をもった人間の育成が望まれている。

そのためには、学校で学習した数学についての知識・技能・考え方をもとにして、みずから行

動し、思考し、処理していくことが必要で、数学を発展的なものとして見ていける柔軟な思考・

多様な見方・考え方・解決のしかたができ、自分で数学を構成していけるような学習が大切であ

る。授業 l・■、生徒集団・教師・教材の有機的なか わゝりあいの中で成立している。この中で、ど

れ一つ欠けても授業は成立しない。すなわち「 学習するのは生徒である」ということを意識して、

教材のとり扱いを十分考慮し、教材をとり上げる教育的意義が、生徒にも、よく理解されるよう

にすることが重要である。

生徒が受身になって、知識を受け入れていくのではなく、教材に積極的に働きかけていき、思

考の自由な展開をよびおこしていくことができるためには、生徒ひとりひとり、学習集団、教師

が一体となって意欲的な学習態度をもって、生き生きと、自ら進んで学習しようとすることがた

いせつである。

亜を 本校生徒の実態

そのために、まず、学習の主体である生徒の学習に関する意識の実態を調査した。その反応結

果に基づいて、生徒の学習意欲を阻害していると考えられる条件を、原因の所在別に考察すると、

最も多く問題となっているのは、生徒自身の能力や性格などに関するものであり、それに次ぐも

のは、学級集団や個人的な友人関係の影響に関するもの、教師の指導態度や指導力に関するもの

である。

1.生徒自身に関するもの

「 先生に質問するとき、うまく言えない 」、「 宿題をするとき、むずかしすぎる」、「 間

題を調べるとき、むずかしすぎる」、「 話し合いをするとき、なかみがむずかしくて、よ

くわからない」などは、いずれも生徒の能力に関するものであるが、これらが、学習意欲

の阻害条件となっているc40%以上の生徒が、たびたび、または、ときどき、これらの能

力的な、なやみを感じていることになる。

これらのなやみは、生徒自身の素質の問題と考えるよりは、教師の指導法の問題として

反省してみる必要があるように思われる。教師は、生徒がなやんでいるそれぞれの学習場

面での基礎的な能力を、いつ、どのよう1/C伸ばせばよいのか、ひとりひとりについて、特

に学業不振な生徒の指導にあたって、どのように配慮すればよいかを研究していく必要性

がある。
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次に「 先生に質問するとき、はずかしい」、「 問題を調べるとき、めんどうだ」、「
話し合いするとき、はずかしい」、「 テストをするとき、むねが ドキドキして、ょく考え
られないJな ど、性格や情緒・感情に関するものが、阻害の条件となっている。このこと
から、年徒の憚性や撃男1に磨ずる教響の指導■の配膚θD必要性を、改めて感じさせられる。
友人に関するもの

「 話し合いをするとき、人の意見をまじめに聞かないものが多い」、「 テストがあると

き、他人の点を気にしすぎる友だちがいる」、「 問題を調べるとき、協力して調べようと
する気持がない」など、学級の集団、または、個人の影響が阻害の条件となっている。グ
ループ学習をすることは楽しいとい なゝがら、「 人の意見をまじめにきかないものが多い

」について、たびたび、ときどき、両方合わせて50%も あると反応している。
学級という学習の場におけるこれらの学習阻害の傾向は、予想以上であって、いまわし
いといった感じさえおこる。教師は、学級における望ましい社会性の育成と、学習する集
団,本聞関係な考慮しな学習蓄寧づくりをす めゝなければならない。
教師に関するもの

「 宿題をするとき、宿題の量が多すぎてこまる」ということである。このことから、宿
題の機能や性格、量や質などについて改めて検討してみる必要がある。学年の教科担任会
をもって、話し合うことが先決である。

家人に関するもの

「 テストがあるとき、家の人が点について口うるさく言いすぎる」というのがあげられ

点数についての干渉過多は、こどもの学習意欲を阻害するだけでなく、円満な人間育成の

教育にも影響するので、注意すべきことである。

IL 実態改善のための考え方と方法

学習指導のあり方を改善するために、まずせなければならないことは、生徒を前面に立たせ
ることが必要である。それには、小集団学習を取 り入れることが、もっとも効果的であろうと

考えたのである。このことにより、生徒ひとりひとりが、自分の考えを卒直にさらけ出をるよ
うになり、また、みんなが協力して、学習することによって、数学のもつ構成の美しさがわか

り、数学を発展的なものとして、とらえる力が育成されるのではなかろうか。
1.倉1造性の育成と学習する集団について

倉1造的な思考と、集団思考とは、別々な、一致する概念ではないが、よく似た性質をもっ
ていることも確かである。

倉1造的な学習を展開するには、ひとりひとりの独倉1的な考えも勿論大切であるが、「 積極
的に発表し合い、それを生かして新しいものを作り上げるJと いわれるように、みんなが、
それぞれの考えを積極的に出し合い、他の人のアイディアを組み合わせることによって、今
までになかった新しい考えを生み出すことが可能になるということである。創造力とか、発
見する能力は、何でも自分の気づしヽたこと、考えたことを自由に出し合い、討議できる、し
かも、協力的な集団の中で育成されるものである。
2.「 ひとりひとりを大切に」と学習する集団について
日々の授業の中で、教材におわれ、指導計画のずれるのをおそれて、ひとりひとりの生徒
が考える時間を充分にとらないで、すぐに「 話し合い」学習に移ってしまうことがある。い

かにも活酸に、はなやかに見えるけれども、学習に参加していない生徒も多い。数学が嫌い
だという生徒の中には、このようにして何も考えず、作業もしないま にゝ学習が進められる

-2-
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ことに不満をもち、ますます数学嫌いになっていくこどもも多い。

このように、個人思考を、じゅうぶんにさせることは、生徒ひとりひとりに、学習を成立

させる大切な条件である。しかし、この個人思考もその生徒だけのものとして存在しても意

味がなく、集団の中で「 話し合い」学習によって生かされて初めて価値がでてくるものであ

る。すなわち、集団思考といっても、集団が考えるのではなく、集団の中に属するひとりひ

とりが考えを出し合い、それをより合わせて、柔軟な思考を深め、価値あるものを生み出し

ていくことにある。

まず、自分の考えを出し、友だちの考えとつき合わせてみて、友だちの考えに賛成したり、

反対したり、補足したり、修正したりする。この「 話し合い」学習の過程において、自分の

考えが確かめられたり、あるいは変容されたりして、個人の考えが幅広く、深くなり、また、

集団の質も高められるのである。

ひとりひとりの考えが大切にされる集団において、はじめて創造とか、発見する能力が伸

ばされるものであり、また、それによって、ひとりひとりの豊かな人間形成がなされていく

ものと考えられる。

3。 「 話し合い J学習によって、学習する集団に高めるために

学習する集団に高めるということは、ひとりひとりの生徒を真に "学習する主体 "へと育

て上げることにつながる。そのために、生徒全員に、課題意識をもたせ、思考活動を促進し

グループや学級の「 話し合い」学習を通して、課題解決と、科学的な認識に導く集団思考へ

と高めていく手だてを講じなければならない。この場合、学習課題が、教師から一方的に与

えられ、生徒が受身の形で受けとめるのではなく、積極的な授業参加と、「 話し合い」活動

によって、学習課題や、学習のす めゝ方を明らかにし、課題を解決する学習規律を、集団の

ものにしていくことが必要である。

4.生き生きと学習にとりくむ生徒の主体性を求めて

(1)学習課題を自分の課題として、具体的にとらえて、生き生きと学習活動を行なっているか。

(2)学習の流れを理解して、学習をす めゝているか。

(⇒  自分のペースで、それぞれの着想や、手続きに従って学習しているか。
に)い ろいろな考え方や、手続きを比較して、よりよいものを求めていこうとする態度で、学
習を進めているか。

0)自 分の考えを、ことばで述べたり、数学的用語・記号によって、的確に表記する習慣を身
につけようとし′ているか。

などの点から反省し、このような数学学習の素地が、生徒ひとりひとりに育っていくこと、

同時に、このような学習力をもつ学習する集団を育てていくことを願い指導にあたった。

5。 「 話し合い J学習の態度づくり

望ましい学習態度とは、自主的態度 (ひ とりでやってみる )と 主体的態度 (忍耐づよく取

りくみ、力を合わせて協力してやる )と 科学的態度 (く らべてみる )と の統合によって生み

だされる倉1造的態度である。

これらの学習態度を育てる中で、特に、生徒の「話し合い」活動を授業が成立するための

必須条件とし、授業の流れの中にはっきりと位置づけた。授業での小集団 (グループ)は、

各学級で作った 6つがあり、その1つの小集団クま7～ 8人で構成されている。また、「 話し

合い」の内容によって、それが更に2つに分かれ、3～ 4人の小さなグループに編成できる

ようにもしておく。
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(1)「 話し合い Jの場面

1時間のすべてを小集団で実施するのではなく、効果的であると思う場面で使う。
ア.答え合わせ、点検をする場面
イ.課題に対する各自の考え方を出し合い、確認や修正をしながらも課題解決への方向をつ
かむ場面

ウ.友だちの発言内容を注意深く聞いて比較したり、問題点をしぼって焦点化 ウ計画化をンま
かったり、証拠を具体的な裏づ1/jに よって試 した り、いろしヽろな意見を関連的・関係

的に考える場面

0)「 話し合い」の時間
長ければよいというのでなく、思考の継続時間、話し合いの限界、課題の難易を考慮

して、長くても5～ 10分を一応のめどにする。また、話し合いが活発になると、つい話
し合うだけで終るので、各自メモをとる。同時1/C自分の考えたものと、自分で考えつか

なかったものを区別させ、意識化させる。

(⇒  「 話し合い Jのきまり
ア.個人でとりくむとき
171 かならず、自分の意見や考えを書くこと。書けないときや、解決のための疑問点は挙

手して先生に質問する。

“

)自 分で評価してみて、自信はあるか確かめる。
イ.小集団でとりくむとき
171 イミズ長を決める

“

)小 集団の「 話し合い」学習では、かならず自分の意見や考えを述べる。このときは、
反対意見を言わないで、最後まで人の意見をしっかり聞く。

lul バズ長は、「 話し合い」の方向と問題点を明らかにする。

幹 問題点について話し合う。
② 自分の意見や考え方を修正するときや、他人のよい意見を書き加えるときは、赤のボ
ールペソを使うとか、自分の前の意見と並べて書いて、くらべられるようにする。

ウ.学級てとりくむとき
171 指示されたグループが、「 話し合い」の意見・問題点をお互いに交替して発表する。

“

)発 表されたグループの意見について、学級で話し合う。個人的意見を出してもよい。
勧 先生を中心として、その問題の結論を出す。
工.発言をするとき
賛成意見・反対意見・修正意見・補足意見など、他人の意見を充分聞き、発言する訓

練づけをする。

Q 授業計画作成にあたって
授業の計画をたてるにあたって、特に留意しなければならないことは、授業をどのような形
で展開するかということでぁる。
。本質的な教材 一 多様な思考活動ができる教材 一 の構造化をはかること
・生徒の思考パターンを考えること
。生徒に考えさせることと、教師が教えることとを明確にした指導順序を考えること
・教材の内容や特質に応じて、「 話し合い」学習を核とし、一斉学習、個人学習を有機的に組

織づけること

を基本にして考えている。

-4-



(1)事前に、その教材の小学元ごとのシステム・

生徒に渡して、今日の学習する課題や目標・

態度をつくることにしている。

(例 )

Ⅳ 〕

① 関数とその記号 1)

② 関数とその記号(2)

フローチャー トをくみ、それを授業より以前に

内容を把握して、課題意識をもって授業に臨む

(1)「 一次関数」システム・フローチャート

P28

→

A.B
Aのみ

問題形式にして提出する。

学習意欲を高めると共に、倉1造的思考の伸張を目指し、さ
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Ｐ
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、同一

⑤

⑥

練習問題

プ リント

一次関数のグラフ(1)

(2)本質的な教材を「 問題」化し、

生徒に学習への目的を持たせ、

START

P56

診断テス ト シート学習

グループ学習



らに、小集団学習の特性である多様な思考と、それらの統合・発展を望み、ひとつひとつの

まとまりのある教材を「 問題 _1と して生徒に提示する方法をとってみた。

(例 )

円周上にA,B,C
D,Eの 5つの点が
ある。

①これらのうち、 2点を通る直線は全部
でいくつあるか。

l⑥
T『ξF

」 を

らAを通る直線は (  )本

言昌

:Ll i 
通

7つの頂点からひけ

)X7=(  )本 である。

」 i 3 曇 l iL「
を

|～
~…
    2=｀  ノでぁる。

個人 グループ 。学級

②上の円について、 5つの点をそれぞれ

頂点とする三角形はいくつできるだろ

うか。

6人の中から 1人 100ピずつ走る

400ポ リレーのメンバーを組みたい。

走るllE序 を考えると何とおりの組が

考えられるか。

⑤

⑦

個人 グループ 。学級

＼
指導の目標と内容を定めたカリキュラムをもとに、一時間の授業計画を作成するとき、まず
教材をどのような形で生徒に提示するかを決めなくてはならない。そのために、
ア.生徒l・
C学習への目的をもたせ、学習意欲を高める。

イ.多様なアイデアを期待する。
ウ。倉1造的思考の伸張をめざす。
工.思考の幅が広がり、深さが増大することを期待する。
これらの統合発展を考え、「 問題」形式で教材提示をしているが、こ でゝぃぅ「 問題」とは
いわゆるテスト問題ではなく、この「 問題」解決を通して、数学的諸能力を高めることがで

きるものでなければならない。従って、「 問題」は、あまりやさしすぎたり、むつかしすぎ
たりしてはいけない。全員が何らかの考えをもつことができ、しかも堀り下げていくと、数
学の本質的な内容にまで、深めることができる問題が望ましい。

(3) 授業の形態を、生徒の「 話し合い」活動を中心とした集団による学習とする。
「 話し合い J学習といっても、学習をするのは個人であるということを、明確に意識して
いることが必要であるため、上のプリントの例のように、まず、個人で問題を解決しようと
いろいろ考えたことを書き、次にグループでの「 話し合い」に、自分の意見を自由にだし合
い、他の人の考え方も理解して、多様な考え方、発展的な考え方をつかみ、柔軟な思考を養
う。「 話し合い J lrc参加しようとするならば、ひとりひとりが、自分の考え方をまとめない

と話し合えないし、人の意見を充分聞こうとする態度も必要になり、問題意識をもって学習

-6-
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軽)

にとりくむことにな碁。このような考えから、今までは適宣に、「 話し合い」をおりまぜな

力1ら 、授業を進めていたが、この生徒の「 話し合い Jを授業が成立するための必須条件とし

て、授業の流れの中にはっきりと位置づ l―lて、「 話し合い」が中心となる学習する集団づく

りに力を入れている。

生徒の学習活動は、「 問題 Jを解決していく過程をその中心とする。

自ら見しだ暁 問題であれ、それが他から与えられた問題であったとしても、生徒自身が解

決していこうとする意志をもってその問題にたち向かい、その解決方法を見つけようと考え

ていく態度が大切である。自分で考えないで、グループのみんなから、また、クラスのだれ

かからよい考えや解答を聞いて覚えようとする仲FEDがないように、グループの学習係は、グ

ループのひとりひとりから、その答が正しいとか、誤りであるとかは別にして考えた結果を

聞きだして、みんなの前にならべてみて、それぞれの考え方について深く話し合い、考え方

や、解決法を見つけ出していくようにし、心のかよう協力学習をす めゝさせている。

生徒が授業の流れを理解し、生き生きと学習にとりくむ場をつくる。

実祭の授業の展開が紙面の都合でのせられないが、その授業の流れをまとめてみると、

-7-

|~離 生 徒 の 活 動 形態 指導上の留意点

①

問題把握

計画の

段階

0前時に学習した要点を確かめる。

(宿題や質問・システム・フローチャート)

0本時の学習する要点をつかむ。
O「 問題 Jを読んで、内容を把握し、解決の見

通しをつける。

O各自、いろいろな考えで問題解決にあたり、

自分なりの意見をもつ。

一斉

個人

0生徒からの問題

点を重視する。

0前時の学習内容

の理解度を知る

○「 問題 Jを提示

し能力差に応じ

て個別指導する。

②

実行の

段階

0それぞれの考え方や解法・アイデアを発表し

合う。

O友だちの発言内容を注意深く聞く。
0わかるまで質問する。
O無関係と思われる意見を大切にする。

小集団

TT

0発表の秩序に気

をつける。

。結論を簡単にだ

さないようにさ

せる。

③

深化の

段階

O発表したことを「話し合い」を通じて吟味す

る。

O観点を変えてものを見る。
O理解を深めようとする。

↓

報

団

―
―
―

集

―
―
↓

小

O関係的にとらえ

る見方・考え方

を育てる。

O集団思考の深化

④

反省の

段階

0「 問題Jのまとめをする。
0人の考えもとり入れ、自分の思考を確かめる。
Oあ きずに最後まで、ねばり強くとりくむ。

一斉

O補充的な説明を

加える。

O新しい可能性を

開拓する。

◎

練習

の段階

0問題練習にとりくもうとする。
O理解を深めようとする。
Oわかっていること、わかっていないことを明

確にし、もう一度、学習した内容を振り返る

個人 O学習内容の定着

・転移をめざす

0宿題や問題の補

充をする。

①へ

もどる

0本時とまとめと、次の時間の学習内容につい

て調べる。

一斉



皿 小集団の「 話し合い J学習の事rllと 個の変容
(1)中学三年の円の中心角と円周角の関係を調べる問題で一rllを 挙げてみると、問題提示は、
円 Oの 円周上に A, B, Cの 3点をとり、 AB,BO, OC, CAと 順に結ぶ。

① この問題の条件に合 う図を書 こう。 ②この図をみて、結論はどうなるだろう。
③これをいろいろな方法で証明 してみよう。 ④円周 上の点を連続的に移動 してまとめる。
この「 問題 Jの③の証明について、生徒の「 話し合いJの一部を挙げる。

M(数学の学習係 ):自分で考えた証明を発表してください。T君
T:補助線のひき方によって、いろいろ証明できると思うので、
たくさんひいて考えたけれど、これがわかり易いと思うので

説明すると、 OCを Oの方へ延長して、工つの三角形をつく
り、この図のように三角形の内対角の和は、その外角に等し

いということから、円周角の 2倍が中心角だといえた。
K:う ん、ぼくも補助線を引いたけど証明ができなかった。 2度
同じ定理をくり返すのか。

H:私は、BOを 0の方へ延長して三角形を 2つ 作ヽ り、 T君と
同じように考えました。

M:Hさ んは、 T君の考えと同じとして、ちがう考えをした人は、
S:教科書を今は見ないことになったるのやけれど、家で調べた
のでは、AOに補助線をひいて二等辺三角形をつくり証明し
た。

O:私はそれもしたけれど、ち ょつとかわ ったことしたので見て.ノ
HさんのようにBOを oの方へ延長して、もう一本、 Oを通
ってACに平行線をひいたの。このYは錯角で等しいし、

「 話し合い」学習の過程を録音しておいて、実行の段階における発表

し合う一部を記録してみた。また、これらの発言回数を調べて、どれ

だけ主体的に「 話し合い」にとりくんでいるかを調べたり、その発言

内容を質問・解決的・進行的・補足的などにも分析もしてみた。反省

会も開いて、生徒ひとりひとりが評価し合う場ももった。

(2)学習は「 個 Jか ら出発して「 集団 Jに入り、多様な考えに接し質を高めて「 個」にもどるも
のである。「 個 Jの学習が「 集団」によって、ど通まで深化されていくかが重要なことである。
問題解決の過程におlrjる 個と集団とのかかわり合いについては、個がどのような姿勢で学習課

題に取り組むかが、集国の方向を決めていく大切なきめ手になるものであることを再認識し、

個の思考や、行動を変容させるためには、教科の本質と、生徒相互のはたらきかけの二つの面
から考えていくことが大切である。教科の本質からいえることは、課題のもつ要素を教郷が分

析し、課題に対する見通しを、ひとりひとり/ti持 てるまで、具体化し、焦点化してやることが

必要であり、そのために学習の系統をしっかり持ってひることである。そして、学習の各過程
で、できるだけ柔軟な思考・倉1造性を育てることを考えていくべきである。

個と集団とのか わゝりあいについては、生徒相互が、みとめ合い、はげまし合うふん囲気の

中で、個人の考えを書くことからはじめ、それをふとに小集団で討議して深め合い、さらにそ

れを個へかえしたり、学級へ出したりする中で、個や集国が高まっていくであろう。
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第 6画全国バズ学習研究集会

柔軟なノ憩考を深めるための

生き生きとした「 し合い」学習をめざして

滋賀県神崎郡五個荘中学校  数学研究部

I.は じめに
コンピューターの開発などによって「 数学 Jは社会のあらゆる分野につかわれている。このよ

うな社会からは、いろいろな変化に対応しうる柔軟な思考力をもった人FEDの育成が望まれている。

そのためには、学校で学習した数学についての知識・技能・考え方をもとにして、みずから行

動し、思考し、処理していくことが必要で、数学を発展的なものとして見ていける柔軟な思考・

多様な見方・考え方・解決のしかたができ、自分で数学を構成していけるような学習が大切であ

る。授業は、生徒集団・教師・教材の有機的なか わゝりあいの中で成立している。この中で、ど

れ一つ欠けても授業は成立しない。すなわち「 学習するのは生徒である」ということを意識して、

教材のとり扱いを十分考慮し、教材をとり上げる教育的意義が、生徒にも、よく理解されるよう

にすることが重要である。

生徒が受身になって、知識を受け入れていくのではなく、教材に積極的に働きかけていき、思

考の自由な展開をよびおこしていく遼とができるためには、生徒ひとりひとり、学習集団、教師

が一体となって意欲的な学習態度をもって、生き生きと、自ら進んで学習しようとすることがた

いせつである。

Ⅱ,本校生徒の実態
そのために、まず、学習の主体である生徒の学習に関する意識の実態を調査した。その反応結

果に基づいて、生徒の学習意欲を阻害していると考えられる条件を、原因の所在別に考察すると、

最も多く問題となっているのは、生徒自身の能力や性格などlrF_関するものであり、それに次ぐも

のは、学級集団や個人的な友人関係の影響に関するもの、教師の指導態度や指導力に関するもの

である。

1.生徒自身に関するもの

「 先生に質問するとき、うまく言えない 」、「 宿題をするとき、むずかしすぎる」、「 間

題を調べるとき、むずかしすぎる」、「 話し合いをするとき、なかみがむずかしくて、よ

くわからない Jな どは、いずれも生徒の能力に関するものであるが、これらが、学習意欲

の阻害条件となっている。40%以上の生徒が、たびたび、または、ときどき、これらの能

力的な、なやみを感じていることになる。

これらのなやみは、生徒自身の素質の問題と考えるよりは、教師の指導法の問題として

反省してみる必要があるように思われる。教師は、生徒がなやんでいるそれぞれの学習場

面での基礎的な能力を、いつ、どのように伸ばせばよいのか、ひとりひとりについて、特

に学業不振な生徒の指導にあたって、どのように配慮すればよいかを研究していく必要性

がある。
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次に 「 先生に質問するとき、はずかしい」、「 問題を調べるとき、めんどうだ 」、「
話し合いするとき、はずかしい」、「 テストをするとき、むねが ドキ ドキして、ょく考え

られない Jな ど、性格や情緒・感情に関するものが、阻害の条件となっている。このこと

から、生徒の個性や性別に応ずる教師の指導上の配慮の必要性を、改めて感じさせられる。

友人に関するもの

「 話し合いをするとき、人の意見をまじめに開かないものが多い」、「 テストがあると

き、他人の点を気にしすぎる友だちがいる」、「 問題を調べるとき、協力して調べようと

する気持がない」など、学級の集団、または、個人の影響が阻害の条件となっている。グ

ループ学習をすることは楽しいとい なゝがら、「 人の意見をまじめにきかないものが多い

」について、たびたび、ときどき、両方合わせて50%も あると反応している。

学級という学習の場におけるこれらの学習阻害の傾向は、予想以.上であって、いまわし

いといった感じさえおこる。教師は、学級における望ましい社会性の育成と、学習する集

団の人間関係を考慮した学習態度づくりをす めゝなければならない。

教師に関するもの

「 宿題をするとき、宿題の量が多すぎてこまる」ということである。このことから、宿

題の機能や性格、量や質などについて改めて検討してみる必要がある。学年の教科担任会

をもって、話し合うことが先決である。

家人に関するもの

「 テストがあるとき、家の人が点について口うるさく言いすぎる」というのがあげられ

点数についての干渉過多は、こどもの学習意欲を阻害するだけでなく、円満な人間育成の

教育にも影響するので、注意すべきことである。

実態改善のための考え方と方法

学習指導のあり方を改善するために、まずせなければならないことは、生徒を前面に立たせ

ることが必要である。それには、小集団学習を取り入れることが、もっとも効果的であろうと

考えたのである。このことにより、生徒ひとりひとりが、自分の考えを卒直にさらけ出せるよ

うになり、また、みんなが協力して、学習することによって、数学のもつ構成の美しさがわか

り、数学を発展的なものとして、とらえる力が育成されるのではなかろうか。
1.倉1造性の育成と学習する集団について

倉1造的な思考と、集団思考とは、別々な、一致する概念ではないが、よく似た性質をもっ

ていることも確かである。

倉1造的な学習を展開するには、ひとりひとりの独倉1的な考えも勿論大切であるが、「 積極

的に発表し合い、それを生かして新しいものを作り上げるJと いわれるように、みんなが、
それぞれの考えを積極的に出し合い、他の人のアイディアを組み合わせることによって、今
までになかった新しい考えを生み出すことが可能になるということである。倉1造力とか、発

見する能力は、何でも自分の気づいたこと、考えたことを自由に出し合い、討議できる、し

かも、協力的な集団の中で育成されるものである。
2.「 ひとりひとりを大切に」と学習する集団について
日々の授業の中で、教材におわれ、指導計画のずれるのをおそれて、ひとりひとりの生徒
が考える時間を充分にとらないで、すぐに「話し合い」学習に移ってしまうことがある。い

かにも活機に、はなやかに見えるけれども、学習に参加していない生徒も多い。数学が嫌い

だという生徒の中には、このようにして何も考えず、作業もしないま にゝ学習が進められる
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ことに不満をもち、ますます数学嫌いになっていくこどもも多い。

このように、個人思考を、じゅうぶんにさせることは、生徒ひとりひとりに、学習を成立

させる大切な条件である。しかし、この個人思考もその生徒だけのものとして存在しても意

味がなく、集団の中で「 話し合い J学習によって生かされて初めて価値がでてくるものであ

る。すなわち、集団思考といっても、集団が考えるのではなく、集団の中に属するひとりひ

とりが考えを出し合い、それをより合わせて、柔軟な思考を深め、価値あるものを生み出し

ていくことにある。        
‐

まず、自分の考えを出し、友だちの考えとつき合わせてみて、友だちの考えに賛成したり、

反対したり、補足したり、修正したりする。この「 話し合い」学習の過程において、自分の

考えが確かめられたり、あるいは変容されたりして、個人の考えが幅広く、深くなり1また、

集団の質も高められるのである。

ひとりひとりの考えが大切にされる集団において、はじめて創造とか、発見する能力が伸

ばされるものであり、また、それによって、ひとりひとりの豊かな人間形成がなされていく

ものと考えられる。

3。 「 話し合い」学習によって、学習する集団に高めるために

学習する集団に高めるということは、ひとりひとりの生徒を真に "学習する主体 "へと育

て上げることにつながる。そのために、生徒全員に、課題意識をもたせ、思考活動を促進し

グループや学級の「 話し合い」学習を通して、課題解決と、科学的な認識に導く集団思考へ

と高めていく手だてを講じなければならない。この場合、学習課題が、教師から一方的に与

えられ、生徒が受身の形で受けとめるのではなく、積極的な授業参加と、「 話し合い J活動

によって、学習課題や、学習のす めゝ方を明らかにし、課題を解決する学習規律を、集団の

ものにしていくことが必要である。

4.生き生きと学習にとりくむ生徒の主体性を求めて

(1)学習課題を自分の課題として、具体的にとらえて、生き生きと学習活動を行なっているか。
(2)学習の流れを理解して、学習をす めゝているか。
(3)自 分のペースで、それぞれの着想や、手続きに従って学習しているか。

に)い ろいろな考え方や、手続きを比較して、よりよいものを求めていこうとする態度で、学
習を進めているか。

6)自 分の考えを、ことばで述べたり、数学的用語・記号によって、的確に表記する習慣を身
につけようとしているか。

などの点から反省し、このような数学学習の素地が、生徒ひとりひとりに育っていくこと、

同時に、このような学習力をもう学習する集団を育てていくことを願い指導にあたった。

5。 「 話し合い J学習の態度づくり

望ましい学習態度とは、自主的態度 (ひ とりでやってみる )と 主体的態度 (忍耐づよく取

りくみ、力を合わせて協力してやる )と 科学的態度 (く らべてみる )と の統合によって生み

だされる倉]造的態度である。

これらの学習態度を育てる中で、特に、生徒の「 話し合い J活動を授業が成立するための

必須条件とし、授業の流れの中にはっきりと位置づけた。授業での小集団 (グループ)は、

各学級で作った 6つがあり、その 1つの小集団は 7～ 8人で構成されている。また、「 話し

合い」の内容によ

ようにもしておく

って、それが更に2つに分かれ、3～ 4人の小さなグループに編成できる
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(1)「 話し合い」の場面

1時間のすべてを小集団で実施するのではなく、効果的であると思う場面で使う。
ア.答え合わせ、点検をする場面
イ.課題に対する各自の考え方を出し合い、確認や修正をしながら、課題解決への方向をつ
かむ場面

ウ.友だちの発言内容を注意深く間いて比較したり、問題点をしばって焦点化 ,計画化をは
かったり、証拠を具体的な裏づけによって試 した り、いろいろな意見を関連的・関係

的に考える場面

0)「 話し合い」の時間
長けれ1/fよ いというのでなく、思考の継続時間、話し合いの限界、課題の難易を考慮

して、長くても5～ 10分を一応のめどにする。また、話し合いが活発になると、つい話
し合うだけで終るので、各自メモをとる。同時に自分の考えたものと、自分で考えつか

なかったものを区別させ、意識化させる。

(⇒  「 話し合い」のきまり
ア,個人でとりくむとき
l~/1 かならず、自分の意見や考えを書くこと。書ばないときや、解決のための疑問点は挙

手して先生に質問する。

“

)自分で評価してみて、自信はあるか確かめる。
イ.小集団でとりくむとき
171 バズ長を決める

に)小集団の「話し合い」学習では、かならず自分の意見や考えを述べる。このときは、
反対意見を言わないで、最後まで人の意見をしっかり聞く。

勅 パズ長は、「 話し合い Jの方向と問題点を明らかにする。
幹 問題点について話し合う。
0 自分の意見や考え方を修正するときや、他人のよい意見を書き加えるときは、赤のボ
ールペンを使うとか、自分の前の意見と並べて書いて、くらべられるようにする。

ウ。学級でとりくむとき

171 指示されたグループが、「 話し合い」の意見・問題点をお互いに交替して発表する。

“

)発表されたグループの意見について、学級で話し合う。個人的意見を出してもよい。
191 先生を中心として、その問題の結論を出す。
工。発言をするとき

賛成意見・反対意見・修正意見 。補足意見など、他人の意見を充分聞き、発言する訓

練づけをする。

a 授業計画作成にあたって
授業の計画をたてるにあたって、特に留意しなければならないことは、授業をどのような形
で展開するかということである。

・本質的な教材 ― 多様な思考活動ができる教材 一 の構造化をはかること
。生徒の思考バターンを考えること

'生徒に考えさせることと、教師が教えることとを明確にした指導順序を考えること
。教材の内容や特質に応じて、「 話し合い」学習を核とし、一斉学習、個人学習を有機的に組

織づけること

を基本にして考えている。
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(1)事前に、その教材の小単元ごとのシステム・

生徒に渡して、今日の学習する課題や目標・

態度をつくることにしている。

(711)

Ⅳ 〕

単元の見通し

P54
P55

① 関数とその記承 1)

② 関数とその記号(2J一 ――

P59

P60

⑤

⑥

練習問題

プ リント

|二表轟数のグラフイi'

(2)本質的な教材を「 問題」化し、

生徒に学習への目的を持たせ、

フローチャー トをくみ、それを授業より以前に

内容を把握して、課題意識をもって授業に臨む

(1)「 一次関数」システム・フローチャート

問題集

P28

P28

Aのみ

問題形式にして提出する。

学習意欲を高めると共に、創造的思考の伸張を目指し、
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らに、小集団学習の特性である多様な思考と、それらの統合・発展を望み、ひとつひとつの

まとまりのある教材を「 問題 Jと して生徒に提示する方法をとってみた。

(例 )

③円周上に 7つの点
B

A, B, 0, D,

E,F,Gが ある。
これらのうち、 2

点を通る直線は全音

でいくつあるか。

上の図か らAを通る直線は (  )本
ある。したが って、 7つの頂点からひけ

る直線の 順列 は
(  )X7=(  )本 である。

ところが、 Aを通る直線のABと 、Bを
通る直線 BAは 同じ直線であるから、
組合せの数は  ( )

2

◎ 6人の中から 1人 100ぽずつ走る
400ぽ リンーのメンバーを組みたい。

⑦ 走るj瞑序を考えると何とおりの組が
考えられるか。

指導の目標と内容を定めたカリキュラムをもとに、一時間の授業計画を作成するとき、まず

教材をどのような形で生徒に提示するかを決めなくてはならない。そのために、
ア.生徒に学習への目的をもたせ、学習意欲を高める。
イ。多様なアイデアを期待する。

ウ.倉 1造的思考の伸張をめざす。
工。思考の幅が広がり、深さが増大することを期待する。
これらの統合発展を考え、「 問題 J形式で教材提示をしているが、こ でゝぃぅ「 問題」とは
いわゆるテスト問題ではなく、この「 問題」解決を通して、数学的諸能力を高めることがで

きるものでなければならない。従って、「 問題 Jは、あまりやさしすぎたり、むつかしすぎ
たりしてはいけない。全員が何らかの考えをもつことができ、しかも堀り下げていくと、数
学の本質的な内容にまで、深めることができる問題が望ましい。
(3) 授業の形態を、生徒の「 話し合い」活動を中心とした集団による学習とする。
「 話し合い J学習といっても、学習をするのは個人であるということを、明確に意識して
いることが必要であるため、上のプリントのrllの ように、まず、個人でFpl題を解決しようと
いろいろ考えたことを書き、次にグループでの「 話し合いJに、自分の意見を自由にだし合
い、他の人の考え方も理解して、多様な考え方、発展的な考え方をつかみ、柔軟な思考を養
う。「 話し合い」に参加しようとするならば、ひとりひとりが、自分の考え方をまとめない
と話し合えないし、人の意見を充分聞こうとする態度も必要になり、問題意識をもって学習

るあで

一
一
　

・

円周上にA,B,C
D,Eの 5つの点が

①これらのうち、 2点を通る直線は全部
でいくつあるか。

組合せ (1)

グループ・学級

②上の円について、 5つの点をそれぞれ

頂点とする三角形はいくつできるだろ

うか。

グループ 。学級
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14)

にとりくむことになる。こt//Dよ うな考えから、今までは適宜にも「 話し合い」をおりまぜな

がら、授業を進めていたが、この生徒の「 話し合い Jを授業が成立するための必須条件とし

て、授業の流れの中にはっきりと位置づけて、「 話し合い」が中心となる学習する集団づく

りに力を入れている。

生徒の学習活動は、「 問題」を解決していく過程をその中心とする。

自ら見しだ暁 問題であれ、それが他から与えられた問題であったとしても、生徒自身が解

決していこうとする意志をもってその問題にたち向かい、枠の解決方法を見つけようと考え

てしヽく態度が大切である。自分で考えないで、グループのみんなから、また、クラスのだれ

かからよい考えや解答を聞いて覚えようとする仲FEEがないように、グループの学習係は、グ

ループのひとりひとりから、その答が正しいとか、誤りであるとかは別にして考えた結果を

聞きだして¬みんなの前にならべてみて、それぞれの考え方について深く話し合い、考え方

や、解決法を見つけ出していくようにし、心のかよう協力学習をす めゝさせている。

生徒鳶R授業の流れを理解し、生き生きと学習にとりくむ場をつくる。

実際の授業鍮展開が紙面の都合でのせられないが、その授業の流れをまとめてみると、

段階

①

問題把握

計画の

段階

O前時に学習した要点を確かめる。

(宿題や質問・システム・フローチャート)

0本時の学習する要点をつかむ。
0「 問題」を読んで、内容を把握し、解決の見

通しをつける。

O各自、いろいろな考えで問題解決にあた り、

自分なりの意見をもつ。

一斉

個人

0生徒からの問題

点を重視する。

O前時の学習内容

の理解度を知る

O「 問題」を提示

し能力差に応じ

て個別指導する。
0発表の秩序に気

をつける。

。結論を簡単にだ

さないようにさ

せる。

0学習内容の定着

・転移をめざす

0宿題や問題の補

充をする。

②

実行の`

段階

①へ

もどる

生 徒 の 活 動        1 形態 指導上の留意点

。それぞれの考え方や解法・アイデアを発表し

合う。

0友だちの発言内容を注意深く聞く。
0わかるまで質問する。
O無関係と思われる意見を大切にする。
0発表したことを「話し合い」を通じて吟味す

る。

O観点を変えてものを見る。
O理解を深めようとする。

小集団

0関係的にとらえ

る見方・考え方

を育てる。

O集団思考の深化

O補充的な説明を

加える。

O新しい可能性を

開拓する。

0「 問題Jのまとめをする。
0人の考えもとり入れ、自分の思考を確かめる。
0あ きずに最後まで、ねばり強くとりくむ。

0問題練習にとりくもうとする。
O理解を深めようとする。
Oわかっていること、わかっていないことを明

確1/4し、もう一度、学習した内容を振り返る

0本時とまとめと、次の時間の学習内容につい

て調べる。
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③

深化の

段階

|1塩
小集団

④

反省の

段階

一斉

⑤

練習

の段階

個人

一斉



皿 小集団の「 話し合い J学習の事rllと 個の変容
(1)中学三年の円の中心角と円周角の関係を調べる問題で一Jllを 挙げてみると、問題提示は、
円 0の 円周上に A, B, Cの 3点をとり、 AB,BO, OC, cAと 順に結ぶ。

① この問題の条件に合 う図を書 こう。 ②この図をみて、結論はどうなるだろう。
③これをいろいろな方法で証明 してみよう。 ④円周上の点を連続的に移動 してまとめる。
この「 問題」の③の証明について、生徒の「 話し合い」の一部を挙げる。

M(数学の学習係 ):自分で考えた証明を発表してください。T君
T:補助線のひき方によって、いろいろ証明できると思うので、
たくさんひいて考えたけれど、これがわかり易いと思うので

説明すると、 OCを ○の方へ延長して、二つの三角形をつく
り、この図のように三角形の内対角の和は、その外角に等し

いということから、円周角の 2倍が中心角だといえた。
K:う ん、ぼくも補助線を引いたけど証明ができなかった。 2度
同じ定理をくり返すのか。

H:私は、BOを 0の方へ延長して三角形を 2つ 作ヽ り、 T君と
同じように考えました。

M:Hさ んは、 T君の考えと同じとして、ちがう考えをした人は、
S:教科書を今は見ないことにな ったるのやけれど、家で調べた
のでは、AOに補助線をひいて二等辺三角形をつくり証明し
た。

O:私はそれもしたけれど、ち ょつとかわったことしたので見て/
HさんのようにBOを 0の方へ延長して、もう一本、 Oを通

|

lミ

「 話し合い」学習の過程を録音しておいて、実行の段階における発表

し合う一部を記録してみた。また、これらの発言回数を調べて、どれ

だけ主体的に「 話し合い」にとりくんでいるかを調べたり、その発言

内容を質問・解決的・進行的・補足的などにも分析もしてみた。反省

会も開いて、生徒ひとりひとりが評価し合う場ももった。
(2)学習は「 個」から出発して「 集団」に入り、多様な考えに接し質を高めて「 個」:こ もどるも
のである。「 個」の学習が「 集団」によって、どこまで深化されていくかが重要なことである。
問題解決の過程における個と集団とのかかわり合いについては、個がどのような姿勢で学習課

題に取り組むかが、集国の方向を決めてしく 大切なきめ手になるものであることを再認識し、
個の思考や、行動を変容させるためには、教科の本質と、生徒相互のはたらきかけの二つの面
から考えていくことが大切である。教科の本質からいえることは、課題のもつ要素を教≡が分
析し、課題に対する見通しを、ひとりひとりが持てるまで、具体イヒし、焦点化してやることが

必要であり、そのために学習の系統をしっかり持っていることである。そして、学習の各過程
で、できるだけ柔軟な思考 。倉1造性を育てることを考えていくべきである。
個と集団とのか わゝりあいについては、生徒相互が、みとめ合い、はげまし合うふんヨ気の

中で、個人の考えを書くことからはじめ、それをもとに/1・集団で討議して深め合い、さらにそ
れを個へかえしたり、学級へ出したりする中で、個や集理が高まっていくであろう。
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バ E学 賣 ξ肋導 へ の 価 え な お し

井市立東部中学校

<は じめに>
バズ学習の研究 と実践に入って 8年 目の今年で

ある力ち 特に次の二つのことを問題にしている。

第一に, 2・ 3年生の生徒たらにみられるパズ

活動へのi通 リー遍で形式的ななれあい気分である.

授業でも短学活でもバズ活動の形式は要領よく使

いこなすことは覚えたのだが,バズ学習の真髄は,

まだ生徒の心のなかにじゅうぶん根づいていないの

机を寄せあった班の仲間と話しあいはするが,そ

れは授業の場で先生に指示されて話しあわされる

からするのである.生徒自身の話しあいへの必然

的要求に,つ き動かされての発言が少ないのだか

らお座な りめことぼのや りとりになり勝らである。

バズが行なわれていれば,生徒は参加していて授

業は活発そうに見えるが,生徒の王体的な参加と

はいい難い。故にバズ以外の授業場面になると,

ムダ話ゃょそ事をしたりして授業不参加の状態を

暴露してしまうのこれが教師の授業組織力の禾熟

さか らくることは否定できないとして も,そ うい

い切るだけでは問題の解決にならない。バズ学
/Wi

方法に託したわたしたらのねがいを生徒の心のな

かに経験を通して計画的に育んでいくことが大事

であるの

2・ 3年生にとっては,パ ズ学習の意味を問い

直し,構 え直してみることが,生徒にも教師にも

必要であると考えられたのこのような教訓か ら,

1年生には入学当初か ら直ぐにはパズ形態をとる

ことをしなかった。 電ヽ学校での一列体型での授業

をそのまま続けながら,敦師の授業展開の過程で
パズ
｀
活動の要求され′てくるような場面を意図的に

つくっていったのであるのそのなかで教師は,な

ぜバズ学習をするのかという基礎的な問題意識を

確め直してい く自身の勉強を行なっていつた。

第二の問題は,教師襄団の研究体制のことであ

る。生徒数 1500名 ,職員数 50数 名,し か も
年度毎の大量の教師の転出入,教科担任制の大規

模中学校で,全校的な共同研究体制を持続しなが

ら, 自らの意志を結果して実践の蓄積 と研究の深

イヒをはかってひくことは極めて困難なことが多い

のである。

今年度は研究の単位を各学年部会 (特殊学級部

会を含めて4部会 )と し,学年のひとりひとりの

教師の明実な要求をもとにし,学年の教師や生徒

の状況に照応しながら,具体的な共通の実践を問

題にしていくことに重点をおいたの研究委員会や

全体会は,そ の各学年部会の内容を交流し学びあ

っていく場にすることによつて,全 校的な体制維

持に努めてきた。

考えてみれば,わ れわれの研究と実践は一直線

には L昇 していかないものだ。年度の改まる毎に

原点に立ら戻 り,螺線を描 くようにしてなかみを

ふくらませながら,徐 々に前進していくものであ

る。われわれはそうなりたいねがいをこめて今年

の実践と研究に入っていった。
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<3年部会>

l 本 年 度 の 学 年 テ ー マ設 定 の 経 緯
本年度の学年テーマ設定にあたって,現 3年生
は,すでに 2年間のバズ学管を体験してきてける
が,果 して十分にバズ学習が定着したのだろぅか,
定着してぃなぃとずれば, どんな点が定着しでしヽ
ないのか, どこに問題があるのか,再評価してみ
ることが必要であると考え,お互ぃに現状の授業
短学活を交換しわけ》問題点について学年で轟し

合ってみた。

。チャイムと銅時に授業銅始ができない。

・宿題,用具の忘れが多い,忘れてきてもお互い
に注意しあゎない。

・授業に対して積極さがなぃ,無駄話が多いc
e課題を与えればゃる,与 えなければゃらない。
自発性に欠ける。

。
「 きびしさJに欠‡ず,慣れあい釣で依頼心が強
い,「まず自分でJの禁ができていない。
・先生,友達Φ轟多発表をょく闘かない。
・真剣にとりくな資徒と無関心な生徒との経差が

大きいの

。授業の中でぶし合ぃの場面の生かし寿〕深め蒔
めゞ つまくしヽってぃない。
C自 分達の学級をよくしてぃこぅとする自党がう

すく》自分本位のものの考え海をする。

・短学活におしヽては〕 1, 2年 とやってきたヵゞ,
あまり変 りばえしない。 クィズ的なこ之が多しゝ
。課題にとりくむ場合, とりくむ姿勢にも問題が
あるが,班ぁるいは生徒闘に能力差があり,課
題をや りおえるに要する時間が異なる。早 く課

題をやりおえた班は,つぃ無駄轟をしたり,授
業と無関係なことをする。考える材料を与えれ

ば考えるが, 自分から問題意識化し,課題を見
つけて探求してぃくといった意欲に欠けるのが

現状ではないか。

等の数多 くの反省点,問題点がでてきた,要する
に,バ ズ学習の基本的な ,ルールが定着してぃ
ない, とぃって基本的なルールを知 らないわlvjで

はない,llEれ 合い的になってしまって,バ ズ学習
のきびしさに欠けていることと,ひ とりひとりが
自ら進んで,学習活動に参加し,協力しあい,励
ましあってぃこぅとする意欲 (自 発性 )に欠けて

いるという結論に達し,学年テーマを決定した。
「 羹も進え〆で, とぃくもうとt汗 る意ィ数(出 発性 》

を,そ だてるにはどんなでだてを講じ》どぅ1饉 め
たうよひか」

貪 瞬 究 テーマ を進 め るた め の でだ て
毎日の学校隻溝を通して, この学年研究テーマ

をp押し進めてぃくに 1ま , どんな事項に留意し3
対策を講じてぃったらよいのかを協議し, 次のょ
うなま具体的指導のでだてを考えてみた。

(機  隻徒にできるだけ考えさせ,生徒自身が考
えたことは,生徒自身でゃらせてみる。

(動 具体的現状の指導助言。
・教師も生徒の中へ積極的に, とびこんで話
しかけてやり,すこしでもゃろうとする意
欲をもたせるようにする。

(3)形式にとらわれずJ新 しぃ発想をこころみ
るe

幅)1つ σ)目 標興味を持たせるようなてだてを
講ずる。

移)「 自らとりくもぅ」とぃぅ標語を学級に掲
示し,そ の趣旨を十分生徒に話し,あ らゅる
場面をとらぇて指導し,意欲を高めてひく。
上記の事項をもとにして,学年研究テーマを押し
進めていくために,各教師が現状の問題点の話し
合いから,サ ブテーマを個々に設定して実践し記
録した。

3実 践 例 <その 1>
「授業を通して,ひとりひとりの生徒に自ら進ん
でとつくもうとする意欲をそだてるにはどうし

たらよしヽか」

① 現状
3年生になった当初,生徒たらは,い ままで
に見られないほど,意欲的にとりくもうとす
る姿勢を示してくれたが,現在生徒をとりま
く授業,短学活を中心として現状を見るとき
次のような点カサ旨摘される。

“

)一 生懸命にとりくむ生徒と無関心な生徒の
格差が大きい,授業がわか らないためなのか
興味がないためなのか,バ ズのよさが生かさ
れていない。

lEl お互いが影響を及ぼし合 う相互作用に欠け

る,いい面は助け合い,問題点を解決し合お
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い 授業の中で話し合いの場面の生かし万,深
め万がうまくいっていない。

② 実践
。まず教師側の反省から・・・授業のくみ立て

をもう一度考え

直してみる。

・「自らとりくもう」という姿勢を培う試み

係が準蒲問題を提示し,チ ャイムと同時に

テストがあるか ら等々の理由である。そこでもう

すこし事情を聞いてみると,ひ とりひとり実に様

々な壁にぶつかっていることがわかっため

O軒)全 く学習内容がわからずヤル気になれない。

伸)意欲を持って家に帰るぅだがついついヤル

気をなくする。

い徹夜で頑張る日もあれば,全 くという日も

あるムラ気 etc

②「なんか,みんなもはりきると自分もそのペ

ースに乗っらゃうんです」 (M女壼日記 )等

からi固ぢ」指導と, クラスの雰慶気づくりに重

点をおいてみることにしたの

①でいには問題により疑間を言わせ)(全 部わか
らんでなく疑間とわかることの区別 ),疑間がli

っきりしたことを賞揚し, アドバイスする。

い)に まま簡単な ドリル的な学習で下地を作ることを

アドバイスす 4。

をヽ)に iま無理母積み重ねの難しさを体得させる酔 (

一週間続ける )―一 毎 轟コ ソ`コ ソ`とやることの意

義。

②では 5月 )3月 の学級会活動を使って,授業態
度の反省,短学活め活用等についての話し合いな

幾度か持ったc

蒻本気にな電て学べば疑間が出る》疑種]が出な

いような学習は不物じゃ鞍い,疑蝿が解決で

きればよし,次 もという気持 ちがでてくる。

これが燃えるということだ |

。授業に全精力をf傾ける。今日のことは今日の

うらに,短挙活 iま 今日の最愛のチャンスだ |

。班轟標と自己評価9相互評価 (一週間たった

時点
｀
で班礫轟し合いにより4段階 174評価。

以 LOと②に配慮しながら,意欲の持続を意識イヒ

するようにしてきている。ある社1度の意識化 (班

墨記に反省として書く)はできつつありそうだが

そういう意欲の持読が,目 の自なに残るものとして

あれば,よ り持続 も可能なのではないか。

4 実 践 記 録 の反 省 と今 後 の 方 向

個々の実践記録をもとにして,実践内容につい

て交換会を持ら,結果 (成果 )は どうであったか,

何にが問題になっているのか等について,集団討

議の中で確認しあった。

① 成果については,実践の日も浅いので, こ
れといったものは,あ らわれていないが,教
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自雨も1仁秩超も, とも,こ 「自らとりく もう墓 としヽ

う意識は高まりつつある。

② 実践の中での問題点として1ま ,あ らゅる生
活の場面で,無関心,無気力の状態がよくみ
られる参 これについては,そ の原因を追求し
今後の課題としてとりくんでいきたもヽ。

③ 学習計画の共同化をおし進めてしべ 。
④ 集団のみ,個人のみをたいしょうにして実
践をするのでなく,両面より実践指導をしてい

く。

<2年部会>

l 学 年 研 究 テ ー マ 鍮 設 定 に至 る経 緯

(1)2年生の現状 (4月 当初)
2年生は,過去 1年間,パ ズ学習を毎日の授義
短学活をはじめ学校生活全般を通して経験してき

た。 したがって,本来ならば,バ ズの基本的なル

ールや原理については理解されたはずであるが,

現実 lrC ιまなかなかそうはいかなか宅た。 4月 中旬

の現職教育 2年部会において,つ ざのような闘遍
点が明らかにされたの

始業のチャイムが撼っても学習が開始できなしヽ

壼が多い。 ・清掃ゃ係活動が不活発である。 。圏
ですよよいことを言うが実行がとぶなゎなけ。 。課
題に対して, 自分で考えないですぐ人に頼る。 ・
話し合うときと説明を虜くときのけじめができて

いないる 。話し合いに参加しない人がいても庄恵
したり,援助したりする者がいない etc.
これ らの問題点は,既に 1年時においても学年
部会で度々問題にされ,特に力を入れて指導に当
たつてきたことがらであった.が,再びこぅした
問題がでてきたのは,生徒がバズを形式的に受け
とめ,バ ズのよさを自分たらの学習に生かすよう
な努力をしなかったことと,ゎ たしたら教師の指
導法に問題があったと思われる。

② バズのよさをひとりひとりがつかを指導の
てだてとその実践

生徒がバズを形式的に受けとめ,バ ズ活動に至
体的に参加しない最大の原因〔ま,パ ズのよさがひ
とりひとりの生徒につかめていないためであると

わたしたらは考えた。

ところで,バ ズのよさをひとりひとりの生徒に
理解させるためには, どのような指導をしていけ

ばよいのか。このことについて討論を重ねた結聰

教育の原点 Ir_も どって,そ こでパズ
｀
学習を考えて

みることの必要性が問いなおされた。

この実践として,一定期間,一列形態の授業を
実施し,そ こに生じる具体的な問題場面を通して
パズめまさをつかませるととみに,パ ズを実施し
ていくLで生徒ゃ教師が配慮しなければならなぃ

ことが らを追究してぃくことにした。

この具体的な珈法として, まず生徒に一列形態

にすることの意味を理解させた。そしてっ毎日の

授業について反省するための基準となる事項が学

級ごとに決められ〕帰 りの短学活ゃ班日記等に発

表し,ひ とりひとりの:意識を高め合った.
10日 間の一列形態による授業のまとめとして,
生徒がどんな学習形態の授業を望むかをアンケー

ト調査した結果,60%以 Lの 者がバズ形態がよい
と答えた項目は,楽しく勉強ができる。 ・ 自分の
まらがいに気づきやすい義 。自分の考えを発表し
やすい。 ・わからなぃところが蘭きゃすい。 。み
んなと力を合わせて勉強ができる等であったの

つぎに,50%以 上の者が一列形態がよいと答え
た項目は,人に頼らず自分で考える。 ・先生や友
人の議現が聞きゃすぃ。 ・おり目明り醒がょくつ
く。 ・勉強する気持がわく等であった。
また,30%以上の者がバズがょいとも一列形態
がよいとも言えないと答えた項目|ま , 自分があか

ずに勉強ができる。 ・よい考えがうかぶ。 。みん
ながよくわかるようになる等であり,こ れは単に

学習形態だけを変えても生徒ひとりひとしの興味

を持続させたり,わかるような授業になるもので
はないことを意味し,わたしたら教師の指導が闘
いなおされた。

7/1お ,勉強する気持がわくという項目の結果は:
教師の予想に特に反していたcこ れは,バ ズ学晉
で陥 りやすいムダロムダ事の追放が徹底していな

い現状をバズ学習と取 り違えている為 と思われるの

したがって,現状のバズ学習に真のきびしさを
持たせ,ひ とりひとりの生徒が高め合えるような
学級集団づくりをして,本 来のパズ学習のよさを
再認識させることの必要を痛感した。

かくして,学級のひとりひとりが認められ,支
え合える学級集団づくりがバズ学習の基盤になる

ことを再確認し合い,「学級を真の学級集団とし
て高め,ひ とりひとりの生徒が生き生きと学 rig活
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動に参加するためには,どのようなてだてをすれ

ばよいかJを学年研究テーマに決定した。

2 研 究 テーマヘ の 取 り組 みとその実:践 fll

研究テーマヘの具体的な取 り組みとしては,授

業,短学活= クラブ活動,係活動,班生活等学級

集団を高める5つの活動の場を考え,各教師がい

ずれか 1つの場を選び,そ の実践研究をし,研究

過程を具体的に記録し,それを学年会で発表しあ

い,学 び合ってきた。ここでは,短学活における

実践について述べる。

本校で lr■,短学活のねらいの 1つ を授業と家庭

学習との接点として位置づけ,生徒が自王的に学

習のポイントの確認や疑間点の解決に取 り組むよ

うにしているのしかし'現実は,そ の目的が達成

されず形式的な短学活になりがらであった。そこ

で, これを打破すべ く実践研究がおこなわれた。

あるクラスでは,短学活に評価をとり入れる実

践がおこなわれた。これは,ま ず各班ごとに短学

活の内容を話し合わせ,その結果を明記した紙を

til Lに貼 り実施することにした。この結果を各班

ごとに点検評価し,そ れを更にクラス全員で相互

評/1Mし,表に○△×を記入していくら法をとった。
この結果,よ くなった点としては,チ ャイムと

1司時に活動できるようになった。 ・他の班に迷惑
をかける者がなくなった。 ・ムダ国が少なくなっ
た。 0白 王的に学習するようになった。 oお互い

に注意し合えるようになった等であり,全体的に

短学活の取 りかかりや内容は以前に比べて充実し

てきたが,反面,評 i画 を意識して班員がやや消理

的になっている班や表面的にやっているふりだけ

で内容のない班もあり,問題が残されている。

また,別のあるクラスでは,担任が「 よかった

なあと思える短学活をやろう」 という呼びかけを

し,そ の内容 も形式にとらわれず,生徒が望むも
のをおこなわせた。これは,こ のクラスでは「短

学活をやらされている」 という生徒の意識があり,

これを打破しなければ前進はあ り得ないと考えた

からであった。具体的なとり組みとしては,夕」え

ば,従来惰性的に決めてきた抽象的な生活目標を

学習のルールの項目の 1つにしばり,そ れを全体

で達成するようにしむけた。また,全員が持って

いる家庭学習の問題集に全員でとり組むことにし

たぃ

こうした活動の中で,国語の学習係か ら文法が

みんなによくわかっていないという指適があり,

全員で話し合った結果,国語の文法を学習係を中

心に学習することになった。 この結果について,

ある班日記には「学習係の説明はへただったが,

わからないからわかりたいという気持 と,自 分た

らみんなの力で学習しているのだという気持から,

みんな本当に真剣にとり組んだ」とあり,短学活

を自分たらのものとして王体的にとり組む姿勢が

少しずつ見られるようになった。

この「自分たちでやっていこう」という気持は,

クラスの係活動などにも反映し,例えば,清掃係

が清掃状況を点検し発表するなど積極的に活動し

はじめている。

3研 究 を通 して理解 した こと

(1)バ ズのよさは,バズ学習を通してつかませ

ることが大事であること。一一 わたしたらは,バ
ズのよさを一列形態の授業との比較からつかませ

ようとしたが,本物のパズのよさは,実際のパズ

学習の中で「わかったよろこびJ「発言がとりL

げられた満足感」「友のヒントで自分の考えを見

つιすたうれしさ」等の体験をi菫 して得られる。

(2)「バズ」は,書物に書かれている動きのな

い活字ではなく,生徒と教師とが力を合わせて倉J

り出すことができる生き物であることの~~バ ズ
は,手引きに書かれているパターン通りに行なっ

ても常にうまくいくとは限らない。パターンは指

導の 1つのてがかりを示したもので,指導案では

ない。

8)バ ズのよさは,形式を打破して,新しいも
のを倉」り出すことによって生れてくること。

バズを始めた当初はうまくいくが,やがて形式化

することが多い, これは,生徒が一定のレベルに

到達したことを示す尺度とわたしたらは考える。

したがって,形式的になりやすいからパズはいけ

ないと考えないで,形式を打破し新しいものを倉J

り出すような姿勢でとり組んでいきたい。

4 これからの研究の方向
(1)バ ズを短学活9清掃, クラブなど学校生活

のあらゆる場において有効に生かしていくための

指導のパターンを作りだす作業をすすめていきた

い。一一―このためには,すべての教師のどんなさ
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さいな実践をも大事にし,そ れをみんなで学び合
っていく 囲気をつ くりたい。また,こ れは学校
体制として全職員でとり組みたいと考える。

(2)授業を見合って,授業過程についての研究
のてがかりをつかみたい。一―一従来おこなわれて

きた授業交換は,お互いに授業を見合っただけで

十分な総括がなされなかった。そこで,事前に授
業を見合 う硯点をきめて,学年共i壼 の問題i自究が
できるようにしたい。

8)個人の自由意志によっておこなわれている
授業研究を大切にしたい。  現在,実施してい
るもので,例えば,毎時間の学習指導案づくり,

課題ノー ト,社会科ノー ト,評価テスト問題の自

作などがあるが, こうしたひたなきな研究を大事

にしていきたい。

<1年部会>
l 学年部会での実践と研究のあ り方、進め方

(1)学年教師集団の発足とl「
~3時
にバズ学習につ

いての極 く基本的な学習会を もつ。その内容とし

て,バズ学習のことばの意味と基本的形態,授業
における生徒の自己活動の大切さ,ぶつか りあい

の必然 li■ , 自己評li13と相互評価,教師の授業のく
みたて,そ の中の課題の構成 と提示,話しあいの

組織,短学活の考え万あり力をとりあげた。
9)1年 生 (入 F]期 )のバズ学習導入計画をた
てる。パズ学習体制が教師の指導と生徒の要求の

一致していく過程で必然的に倉じりだされてい くよ

う具体的な指導の手だでを学年部会で討議する。

第3週

課題 とバズ移個人

悪者と集藪悪 難

授業の くあたて適

問題点について語

しあう

5月 中旬頃からは全学級でバズ学習体型のとれ

るよう上記のような指導と研究の筋道を確認,実
施する。この過程で学級差 も生じ体着」が揃 うのは

5月 末となる。焦 らず,押しつけず,今迄当然侃
されていた一列沐型の学習のしかたから,パ ズ班

で学習してい くことへの興味を徐々に拡大してぃ

くの

8)1年 学年部会としての i学期の研究計画を
たてるの

① 研究実践のテーマ
学級のすべてのこどもが落伍者とならずに生

き生きと学習活動に参加していけるようにする

には学級担任としていかなるてだてをくめばよ

い の か 。

。「わかる授業」の倉」造

・主体的に学習にとりくめるでだて

。このための学級づくりの進め万

② けf究の方法
・実践記録を書く

・学年部会で検討しつつ理論化していく

。学年研究計画に沿いぅひとりひとりの教師

が個人王題を設定する

この結果殆 どの教師が, 自分の学級を学習集団

に成長させる土台としての班づくり,班活動のま旨

導を軸にした学級づくりに, 自分の追求すべき玉

題を設定していった。

2 バズ学習の基盤がため としての学級集団づく
りの実践と問題点の追求

学年部会でお互いの王題を確認しあった後, ど

の教師 も実践と記録をくり返えしながら,生徒た
ちの生みだす無数の問題の中に入り込んでいった。

寸時を見て克明に書き続けられていく実践の記録
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班長の決定 (短学活時

のみの班 )

授業でも班の形でやれ

なけか生徒と共に考え

あう

入れる時の留意事

項

短学活の相互観察

バズ班の形で授業を始

総る

疑闘点問題点翁 メモ

第 2回 轟の班編成 〔初

ぬてでびさを使藩 )

教室での実践面 教師の学習

第1週

一列体型で様子をみる

短学活の意義について

話をする

バズ学習の基礎

バズ学習での班の

もつ意味

短学活の意義,位

置づけ

第2週

今の短学活の評価を通

して班の必要性が生徒

側からでてくるよう示

唆する

暫定的班を作ってバズ

活動の経験をさせる

バズ班のつくり万

(て びき )

第 1回 目の班編成 授業でバズをとり

第4週

第轟週



は,次 々と印吊Jさ れて学年部会の研究素材として

提供されていった。その討議の中で見出した幾つ

かの問題点を挙げる。

組)学級や班の目標のどれにも Fよ い71e間 づく
りをしたり」という願いがこめられている。そし

てみんながそれぞれの決意を表明している。にも

かかわらず実際にはマイナス的行為がでてくる.

つまり「よい伸蘭づくりをしたい」は実はタテマ

エであって,本音は「楽をしたい,楽 しみたい,

自分さえよければ,学級のことなど自分にとって

得にならない」というところにある。このタテマ

エと本音を鋭く浮き彫りにし,生徒たらに直視さ

せ,のっ引きならぬ状況に追い込み,そ こから班

活動の変革を求めようとした教師の実践がでた。

(21 「 リーードできるしつ力)り し7こ Aを班長そこ選

ばなければ班活動がよくならない」「班長として

の無力ぶり」「班長の指導力の弱い班」「班長の

責任を徹底的に問う」等ということばがでてくる

が, この班長への厳しい要求は,指導の到達目標

として正しくとも》班長の指導性をもって今の班

のよしあしをきめつけることは誤りであろう。

(3)班活動の禾熟さゃ班内の人蘭関係のりがみ

から生徒の中には,班 という集団への失望や逃避

が生ずる。このような個の存在を香定し個を埋没

させてしまう集団でしかない班で, どうしてバズ

学習が成りたつのか。個と個のぶつかりあう場で

個が生かされ得る活動の保証されていく班を倉じる

必要があろう。

14)問題のおきない学級がよい学級でない。人

間どうしのぶつかりあいがあれば必ず問題が生ず

る。それを真正面からとらえ, どのような形での

りこえるか,問題を自身のこととして背負い込む

勇気から成長が芽ばえる。今こそ教師の指導
lL4が

強く厳しく要求されている。その力をつけるため

にどうするか。

さて, 1学期のまとめをする段階でわたしたち

は何をつかんだのだろうか。

① 入門期 (1年生405月 )におけるパズ学
習導入のパターンが確立できそうである。

② 実践記録を媒介にして教師間で自分のかか
えている問題を卒直に出しあえるようになったの

は,教師集団の高まりの一側面である。

③ 与えられた形であったバズ体制を教師も生
徒も新鮮な視角と意欲でとらえ直す機会となった。

④ ひとりひとりの実践記録を検討する時間が

不足し, 自分の実践研究がじゅうぶんに批半」の対

象とな り得ないままできている不満足さが残る。

⑤ 学級の日常生活や班づくりも大卵だが,学
級づ くりの具体的な活動としての授業場面での実

践記録が生まれてこないの

⑥ 実践記録の書き為を含めて現場の教育研究
のあり力進め万がまだ確立されていない。

わたしたらは成果を評価しながらも残された問

題点の追求にとりかかった。夏体みに入った7月

31日 ,わたしたらは自玉的に学年研究会をもっ

た。その場で,次のような問題提起がなされた。
O 学級集団づくり,班活動づくりはいったい

何のために行なっているのか。

。 いったいわたしたらはどんな班活動, どん
な学級集団を望ましいものとして期待しているの

か。

・ わたしたちはよく「 こどもや学級を変革す
る」というけど,そ れはどこまで可能なのか。変

革したと思ったことが, もしかしたら教室の中だ

けの一時飾な適応にしか過ざず,本質的な変革や

人間的成長は学級づくりの枠内では困難なのでは

ないか。し`十そうで ,ま ない。学級生活の中でこそ

こどもは育つのであつ》そこでこどもたらがどれ

くらい自分の力を出しきって生きていくかを指導

していくことこそ, こどへの成長の基本的な場な

のではないか。そのどららと考えるのか。

以上の問題提起は,それぞれの学級づくりの実

践記録に対する批半Jと して受けとめられながら,

記録以後の二つの実践報告をもとにして次のよう

な討議を行なった。

機 「学級集団づくりを何のために行なってい
るのか」などと今さらもらだすなと提案を一蹴す

るだけの理念 も展望 も実践 も不じゅうぶんであっ

たことが反省させ られた。

o ―教師の「ある問題生徒をめぐっての班づ

くリー彼の変革と班の活動―その班が学級全体に

およぼしていく影響―その班の挫折と停滞―自ら

の問題発見」という報告からは,教師の指導と生

徒集団の力の統合の大事さ,あ る目標を達成した

時点での教師の多角的で適切なすきを与えぬ指導

のもちこみ万が強調された。

・  「バズとは単なる ことば・ コミ でなく
人間の心の交流を含む形態である」という認識の
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発見は感動的であり,既成概念の変革を迫るもの
であった。

紙数の制限で害」愛せざるをえないが,学年研究
会が個々の教師の教育実践への認識と姿勢を変え,

成長を保証していく場になりつつある4と fま多 1
学期の成果として評Fn~し たい。

以上から導きだされた 2学期の計画,実践のあ
向は次の通 りである。

① 学級経営や授業研究の理念,実践藩法を学
ぶために学習会 (読書会 )を量J時実施すること。

② 自分の日々の仕事をよりよくしていくため
の必然的な自己要求として実践記録が生み出され

ていくよう努力しあうこと。

③ 学級乗団づくりの目標を聞いたて直すこと。
④ 班づくり,班活動の指導について改めて理
念の追求と実践内容の吟味をすることc

以 Lの計LEl‐ は現在実践のi邑程にあり,そ の成果
の評価には尚早であるが, 16名 の教師集団の意
志で自らを高めあう場を設定できるようになった

こと自体に一つの意義を認めたいと思っている.

<特殊部会>
l 本 校 の 特 殊 教 育 のあ ゆ 率

昭和 42年 4月 , 本校に特殊学級が関設された。
この学級は,精薄とよばれる知恵のおくれた生徒
を対象にそのイ園性ゃ能力にあった教育をしようと

したものである。 ともすれば忘れられがらなこの

生徒たらを卑屈にしないで堂々と胸をはって社会

生活ができるような強くたくましい人間に育てよ

うと願ってできた学級である。開設された当時の

生徒は, 1学 級で 9名 (男 5, 女4)であった。
生徒の知能程度は,‐ IQ75～70が 1名 : I Q69
～60が 4名 , I Q 59～ 50が 3名, IQ49以 下
が 1名で能力にかな りの個人差があった。しかし

家庭環境がよく,親の関心度も高くてまとまりの
ある学級であった.こ の年に市教委から1ヽ薬団に

よる学習指導の研究指定を受け,特殊学級におい
ても授業研究の充実と主体学習や家庭学習の促進

をめざし研究を積み重ね成果をあげた。

昭和 44年 4月 には 2学級となった。この年か
ら精薄の生徒ばかりでなく,担当者が入級の勧誘
をし生徒を集めたためか,問題生徒が多くなった。
数多くの問題生徒がいるため,学級内の 囲気も

粗野となり,教育相談や家庭訪間等で大変であっ
た0指導は,技術・家庭科や音楽科は専任教師が行
なり,他まますべて担任が行なっていた。 このよう
に鬱問題を多く含んだ特殊学級での教育であるた

めいろいろと考えられて現在にいたっている。

愈 現 在 生 徒 の実 態

現在の生徒数は, 1年 1名 (女 ), 2年 7名 (
男 3, 女4), 3年は 8名 (男 5, 女3)で ある。
生徒の知能程度は3 1Q80以 上1名 ,IQ79～
70が 3/74, IQ69～ 60カ 5ゞ名 , IQ 59～ 50
が5名 , IQ49～ 4③ が 2名でかなりの差がある。
学級は 3年をA組, 2年・ 1年をB組 とした2学

級編成であるが,数学,国語,理科の授業の時は
高IQ8名 と低 IQ8名 に分けている。指導は,
英語・音楽・国語・社会・ 7~itJ字・珠算の教科を普

通学級担任 2名 と教頭,教務で行ない,他の教科
をI巳任 A組 1名 ,B組 2名 で行なっている。その
間の担任は,普通学級の指導に行き他学級との交
流をはかっている。

また,こ の5名 で現職教育特殊部会をもうけ,

「全職員の協力による特殊学級生徒の指導」をめ

ざし,定 alj的に研究会を開き発表も行なってきた。
そのためにも,普通学級と区別しないで,学校の
体需1の もとに, 日課も全く同じ歩調で進めている。

教室の位置も普通学級と同じ環境にもどし,環境
づくりにつとめ,「特殊視」から脱皮した。
一方家庭について見てみると拿父子家庭 。母子

家庭・酒舌Lゃ病弱の家庭などで,教育には不熱心
で経済状態も悪く, 10名 が準要保護家庭である。
現在蘭運生徒として指導している生徒は,絨黙
症として普通学級より入級した IQ 93のT00,
欠席,遅刻の多い IQ53の Y・ ■ 情緒不安定で盗
癖のあるIQ57の T・ Q喘 息で病弱な IQ00ノ蓮 。
Sの 3名 である。特に IQ98θ明 00は二年生であ

るが一年生の工学期に入級し,す ぐに絨黙症がな
おり,高 IQのためボス的な存在となり,他生徒
に悪い影響を与えている。問題の多い学級であり,

能力にもかなりの差があるため,生徒たちに恵ま
れた環境と指導を与えて,自 己の力を十分にだせ
るようにしたく日々努力しているの

3 特殊教育におけるバズ学習の実践
特殊学級の生徒の多くは,根 気がなく自己中心
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的に行動しがらである。この生徒たらに「しつけJ

をつけ,僻んだつ勝手l・C行動することのないよう

にバズ学習をi通して,集団の中での個の伸ばし万
をとりあげてみた。

一口にいえば,社会的な態度を養うことを重点
にした特殊教育のあつ蕩であり,「人づくりJ,

「心づくり」をするための基礎がためである。す

なわら,乗団の中で自己を高め,責任をもって行

動できるような生徒にすること,明 るく素直な生

徒に育てることである.

(1)明 るい学級をめざした班づくり

欠席や遅えや無断で帰ったりする生徒が多くて,

担任が家庭訪間をする毎日が続いた。こんな毎日

では教育Φ場とならない。自己の向上をめざし入

級したのであつ蓼特殊人間を育成するため鍛場で

ないことを何度な露い聞かせた。

5月 L匂,短学震時にガヤガヤ話し合っている。

「オイ,学校に来ない人を呼びに行こう」」の声で

あり,明るい学級を協力してつくろうとした声で

あった。この議会に下記の内容について考えさせ

た。

な「 どんな特燿ぎ群級にしたいのか」

。「何のために特殊学級があふのか」

。「特殊学級に入って何を学ぶのか塵

語し合う分がへたな生徒たちであるので個人的

なプレーにならず,励 まし合い協力しあってひと

りひとりを伸ばすことを第一に進え壼長を選ばせ

た。班長が壼員轟名を選びま栗部中学校生徒であ

る気持らを持たせ十分に話し合わせた。話し合い

が深まるにつれて,話 し合う態度が伸蘭づくりへ

発展し,次のような班の約束も決まり,「伺とか

体まないで全員学校に行こう」といういきごみが

生まれてきた。

0だまつていないで,みんなですこしずつ話し

合い自分たらの班は自分たらで作 りあげてい

くようにしよう。

・毎 日一つはみんなのためになることをしよう。

・絶対に欠席や遅亥Jを しないようにしよう。

・ こまっていることは相談して解決しよう。

また,班のひとりひとりが何を考えているかを

つかみとるために簡単な班日記を書いて,毎 日人

の前で読みあう取りきめもできた。人に見てもら

うために,一生懸命努力して書くため,短文練習
にもなった。時には,「オマエ,こ んな字知 らん

かJと なり,「教え合 う」基礎づくりとなった。

(2)短学活での人づくり

始業前 20分 と授業終了後の 25分の45分蘭
を暴れたり3喧 しい状態で過ごしたり,た だ教師
の連絡で終わったのでは, もったいない。心身の

健全な生徒に近づけるためにも,短学活こそ自分
たらの時間として有意義に使い合う場にすること

が必要といえるも短学活の内容を下記のように決

め|かのふれあいを密にしていった。

<朝の短学活>
e遅亥J,欠席を調べ班員の健康を知る。
懸― 理の目標を決め,班の約束が守れ るように

話し合う。

・忘れ もの調べをする。

・計算や漢字の練習を班長中心で行ない,後で

答え合わせをする。

・連絡が守れるように注意して蕎く。

<帰 りの短学活>
・一日の反省 (生活面夢学習面 )を ひとりひと

り述べ班長がまとめる。

・ 目標だおれになった人がいたら,「なぜでき

なかったのか」徹底的 177_話 し合う。

・「生活プ…理 に自己の反省のメモや家庭連絡

を書き握任に見せる。

・尋尋轟σD華諄併書式,連絡を晨義く。

短学活時の生徒分行動は,た とえ I後の低い生

徒においても,人 と接する態度がついてくるよう

に感じられた。その中で教え合い,励 まし合 う姿

が生まれ3学級の心がかよい合 う明るい何でも轟

し合える学級になつていくものである.さ らに,

短学活を充実させるために,次の四つの目標をお

いた。

・一つ教えてもらったら,二つ人に教えよう。

・困っていることは,人に聞いてもらい3 くよ

くよしないで明るく生きよう。

。かくれて悪さをしないでのびのび生きよう。

。人の心を知 り, 自己の心を高めよう①

③ わかる授業=たすけあう授業
何度指導しても,す ぐにあきてしまう生徒 も,

朝の短学活での計算や漢字の練習を通して,一つ

の問題をi自求していく態度が身についてきた。 こ

れは,生徒ひとりひとりにわかるように,教え合
っていく班での協力の結果であり, これが特殊学

級におけるたのしい授業である。しかし,「しつ
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けJは厳しく行なったのわかる授業やたのしい授
業はたすけあう授業から生み出されるものである。

その万法は,間通の内容をよく理解させ生徒にぶ
つける 一→二つの班合同で考える 一→解けなかっ

たら先生にヒントをもらう _→ 班で解いてみる

→ 同じ間通を何度も練習することである。

私がはじめて 15組にはいった時,一年生
は私だけだったけど,今はやさしい人やいろ
んなことを教えてもらえる人 もいるし,私は

さびしくありませんでした。みんなにへんな

ことをいわれないような二年生になりたいで

す。

をかけた。しかし,次の日YoTは来なかった。中
旬,裁の機員打合せの時に》「栗中生四人がケン
カ」勢電議連絡がはいったため,出 かをすたがケン

カでなく, VttTが欠席したとわかり,二人が無断
で呼びに出かιず撥無理やりに連れてくるとこ鰺を

まるがえられたものだった。このころよりYoTを

伸間に入れ′ょうとする班¢活発な動きがみられた尋

―・伸潤にはひろうとしているYど ――

4月 下旬,な おも遅亥」や無断欠席がなおらなしゝ

今までにも何質 も帰 りの短学活の反省で生徒から

のつきあげがあるがなおっていない。ついに轟層

にはい り,一限の学活で,「 Y・ Tを徹底的によく
しよう」とえ亘して話し合ったc生徒ひとりひとり
が,経験を通して,「何のために学校にきている
かJを話し考えさせためi泣 くだけであった。泣き
わめく中にも,友ぬことばが身にしみ3態度を変
えてくれることに期待をかけた。次の日登校。 F
やっぱりきたかJ命声が聞えた。

一・ 行動に変化をし嬢した YOで 一――

最近の YOTは,花だんの水ゃりや道具置場の清
掃など気持ちよくひきうけてくれる。美術の学習

においてよ,粘土で笛やユーモラスなカッパなど
を策」作するようになった。 Y・Tは粘土が好きであ

るので焼成を手伝わせ,作品を校長室や正面玄関
へ表示した。これが担任以外の先生に声をかけて

もらえる結果となり,「また作ろう」と意欲をも
やしたようだった。 5/18, ッ反で陰注》注討を
打つことになり逃げだしたが,注射終了とみても
どったのではっとした。その後 Y・ Tの態度も変ゎ

り,修学旅行にも参加した。 (5/31)一万学習
面においても, 2年生までノー トにぎくことが少
なかったが, 2桁× 1桁の計算を九九表を見なが
ら学習するまでになった。計算がわか らなくなる

と,聞いて解くまでになり, Y・ Tの ノー トは計算
でうまったc

6月 下旬どろから,学校にかぶと虫やくわがた
虫を持ち込みよ友に渡すようになった。このころ

の Y・Tの ノー トは,昆虫採集ノー トに変わり,採
果場所や種類多数蓼時亥Jで うまっていた。採集は

午前 4時半ごろが多く熱心である。時には「先生
の子どもにやると喜ぶこ」 とはこらしげにいい,

おらつきある態度をしめすようになったD

―・ Y・ Tと ともに安定してきた学級――

7月 に入り, YOTは どんな行事にも不安定では

〔E oNttlmSOの 文 )

この文からも問題を解 く態度や班員の心のふれ

あいがついてきたことがわかる.生徒まま, 自己の
能力をよく知っているので,で きそうにない問題
にあたればそっぽをおいてしまうのそのためにも

班の生徒の相互作用が大切であり,生徒と教師の
心のふれあいが必要である。

に)Y,Tを ∽びのびと生活できるょうにしたバ
ズ活動の実践

IQ53の男子生徒 Y・ Tは欠席が多く,人と同じ
ことができなしヽと恥ず力)し がり, どぅはたらき力)

けて も,何 もゃろうとしない。学級の日標 (根 気
ある人づくり,規律ある人づくり,明 るく豊かな
人づ くり,勤労を重んずる人づくり)を めざして
全員で努力しようとする中でブレーキとなってい

る。 4月 上旬K・Tが班目記で,次のような文を書
いたことから, YOTについてみんなで深く考える

ようになった。

YOTは ,よ く遅亥Jを しますが,そ のわけを

聞いてみると,cは んを食べるのがおそかっ
たといいますが,そ んなこと理由にならない

と思います。 0。・ ぼくも前は, Y・ Tと 一緒で

したがいまでは遅亥」もせず学校 も休みません。

Y・Tは人にあまえていると思います.

(K・ Ttt IQ70の 文 )

―一・ YOTを励ますバズ活動の開始――

4月 L旬始業式以来はじめて登校してきた。全

員まらかまえたように「これからこいよ。」 と声
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あるが参加できるようにな り, しかもどんな内容

の仕事,学習にもおらつきをとりもどしてきた。
このひとりの Y・ Tと のふれあいを通して 2学級16

名が,友 と交わ り,友をよく理解してぃくことの
大男さ,特殊学級生徒であるからなにもできない
と思っていたはかなきなどが消えて学級が安定し

てきたようなこのごろである。

4今 4麦 の 問 題 点

特殊学級において も,学校生活の基礎づくりを
するため l・

Cバ ズ学習をとり入れ,現職教育特殊部
会をもうけ学習を深めてきた。まず,は じめなけ
ればならなかったことは, よい学級か らくるよい

友をつくることであった。友からのつきあげ,班
での轟し合いこそ人間づ くりの基礎とな り,生徒
の中から「よくしよう」「よくなろう」の声がで

てこそバズ学習の定着といえょう。今後も下記の

問題点を解決し「特殊学級のバズ学習はこれだ』

と言えるようにしたぃ。

O特殊学級勢亀つ問題点

・家庭でのしつιノや協力に欠ける生徒の指導
専能力差が大である生徒命指導

・ボス的な生徒がいるときの学級指導

・特殊学級生徒の就職指導

O特殊学級におけるパズ学習の問題点

・特殊学級にあったバズ学習のあり万

・問題隻徒が入級した場合のパズ体系のあつ層

・能力差が大で轟る特殊学級での課題の与え方

<校 とめ>
バズ学習は認知と態度の同時学習の原理を基礎

としているが,これはこどもの学習心理に配慮を
おいた有効な学習活動であることは間違いない。

だが,今までの各学年部会の報告にもあったよ
うに,本 校のバズ活動はこどもたらの学習や生活
の場面に必ずしも有効な役書Jを 果しているとはぃ

い難い面が多々ある。

これは一体なぜなのだろうか。

バズ活動を授業場面で有効に組織していく教師

自身の指導力を鍛えていくことが,末 だ不足して
いるのであろう。それと共にバズ活動を,授業の
なかで,班にいかに話しあわさせるかの単純な技
術と経験の問題として猛小化してしまうことがあ

つたり,バ ズによってこどもの指導に関するすべ

てのことがかなえられていくかのように考えてし

まうことはありはしないか。

さらに,バズの有効な組織イヒのために教師のな
すべき必要なことを追求していくと, どう語しあ

うのかの続に,何を, どこで話しあってしま 必要
さがあるかを明確にしなければならぬことにぶっ

かる。それは教師の金力量が投入された教材内容

の研究,そ のなかか ら見鐵される適弱な課題の設
定,そ の課題の位置づけをも含めた全授業過程の

くみたて,ま た,学習する王体者としてのこども
たらの個人としての確立と集団としての成長へ導

くてだて響,教師の教育活動のすべてを抱え込ん
でいく貧1造的な参教育とい う仕事そのものにつな

がっていかざるを得ないのだからバズ学習の指導

場面を部分的にとりだして,そ こだけをいかに精
級 に追求したとして色, じゅぅぶんな効果は得ら

れないだろう。 このことιま今や,「バズ学習菫 と
いう名では包括できないほどに,全国的に多 くの

学校で勢豊かな実践の致々にょって,そ のなかみ

がこやされてきたからと考えてまい。

バズ学膏は,われわれに溝に「 自分の教育への
姿勢Jの問い直しをi菫まってくるものとして,手
離すことのできない教育薄法になつきっていると

いうのが,わ れわれの実感である。
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第 6回 バズ学習研究集会

思考過程を重視した国語科授業の実際

―一―落ちこぼれのない授業を願って

兵庫県尼崎市立日新中学校

堤  智 恵 子

1.はじめに

本校は一昨年以来、授業研究という校内研究テ

ーマのもとに、1思考過程を大切にした落ちこぼれ

のない授業
″
の研究に取り組んできた。おなじ一

つの学校でありながら、私達教師は自分の狭い過

去経験と多分に独善的な考えによって、液ちまち

な授業を進めている。特に中学校においてこの傾

向が強いのではないだろうかιこれは近代授業の

方法に対する教師間のコミユニケーションの欠女ロ

によるものである。こうした幣害を取り除 くため

には、学校全体として、誰でもが出来る、わかる

授業のあり方についての統一的な基本方向を打ち

出すことが必要である。このような願いをこめて

上記の研究テーマを設定したのであるのしかし現

実の授業は教科の特質、それぞれの教師が持つ力

の違いなど、さまざまな条件に支えられている。

この多様な条件に応じて、各教師が形式に落ち入

ることなくその個性を生かしながら具体化してい

くのでなくては真の効果はあがらない。

つまりわかる授業の基本原理をお互いに研究 じ

つ 、ゝ各教師がその特質に応じた授業展開の研究

をしようというのである。

学習というものは、本来きわめて個性的なひと

りひとりの生徒の営みでありながら、学校という

一クラス40人あまりの集団活動という、制約が
ある。こ‐の制約の中で、それぞれの力に応じた思

考を繰り広げ高めていくためにヤよ 許容的な学級

の雰囲気づくりと、望ましいムードの中での人間

関係によって、共に伸びようとする態度が必要で

ある。このような面から学習形態を考えるとき、

一般に行なわれている一斉学習は、学級の中に埋

もれてしまう生徒が多〈なり、積極的な学習活動

も、個人差に応ずる指導も、ともに十分に行なう

ことはできない。そこで一斉学習の欠点を補ない

人間関係を高めると共に質の高い学力を身につけ

させることのできる、小集団学習を学習過程の中

に取り入れ、集団思考によって学習目標をより確

かに、より深く、より速く達成させたい。以上の

ような理由から、国語学習に小集団思考学習を組

みこみ現在実践の途上である。誠に初歩的な実践

ではある力ヽ ここに記録し ご指導を仰ぎたいと

思う。

2.担当学級の実状 (昨年度の実践 )
本校中学 1年のクラス編成は、過去においては

該当小学校の 6年生に基礎教科のペーパーテスト

を行ない、その結果と小学校担任からの内申を合

わせ参考にして実施していた。近年は種々の事情

からこれを排し、 6年生担任からの内申書と、小。

中両校教師の懇談によって行なっている。クラス

編成のあり方は、各学級とも、学力。性格面がで

きるだけ等質になるようにすることが望ましいと

思われるが、現実には大なり小なりの歪みを醸 し

やすいのも現場の実状である。

昨年度国語科教師として担当した 1年生 4ク ラ

スは、このような方法から編成されたものであっ

たが、実際に1亀 A・ B2ク ラスは等質に近い学

級成員、他の 2ク ラスは性格面において、陽と陰

とも言うべき、刻照的なクラスであった。陽の方

をCク ラス、陰の方を Dク ラスとする。

―
‐
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5。 班編成のための準備

本校では、他地区からの転入生以外は、 2つの

小学校からの入学で、クラスのうち半数同志は何

らかの形で顔見知りではあったが、基本集団とし

ての編成には資料が足りないため、当初は 2名ず

つ並んでいる学級活動用の座席を利用し ペアに

よる対話や問答などのコミユニケーション技術の

訓練を行なった。さらにこの5月 上旬までの間に、

成員ひとりひとりの、国語科への関心度 。学力・

発表力・ 性格などを、あるいはペーパーテストで、

または主観的な観察で、さらにはソシオメトリッ

クテストを行ない、班編成のための下準備ともい

うべきデーターを集めた。

4.班編成の実施
a.班学習の必要性
中学生という自我の確立の時期にあたって、

主体性の確立が、如何に人間形成上必要であ

るかを論じ、集団思考。集団活動が国語学習

の主体化に有効、かつ適切であるという班学

習の必要性を説明した。

b・ 班編成の人数 0種類・方法の説明

o人数 4名～ 6名 できれば偶数がよい
男女混合  異質グループ

o方法

ア.生徒の意見を重視する。
イ.教師の意図を重視する。
ウ.生徒の自由意志と教師の助言によって
つくる。

〇 生徒の交友関係の重視であり、楽しい
ムードの醸成にはよいが、私語が多くな

り、班全体が騒がしく散漫になりゃす

し⌒。

④ 学力・ 性格などのバ ランスヵミとれ、均
質班 としてはよいが、お仕 きせの感を与

え、班の運営に歪みができる場合 もある。

〇 理想に近い編成方法、生徒納得のうえ
で、教師の指導助言に、ウエイトをかけ

たほ うが よい。

C.班編成に着手
oク ラス別生徒の希望

等質に近い Aヽ B2ク ラスは、上記方法の

うち③を希望。

陽のCク ラスは⑦を強調。

… 2-

陰の Dク ラスは④を希望。

註

中学生活の出発にあたって、生徒ひと夕ひ

とりの意見を尊重し、今後、気ゃす〈意見

を出させるため、方法の長所 。短所を説明

したのみで、一方的な押しつけは避け、ク

ラスの希望をそのま 入ゝれることにした。

o助言

班編成の方法は、⑦④Oのいずれにしても、
クラスの全員が、落ちこぼれない、お互い

に思いやりを持った編成をすることを強〈

指導 し実施した。

o結果  (編成についての )

積極4生の強い Cク ラスは、予想どおり自習

時などは特に騒々しく、班単位の閉鎖的傾

向も出て、二週間の後、班編成、班学習の

在り方について反省し、問題点を討議した

結果、教師に一任するという生徒の声で、

前記の参考資料をもとに意図的に編成し、

生徒の意見̀も 加え一部修正して班学習に再

出発 した。

なおこのクラスは、最初は活気がありすぎ

て、小集団学習の基礎的な躾けには苦労じ

たが、 1学期の後半くらいから非常に効果
があり、楽しい国語教室を展開することが

できたc

一方消極性の強い Dク ラスは、最初から多

分に教師に依存する傾向が見られ、班編成

も教師一任とは言いながら一応生徒の意見

を聞いたのであるが、反応がなく、最後ま

で班学習の運営には頭を悩ました。このク

ラスはひとりひとりの学習態度は真面目で、

個人学習は熱心であり、班学習のうち、分:

担して辞書を引き難語句を調べるときなど

は、楽しそうにやっていた。

5`望 ましい小集団学習とは
o学習目標に対してひとりひとりが、きびしく

立ち向かうこと。

o積み上げてきた学習方法を発展させること。

o小集団による集団思考の結果をきちんとまと

めて、一斉学習の場で思い明り発表しあえる

こと。

oさ らに質の高い集団思考ができること。



o仲間に理解されずに切り捨てられた意見も大

切にし、結論のほかに話し合いの過程や、小

数意見もつけ加えさせること。

以上を教師がきめ細かに指導し、たえず望ま

しい調和の取れた教室のムードをつ〈り上げ

る労力の中で、学習目標にむかって課題を解

決するために、励げまし合い助け合う人間関

係も生まれ、より自主的な、より創造的な思

考学習が育つものと思う。

6.小集団に組みこむ国語科の学習場面
a.小集団を取り入れる鶴̀点 と態度
ア.教材の性格や内容から考えて小集団思考
が得られるとき。

イ.小集団の学習過程を経た方が、ひとりひ
とりの要求や思考を深めることができると

き。

ヴ 学習課題や作業から考えて、小集団でな

いと獲 られない思考や学習JII練 であるとき。

工.学習の目標から考えて授業構造をはっき
りさせ、いつ、どこで。どのような活動で

学習させるのが効果的なのか、つまり指導

過程の中にどのように位置づけたらよいの

かを考える。

オ.臨時に小集団学習に明り替えるとき。
o生徒が緊張 して学習の雰囲気が固いとき。

o急につまずいて個人思考では問題解決が

しにくいとき6

o学習の抵抗が予想以上に大きいとき。

b.学習場面 (国語科 )

ア.学習計画を立てるとき。
イ・ 文字や語句を調べるとき。

ウ.文章の構成や 。要点や。要約の取り扱い
のとき。

工.主題や要旨をとらえるとき。
オ・ 読書後の感想や意見を出し合うとき。

力.作文の記述前。
キ.作文を推稿するとき。
ク.漢字練習のとき。
ア 小集団学習を取り入れた国語科授業の実際

(文学作品の鑑賞 )

,・ 教材  塔の上の鶏  墓
イレ7纂

b・ 教材の概観

o所    ドイツの片田舎
o時   ビスマルク治下 19世紀後半

o登場人物

ァ.プ ロル=女房に死別した 60過 ぎの政
治好きな男。職業は裁縫屋。

何か偉大なことをやって村に類のない人

間であることを証明し、村長や教師をし

のぎたいという欲望の持ち主。

塔の上の鶏を盗み、村人をあつといわせ

ようとしたが、事実が露見し監獄行きと

なる。このプロルの行為はプロル自身の

偉大さの証明にならず、 19世紀末のプ
ロシヤの人々の意識を映し出す結果にな

った。

イ.夜番のじいさん=怠け者。プロルが悪
事を決行したときは、酒屋にいりびたつ

ていたため首になるが、プロルの言動か

らプロルが犯人であることを突き止め、

復職する。

ウ.ビ スマルク治下の小市民群
(飼い慣らされた人たり

C.問題点
o人間にとって仕合わせとは一体何なのか。

平穏に暮らしているだけで幸偏といえるの

だろうか。

oう わさのでたらめさ。自らうわさの運搬人

になっている民衆の愚かさ。

o人間は何事もない平和が続 くと退屈する。

そしてこれを破ろうとする力を求める。こ

の気持ちがあるから進歩もするのだが、生

きがいと愚かなヒロイズムとを混同すると、

他人に迷惑をかけ、恨みをかうことにもな

る。

o個人は集団と、どういうかかわりを持った

とき人間としての生き方を保障できるのだ

ろうか。

d.学習計画を立てるにあたって
o鴎外訳特有の明快な文章であり、すでに芥

川竜之介のトロッコを学習し、文学作品の

鑑賞についても収り扱ったあとなので、一

読後の自発的直観l的に持った一次感想文を

起点に授業を展開L通 ,読→精読→味読。
と学習を進め、最後に二次感想文によって

ひとりひとりが一次感想と比較臥 学習の

努力、その_Lに立つた意識の渫まりを確か

め、集団で読むことを自覚させ次期学習へ

一 ろ―



の発展的な足がかりにしたい。

o感想文の書き方

ア.何に感動 したか、焦点をつきとめる。
イ。人物の人間性。人生観。処世術などに

ついて意見を持つ。

ウ. 自分をその立場において、自分の問題

として考えてみる。

二 突きとめた主題や、作者の意図 と自分

の感想を結びつける。

e.学習計画
(1)全文通読。一次感想文の作成 (イ固 に々よる

問題点の把握 〕(難語句はプ リントにょる )

(2)文意の想定

o共通課題の発見 (小集団で個々の感想を

もとに話 し合い、めあてをつかむ )

o学習計画   (/」 集ヽ団でつかんだ意見を

出し合い問題点をまとめ、学習計画を立

てる )

(3)内 容の精査 (各段落 。各部分 )

(4)文意の確認 (各場面の読みとりをもとに )

(5)二次感想文の作成。

(6)練習・評価

(7)読みへの発展
f.授業の実際
(1)一次感想の発表および整理 (第 2時 )

.小集団ごとに、一次感想の相互読みのあと、

問題点を話し合い、班毎に意見をまとめて

内容精査の目標をたてる。

註 班別に発表 した問題点を、教師が系統だて、
生徒 と一緒に分類 し、場面 ごとに内容を精

査 し、主題にせまることにきまる。

o全文を 5つの場面に区切る。

ア・ 発端。

イ・ 鶏を盗むところ。

ウ. プロルが盗もうとした動機の

工.村人がプロルに対する批評 と関心の推移c
オ:結末  (事件の解決 )

力.プ ロルの人間像
キ 村人の反応
ク.主題の想定・確認
o生徒の感想文例、男子 2名、女子 2名

○まず感じたことは文がおもしろいことである。

とても読みやすいのである。月のことを擬人

法で表わしていた、塔の上の鶏が生きている
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ように書いているのもおもしろい。でも一番

強く感じたことは、最初から最後まで人間を

風刺しているところである。ただボンャリと

読むとわからないのだが、文をよく注意して

読んでぃくと、人間のどうしようもない短所

が描かれている。その一つはプロルである。

このプロルは自分が有名になりたい、人17Cほ

められたい、村長や教師よりえらくなりたい

という欲望から鶏を盗んだのだろう。もう一

つは村の人のことである。珍 しいことがあれ

ばそれを話題にし、あたりまえになると見向

きもしないのである。 (明美 )

oこの作品で言いたいことはプロルのような生

き方もあるということだと思う。人はだれで

もプロルのように平穏無事に生きていると何

か大きなことをした〈なると思う。ぼく自身

にもこういう気持ちになったことはある。プ

ロルはなぜ、そう思ったとき悪いことをしよ

うと思。っていただろう。犯人のズロルは欲求
不満が強すぎて、 よい悪いの見分けがつかな

かったのかもしれない。 (保彦 )

oなんてこっけいな話だろう。と最初に思った。

自分がただ新聞に載 夕たぬというだけ
‐Q銅

の鶏を盗みに行っただなんて、あきれるとい

うか、驚嘆というべtき か………。このプ壼ル

という人は、きっと監獄へは入っても自分の

やったことを後悔 しなかっただろう。 この文

で言っているのは、人間は生きるために何か

大きなことをしたいと言う念願を持つことが

多いが、いざとなると悪いこととの見分けが

つきにくいということではないだろうか。

(智子 )

oこの文に螢てくるプロルのように、だれでも

人の注目をあびたい、死んでから名の残るこ

とをしてみたいと考えている1/Cちがいない。

ただそれを実行するか しないかである。プロ

ルが政治好きでなかったら塔の上の鶏など盗

まなかっただろう。また村の人が、変った奇

快なできごとなら初めだけ好奇心を傾注 し、

慣れてくるとす ぐ冷淡になるというのも、ぼ

くたちの心と一尋普だとかもう。  (安 吾 )

イ.感想文の整理 (男子 1′ 9人・女子 20メ沖 )

∴(油は二次感想に取りあげている人数

①プロルについて反応したもの (行動。心理)



(3)話 し合いのようす
T 作者はこの作品でプロルという人物の言動や、
それに対する村人たちの反応をとおして、何が

言いたいのか班で話 し合ってまとめなさい。

o9班 の話 し合い  男子 5人、女子 2.人
A.プ ロルの方か ら話 し合います。 Bさんか ら。
B゛ 人間は大きなことができなくても真面目なの

がよい。ということ

男子 17人 (19人 〕女子 15人 (19人〕
②村人について    (人 間性。人生観 〕
男子 る人 (7人 )女子 6人 (10人 )

③表現のおもしろさ (文体 )
男子 0人 女子 5人

④夜番のじいさんの疑念  (行動 。心理 )
男子 2人      女子  (1人 )

⑤主題 。作者の意図にふれたもの

(自 分の生き方への反省 。決意 )

男子 2人 (13人 )女子 1人 (10人 )

⑥プロルの愚行に対する警察の尋問。

男子  0人 女子 1人。

⑦監獄の中でのプロルの心境とその後の生き

方 。

男子1人 (4人 )女子 0人 (6人 )

③プロルの女房を取り上げたもの

`男子 2人 女子 1人 (3人 )

⑨作者の他の作品を読みたい。

男子  (1人 )女 子  (5人 )

(2)第 6時、文意の確認の学習展開

o目 標 プロルの言動 と村の人々の反応をとお
して、主題にせまらせる。

C.い くら自分がしたいからと言っても、人の困
ることをしてはいけない。ということと、人間

は別に目立たなくてもよいということ。

A.わたしも、人の困ることをしてはいけなし、
というところは一緒ですが、目立たなくてもよ

いというのとちがいます。みんながそう思った

ら人間には進歩がないのとちがいます力、

しばらく間
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o学習展開

生 徒 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

導 入 o本時学習事項の確認 o前時の学習事項を想起させ関連をもたせな

がら、本時にはいらせる。

/LX TE〕
量「

~

体 習
2う)

展 開

o文意の想定

この作品中プロルという人

物の言動や、村人の反応を

とおして作者は何か言いた

いのか考えまとめる。

fatv

村人の反応

o各 自が発表 しやすいようにノートに書かせ

る。  (教 師机問巡視 )

個 学
別 習
8分

o小集団で、各 自がまとめたノー トをもとに

話 し合い深めさせる。 (教師班指導 )

小 学
集
団 習
15分

o班別に発表 し合い全体で思考し、たしかめ

させる。 (教師の指導助言 )

全 学
体 習
17分

o全体で話し合いたしかめた学習を反復し、

自分のと比較し赤鉛筆で修正、補足させる。

(教師机問巡視個別指導 )

学
習

分

個
別

結 び o本時のまとめ

o次時の課題を知る

o教師の指導 学
習
幼

全
体

イ .



D.ぼ くらでも退屈だったら何かしたいと思うの
とちがうか。普通の人はよいことをしようと思

うけれど………

E.ぼ くもそう思う。人間は平穏無事に暮らして
いると何か大きなことがしたくなると思う。そ

のとき悪い方へ伸びないで人の役に立つことを

しな〈てはいけないということ。

A.ど うまとめたらよいですか。
D. いまのEく んのでよいと思う。
A。 それでは Eく んの、人間は平穏無事に暮 らし

ていると何か大きな目立つことがしたくなると

いうことと、

その時、世の中のためになることをするべきだ。

にします。

註 司会 Aは、文学鑑賞の面では程度が高〈、思
考も深い女生徒であるが、や 遠ゝ慮がちであ

ることと、司会者であることなどから、人間

の積極的な生き方についての問題に触れなが

ら、突っこみが足らずここでは発展させなか

ったが、全体学習のとき、この問題に対して

よい発表をし全体をリードした。

06班の話し合い 男子 2人 女子 2人
F. 村の人々の反応について、Gく んから、
G.いつでも世間の人は、何か話題がもちあがる
とキャーキャーうわさをして、ときには人を傷

つけたりするのに、時がたつとすぐ忘れてまた

違うことに夢中になるということ。

H・ わたしも一緒で、何もないときは平然として

いるが、事件がおこったときだけ気にとめる。

そんな見に〈い人間の姿をあわれんでいると思

う。

I・ わたしも同じで一般の人は、珍しいことがあ

るとおもしろがり、すぐ忘れる。人間はよく考

えが変わるということ。

F.ぼ くもみんなと一緒だから、人は事件が起き
ると、関心を示 して騒 ぐが、収まるとすぐ忘れ

冷淡な態度になる。にします。

註 この班では、うわさの無責任さについては一

話題にならなかったようである。

(4)第 7時 二次感想文を書 ぐ。
生徒の作品

oこの話はただの童話ではなく、人々に何かを感

じ取ってもらいたいために書いたのだろう。そ

れはまず生きがいだ。人の生きがいについて考
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えてもらいたかったのだ。人はそれぞれ、いろ

いろな生きがいを持っているだろうが、はたし

てそれが自分のず生 1/C取ってプラスになり、しノ

かも社会の役に立つかどうかを、じっ〈り考え

てみなければならないということだ。このプロ

ルのように自信過剰になり悪の動に走ることを

絶対に避けるため17Cも 、またこの村人たちのよ

う1/C何か珍 しいことがあるとすぐ騒ぎ、 しばら
くするとす

‐
くち忘れる。 うわさばかり追っかけま

わしている自分達を反省しなければならない。

そしてプロルのやった結果だけを見ないで、そ

の理由というものを考えてみる必要がある。何

故なら私たちも自信過/11で、プロルと同じよう

な気持ちになることがあるからだ。私は自分を

向上させてくれ社会に役立つ生きがいを見つけ、

楽しい人生を送りたいとおもう。  (智 子 )
o人間はみな生きがいを持ち生活している。もし

生きがいを持たない人間がいたとしたら、どん

なにつまらない暮らしをしているだろう。しか

しまちがった生きがいはいけない。楽して有名

になろうと思うなら悪事を働けばよいが、それ

は真の生きがt/2とは言えない。こつこつと努力

したものだけに偉大なことはやってくる。

ぼくは、この作品を読んで、自分の生きがいを

再認識 し、自分の進む道や、世の中の人の気持

ちなど、いろいろなことがわかった。もっとオ

イレンベルクの作品を読みたいと思う。なんだ

かこの文は、数学や社会の学習より学ぶところ

力ゞ多かったょうな気力ゞした。 (安吾 〕

註 この生徒は特別に数学の得意な生徒である。



(5)一次感想 と二次感想 との比較

筈
梁

学習態度

A.B.C.D
一次感想 二次感想

深まり

○△×彗
学習態度

A.B.C.D
一次感想 二次感想

深まり

○△×

一Ｄ ①⑤ ○ C つ

一
(D △

①② ①⑤Э ○ ⌒じ ①(3Э ○

①④ ①⑥⑦ △ A ①⑤⑥Э ①②⑥ ○

A ①⑤ ①②⑤ ○ A ① ①②Э ○

④ C)⑤⑦ ○ C ①2) ① △

① C② △ C ① ①④⑦ △

A ①② ①C⑤ ○ つ

一
①Э ×

A ①⑤ ①10(D ○ ① ① X

C ① C② △ ①③ ①∝ ) ○

C ①⑦ aD △ C ① △

A ① ○ C) ①⑤⑦ ○

① ①⑦ × ①③ ①⑤ ○

C ① ①⑤⑦ △ A ①②③ ①②GЭ ○

① ① × ① C②⑤ ○

① ①(D ○ A ①2) ①⑥⑦Э ○

D ① ① × ① ①②⑤ ○

① ⊂)⑤ ○ C ① ①② △

② ①⑤ ○ A ②
一
①②GЭ ○

C ① ①② △ 0 ①③ △

120
|

① ①② △

註 I.①②③……・などは、一次感想の分類による。
II・ 〇 すばらしい深まり △ 深まった × あまり深まらなかった
島 学習態度 A. 人の話をよく聞き、進んで発表する。

B。 人の話はよ〈聞くカミ発表はや 消ゝ極的。

C.発表はするが、話の間き方がまずい。
D。 すべてに消極的で、班にとけこみにくい。
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①②Э

①②D

|                   

´



(6)感想からの考察と反省

a)考察
この感想の資料はCク ラスのものである。

Dク ラスは一斉指導にょうて同じように二

次 。二次の感想を書かせた。 2ク ラスの感

想から言えることは、

⑦ 学習態度と学力の向上とは密接な関係
がある。

④ 上位の生徒については、一:斉学習も小
集団学習も、読み取りの深化の結果はあ

まりちがわなかった。 (ただし、後述の

人間性の深/fヒ 。向上については、具体的

な測定はできなt/hが、小集団を経験した

生徒の方が、優位であると言えるのでは

ないだろうか。 )

◎ 中以下の生徒については、小集団学習
で授業した Cク ラスの方が、読み取りの

深まり、理解度は、質・量ともに高く多

か っ た 。

ということである。

b)反省
私達教師は、学級会活動などの生活指導

の場では話し合いとか、協力とか、人間関

係だとかを、強調 して指導する。しかし同

じ教師がこと教科指導ということになると、

えてしていわゆる学力をあげることのみに

専念し、それが生徒にも反映して、友達を

け落としても自分の成績をあげることに全

力を傾けるようになる。このような状態で

は、
1望
ましい人間関係など生まれるはずが

なく、せっかくの生活指導の効果を教科指

導で、ぶち壊 してt/Sる ような結果にさえな

りやす t/2。 いいかえると従来の一:斉学習で

は個人の成長に重点をおき、集団はどちら

かというと個人の成長の手段的なものであった。

その点、小集団を取 り入れた学習では、

教師 4-■ 生徒 という人間関係のほかに生

徒 /‐一)生徒という複雑な人間関係がつ くら
れる。生徒はノJヽ集団による話し合い1/Cょ っ

て、心理的なF■/tが少ない状態で自由に発

言でき、教師には直接質問 しにくいことで

も隣りの生徒に気軽に質問することができ

る。お互いの話し合いによって、その中の

誰かは正解を出し、それが他の生徒へ、他
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の班へ、さらには学級全員にと発展じ拡大

していく。また、話し合うということは、

自分の意見に対して友だちの意見を聞くこ

とであり、それは賛成 。反対 0質問のいず

れにしても、自分の言ったことに対 して反

応が得られるということは張り合いがでて

〈る。この張り合いが学習意欲を高め、学

習態度を変化 -3~せ る。このことは、上記⑦

④◎の点からもうなずけることであり、特

にOについては、小集団学習にょる中以下
の生徒の学習意欲の高まり、学習態度の変

容による成果であると言えるのではなかろ

うか。すなわち、小集団学習をおりこんだ

教科指導の展開によって、望ましい人間関

係による、学習態度の習得と、より高い学

力との両方を同時に身につ|すさせることが

できるはずである。この点から考えても、

生徒ひとりひとりの全人格的な発達を望む

ためには、生活指導と教科指導とを一体化

した立場で、同じ方法で指導する必要があ

るのではないだろうか。

なか文学作品の一次感想に比べて二次感

想が深まるかどうかについては、諸説があ

るようであるが、少なくともこの授業の結

果としては可成り深まったという結論を出

したい。ただしこの資料は感想の深化変容

プラス、理解の深化変容とも言えるもので、

文学作品の理想的な深まりとはゃ 趣ゝを異

にするかもしれない。何故なら一次感想は

状況の中にぉける生徒の主体的な読みとり

であり、二次感想は他生徒との読みの媒介

によって得た変化であるからである。もし

こうした意味での感想の進歩を知るために

は、他作品の一次感想の読みとりとの変化

を見るべきであろう。

一次感想は読みとりのタイプ、深浅さ、

鑑賞能力、その他によって千差万別である。

なかには相当枠外にはみ出したものもある。

しかし、
嗽
主題は把握するものでな〈接近

するものである
"と
いう文学鑑賞の原理か

ら言っても、多様な読みとりの取り扱いに

は特に慎重でありたt/1。 一次感想を効果的

に授業に反映させるためには、多様な読み

とりを授業によって殺すことのなt/2よ うに、



深め広げながら、生徒の話し合いのうちに、

作品の深部へ近づかせることであろう。

(7)国語科における小集団学習の留意点
ア.特 にリーダーの育成に意を用いること。
イ.リ ーダーは、すぐれた個人に頼りがちに

なりやすい。

ウ・ 教師が聞接的存在になるので、一斉授業

で教師の話を聞く場合の緊張感がうすれ、

友だちの話をいい加減に聞く傾向がある。

工.教師、友だち、何れでも発言していると
きは全員、日を閉じ発言者の方を見るとい

う躾け。

オ.堂 々めくつ C)話 し合いになりやすいので、
教師は全体の場で客観的な確認をし、はっ

きりさせてやること。

力.優秀児のひと
'舞

台にならないように。

みんなで話し合う過程の重視。

キ.モ ラルを高めるためにも、発表は交代で。
ク.話 し合いや、相互批正のときなど、あら
さがしにならないように、思いゃ夕の指導。

ケ.特 lC_遅れた生徒のいる班への特別な配慮
と才旨導。

コ・ 話し合いをしない生徒については原因を

調べ障害を取り除く。予想される障害とし

て 、

①参加人数  ②司会者 との関係
③話 し合いのテーマの難易度など。

サ.遅れた生徒にも個人思考の機会を与え、
一つでもよいから考えさせること、じっと

していても皆が助けてくれるという受身の

気持ちを持たせないように。

シ・ 安易な気持ちでの小集団の取り入れは、

優秀児や意欲のある生徒だけの活動になり

やすいので注意。

ス.一斉学習の場で指導とり|1練を重ね、 (特
にコミュニケーションのしつけ )ある程度

指導技術をマスターしてから取り入れる方

が、効果的。

セ ー斉́学習より、時間を必要とするので、

思いきった教材の精選化が必要。

8.おわりに
本年は 5年生を担当し、小集団思考学習を取

り入れ、相変わらず蝸牛の歩みを続けている。

一斉授業では発言しない 5年生が、小集団学習

を取りこんだ授業場面では、率先して発言して

くれることにささやかな喜びを感じ、共に学ぶ

仕合わせをかみじめている日々である。

― ,一



私 の 問題 意

0 クラスの子どもたちの状況

当時の流行語を示すと ,代表句は次のようだつ

た。

(1)お ら ,知 らねえ

(2)いいこつてや

(3)ダ ンタリンチ

(4)し とうでもねえ

(励 せ一ば 出来るこつてや
つまり ,仲間の行動に対する自分の関わりを

われると「俺知らねえ」と連帯を拒否し,自分
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言動について「君は それでいいのか」と批判さ
れると,「俺のことは ,俺が処理するのだから,

「いいこつて」として ,討議による理性的な向上

を目指さず ,相手を無視するか ,「ダン (だめ),

リンチ (だ )」 と,相手の沫殺 (?)をはかるか

のどちらかであり,「君のなすべき行動をなぜし

ないのか」と言われると「しとうでもねえ」から

と答え ,「それなら,他の人のあの優れた行動を

どう思うか」との問いに対しては ,俺だって「
き

―ば 出来るこつてやJと威張る。
「仲間との連帯の中に弱さを補ない扶けあい ,

お互いの人格を認めあつた上での厳しい相互批判

や討議によつて成長し,又 ,他の偉大な業績に対

しては卒直に尊敬の念を持つ」 …̈・ようなことは

しない孤独な閉鎖的な ,そ して頑迷な ,よ く西部

劇にでてくる悪役の老牧場主みたいな人間像であ

る。

o 状況を切り拓く手がかりは何か
何よりも第一に子ども自身の成長への確信であ

つた。秋の体育祭の前夜 , 駄 気祭り」と称して

私たち教師がお神酒を載いていると ,生徒が呼び

にきた。部屋を出てみると ,ク ラスー番の問題児

……体格もよく運動能力抜群だが ,前の流行語の

もとにもなつている……H夫だつた。泥だらけの

足をしている。そばにいた他の男子が「先生 ,H
夫が ,こ れくれるつけ ,食えてや」「 H夫がとつ

てきたんよ」と日々に言う。教卓の上には ,トバ

スが5,6本 ,やわらかそうな草色の肌を見せな

がら転がつていた。何時か前の学活の時間 ,村の

田んぼ道の散歩にでた時 ,蓮田の倶1を通り,生徒

たちから「蓮の花が咲き終えたときに,トバスが

実をつける。この実がすごくうまい」と聞かされ,

蓮根だけ食べるものとしか知らなかつた私は,生

徒たちに「田舎者らが…・・」などと嘲笑されたこ

とがあつた。あの時のことを覚えていたH夫が ,

校区の二番北端にある自分の家の蓮田から ,今日

のつまみに取つてきてくれたのである。そして ,

私の礼の言葉も聞かないで ,彼は ,机を利用して

ピンポン遊びをしている仲間の方へ走つていつて

しまつた。

「「蜂の子」は食べられる。おいしい高級品で長

野県の特産物だ。」なんて知つたかぶりで生徒に

話した ら ,早速 Iが ,放課後 ,蜂の巣を取 つてき

た。校長室の窓の上の庇にぶ らさがつていたやつ

で ,三階の窓か ら渡り廊下の屋根に降りて ,そ こ

か ら腹ばいになつて手を伸ば して ,も ぎとつたの

だそうである。 (そ の後 ,どこか らか ,二個 ,三

個と持 つてきてくれる蜂の巣の処置に困つた秘ま,

紙につつんで教卓の抽出しに入れておいたところ ,

蜂の子がフ化してしまい ,机の中が蜂の巣と化し

てしまつた。)

この頃 ,K子が班ノー トに書いている。

「……私は ,毎 日F君 には ,は らがたつ。でも

文句ば つかり言 つているF君でも ,い いところが

いつぱいあると思う。今は ,ま だ ,そ のよさが表

われていないようだ。人間誰でも ,良さ ,は ある

と思う。早 くF君のよさが見つかるとよいのにな

あ……。」

トバスを採取してくれた子ども ,蜂の子を届け

てくれた子ども ,こ の子どもたちの心根は優しい。

そして ,仲間を一面的にとらえるのではなく「良

いところ,長所は必ずある筈だ」と求めるK子の

姿勢は ,ま さに ,人の成長を信じるところになり

たつ教育の姿勢そのものである。

私は ,″ 教育の対象″とされている子どもたち

の中に ,私の依拠する拠点を見つけてゆきたい。

子どもたちが ,敬語を使うときがある。日常生

活の会話の中で子どもたちが ,必ず敬語を用いる

場面がある。それは ,自分の父母を含めて ,地域

の大人の発言を引用する時で ,例えば ,

「うちの衆が,いわれたこと……。」とか「M

夫のとうちやんが言わつた (言われた)……・。」

等 が々 ,それである。私は子どもたちのこの習慣
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の中に
〃
地域性″を考えた。

信濃川の下流 ;かつて
〃
芦沼ルと呼ば4た低湿

地帯に生きて,悲惨な衰歌を数多く残しながら

“水〃とのたたかいに心血を注ぎ ,封建制 ,寄生地

主制と続く圧力の下で現代にも残る卓抜な土木工

事を完成させてきた村の大人たち ,そ して一年の

思いを全てこめて ,喜び ,悲 しみ ,皮肉 ,友情を

当意即妙の機智を発揮して歌い踊る盆踊りの大人

たち ,小さな木の道具から綿花と種子を分離し ,

紡ぎ ,布を織りあげていく大人たち ,……この目

に見える村の大人たちこそ ,村の子どもたちにと

つて ,真に信頼し,尊敬する人々だつた。そ灰 ,

現代の子どもたちの間にも ,こ の伝統が継承訥 ,

原初的なものそのままではないにしても ,その信

頼 ,尊敬の念が「敬語」の形で残つているのでは

ないか。

だとするならば ,こ の子どもたちの伝統的な心

情を大切にし ,″ 地域の大人″を学校教育の中に

据え ,そ こから学びとることを再発堀する必要が

ある。その中から「せ一ば ,出来るこつてや」と

言う不遜な考えを打ち砕く,ける」ことの困難
さ ,具体的な手段などを ,子どもたちに ,考えさ

せたい。こうして現状打開の第二を地域 ,父母に

求めた。

第 3に ,職場の教師集団である。当時 10人の

教師たちは ,大体 30代前半のグループと40才

前後のグループからなつていた。そして前者のグ

ループは ,若い ,若いと言われているうちに気付

ぃてみたら

'も

う30も半ばになり,もはや若く

なく,「元気」だけとか「若さ」だけで勝負でき

ない時が来ており ,今までの体験を整理 し ,教育

の科学的な再学習の必要を感じてきており ,後者

のグループは ,教育界の指導的立場に就 く……主

任的位置にあり ,説得的な理論と実践を求めてい

た。

市内最小の学校であり,その点 ,職員間の意志

の疎通はスムーズに行なわれ ,1人 1人の考えや

対立点も,明確になつた。校長は
=教
師用図書と

して数十冊の教育実践書 ,理論書のi購入を認め ,

又 ,先進地域の具体的実践を実際に確かめて来る

ことが必要だとして ,研修旅行に職員を送りれ ,

学習を奨励した。

私たちは ,グループを作り ,或るグループは ,

広島へ ,バズ学習を学びに ,或るグループは ,京

都の同和教育を学び ,さ らに ,或グループは名古

屋へと ,先進地域の実践を学び ,その報告は ,職

場に興奮と討議をまきおこした。そして ,いろい

ろなニュアンスや意見のちがいはありながら,教

師たちは ,

1.学級を集団としてとらえる

2.学習主体を子どもに移す

3.地域ぐるみの教育を目ざす

4.生徒を変革させる教師集団になる

との 4点にまとめられる職場の教育目標に一致し

ていつたのである。

そして,その後,数十日の理論学習会 ,授業検

討会を通して,「そんなことで本当に子どもが変

革されるのか。」「学習の主体が,本当に子ども

に,移つているのか。」「みんなが解つているの

か。Jという価値尺度が ,私たちに常に反省を強

いてきた。

二  実 践 の な か か ら

この実践報告は ,現 3年生に関するものが中心

となつている。私が ,こ の地に転任してはじめて

担任し,3年間持ち上りの子どもたちであり ,1

学年約 70人 ,2ク ラスに分れクラス編成を 1年

次と 2年次に 2度 しており,私は ,1年生の時以

来 ,社会 ,数学 ,英語などを受けもち ,かつ 1ク

ラスの学級担任であつた。

従つて ,こ の子どもたちの全面的な能力の発達

に関しては ,かなりの大きな部分が ,私の責任に

関わつている。
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以下 ,3年間の実践を

(1)学級生活で

(2)道徳の授業で

(3)地域と共に

(4)社会科学習

の 4点か ら, 陣 実に語 らせる」手法で報告 して

ゆきたい。

H学 級生活
継続的に行なわれ ,子どもの生活状況が歴史的

に記録 され ,子 どもの考えが示されている班ノー

トを通 して学級の生活を示してゆきたい。

ノー トに関しては ,次のような観点が必要だと

考えた。

la)生徒の記述について

0 班への建設的な指向がなされているか。
班建設のための問題点の留意 ,障害除去の

提言等 ,自 分たちの班を高める道を求めるこ

とがグループを維持する一つのエネルギーに

なるから。

0 仲間同志の交流があらわれているか。
班のメ ンバーの発言に対する自分の考えの

ような リレー討議の面と ,個人への呼びかけ

の面との 2面を含む。班のメンバー内の共通

議題の討議も又 ,班員の連帯感を高めること

になる。

O 何でも書ける ,特に
〃
個人の悩み〃が書か

れているか。

班の中に ,個人の内心を出せる段階は ,高

度の連帯が成立 しているか ら。

0 充分書きこまれているか。

論理的に思考をきたえる面と ,的確な表現

や豊な情感をもつた文学性の高さを求める面

の 2面がある。

(b)教 師の記述について

0 個人的対話として話 しかけたい。
正面切つての対話のチャンスは数少ないし,

話しかけの出来ない消極的な子どももいる。

それらを補なうためにも ,必要な条件だと思

う。

0 問題を集団へ広めるためのア ドバイスとし
て

一人で悩んでいたり ,ただ ,日説きに終つ

ていたり ,す ることが多い。解決への糸口と

なる具体的な段階の指摘が ,意欲的な次の行

動へ連なりえるから。

0 積極的な論争への挑戦として
〃
たたかい〃は ,班ノー トに緊張と生気を

与える。そして ,メ ンバーを ,共通の広場に

ひきだし,いやおうなしに ,関わりを持たせ

る。ノー トの内容が ,低下してきたときなど

に必要な手段。

{C)班 ノー トから

Y男

今日は ,3年 になつてはじめて班で ,班 目標 ,

個人目標などを話 し合つた。なかなか意見がで

ず ,班内の協力性がなか つたと思う。そのせい

か班の目標を
〃
協力″ときめた。なかなか意見

の出ないぐず ぐずした消極さが目立つた。その

くせ ,こ の班は ,冗談を言 うたり ,ふざけたり

することがたえない。冗談やふざけたりしては

いけないとは言 つていない。学習とのけじめを

つけなければいけない。 Cfbも 同じだけど…・0)

これからは ,2年の時のような幼稚なことを止

め ,気分を一新して
″
協力″をモットーにこの

一班を前進させてゆきたい。

(1)

(2) F子

今日の学活の時間に ,班 目標 ,個人目標を決

めた。わが班は ,「自分で歩む」つまり ,人を

たよらずに自分の力でやり ,前進 ,進歩してゆ

こうということである。私自身 ,班長としてこ

の目標が達成できるよう頑張りたい。
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(3)ノ 1 K子

Hさ んが早 く班かえをしたい ,班長なんか止

めたいと言 つていた。 Hさ んは班長として直さ

なければならないところなんかもたくさんある

と思う。でもいいところだつてある。誰にもそ

ういうところがある。それに今ここで班長を止

めた ら自分の悪いところも直せず ,中と半ばな

形になつてしまうと思うのです。だから ,も つ

と班長を続けていつて悪いところを少 しずつ直

して行つてほしいと思います。

(3)ノ  2 H子

「班長を止めたい ,早く班かえがしたい」と

私は言つた。こんなことをA子さんの前で言つ

てしまつた。その時の青木さんの気持ちがわか

るはずなのに……。私だつて班員の人から「早

く班かえがしたい。」と言われたら「私のまと

めかたや,や り方が悪いのかなあ」と反省して

しまう。本当に A子さんにいやな気持をさせた

と反省している。 A子さんの言うとうりだ私は

中と半ぱで終りたくない。 6班の班長として…

班の 6人がいつしょうけんめい話 し合 つたり

している姿を見るとまとまつているなと自分で

も思う。5班の班長Nさ んにきぃても,「そう

いう時はうれしいよ」と話してくれた。こうい

いう姿が ,毎 日々々の常識となるくらいにした

い。本当に中と半ぱで終らせたくない。

(4)ノ  1 王子

クラスの男子が針金のようなものを先をとが

らせてそれでノー トを切 つたりして遊んでいた。

それで私は ,S君に ,

「ね ,これ作るのが面白い,遊ぶのが面白い?」

と聞いたら,「作るのが面白い」と言つた。何

か私はピンときた。人に迷惑をかけなければ ,

何かの残りで工夫 して作る。そして作るのが面

白いと言うなら ,こ ういうことをや らせてみた

らどうだろう。

(4)ノ 2 E子

今日は,5教科のテストがかえされた。S君

は理科で18点とつた。「おれや ,これ,みん

な出たらめ書いたんで」と言つていた。それは

18点という点数はよい点ではないが ,S君に

してみればうれしかつたであろう。いつも,「

おれ勉強したつてだめなんて」と言つているS

君だが ,理科のテストで ,少し自信がついたと

思う。

(5) MK

「協力」これが私たちの心の中でちやんとし

ていればバズ学習はりつぱに成功する。しかし

6人の班員の中での発表のしあいは発表しょう

と思う前にもしまちがつたら ,も し笑われたら

……・・なんかの不安が前にたつてうまく話せない。

今日も5限の国語の時間 ,私の発表する番であ

つたのに不安が先にたつばかりで ,い つこうに

立てない。情ない話だが ,こ れが私の今の最大

の欠点である。あとに残るのは ,いや～な後悔

だけ ,みんなの前でちやんと話せるようにバズ

がある ,自 分たちのためにバズがあるというよ

うなことがわかつているくせに私は恥しい。神

さまどうぞ勇気を与えたまえ……と願いたいの

が私の今の心境 ,で も神さまではどうにもいか

ないことも ,自 分は自分でコントロールしなけ

ればならないこともちやんとわかつている。

今 ,私が一番しなければならないことは ,自

分で自分をコントロールし勇気を持つてバズ学

習にのぞむことだと思う。

(6)          M男

今日 ,Hが歯を 5本手ばなした。血をおみゃ

げに残して。 Sは ,肩の骨を折つた。かつこう

よく転倒 して。かわいそうだなあ ,め し食えな
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いのだろうか,修学旅行へ行けないのだろうか。

Nさんは,どこが悪いか大分童症だ:||も うみ

んなと話せないのか ;K先生は胃が悪いらしい。

今も苦しんでいるのか。クラスのみんなとなか

よくべんきょうしていたのに……

かわいそうだなあ ;病院のかべも医者の顔も

あきて ,かわいそうだなあ ,

災難なんて ,ばかなことをしている俺と全く

ちがう奴のところばかりいつてふしぎなものだ。

かわいそうだなあ。

また今日も日がくれ夜がくる。そして明日が

来て日が登るけれど俺は何もできない。いつだ

つてどこにいたつて波が来る。にげたい ;に げ

られない ,のみこまれる ,息 もできない ,はや

く去つてゆけ

そしたら岩に根をはるだろうか

鳥がとんでくるだろうか ,は やく出たい。

口 道徳の授業で

昨年 6月 曽野木中学校で ,市中教研の道徳研究

会が開かれ ,私を含めて 3人の教師が公開授業を

行ない ,討議に参加した。私は ,次のような授業

を展開 した。

1.主題 問題生徒中田博文の人間改造

2.主題設定の理由

人が成長するには
〃
固定観念 ″が妨げにな ?

ていることがよくある。狭い地域にあらて「ぁ

いつは小学校の頃からああなんだ」という定評

が固定してしまい ,本人も又 ,「おれは駄目な

んだ」かたく思いこんでしまつている。

この点を切り開くためには ,①人は固定した

存在でなく,成長するものなんだということ②

人が成長するには一定の手だてが必要なんだと

いうことを知らせねばならない。

問題状況は ,誰にでも見える。一応取り組み

もするが ,人が変革されるということは ,容易

ではない。同情や善意だけでは成功しない。た

.しかな人間観にたつて ,集団の力量を発揮させ

る具体的な手だてが必要である。

寒践記録
“
手をうなぐ子ら〃 (全生研)は ,と

くに ,こ の手だてを集団の中で追求 している。
″
問題生徒中出博文 ″の一年間の成長の過程に

は ,人間観 ,連帯感 ,挫折をのりこえる信頼感

など多様な面で問題提起があり ,それを切りひ

らいていつた手だてが示されている。この過程

を追求 し ,各問題提起にとり組む中で ,自 分た

ちの生活をも高める意識を深め ,行動をおこさ

せたい。

3.指導計画

1 中田博文の登場……人格とその形成理由
2 最初の取り組み……班内での解決
3 班追放………………変革できない人格
4 中田に内職を………学習できない学力
5 面倒みきれない……自分まで駄目になる
6 より深いとりくみ J̈注格の分析から具悧ト
7 中田の進路をどうするか

…・0,…学習するとはどういう

ことか

8 高校入試……・……・・中田とクラスと地域と
9 まとめ………………私たちが学ぶこと。
4.本時 学習す るとはどういうことか

(1)目標

0 勉強できないか ら就職という考えを打ち

破りたい。

0 百姓に勉強はいらないという考えを打ち

破 りたい。

0 クラスの根強い取り組みのエネルギーの

源は何か。

O 基本的人権を向上させ るため ,主権者と

して努めるためにこそ学問が必要なんだと

いうことを理解させたい。

(2)準 備

資料
〃
中田め進路をどうするか〃

地域の発言
〃
私と勉強″
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(3)学習過程

生 徒 の 活 動教 師 の 指 導

0前時の確認と第一課題の提示

:信
警
猛

向
}の 2点を明確に出させる

0バズ指導 ,時間の確認

0″ 就職〃
への反対意見を特に留意させる

0半月も続く討論のエネルギーを考えさせる

0地域の父母 ,青年の発言を聞かせる

教師の発間に応 じなが ら経過を確認

0進路決定と理由まとめる

O個人思考か らバズ→班発表

0ク ラスの意見と根拠をはつきりさせる

0資料の回読

0バズ活動

(a)中 田のクラスと我々とのちがい

(b)中 田のクラスか我々が学ぶものは何か

厳しい現実を生きている人々の
″
学習″を聞き

自分たちをふりかえる。

11月 へ入つて ,中田の進路が問題になつてきた。どうしたらよいだろう

中田のクラスは ,ど うしたのだろうか。そこから私たちの考えることは…

地域の人の発言を聞き ,私たちの現状を見つめよう。
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くより手

なければならない。学習しない農民には ,

農業は担えなくなつてきている。

Bさ ん (中堅農民 ,M夫の父)

私たちには ,中等教育が保障されない

時代だつた。初等教育しか受けられなか

つた私たちは ,自分たちで協力し,学習

会を組織し,向学心を満し ,その動きは

今にも続いている。

国 地域 と共に

地域と教育の関わりを重視してきたのは ,次の

ような理由による。

←)子どもたちの全生活領域が ,地域に大きく規

制されている。新潟市郊外の農村地帯であつた

曽野木地区は ,都市への労働力吸い上げと減反

政策の中にあつて ,農業についての未来の展望
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も明確でないまま ,自 治体 ,大企業 ,不動産業

者によつて宅地造成が ,充分な社会資本を投 じ

た生活環の整備もないまま ,あ ちこちになされ

ている。

住民の職業も ,生活様式も ,村落形態も ,変

化 してきている。

そして ,そ の大きな影響は ,当 然 ,子 どもた

ちにも及んでいる。地域の変容を無視 して ,子

どもの姿をとらえることはできない。

(b)地域の歴史を見つめることによつて ,地域そ

のものを築きあげてきた祖先の力 ,智恵の偉大

さを具体的に把握し ,又 ,そ の伝統を継承し現

代を築きつつある父母の営み……・そしてその延

長線上にいるのが私たちなのだということを自

覚させたい。つまり
〃
主権者 〃を具体的につか

ませたい。

(C)当 然のことながら ,子どもの幸福を誰よりも

強く望み ,誰よりも重い責任を負 つている地域

の父母と ,子どもの可能性をとことんまで追求

し ,その現実化をはか り ,全人的な成長を使命

とする教師の連帯なくして ,教育は完うしえな

い 。

次に ,実践を ,次のような順を追い述べたい。

1.教室で

2.郷土クラブで

3.地域バズか ら

(1)1教室そ |

2年生の 2学期 ,H・ Rの時間を含めて10

時間位かけて ,子どもたちと父母がいつしょ

になつて ,地域の未来を考え ,そ こにたつて

子どもたちの進路を考えるというしごとを試

みた。

H題 材  「地域の変ぼうと私たちの進路」
0題 材設定の理由
私たちは ,未来の社会についての一定の予
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測の下に将来の生活設計を し ,進路を考えて

きた。 しかし ,現在農村地帯の中には ,未来

の予測を非常に困難な らしめる状況が生まれ

てきている。 e……中略……将来への確実な予

測を困難にし ,……同じ問題を共に悩みあう

といつた共同体意識を解体 しつつある。この

ような状況の中で ,親が地域社会の中から将

来の見通 しを得て ,子どもに的確な進路の相

談にのつてあげる ,と いうことができなくな

つている。

従つて,進路は,「まあともかく高校を出

てから」とか「子どもの希望を尊重して…・・」

という
〃
情勢待ち〃であり ,結局はランク付

けによる高校配分 (?)が 目標になつている。

こうして形成される人格は , 立身串世主義″
〃
マイホーム主義″…

。・連帯を求めない……

への傾斜を示すことになるのではないだろう

か。一人の市民として ,地域を大切にして ,

地域社会に民主主義を確立するため努力する

……そのような人格の形成を目指し,親と子

と教師が話し合いを深めることが ,将来の進

路を考えるうえで真に大切だと思う。

o 指導計画
1.10年 後の地域を考える    2時 間
2.10年 後の地域と私 について考
える               1 〃

3.地域と私 について父母の考えを

確かめよう            1 〃

4.地域の課題と私の進路を考える 1 〃

四 授業への父母の参加

0 校区内の各地域の父母から ,″地域の10

年後〃と
〃
地域の変ぼうの中で ,子どもた

ちに望むもの〃という2つの課題に答ぇを

出してもらう。

0 子どもたちが考えている
〃
10年後の地

域と私の進路 ″を読み ,疑問点 ,批半J点を

提出してもらう。



0 授業に参加し ,父母の班を組織し,子ど

もたちと一緒に討議しあう。

o父母と共にした学習
0 準備資料 (プ リント)
1 〃 10年後の地域 と私 〃 (生徒作

文)

2 〃10年後の地域と子どもたちに

望むもの〃 (父母)

3 1,2へ の質問

事前に父母 ,子どもに渡 しておいた。

授業に参加してくれた父母……校区各地

域から

農民 5, 労働者 2, 自営 2

授業の展開のあらすじ

父母と話しあつて0
l      KoB

兼業はしても ,ど うして土地を手ばなさない

か ,と いう質問が出た。それを ,お とうさんが

たから ,ど うして土地を手ばなさないかという|

と ,こ こは ,も と沼地だつた:それを先祖代々:

この土地を ,沼から田んぼに作りかえることま,

よういなことではないのだ。それを昔から人々

がこの田んぼに稲を植えて ,その家の生活をさ

さえてきた百姓たちの田んぼをいまさら手放す

ことはできないとつくづく感じた。

2         N・ H

父母をまじえての話し合い

ちよつと緊張ぎみだつた。でも ,と つてもた

めになつたと思う。具体的に言えば ,私の農業

に対する考えが改めさせられたと言いかえるこ

とができる。

私の家は ,先祖代々農業で ,仕事から帰れば

夕食を取つてあとは眠るだけという充実しない

生活や ,家族全体で楽しむということのない毎

日という点で ,農業に にくしみさえわくこと

があつた。でも あの日の父母の「兼業をして
も土地は手放 したくない。我子を放 したくない

ように ,土地も我子以上に愛しているから」。・・

まだたくさん意見はあつたけどその中で最も心

に残つた意見……を聞いて ,おそくまで熱心に

父母が働くのは ,金もうけのためばかりでない

と強く感じられた。

あの日の父母との話し合いを ,私の両親に ,

私の考えも含めて話したら,「お前も農業に対

して少しは解つたようだね」つて言われた。

その時 ,父母の話を聞いてとてもよかつたと

思 つた。

HoW

田んぼをまもつてほしい ということがわか
つた。伝とうある田だから ,はなさないことは ,

ぼくにはわかつた。なぜか ,と いうと ,せんぞ

代々から ,守りつづけてきたものだから ,お れ

たちの代で ,く ずすのも ,も つたいないことが
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ゎか らた。

また ,き かいのたかいのにおどろいた。コン

バイン1台でも70万 もするとは ,おもつても

いなかつた。いかにものうぎようがむずかしい

ということが ,わかるようなきがする。

父母の気持を ,ぼ くたちに ,も つと聞かせて

ほしい。

4      T・ S

話 し合いの中で ,も つとも親の気持がわかつ

たのは ,土地を守つてほしいという話だ。先祖

代 々 ,洪水にあつたときも ,ひでりにあつたと

きも ,がんばつて守 つた土地への愛着心がわか

るような気がした。 しかし ,守れる土地であれ

ばいいが ,市街化地域に指定されたりしたら農

業はなりたたなくな り ,土地は ,住宅地や工場

用地に変つてしまうのではなかろうか。守れば

守れるという状態な ら守つてやりたいが ,守れ

なければ仕方ない。

5          HO I

市街化区域では農地は守れない。を見たとき ,

ふと成田空港のことを思い出した。すわりこみ

で農地を守ろうとしている人 々……あのころは ,

まだテレビを見て ,かわいそうだな と思うだ

け ,私には関係ないだろう と思 つていたが10

年後た つたら ,私の家の農地も ,村の発達のた

めに ,手放されてしまうかも知れない。そんな

ことになつた らどうなるだろうか。農地がなく

なつたら農業だけしかやれない人は ,ど んな生

活をするだろうか。 うちの人は ,

膿 地は売 つても ,そ の金は次々と何かに使

われてゆくから,苦 しくても農地は売らない」

といつていた。

6         K・ N

心に残 つた話は , 障 ぜ ,土地を手離さない

か」についてで ,先祖が切り開き育てて今日ま

で守られた土地だし,その土地への愛着心があ

るため土地は手ばなさないと言 つたことがいち

ばん心に残 つた。やつばりそうだなとは思つた

けど ,今の若い人の中でもこんな考えをしてい

る人は ,い るのかどうか疑間に思う。

今日まで ,先祖 ,父母で守られた土地は ,ず

つとそのままつづけた方が先祖 ,父母もよいと

思うが ,こ れから受けつぐ若い人たちの手によ

つてどう変わるだろうか。

7      K・ I

村に ,な にも残してくれないのかという話だ

となにか残さないと悪いような感 じがした。そ

れと仕事は ,自 分が楽 しんで ,い つしょうけん

めいにや つているというが ,ぼ くたちが見てい

るとそう楽 しんでいるようにはみえない……。

8        MOK

先祖代々か らの ,受けつがれて来た土地を自

分たちの時代 ,子 どもたちの世代で ,手放 した

くないこと。つまり ,子どもの方は ,あ まり上

地への愛着心が強くない。いや弱い ,そんなも

のが感 じられた。自分では ,も う半人前以上に

考え られている。と思 つたが ,ま だまだ一人前

には達せない。一つの心のわくの中にはいつて

いた考え方が ,こ の話 し合いで ,わ くが広くな

つたというか ,視野を広げることができたよう

な気がした。ふだん ,な まいきなことを言 つて

いても ,ま だまだ考えなければな らないことが

たくさんあることに気づいた。親の考え方が古

いなどと心のどこかで思つていたが ,今の私た

ちの考え方では ,ど うしてもできないことが ,

古い ,と いう考えの中にふくまれていることが ,

より以上に ,よ くわか つた。
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9        Y・ K

たいくつしない話し合いだ つた。

父母の話の中で ,少 し複雑なことばがでて来て

わかりにくかつたが ,何となく苦労 しているよ

うにも思えた。

自分たちに親は期待 している。そう思うと何

かしなければと思うが ,ど うした らいいかわか

らない。ただ ,精いつぱい自分なりに ,や るし

かない。こつちか ら ,少 し意地の悪い質問が出

てもすぐ答えられたのは ,き つと自分の場所に

しつかり立つているか らだと思う。そんな立派

な親みたいだが ,や つぱり人間 ,こ つちに不満

はどつさりある。その不満を ,あ の話 し合いの

ように ,暇をとつて ,じ つくり話し合いたい。

私の知らない話を聞いたり ,思つていること

を言いあつたり ,少ない話 し合いの時間をもつ

と多くして ,互いを理解 し合いたい。

R・ N

を手ばなさない」と書いてあつて ,古いと思い,

反対したけれど ,両親たちからの ,土地への愛

着心があり ,必要とあらば ,地域発展のために ,

心よく手ばなすという意見が答えとなつて ,出

てきた。考えてみると ,団地など ,地区のため

に手ばなした。となると ,私たちが勝手に考え

すぎたのではないかと思 つている。

やはり ,さ すが一と思わせる両親たちの意見。

私たちより早 くから ,こ の地区にいた両親の意

見は ,すばらしか つた。 もつともつと ,い ろい

ろと知りたい。そして ,も つと大ぜいの両親の

意見を知りたい。

MoN12

10

ふだん話していてもわからないが ,意外と ,

おとうさんやおかあさんの考えが深いんだなあ

と感心した。私たちが思つていることの ,お く

のおくまでも考えている。そのことは ,やはり

今までの苦しい生活と体験からなつているのだ

ろう。

バズの面からみると ,やはり私たちの方が上

手である。おとうさんやおかあさんたちは ,発

表する人を ,おたがいにゆずりあつていた。そ

れにくらべて私たちは ,いつものバズ学習の成

果もあつてか ,す ぐに発表できた。私たちが ,

親たちに自まんできるのは ,バズ学習のことく

らいだろう。

生徒だけの話し合いよりもおもしろかつた。

1l          K・ A

プリントで見た時の ,両親たちの考え方は ,

古くさいと思つた。例をあげてみると,「土地

話の大部分の意味がむずか しくて ,ち ょつと

意見をまとめるのに苦労 した。

今度やるときは ,かんたんな言葉を使つてほ

しいと思つた。

13      MOS

私は,「私がわからない質問を,どうしてな

のか ,教えてもらおう」と思つて質問を出した

のだが ,返 つてきた答えの説明が ,あ まりむず

かしすぎてよくわからなか つた。父兄の立場に

しては一生けんめい話 しているつもりなのに ,

私には ,よ くわからない。

でも ,なんとなく話していると ,子 どもに対

する親の気持ちがわかつた。

「たまには,こんな親子の話し合いも,いい

もんだなあ……」と,会が終つてから思つた。

13の 2    M`N

父母の言つていることは ,難 しい言葉ばかり

で ,よ く理解できなか つた。父母たちは ,自 分

の知 つているこばかり言 つて ,子どもには ,ち

やんと意味が通じていると思つているかも知れ

ないが ,私たちには ,よ くわからない。それか
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ら,私た.ちが発表しているときに:少し

'お

か

しなことを言うと,グラ・グラ笑う。|でも|;本

当は ,こ んなことは ,別に悪くはないのだ
iと

思

う。   |                  ‐ i

父母と話しあって

14         Y`M

今までのつづきは ,3学期にもう一度取り入

れて 3学期の半ばまでには ,家 じゅうで話し合

いをして ,3学期のなかばごろになつたら ,こ

の間のように話し合いを続け ,も う少し人数を

10人 ぐらいにしてふやし ,どんどん親と私た

ちの会話を多くして親ひとりひとり10年後の

私たちにどう望んでいるか ,家で話し合つた意

見などがあつたらそれを話し合つたり ,私たち

より10才 くらい年上の若い人を入れたり ,

50～ 55才 ぐらいの人などを入れて ,い ろい

ろな意見などを私たちに言つてもらいたい。話

し合う時間も ,も つと多くとつた方がよい。

15         SeN

一言。すばらしからた。こぅぃう大きな問題

は私たちだけで考えてみてもどうしようもない。

先輩の意見 ,今実際に農業をしている人たちの

意見 ,こ れからやろうとしている人 ,私たちの

意見が一しょになつてこそ ,本当の 10年後の

曽野木がどうなるかということに対しての話し

合いが出きるのではないか。

このことが ,こ の会にはあつた。

親が一しょになつて話し合いに参加した。私

たちの質問 ,自 分たちの気持などいろんな話を

してくれた。うれしかつた。親のこの曽の木へ

の愛情 ,田んぼは ,自 分の子どもへの気持と同

じだ ,と いう意見 ,こ れは ,や らなければ ,親

の期待に応えられるような曽の木を作らなけれ

ば・̈ ・̈。

これを機会に ,こ の話し合いが ,今後もてる

ことを期待する。いやもつてほしい 絶対に…。
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なぜ ,こんな話をするのかどうも理解できな

い。こんな話をしていると,いかにも曽の木に

住まなければならないという気持ちにな らてし

まう。

例えば ,農業だけでは ,く らしていけないか

ら兼業しなければならないということがそれで

ある。

10年後は ,ど うなるかわからないのだ。曽
の木にちぢこまつていることはないと思う。

T・ E

16

17

T・ A

ア ッというまにすぎたという感じだ。とにか

くおれは ,何 もできない男だが班長は班長なん

だ。この 1時間 ,いや正確にいくと五十分とい

うもの班をまとめることで精いつぱいだ つたの

では……・?。 ま ,と にかく平おん無事に終つて ,

ほつとしたのです。こんな調子だつたので ,M
のおとうさんから「タワケモノ」の意味を教えて

てもらつたことだけをおぼえています。

横 木   貞
どの感想文も ,すば らしくて ,先生方が ,こ

れだけの理解力をつけて下さつたことに ,感謝

いたします。

1.親が思 つていたより ,子どもたちの考えが

しつかりしていたのに感心いた しましたし ,

又 ,安心もし ,う れ しかつた。

2.親が土地を手ばな したくない気持も ,少し,

わかつてもらいましたし ,親を見る目 ,農業

をみつめる考えが かわ つた と書いた生徒
がいましたが それに答えるためにも子ども
たちを失望させないように ,今のゆれうごい

ている土地問題の道をまちがえてはいけない

と痛感いたしました。

3.子どもたちに ,ど うしたらよい ,こ うしろ



とは親にも言えないし

'な

にを言えばよいの

かも ;わからない。      ‐

ただ ,子どもたちが ,自分たちの代になつて親

の守り続けた土地を ,自分の家庭に合つた二番

よい方法に ,生かすことが出来るような人間に

なつてもらいたいし ,そ のためにも ,今後も話

し合いもしたいし ,そ のたびに ,親 も子どもも,

考えも深くなるし ,よ い知恵もうかぶのではな

いでしょうか。

朝 倉 コ ウ

皆さんの意見を読ませてもらいました。みん

な負けず劣らず ,よ く考え ,よ く表わしており

ます。

全般的に ,農地をなぜ手離 したくないのか ,

どうしても地域の発展や何かで手離さなければ

ならない時は ,い さぎよく ,そ の相談にも乗る

ということだけは ,よ く理解されたようです。

もつともつと年代のちがう人たちとも話 し合

いが持ちたいという広い心と視野を広げようと

いう欲望には感心しました。是非 ,い ろんな人

の意見を参考にしてほしいと思います。

ただ ,最 も理解できなかつたことは ,こ の地

域のために何をしたらよいか ,何を残したらよ

いかという事ではなかつたで しょうか。

これは ,何 もむずか しく考えることではあり

ませスノ0

でつかいこと ,形ある物 ,を ドカーンと寄附

でもしろということではないのです。

これは ,みんなができる範囲で小さなことか

ら始められたらよいと思います。それは ,何 も

10年後でなくてもよいのです。今からでもよ

い ,や つてみたらどうでしょう。

自分のよじとすることだつたら何でもよい ,

例えば ,感謝の気持 ,親切心 ,お互に他人のこ

とを考える ,美 しいものを愛して楽 しむ ,個人

々々が向上する事など……どれを取つてもよ ,ヽ

どの■つをやり抜いてもよい。小さな心がけが

1互にそうすることによつて ,こ の地域だけでは

なく ,家庭 ,社会全体が一歩 `歩見君:ない形で ,

より住みよくなるのではないでしょうか。

住みよぃ地域づくりこそ ,で うかい形あるも

のよりどんなに価値あるかわかりません。

こんな風に考えてきますと,「 10年後の私」

を考える前に,陽在の私」をもつとじつくり
見つめ,考えなおしても,お もしろいのではな

いで しょうか。

11.私たちの気持が ,伝え られているだろうか。|
|                                   |'

12。 まだ たずねて みたいのは どんなこと |

| だろうか。                 |

必修クラブCD設置がとりあげられたとき ,郷土

クラブをもその一つに認めてもらい発足 し ,2年

目になる。現在 ,部員は 39名 ,活動日は火曜 6

限からである。 6班に分れ ,次のような活動をし

ている。

O 古老からの聞きとり 2班

0 60年 代の地図修正         1班
0 地域を写す (生産用具 ,地域の変化) 2班
0 墓を訪ねる (戦没者を求めて) 1班

尚 ,この他全体での巡検 ,学習会 ,農作業なども

行なつてきた。まだ系統的と言える成果もまとま

つていないので①地域の人々への依頼の呼びかけ

②昨年度の子どもたちの感想③農作業のようすを

紹介する。

よびかけ

1 曽野木の               |
1  父母のみなさんに お願いいたします。 |

(2)
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中学校のクラブに郷土クラブが誕生 しました。

私たちは ,今 ,生活 しているこの曽野木の土

地が好きです。そして ,こ の土地のことをい

ろいろ知りたいのです。

(1)かつての芦沼を美しい田畑に作りかえて

いつた祖先の厳 しい労働のようす

(2)労働の中で工夫された生産用具 ,こ とわ

ざ

(3)生活の中の喜びや悲 しみを表現 し ,伝え

られた土地の歌

(4)おばあさんの語つてくれた昔ばなし

(5)季節毎にみんなが楽 しんだいろいろな行

事

(6)子どもたちがよく遊んだいろいろな遊び

(7)伝統の味がしみこんだ郷土の料理

(8)曽野木の土地に残 つている歴史のあと

(9)曽野木の歴史を物語るいろいろな資料

等々

曽野木に生活していなが ら私たち中学生は ,

ほとんど知 らないのです。これらのことを学

ぶ中で ,私たちは ,よ り深く曽野木の姿を知

り ,父祖から伝えられたものを大切にしてゆ

きたいと思うのです。……以下略

iffi$r?1)a+r i
------J

2年     T子

田んぼにかこまれ ,水 と空気のきれいな曽野木

静かでとてもよいところだ。だけど ,こ の状態が

将来 もこのままだとは言いきれない。なぜなら今

でさえ ,田んぼを埋めてその場所に別な大きな建

物を建てるというような作業が進められている。

「この先は ,も つともつと田んぼが消えていつて

しまうのではないか」という不安がある。とても

淋しいことだと思う。前 ,ク ラブで「とやの潟」

へ白鳥を見に行つた。実を言うと ,私は ,とやの

潟に自鳥がいるとは思わなかつた。白鳥を見たと

きはうれ しかつた。

だけど ,話に聞くととやの潟には汚ない水が流

れこんでいるらしい。員がたくさん死んでいた。

そんなところでは白鳥はよりつかなくなる。後 ,

102年 もすると ,も うとやの潟には白鳥も見 ら

れなくなつてしまうのではなかろうか。とても残

念な気がする。こうして考えると悪いことがだん

だん多くなつてゆく。 しかし悪いことばかりでは

ない。道路をよくしたり ,団地をたくさん建てた

り ,工場が建 つたり ,曽野木がだんだん発展 して

ゆくので ,と てもよいことだ。これも同時に ,車

の行ききが ,は げしくなり交通事故が増え ,工場

のため空気が悪くなつたりする。このへんがむず

かしい。

しかし「仕方ない」と言つて何も努力せずにあ

きらめては何もならない。みんなで協力して ,み

んなの住む曽野木をよい方に発展させなければ…。

2年      T雄
きよう土クラブにはいつて ,ぼ くはとてもため

になりました。その木の農民がたいへん苦労して

用水ろを作つたことがよくわかつたし ,曽野木の

公民館がどうして建てたとか昔の農民が綿を栽培

したこともよくわかつた。木の道具は ,あ たまが

よいなあと思つた。とてもいいクラブで した。

2年      M子

郷土クラブで田んぼをつくり ,田 うえをするこ

とになり ,花だんをな らして ,田んぼをつくつた。

植えるまえ ,かたい土をくわでほつてならした。

そして水で土をやわらかくした。 くわやスコップ

をもつてはだしになり ,どろどろした上の中へ入

つてや つた。それか ら水がもれないように ,田の

あぜをもりあげて ,す きまをふさいだ。

田うえをや つたことがなかつた私は ,腰がつか

れると思 つていたが ,今 日のような小さい田んぼ

は ,楽 しかつた。……
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ちやんと育つてほしいと思います。でも心配…

今日気づいたことは,K君がよく知つているこ

とです。余つた苗をどうするかは,「はじにまと

めて1列にするんだ」「真中には入れるな」など

ととても注意して植えているのに感心しました。

(3)1地域バズから |

私の青春と曽野木の地域と……野上セィ

母から子どもたちへ

私は今日,地域バズに参加してみて ,大変うれ

しく思いました。

みんなが ,今勉強している公民館

この公民館は ,私たちの青年会の頃に建てたので

す。

みんな知つていますか。 ?

曽川の公民館の入口には ,大きな額がかかつてい

ます。曽川公民館竣功記念 会員 氏名 曽川青
年会昭和 25年 3月 3日 竣功・……会員数 112名

の名前が書いてあります。

どうして公民館があるのか

公民館がなぜここに建てられたのか

考えたことがありますか。

公民館とは,「市町村民の教養 ,生活向上のため

に作られた集会所である」と辞典には書いてあり

ます。

昭和 20年に戦争が終り ,軍国主義から民主主義

に変り行く社会の中で曽川の青年会は活動をはじ

めたのです。

まず ,何をするにも集まる所がない ということ
は ,第 1に考えなければならないことでした。

集まる所のない不自由さから ,まず集まる所を

と ,みんなの希望で公民館を建てることがきまつ

た。

その年から耕地整理が始まり ,青年会でも一部の

しごとをもらつて資金を得たのです。

みなさんも知つているでしょう。東堀排水路 ,こ

れが私たち青年会の仕事をしたところです。

その頃は ,機械もなく自分の手で ,シ ャベルー丁

で堀つていつたのです。

1人が7曰 くらい出て ,みんなで 1ケ月かかつて

得た金が 13万円 ,それで公民館が建つたのです。

土地はその時の会長のAさ んの梅林で ,土地代は

部落の自治会が出してくれまして ,建物は青年会

で作つたのです。

曽川の公民館を考えると ,ど うしても忘れること

のできない思い出があります。

公民館の上棟式のめでたい日 ,青年会のみんなは,

自分たちの手で 自分たちの力で出きた喜びにわ
きかえつて ,その夜は大変なさわぎでした。

3月 3日 といつても ,ま だ寒い日でした。

その年にしなの川橋の工事がはじまり,大野に行

くには ,舟で ,行 つたり来たりしておりました。

大工さんが大野の人で帰りに舟から落ちて亡くな

られたのです。その大工さんは兄弟で来ておられ,

弟が ,かいを持ち ,兄は ,舟の真中にねていて ,

横波を受けて舟はひつくりかえつたのです。酒の

酔いと水の冷たさで ,大工の棟梁が亡くなつたの

です。

3月 の寒い夜の川面を ,弟の兄を呼ぶ声が ,いつ

までもいつまでもひびき ,みんなも涙を流し ,悲

しみました。けれども悲しみに負けてはおられず ,

工事は弟にひきつがれ出来あがつたのです。

私たちの青春は ,公民館の中で育つたと言つて

もいいすぎではないでしょう。

青年活動も新しい事業が計画されグループ活動が

実行に移されていつたのです。

文化 ,能 ,体育と活撥に公民館は使われました。

そして ,今 ,皆 さんも ,こ んな形で (バズ学習)

公民館を使われている。

学ぶために ,地域の連帯感を深めるために ,公民

館がつかわれていることを本当にうれしく思う。

自分たちの生きて来た道がまちがつていなかつた
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ことに,自 信と誇りをもつて生きてゆきたいと思

つ。

これも ,あの時のぬれた手ぶくろの先から水が

さがるようなつらいことも ,体中くたくたになる

ほど苦しかつたことも 目的にむかつて みんな
で協力して仕事のできたことを皆さんに知つてほ

しいと思い書いてみました。

寒い夜 ,公民館に出かけることがいやになるか

も知れませんが ,く じけないで出てきて下さい。

つらいことも ,苦 しいことも ,なつかしく思い出

として残ります。

テレビを見ていても ,何 も思い出として残るもの

はありません。

一つのものをやりとげた喜びと誇りをもつことは

これから生きてゆくときに必要だと思います。

四 社会科学習で

(a)〃 何を学習するのか ″という学習内容と ,
〃
どう発展させるのか″という系統性を確立

するため ,次の 3点を守りたい。

1.諸事象が基本的人権の形成とどれだけ深く

関わ つているか ,という観点を持つ。

2.社会科学の成果に依拠して学習をすすめる。

3.民主主義的方法論で学習する。

(1人 1人の意見を大切にする学習である。

異なつた.思想 ,信条を持つ多数の人がいて各

々の意見を構想し発表する。そして多様な意

見が出される討議や各意見に対する検証の中

で誤まつたもの切 られ ,未 じゅくなものはき

たえ られ道理にあつた正しい意見が確立 して

ゆく。人類はこのようにして個 人々の持つ智
・

恵を結集させ進歩 してきた。だか ら ,言論の

自由 ,思想 ,信条の自由 ,表現の自由が尊重

されなければ人類の進歩は止 つてしまう。学習

習も又 ,こ の民主主義的な進歩のための方法

をとりいれて行なわなければならない。子ど

一‐16-一

もたちに自由な発言が保障され ,課題に対す

る多様な見解の発表と討論 ,検証の作業がな

されるなかでこそ ,子どもたち1ま成長してゆ

く)

わ)〃 課題〃が最も重要である。

1.内容の精選から

2.学習目標の明確化と達成度の評価から

(平板で冗長な教科書を使い学習をせざる

を得ない現状で,「課題」の提示は,日標を

明確にし,問題意識の下に対象を分析し,論

理を構築 し,結論を抽き出し,次の段階へ目

を向けるという研究者の知的作業の手法を教

室内につくりあげることになる。)

3.授業の組み立てと学習内容の明確化から

(C)″ 課題〃の種類

1.単純なまとめとしての課題

2.分析し綜合する課題

3.資料 ,原典の解読

4.事実を明確にする ,記述を正確にする課題

(資料の記述は ,著者の一定の立場によつ

てなされているので ,一つの事実に対する評

価も ,他の立場からみると全く正反対になる

ことがある。「この記述は ,誰の立場でなさ

れているか」という点をはつきりさせないと

認識を誤まることがある。又 ,特定の結論を

出すのに前提になる条件が欠落している場合

もある。)

(d)歴史学習と課題

(1)作成上の留意点

0 各時代の「しくみ」と「bながり」をは
つきりさせる。

O 各時代の「にない手」をはつきりさせる。
O 各時代が前時代に比較して「進歩性」を

持つていることをはつきりさせる,「基本

的人権の拡大」という点から考えたい。

O 時代変革を推しすすめた「主要な力Jを
はつきりさせる。



(2)具体例

1。 人類と他の動物とのちがいについて考え

なさい。

O 直立歩行が体に及ぼす影響はどんなか
O 頭の位置のちがいは ,どんな意味があ

るだろうか。

0 このようなちがいが生れてきたのはな

ぜだろうか。

2.平氏の政治について

0 貴族の影響を受けた古い面
)を考えた

O 武士らしい新しい面    ぃ。

3.建武の
〃
新政〃について

0 承久の変と共通する点を考えなさい。

←)憲法学習と課題

(1)作成上の留意点

0 題材を実生活の中に求める。
O 身近なことがらを憲法から判断する。
O 常識性がもつ

″
誤り〃に気づかせたい。

(2)具体例

1.参政権について ,次の言葉を説明し,私

たちのするべきことを考えよう。

1.国民は 4年に 1回だけ主権をもつ

2.タ レント議員に何ができるか。

2.請求権について憲法 16条 ,17条 ,

40条 ,32条をしらべ ,次の諺の意味を

考え ,その作られた時代をも考えよう。

1.長いものにまかれろ

2.泣く子と地頭には勝てない

3.次の文は学習指導要領の一部です。教育

の機会均等という面から ,ど う考えるか。
″
学業不振のため ,通常の教育による学習

が困難な生徒については ,……内容の一部

を欠くことができる″

櫨)課題に対する考え方の変化をみる

課題

べなさい。

2.TVド ラマ水戸黄門のいつもの筋

を説明しなさい。

3.1と 2の考えのちがいを考えなさ

い 。

卜に ,自 分の考えを

(自分のノー ト修

正 ,補足)

全体発表 (   ″   )

(期末テス ト中の 1問題

として答える)

のように ,3段階に分けて子どもたちの考え方

の変化を追い ,本当に理解が深まつたと言える

かどうかを確めたい。

(1)     S平
12条は ,国 民が努力して守るが ,黄門

の場合は黄門が大名を通して農民に与え

る。

Ψ

③ 0

12条は ,国民が自分たちの力でもつて

生活をよくしてゆくが ,黄 F]の方は ,国

民は何もしないで指をくわえて見ている

だけでそこに黄門が来て家門の力で一件

落着させる。

12条は ,国民の不断の努力がないと ,

自由及び権利は保持できないと言つてい

る。黄門は ,いつも ,悪いやつを家門と

いう力によつてやつつけて農民たちに ,

自由 ,権利を与えている。若し,黄門が

悪い奴だつたら農民たちはどうなるか。

自分たちの自由や権利を守るには ,自

分たちが努力しなければならない。

一　
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る
　
討

の
　
す

班

分

入
　
　
　
　
　
　
定

貰
鮨
記
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↓
②
雌

対
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考
　
　
　
　
考

肛
思
↓
Ｔ
Ｉ

思

課

個

　

　

集
　
　
　
　
個

のこ

①

ｌ
↓

②

ｌ
ｌ
↓

③

① 0

）

②
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(2)      Y子

①・憲法は国民が保持しなければいけないが ,

ドラマでは ,え らい者だけで守られてい

る。しかし水戸黄門はいつも正しいこと

を言つているのか。

②・ 罪は ,憲法に従つて裁判官によつて罰せ

られるが ,ド ラマは黄門の判断によつて

いる。

ドラマは ,黄門さまが罰してくれたりし

て ,え らい人の間だけで法が守られるよ

うだが ,今は個人々が守つていかなけれ

ばならない。

③・ ドラマは ,最終的には水戸黄門が「その

行ないはちがう」といつてその人を裁判

し ,ま ちがつたことは行なわず ,神 さま

のようにして ,し たわれていて ,平民に

は努力ということをしなくてもよか つた

し ,し たくても上にさからうことはでき

なかつたが ,今は ,私たちみんなが ,ふ

だん自由を守つていくように努力をかさ

ねていくようにしなければならない。

(3)      E子

①・国民 1人 1人が自分の権利を守つていく

という立場と ,自分の力ではどうにもな

らないから,黄門さまのような強い力が

なければ権利は保てない。

②・国民が ,いつも ,基本的人権を守つてゆ

かなければならない。

③・農民などにおいかぶさつた問題点の解決

法として 12条の方は ,国民が主権を持
つているんだ。国民が ,自分自身の手で

解決して ,自 由 ,権利を自分自身で保ち

続けてゆく。でも ,黄門は ,主権が ,国

民にあるわけじやないので ,ど うにも解

決のしようがない。そこで偉大な個人の

力により自由になつたり権利を守れたり
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する。

H二

②・ 自由や権利がおかされたとき ,自分

たちでとりもどすか ,身分の高い個人に

たよつてとりもどすか。

ちがいは国民が自分たちで権利を守るか

(12条) 個人にたよるか (黄 F])で ,
個人の場合 ,その人が悪い人だつたりす

ればなおさら国民の権利はよくならず悪

くなるにちがいない。ゆえに個人にたよ

ることは危険きわまることである。

R子

水戸黄門の権力によつて解決する場合と,

12条の場合は ,国民の方に権力があつ

て国民自身で解決しなければならない。

国民が守ることで憲法が成立してゆくの

と ,水戸黄門の一声できまりが守られる。

憲法というきちんと決つたものによつて

事件を解決してゆかなければならない現

代 ,個人の権力で事件が解決する封建社

会

③・憲法 12条は ,国民が主権を持ち ,国民

が憲法を守ることによつて自由が得られ

る。つまり自分自身で自由をかくとくし

てゆかなければならない。

水戸黄門の方は ,黄門の権力によつて ,

国民に自由が与えられる。事件も個人の

権力によつて解決される。このころの国

民に ,自分でかくとくした自由はない。

③の段階に至つて

0主権者意識への着目

0個人への権力集中の危険

0歴史上の発展のちがい

などの考えが ,でてきており ,ま とまつた総

合的な概念となつてきていると思う。

(4)

①・

）
③

(5)

①
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ψ
②



三 
〃
教育 ″の中間報告

0 〃行動〃への発展

(1)。 人権学習のまとめとして , 隊 室学習で身に

つけた (?)主権者意識 ,人権感覚をもつて ,

自分たちが生活している場面を ,ど う把握し,

問題点をどこに見出し ,ど う
″
不断の努力″

を及ぼそうとしているか」をはつきりさせた

いと思つた。学力と態度の同時達成を目指す

教育姿勢から当然のことであつた。

。生徒へ Cえ)課題は ,〃 私の人権は侵された〃事

rllを あげるということだつた。

e班討議を経て ,全体の前に出された事例は ,

各クラスとも40以上に ,のぼつた。しかし

範囲は殆んど学校生活に限られた。このこと

|ま ,子 どもたちになつて
〃
生活の場〃として

大きい意味を持つてしヽるのは学校であり ,又 ,

学校体制が子どもたちから見れば ,最大の人

権侵害者としてたちあらわれていることを意

味しているのではないだろうか。

(2)・ 40項 目にわた1る 人権侵害 (T)の事例を ,

さらに ,多 くの生徒の同意を得たもの 6項目

くらいにしぼる作業を次に行なつた。

(30子どもたちの支持を得たものは ,次のような

ことだつた。

｀同じ罪を犯しても罰し方が不公平

ヽ悪しヽことはすぐ男を疑う

ヽ長髪の男女差

ヽ学校毎に設備の差がある

ヽ教師に許されて生徒を許さないことが多い

(清掃 ,服装 ,遅刻 ,間食など)

ヽ高校の能カテス ト

ヽ義務教育の延長でもつと学問をさせてほしい

ヽ学校行事への参加強制

ヽ不必要な礼の強制

ヽ生徒のプライバシーをやたらにおかす

・多く集中したのは ,「教師による平等権の侵

害 ,……差別」

「学校体制による自由権の侵害・……形式主義

ときまり」

「高校入試……教育要求の無視」であつた。

e子どもの目から見れば ,私たち教師は ,ま る

で ,差別することが職業 (?)であり ,形式

的権威に依拠するだけの存在であるかのよう

であつた。

生徒の不満は多い。

(4)・ 次に ,私は ,生徒たちの提起した事例につい

て ,なぜ ,そ のようなことが行なわれてきた

かを ,かなり ,挑発的に説明し ,その私の説

明に対し賛否を問うた。

1.〃 不公平なとりあつかい〃について

私
″
いつも悪いことをするのは男であり女子

はあまり悪いことをしない。前例が多も

のが疑がわれても止むを得ない。女子は

先生の言うことを素直にしてくれる。素

直な方をかわいがるのは当然 ,君たちだ

つてそうではないか。″

2.〃 高校のテス ト″について

私
〃
高校の学習についてゆけない者は ,早 く

別な道へ行つた方が本人のためだ。高校

へ行かない人も現代社会では必要だ。″

3.〃学校差について″

私
〃
大学校は ,PTAも 多いし ,お金もたく

さんだせるからVTRを何百本もそろえ

られるが ,私たちのような小さい学校で

はできる訳がない。差は当然ある。″

4.″ 長髪問題〃

私
〃
女子の髪は長いものと昔からきまつてい

る髪を長くしている男子はろくなことを

しない。中学生が短くしているのは常識″

・私は当然のことながら ,私の説明に対して圧

倒的な反対が生徒の間に起るだろうと思つた。
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しかし,反対が大多数をしめたのは ,14.の

長髪問題だけだつた。 1.,3.は賛成が過半数

をしめ ,1の反対者の中には男子ですら1/3

くらいしかない。 21ま ,反対が賛成をやや上

まわつたにすぎない。

学校教育で iま ,〃 世間の常識〃は破れない

のか

次に ,〃 問題状況を ,切り開く行動〃 つま

り
〃
態度 〃の面をどうするか具体的な行動を生

徒に問うた。

O 長髪と服装について

0生徒間アンケー トーー生徒会討議一一結論

いちばん支持を得たルー トである。その後 ,

これを提起した生徒に会うたびに,「アン

ケートはどうなつた」とうながしたところ ,

彼は ,長髪をきれいに短 くしてきた。

。自由な髪でということはどうせ認められな

いのだか ら無抵抗で行こう。しかし ,心の

中では服従 しないでゆけばいい。 (Y子 )

・ 先生の注意は ,日 さきだけだか ら ,そんな

に気にすることはない。気を長くもとう。

(M夫 )

生徒は ,教師の要求する諸注意に ,今 日も

従つている。しかし……

0こ れ か ら … …

いろいろな面での 3年間の中学校のしごとの一

応の帰結を目前にして ,まだまだ未解決のまま残

された課題は多く ,さ らに ,日 々新しい課題が ,

-20-

生れて来ている。残された時間の中で ,次の諸点

に取 り組んでゆきたい。

lal 
“
正解〃と
“
行動

"|一

致のために

なぜ行動できないか。自分の要求をもとに ,

仲間へ働きかけ ,根気づよく説得 ,討議を深め

ながら連帯の輪を広げ ,集団の英知を結集して ,

課題の解決をはかる行動がなぜできないか。

理由は ,は つきりしている。

子どもたちの住む社会 (学校体制をも含めて)

が ,子どもたちに ,そ のような行動をさせて来

なか つたか らである。
〃
子どもに自主′性を″と

称しながら ,自 主性を発揮して来た生徒の行動

に対し
〃
指導″として押さえにかかつたり,教

師の便宜的な理由で ,生徒に
〃
自主的な行動〃

を要求したりするなかで ,真の自主性が育つは

ずもない。

私たちには ,も つともつと子どもたちが ,
″
自主性 ″を発揮できる局面を保障し ,連帯す

る集団の力のすばらしさを実感させる手だてが

必要だと思う。今後 ,残された日時の学習の中

で ,次のような点に留意 してゆきたい。

(1)研究課題を生徒自身に見出させる。

つ ま り ,最低限の系統性を確保する学習

を行ない ,自 らの研究課題が求められる余地

を残す。

(2)質問教室を重視する。

つまり教師が必要だとするものを授業する

のではなく ,生徒が必要とするものに教師が

応えるシステムをとりいれたい。

(3)集団の力量の歴史的な発展を示す事実を教

材化し ,学習してゆきたい。

一例をあげれば

″
学問の花ひらいて=蘭学事始めのなぞをさ



ぐる″は ,日 本の近代科学の草創期にあ
つて

困難な状況を ,民主的方法論と集団の力で切

り拓いていつた杉田玄白社中を生き生きとえ

がいているが ,こ のような歴史を進歩させる

原動力となつた集団の姿を ,いろんな分野に

求め ,教材化し ,生徒に ,〃 自分たち〃の力

を考えさせたい。

(4)集団の課題を明確にし,一定期間に ,全力

をつくしてとりくむしごとをしてゆきたい。

lb)父母と教師の
〃
距離〃を埋めるために

子どもの教育に関して ,父母と教師は ,各 々

の責任分野を分担してゆく対等のパー トナーで

はプ動 つゝた。
〃
うちの子は出来が悪く ,先生に迷

惑をかけて…… ″とか ,〃 手数のかかる子を

お願いして……″とか父母が言う。つまり教師

は ,〃 お願い〃される倶1の人間にな
つている。

なぜ ,父母は ,教育の中の自分の積極的な立場

を主張しないのか。なぜ ,教師と同じサイドに

あることを認識しないのか。

権威主義的な教師の倶1の姿勢にもその原因は

あろうが ,父母たちが ,″ 自分は教育はできな

い″ 
〃
教育する内容を持たない″と思つてい

ることにも大きい理由があると思う。

しかし ,私たちは ,父母が果してきた大きい

役割を知 つている。性格形成はもちろんのこと

だが ,学校教育にも ,いろいろな分野に参加し

た父母たちが ,″ プロの教師〃を超えるものを

子どもたちの中に起して来たことがいくらもあ

る。

音楽の授業の中で ,父母が歌 つてくれた村の

歌 ,道徳や学活に参加した父母が語る生活体験

や深い知恵は ,子どもたちにとつて ,新鮮な感

動をもつて受けとめ られた。

このすぐれた父母の力を ,も つともつと教育

の場に抽き出すことが ,ど うしても必要であろ

う。

")教
81F集団の力量の再点検を

(1)現在の学校体制の生徒を評 して
″
おびえて

いる ,混乱している ,1:二″「 |メている″とY紙

が報 じた。これが ,職場の話題になつヂ1と き,

1人の教師が ,「新聞記者の方が ,俺 11ち』1

りよく見ているなあJと感喚 (?)|プ∴lcア

マチュアより分析力の劣る専門毒1(=F,な ど〕

りえない。もつともつと研修を漂める必要が

ある。

(2)評価の観点を
″
集団の力量を,14め たかとう

か″において ,学校の「1常の教育諸活動 ,経

織ヒノとりくんでゆきたい。そうしてゆく中で ,

子どもたちに連帯の力 ,集団の力によつて ,

課題解決が可能であることの確信を得させた

tyヽ 。
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道徳授業におけるバズ学習の実践

広島県豊田郡豊浜中学校

槙    勝 博

回バズ学習研究集会

■。 はじめ rt
eバズ学習をとり入れた動機

本校は瀬戸内海にうかぶ周囲■2kmの豊
島を申心に大崎下島の■部と斎島をあわせた

人口約 5千の豊浜町にある。交通の便が悪く

本土 (広島 θ呉 )か らの文 fヒ的影響 も少ない。

本町の産業は漁業 と農業があい半ば してお り

農業はミカン栽培 夢漁業は遠 く ,四国 ,九州1

方面にまで出かける。農家は最近のミカンの

暴落で出稼ぎが年々ふえ .漁業家庭は出漁の

ため ,両親不在の家庭が多い。

こうした状況に2つの大きな問題がある。

■っはことばの問題 ,今 ■つは人間関係のFp5

題である.漁業家庭の子供は うまれると幼稚
園にはいるまで父母 とともに船上生活 ,幼稚

園にあがるころは祖父母 と,ま た少し大きく

なると子供たちだけの生活を送ることが多い。

こうい う状態では子供は全 く放任 となり ,基

本的生活習慣に久けることは もとより ,自 我

意識にとじこもり ,集団の中になじみにくぃ

面 ,あ るいは相手の立場を理解する意識にま

で高まりにくい。また 。生活は不規則になり

がちで家庭学習もおこたりがちになる。生活

態度の確立なしには学力の向上は望めない.

人間関係の好転なしには生徒をかえることは

できない。 7年前 (昭和 42年 )バズ学習方
式はこの課題解決に役立つのではないか θと

の考えからバズ学習方式にとりくんだ。

・ バズ学習へのとりくみ

" 
家庭学習のできにくい状況に対して毎日

放課後 5o分程度 ,生徒の教科委員を中心
に後習バズにとりくむ。

昭 44～ 45

0 地域父兄の教育に対する啓蒙と家庭学習
の習慣化を主目標に町内バズにとりくむ。

昭 45～

0 生徒 にわかる明確な課題へのとりくみ万
と人間関係の好転をめざし全教科でバズに

とりくむ。

昭46～
これと並行 して生活面での態度ヲ|1練 として

(→ 授業のは1;め と終りに「 めい議J「礼J
「 ゴミひろいと,机のせいとんをして下さ
いぶの徹底。

約 掃除時間のは1〕めと終わりは必ず整列反
省会をもつ.

0 給食を通じて食事作法の徹底
③ 白て閉鎖性の解放と人間関係を高めるた
めクラブ活動 (必修 θ課外 )で積極的にパ

■―



ズを活用する。                 49年 度の文部省の道徳教育研究指定を うけ

以上のような経過から生徒の全生活ヘパズ   その研究にとりかかつている。 まだ研究にと
が浸透しつつ現在に至っている。        りかかつてまもないが一応研究テーマは「 地

域課題をふまえた道徳教育一道徳授業におけ

2.本年度のとりくみ               る指導法の研究一Jと いうことに決定し,毎
本年度のとりくみは従来どうり「 創造力を高   月一回ないし二回の校内道徳研究授業を行つ
めるパズ学習Jと いうテーマのもとに,教科指   ている段階である。
導 ,特活指導は ,も ちろん町内バズにおいても

積極的に指導 している。さらに本年 5月 S48.
道徳教育校内I青究組織

各研究グループの主な研究内容

― ― ―
1職員会
l―    

― ―
―
一 ‐

・ 道徳教育についての研修
.研究についての討議 .確認

・ 資料選択の観点 (資料の備えるべき条件 )
資料の内容分析 (同質性 ,異質性 )一――価値構造・資料の円谷分桝 t同買性 ,異質性 )一――価値構〕
・読み物資料と視職覚資料       の研究
。資料の分類 (道徳的判断力 ,心情 ,理解  )
,検料の収集 (資料ができるまでのステップは ?

実際の資料収集 )

.写誉継
作成 (自作資料 )

。指導過程 (だ
f冤ム花∵

れ万 ,資料の提示のしか _l学 年会
|

・ 研究方針の企画立案

, 道徳教育の理論的研

究

・■51Bの 内容研究
・ 学年内 ,学年間の主
題の関連 と系統

・ 同和教育 との関連

・ 教科 と道徳教育
e実態調査

・ その他

た ,その他 )           |  1子 午宏
l

。類型 による授業の展開過程          |.学 年の道徳 J
・祝聴覚機器の活用

|   |・
 l~[

|・ 学年の道徳指導

目標

:霜聾                    |・ 星遍指導計画
・ 評価                     |(主 題の月別配夕J
・そ堅L______¬             1 表 )

― 耳 T面 藤 荘
~ト
ー ーーーー刊.製の蛾

・ 特活の指導目標 ,全体計画の作成       |(実 践
評
録 )

・管活各毎域姿挙けう年間指導計画の作成    |・ その他
・特活と道徳教育 (特に学活と道徳の蒔間の関連 )
・特活の中から地域課題を吸いあげる
・ その他

・ 校外指導の全体計画
・ 町内パズの目標 (道徳教育 との関連 )
・ 町内バズ ,校外指導の中から地域の課題を吸い
かげる.
。そιD他

※ これらの研究を通 して本校生徒の実態にあった指導法を身につけ生徒の変革を図る。
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5。 本校道徳教育の基本方針

道徳教育は日本国憲法の基本的人権の尊

重 .教育基本法の人格の完成を基底として ,

人間尊重の精神を家庭 ,学校 ,と の他社会

における具体的な生活のの中に生かし,個

性豊かな文化の創造と民主的な社会および

国家の発展に努め ,進んで平和的な国際社

会に貢献できる日本人を育成するため ,そ

の基盤 としての道徳性を養うことを目標と

している。この場合 ,道徳性とは人間に固

有の人間らしいよさのことであって道徳教

育は ,人間を導いて ,その人間らしいよさ

を発揮させるために行なわれる教育活動で

ある。

本校は上記のような認識に立つて

① あらゆる機会を道徳指導 の場とする。
121 信頼される教師であり,生徒との人

間的な接触をはかる。

③ 家庭との連絡を密にし,子供の理解・

につ とめる。

141 道徳の時間を充実する。

を基本方針にして道徳教育にとりくんでい

る。

まず働あらゆる機会を道徳指導の場とする

については学習指導要領にも明らかなよう

に ,道徳教育は ,学校の教育活動全般を通

じて行なうことを基本としている。

ヘルバルトのことばを借りれば「教育のた

だ一つの全体的な課題は ,道徳性とい う概

念によつ‐Cいい表わされるJ。 即ち,教科
の学習においても特活の分野においても当

然道徳性の育成は意図されている。

②信頼される教師であり,生徒との人間白も

な接触をはかるについて。子供たちが「
学ぶJのは「 まれるJこ とからは

′
l〕 まる

といわれるこその意味において ,子供た

ちが成長する環境は ,偉大な教師である

といわなければならない。中学生は一日

の大半を学校の中ですごし,中学生たち

が学ぶのは主として教師からである。

教材を中に教師 ,生徒FESに行なわれる教

教育活動は ,そ の根底に信頼がなければ成立

しない。お互し人間として対等の立場に立ち ,

共に学習し ,共に運動し ,ま た清掃活動 ,ク

ラブ活動に汗を流すことによつて人間的なつ

ながりをつくろ うとする。

131 家庭 との連絡を密 Ftし ,子供の理解につと

める。につヽ`て,生徒指導するにあたうては第

一にその生徒を理解 しなければならない。生

徒理解は単に学校にお q/1る 生徒の活動の状態

観察だけでは不十分である.生徒の性格形成
等について家庭は大きな影響を与えるのであ

り,見θDがすことはできない。

また学校における指導 と家庭における指導

に違いがあつた場合 ,教育効果はあがらない。

学校 と家庭が連絡を密にとることによって教

育効果は一層がぁる。

141 道徳の時間を充実するについて。

道徳の時間は道徳教育の目標に基づき各教

科および特Ell活動における道徳教育と密接な

関連を保ちながら計画的 .発展的な指導を通

して ,こ れを補充 し,深化 し ,統合 して ,人

間性についての理解を深めるとともに道徳的

判断力を高め 。道徳的心情を豊かにし,道徳

的態度における自律性の確立と実践意欲の向

上を図る (学習指導要領 )も のである。

従来 ,道徳の時間はその指導の困難さから .

ややもすればおろそかになり。安易に融1読本

を澪J用 してお茶をにごす状態であつたことは

含定できない。 しかし邁徳教育は学校の教育

活動のすべての分野で行なうものであり ,道

徳 JD時間は計画的 ,発展的な指導がなされる

べきである。年間指導計画をもとに中味のか

る指導を行ない適工な評価を重ねて ,よ リー

層の充実をはからねばならない。

以上が本校の道徳教育の基本方針であるが

さらにヽヽえば生徒の自主性を重んじながふも

指導すべき点は厳 しく指導 し ,教育活動を通

して生徒に実践意欲をもたせ真に笙徒の変革

ををまかることでかる。
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4. 道徳授業へのとりくみ

道徳時間の目標

ア 人間性についての理解を深める。

イ 道徳的判断力を高める.
ウ 道徳白りか晴を養う。
工 道徳的態度における自律性の確立と実

践意欲の向上浚図る。

道徳の時間の主題構成の手llF

ア ねらいとする指導内容を正しくはあく
するф            、

:

イ 指導内容との関連で生徒の生活や道徳
意識の実態をはあくする。

道徳の時間の指導過程として現在次のような型を考えている。

指 導 過 程 の基 本 的 構 造 型

ぎ熟籍藝 ≦レ操雲
警ξ費異←―玄墓肇E    象雰

ウ 資料の内容につい ての理解を深める
工 ねらいを設定する。
オ 展開の大要を構想する.
資料選択の観点

ア 人間性についての理解に役立つ資料
イ ねらいを達成するのにふさわしい資
料

ウ 生徒の興味や関心に投じる資料
工 単位時間内でとり扱える資料
オ 中正な資料

⌒ 問
明題

導展終 基
本

過

程

（事
前
指
導
）

一

（事
前
調
査
）

問
題

の
主
体
化
と
内
面

的
吟
味

・
追
求

・
共
感

問
題
の
二

般
化

・
見
と
お
し
や

原
則
の
把
握
心
情
深
化

（事
後
指
導
）

一
　
　
　
　
　
　
　
「
解
決
問
題
の
整
理
反
省

問
題
の
整
理

・
反
省
―
―
上

（意
欲
づ
け
る
）　
　
　
ｒ実
践
へ
の
意
欲
づ
け

（事
後
指
導
）

問
題

の
意
識
化

問
題
の
展
開

学
習

の
流
れ

る る透 明   え感 求V  .   る動 .

理    感  深
解   V  化

-4‐ `～
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問
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意 想   題
識 起   提
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揚 集
団
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C道徳授業のどこでどういうねらいでパズをと
'

り入れるか。

道徳の時 FH5はその指導の中心段階は ,適切

な資料を与えたのちにその内容についての生

徒の発言を相互にかみあわせて話 し合いを深

めてい く形態をとるのが一般である。 しかし

生徒が資料を読み ,主人公の行動に対する意

見を ,限られた時間の中にうまく組織 して生

産的な話 し合いをさせることはなかなか困難

である.ふつ う我々は主人公の行動に対 して

これを積極的に弁護 しようとする立場の生徒

と,こ れを批判する立場の生徒 とに三分し ,

その考えの違いを話 し合いのきつかけとして

話 し合いを深める方法を とつてい る。 しかし

ここで考えなければならない ことは ,限られ

た時間の中で ,すべての生徒に発言させるこ

とは不可能だ とい うことである。また仮に全

員の生徒に発言させたとして ,それで話し合

いが深まるとは限らない。む しろ積極的に発

言する生徒を教師が意図的にある数にしばつ

てその生徒達によつて話合ヽ`を深める方が '

話 し合'tヽは深まる と考えられる。し,か し,そ

れでは ,せ つかくの他の生徒の発言を封じる

ことになつてしまう。

道徳的価値そ熱 <積極的発言する生徒の意見

を聞き加 もっ自己の考えを深めていく
ことも

もちろんそれなりに意義はあろうが ,それで

は独善的になり易く ,授業に参加 してい ると

い う意識も低 くなる。やは り言葉にしてみん

なに聞いてもらい ,ま た自分の意見を他人に

批判されることによって自らの考えをよリー層明

確なもθDに しまた修正する方がはるかに大きな

意義があると考えられるそれゆえもつとも中心

となる部分にバズをとり入れることによつてす

べての生徒に発言の機会を与え ,話 し合いによ

つて自己の思考を変革していこうとするのであ

る。

今―つ ,道徳の授業にバズをとりいれ理由は

生徒の本音を出させるために者5合がよいと考え

られるからである。

今 ,我々の日常生活をふりかえつてみる時 ,我

々はうそをいうことの多いことに気づくはずで

あるな人は本音を出せば出すほど他人から非難

される。そこで人は本音はしまいこんで世間一

般 t//Dたてまえを口にするのである。

もちろんそれには ,そ れなりの理由もあるし ,

frlIも すべての面で本音を出すのが良いとい うの

ではない。しかし道徳の授業でえてまえの意見

ばかりでは ,平板な話し合いに終つてしまうし

そこには当然生徒の変革も期待できない。

生徒一人一人が自己の生活に立脚した ,自 ら
の

本音に基いて思考し,話 し合うことによつて生

徒の変革も期待できるというものである。いき

なりみんなの前で白この本音を出すことはむず

かしぃ く学年がすすむにつれて ,そ の傾向は強

くなると考えられる )。 もちろんいきなりみん

なの前で本音が出せるようなクラス集団であれ

ば問題はないが現実にはなかなかむずかしいこ

とである。しかし小さなグループになれば案外

気楽に話せて本音が鵜せるものである。

5.通徳授業の実践記録

道徳学習指導案

■。日   時  昭和 48年 6月 28日 (木 )

2学年 .組 ■年 A組 男子 ■ヤ名 女子 ■8名 計 55名

3.主  題 小さな食堂
4。主題設定の理由

人間はみな集団生活を営んでおり ,お互い人間としての立場を理解尊重
し ,と もに助け

合つて生きていかなければならない。

しかし生徒達はやや もすると自己の利益追求にのみ走 り。他
の人の存在すら無視 しようと

する。あまりFtも 目先のことしか考えない彼らに隣人同士助けがわ
なければ生きてゆけな

-5-



い こと ,さ らに隣人愛を大きく広げた人類 とい うものを理解させ ,あ るべき姿について考
えさせたい。

5学年学級の特質

人が困ってぃるからといって積極的に助けよ

歩,る.同 じクラスの者同士理解 し合い ,励 ま
られない。

6.本時のねらい。

愛情をもって ,進んで人々の幸福に尽くそう

%指導過程

うとはせず ,む しろからかつたりする傾向が手

しあつてともに伸びていこうとする姿勢は見

とする心情を育てる。

・ 人間同士どのようrt生 きるのが
望ましぃか ,こ の資料で勉強 し
よう。

・ 本文前半を読む
・ ■89■年 ロシアをおそったき
きんはひどかった。その時の農
民の子をま?

地主や貴族の様子は ?

トルストイはどんなことにノかを
悩ませているのか。

・ もし自分が トルス トィの立場だ
つたらどうするか (プ リントの
余白に理由をつけ加えて書せる)

。小説を書いておればょぃとぃぅ
立場で考えてみよう.
●トルス トイをま何 も悪いことを
していない。
・ なぜ 自分だけが損をしてまで
助けなければならないのか。
・ 国の政治の問題ではないか。
o一人の人間に何ができる。°
電込1菅↑y読
み,感動した点

●トルス トィは何をしたか

・好意を うけた人はどんな気持
ちだつたろうか
。トルス トイの考え方は

・ 感想をまとめて終る。

①広い畑はあかくやけ ,一つぶ
の麦 もみのらない。
②ます 。年よりと,子 どもがう
え死 にす る。

⑤村をすて食物をさがし求める。
倉庫に黄金の山

・ 小説を書いておればよぃ。
一人の人間にどれだけのこと
ができるか。
難民を救 うのは国の政治の問
題

・ 救いの手をさしのべる。
心がやすまらない。
同じ人間 として困つている人
々を助けるのは当然

●救いの手をさしのべるべきだ。
理 由
・心がやすまらない.
0同 じ人間として死んでゆく
人を見すてられない
●その他

・ 困つているときには助け合わな
ければならない.
自 相互信頼 他
分 助け合い 人

無料食堂 ,子 どもの施設
新聞のキヤンペーン
なみだを流 して喜と,んだど

単なる同情ではなく ,人間とし
てやむにやまれぬ行動であつた。

指導上の留意点

話の舞台となつてい
るロシアの様子をし
つかり理解 させる。

トルス トイの悩みを
セまっきり認識させる。

小説を書いておれば
よいとい う立場の生
徒はない と予想され
るので教師はその立
場に立つて話 し合い
を深める。

生徒が同質的立場に
流れすぎないよう注
意する.

価値のおしつけになら
ないよう注意する。

予 想 され る生徒 の反 応

… 6…
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小さな食堂(資料 )

おそろしいききんがきだ。広い畑は歩)か

くやけ ,…つぶの麦もみのらなかつた。

ユ89■年 ,ロ シアをおそつた凶作ほど ぅ

ひどいものはなかつた。

懺シアの農民は ,皇帝と大地主や貴族に

おさえられ ,ふだんから食 うや食わずの苦

しヽヽ生活をしいられていた.ひ とたびきき

んになると,まず年よりとこどもがうえ死

にし,農民は村をすてて食物 をさがしもと

めるま れなのに地主や貴族の倉庫には ,黄

金の山がつまれていた。小説家のンフ .ト

ルストイは ,11つ としていられなくなつた。

小説家は勉強べやにて小説を書いておれ

ばよいのか。かりになにか救いの手を考え

るとしても・ひとり
の人間にどれだけのこ

とができるのか。それに,こ れは国の政治

の問題である。政府が難民を救 うのがはん

とうだ。

「 だが それでわたし命心はやすま

るだろうか。政治の機いだ。政治額がやれ

ばよい。しかし自分はなんにもをず ,死ん

でゆく人を見すてておられるだろうか。お

なじ人間どうしなのに   。 J
以上資料前半

(資料後半 )

|トルストイtま ,と うとうがまんできなく

なつた。妻ソフイヤ暉にたのん(5ooルー

プルの金をもらい 。3人のtrすめなつれて

もつと,ひ どいききんの地 ,タ ンコ=フスキー

郡へでかけた。

Fメーニヤ,マーシヤ・ウエーラー」
と ,かれさま3人のt,すめにいつた。

F露 人が二つの無料食堂のせわをし,ひ

とりがこどもたちのせわをしてくれないか。

しごとをま亀ヽそがしくたいへんだよ。 J

「 いいわ ,お とうさま選

無料食堂は ,小さな農家にもうけられた.

だれが食べにきてもよかつた。むすめたち

を村のおばさんが助けて食事のしたくをし

ま■.

「 だれでも食べにきてください.お金は
いりません。 J

おなかをすかしたおれそうな人のダ」がつづ

いた。あたたかいシチユーとパソがあたえ

られ ,だれもが ,がつがつ食べた.食べた

人lま ,おネLの ことばもそこそこに,待ちか

ャメ、いる人に席をゆずつた. ターニヤは ,

「 よつばどからだが強くないと,も たな

いわ。でも,なんとやりがいのある仕事で

し́よう。 J

と′穆つた。ぅれ しなきになく老婆に手をと機 ,

しつか りとにぎられたとき .感 ltやすいウ

エーラは ,い つしよになみだたながしたo

しか し , 500ル ープルのお金ではたか
が しれている. トルス トイは新聞にうつた

えた。

「 いったい,わが国に食料はあるのか?
いつばに歩〕り ,い つぼ うにないなら ,それ

は不公平というものだ。 J

トルス トイ大人もぉ金を集めるのに骨な

折つた。彼女は ,ト ルストイとtiすめのや

つているありさまを見にきて ,つぎのよう

に書むた。

F奉 わた lごが 螢4ヽさな食堂iCはい参た
ときをよ,大ぜいのこどもがテ“ブルにむか

って ,ヽさもだい1'そ うにバンを食べている

と.こ ろでした。シチユーやすいものや 。キ

ヤペツなどがあたえられています。女の人

たちが自分の番 のくるのをまつていました

が ,そ の一人に話しかけると。彼女さま自分

√Dく らしをなみだで話りだしました。する

とそれにつれてはかの人たちがいうせひに

なきだしました。女の人たちをまぅこの無料

食堂でやつと命をつない・そいるのです。通

の人たちは ,ひ とり,月 に■ループル30
コペツクあればいいのです。ですから,ひ

と́り■5ループルの金があれば新しい麦が

とれるまで ,う えから救 うことができるの

です一―。』

この記事はロシアの新聞にの り,爾 …ロ

― γ― ―



ツパ ,ア メリカまでつたえられ ,2週間に
■万 3千ループルの金 と食量がおくられて
きた。

■■月には食堂は30か所でき ,あ くる年
の 2月 には■87か所になり ,やがて 246
か所にもふえた。こどものためFtは ■24
か所の保育所ができた。

ただひとりの トルス トィの熱意 とそのお

こないが ,こ のような結果 となり ,■万 2

千人のおとなと ,3千人のこどもの命が救
われた。

トルス トイは感じた。

「 きのうまで知らなかった人が ,ヽ まヽはか
たく結ばれてぃる。 これが人類 とい うもの

だ。人類は一つである。だれが愛 しぁぇば

そこに平和がある。J

6実 践 記 録

この前貸 してくれた松葉杖をか りましたね。

あれで人間と人間と ,つ き合 ってゆく ,人間同
志どうゅ う姿が一番いいのかとぃ ぅ事を考えて

来ましたが ,今 もだぃたぃその様なことを ,こ

の資料を通 して勉強 してゅきたいと思います。

資料は全員に渡ってぃますね。

下田さん読んでください

(資料を読む )

T もう一度各自で黙読して下さい.
P 黙  読
T だいたい目を通しましたね。
まずロシアとゅ ぅめは知ってぃますね。今

は何 という国ですか。

P ソ連です。
T 今のソ連ですね。 ■89■年 とゆ うとだぃ
たい今から

■00年 く
゛
らい前です。

まあ ,80年 くらい前のことですね。
まずそこへ書いてあると思いますが ,凶作
や ,飢饉 ,こ の言葉を知ってぃますか.
道岡
`飢
饉と言えば 3嵐 とか ,台風で町等が荒
され被害 ,洪水で家が流 されたりしたこ
とをききんと言 う。

T そこえ書いてあると思いますが ,まず
飢饉 ,凶作になつた時の農民,お百姓さ
んの様子は ,ど うでしたか。

松本 ,食 うや食わずの苦 しい生活

高井 ,年寄や子供は ,う え死にする。

長田 3食べ物をさがして歩く。

T どうやってさがすのですか。
長田 ,村を捨て ,探 し歩きます.

西本 ,小説家の トルス トイは ,じ っとして

いられなくなった。

T そ うね .ト ルス トイは ,13っ として ,
いられなくな りましたね。

その事は ,後にまた出てきますね。

他に農民の様子はどうでしたか。お百姓

さんと直接かかゎ りあいのあるところ一

番上の行を見て下さむ。

広い畑は赤くやけ ,一粒の麦も実らなか
つたと ,書いてありますね。だから ,結

局 ,く うや食わずの生活 。年寄や子供は

体力が弱いから先に死んでいった。

村を捨て ,食物を探 しに行つた。農民は
こうゆ う状態であった。

では ,貴族や P ItL主は ,ど ぅであったか

梶谷 ,貴族や地主の倉庫には ,黄金の山が
つまつていた。

T まあ ,お金や ,食べ物 ,金銀財宝でし
ようね。農民は食 うか ,食ゎずで ,年寄

ゃ子供はうえ死にする。食物を探して村

を捨る。ところが貴族の方は ,倉庫に黄
金の山をきずく位のものを持つていた。

そういう状態だったのですね。

そこでトルストイは ,さ ,き西本君が言
つてくれた様に ,ど うぃぅ事で心を悩ま

せていたのですか ,班で話し合つて下さ
ヽ`。

P

T トルス トイは ,ど うゅ ぅ事で心を'悩 ま
せていましたかδ

下田 ,小説家は勉強部屋にけて小説を書い

ておればよぃのか。

松本 ,■人の人間にどれだけの事ができる

Ｐ

　

Ｔ
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一

か ,それにこれは政府の問題である

大木 ,人間の差がありすぎる。

山川 .こ の問題は政治家がやればいい。だ

けど ,見すてておけるだろうか ,同

じ人間として ,自 分が何 もせずに

高井 ,助けるためには自分がやるべきか。

政府がやるべきか迷つている。

月ヽり||・ 同 lt人間なのに何 もせずに■人の人

間に ,どれだけの事をしてあげられ

るか。

T まとめてみます。
農民はこうゆ う状態であつた ,それに

ひきかえ ,貴族はこうゆ う状態であつた。
をれでトルストオは自分は/卜説を書ぃて

奮線諸ま名鯰
0も出来ないのではないか

あるいは困っている農民を救 うのは政治

の責任であつて ,自 分の責任ではない.

とゆう気持 と ,いやそうllやない ,同 じ

人間として当然救いの手をさしのべ るベ

きだ ,と ゆ う気持が ,ト ルス トイの申に

あるわけだね.

トルス トイは ,こ こで悩んでいる。

トルス トイは結局 ,ど うゆ う行動をとる

か判 りませんが ,霧達が ,ト ルス トイの

立場でもしここに居たなら ,君達は ,ど

どうするだろ うか ,書いて下さい。

P (考 え紙に書 く )
高井 ,政府に頼み世界によびかけてもらう

北饉1,貴族 と地主に話 し合いに行き ,だめ

なら小説を書いて ,貴族や農民の様

子を世界にうつたえる。

道岡 ,貴族や地主に ,農民と同じ目にあわ

登てやる

松本 ,戦いをやる。

道岡 。トルス トイに出来 る文のことを して

あげる。

星  ,助けてあげたいけど ,人助けはいい

けど,そんなに自分もいい生活はじ

ていないから ,助けたくても ,仕方

なしに4ヽ説を書いてうつたえる。

梶谷 ,ど の家でも■円くらいはあるから ,

全国から ,■家に■円だしてもいい

からロシアの■人のクジヤ服は買える

のだから貧乏な所は貧乏なりに出せる

だけのお金を出してやる。

北山 ,自分がい くら考えても出来 るかどうか

農民に 9う つたえて ,話し合つて ,戦

をする。

T みんな何 とかしてあげたい気持なんだね。
しかし ,こ つちの立場は ,ど うなんだろ う。

政治の責任ではないか ,た しかに一人で出

来ることはある。だけど一人でできること

は ,たかが知れている。

ましてや トルス トくは ,何 も悪いことをし

ているわけではない。

何 も助けてあげなければならない義理はな

いのだからね。政府がやることだ ,国の責

任だ 。こうゆ う立場で考えてはいけないだ

ろ うか。 こつちの立場でもう一度考えてみ

よう.は い班で話 し合つて下さい。

P ′く ズ

重久 ,自 分は自分 ,人は人だから何もしなく

てよい。

松本 ,小説を書いて自分が生きのび りゃあえ

え

炭本 ,8o年前だから ,今の政治と政治が違
うだから ,貴族と戦 う以外 ない。

梶谷 まい くらだ嘔沌を書いて頼んでみても ,世

界にうつたえても/jヽ電えやなんかデタラ

メ tじ や言 うて信じてくれんからだめ。

長田 ,こ の人がこんなに考えていても ,やら

ない方がよい・ 80年 くうい前だから
いくらその人が考えても夢一人が元頑

張つてもダメだ ,と 言って ,人はその

人の事をバ勢だと言つて ,人はその人

の事をバカだと思 う。

道岡 ,小説で飢饉の事を国全体にひろめる。

トルス トイの様な心を持つている人は

4ヽ説を読んでお金を送つたりすること

も歩)ろ し ,そんな人達 ≧相談して助け

る方法を考えたしよヽヽ.

大木 ,自 分が大事たから ,人間の命は■つし

かないのに戦つた りして ,戦つて死ん

だら ,も う生きてゆけないのだから P

… 9…



やつばり救いの手をさしのべてやる。

T 時間がなくなつて来たのですが ,こ の後 トイ
はどうゆう事をしたか (資料後半配布 )

僕が読みますから ,プ リントを見て下さい。

(朗 読 )

T 結局 トルス トイは何をやつていますか。
妻 に頼 ん で ,500ル ープルのお金を借り
て娘を連れて食堂7_・ つくり ,村の様子を新聞に

書いて ,ョ ーロッパ・アメリカに呼びかけまし

た

P保 育 所
時間が来てしまぃましたが

こうして ,ト ルス トイは ,自 分に出来る文の事

をやりましたね。結局 ,人間は ,人が不幸にな

るのを知らない顔をすることが出来ない。助け

てあげたいな。とゅう心があるのですねф

T それから君たちも知つていると思いますが ,

新聞を切りとつて来ましたから ,あ とで ,後に

は,て鶉きますから ,読んで下さい。アフリカ
で食料不足 ,水不足になやんでいる記事です。

7授 業 の 反 省
資料を前半と後半にわけ ,ト ルス トイの悩み

をうきぼりにして価値かつとうを試みようと意

図したゎけであるが ,う まく意見がわかれなか

つた。もちろんこれはある程度予想されたこと

であるが ,教師が生徒個人々々の価値観を発表

させるために十分の発間をしていない。さらに

言えることは1生徒の発表の仕方がまだまだワ|1練

されていなぃことである.一年生であるという
ことももちろん考える必要があるが 3今後の話

し合いのラ|1練が必要である。

本時の目標が達成されたかどうか大いに疑問

であるが ,初め意図した。資料の前半で判断力

を ,後半で必情を深めることは ,授業後の生徒
の感想文からいくらかは期待できそうであつた

しかし授業そのものが平板に流れた事は杏めな

い事実であり,こ れは ,結局 ,生徒達の意見が

生活に立脚していない点にあると思われる。資

料に出てくるトルス トイを単に口先だけで批判

し,賞賛しただけのように思える。

資料がやや異質にすぎた感じもするが ,

心情な深めるためには必要なことであるう。

バズをニケ所でとり入れたが ,は tLめの方
は問題意識が一部の生徒 しかなかつたと判

断したため ,全員に問題意識をもたせるた

め予定していなかつたがとりいれた。

中心部分でのパズは話し合いは盛んであつ

たが深まりはみられない。しかし,パズに

おける話し合いが盛んであつたことは大い

に意義のあるところだと思う。

8。 今 後 の 課 題

いくら正しいことを知つていても実行が

ともなわなければ意味はない。

いくら道徳的に立派にしても,実践がとも

なゎなければだめである.そ の意味におい
て ,道徳教育はきわめて難しぃ.―朝―夕
にその成果は ,あらわれないし,道徳 摂業

も頭で考えるほどうまくはいかない.そ こ
には計画的にきめこまかい指導が継続して

行なわれなければならない。また道徳は ,

ややもすれば道徳の時間のみに ,お んぶさ

れがちであるが ,あらゆる領域で道徳教育

は行われるのだとぃう認識に立つて指導が

なされなければならない。

具体的な実践は ,校内研究組織の頃で述べ

たことを実践 してゆくり

ず
゛
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